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本報告書 は、当研究所が昭和63年 度 に実施 したr複 数 メデ ィアを活用 した

情報処 理教育 システムに関す る調査研究』の成果を踏 まえ、平成元年度事業 と

して実施 したr効 果的情報処理教育 システムに関す る研究開発』の成果 をとり

まとめた ものである。

情報化が急速に進展 してい る中で、情報処理技術者 の不足が今 日大 きな課題

とな って いる。また、同時に、最近 における情報処理技術お よび通信技術の進

展、利用 分野の拡大 に応 じ、情報処理技術者 は常 に、より高度 な、新 しい知識

・技術 を確実に修得 してい く必要が ある。 このような、情報処理技術者の量的

増大 と質 的向上 の要請に応 え るためには、適切かっ効果的な教育 を実践す る以

外に道 はな い。

従来 、情報処理教育において は、利用技術の進展が著 しいことか ら、一定の'

知識 ・技 術の伝達 に重 きが 置かれが ちであ ったが、今後はより効果を高 めるた

めに、各種 の教育 メデ ィアや教育 システムを活用 して い くことが重要 となる。

このため、本研究開発では、昭和63年 度の前記事業での、種 々の メディア

に関す る現状調査結果を もとに、電子OHPシ ステム、 ビデオ、遠隔教育 シス

テムに焦点 を当て これ らの開発 に向け、あるべ き要求仕様等について研究 を進

めた。

なお、研究 開発作業にっ いて は、効果的情報処理教育 システムに関す る研究

開発委員会 および同 ワーキ ンググループにより実施 した。

最後 に、本研究開発にあた り御協力を頂いた委員各位な らびに関係機関 に対

し厚 く謝意 を表す る次第 である。

財団法人 日本情報処理開発協会

中 央 情 報 教 育 研 究 所
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第1編 総 論

第1章 研 究開発 の 目的

1.1背 景

本事業は、昨年度実施 した 「複数 メデ ィアを活用 した情報処理教育 システ

ムに関する調査研究 」事業を継続発展 させ たものであ る。昨年度の事業 は、

今後の情報処理技術者の育成で は、 システム ・エ ンジニアの育成確保が最大

の課題で あるとの認識に基づ いて、その 目的を定めている。大量の システム

・エ ンジニ アを効果的かつ効率的に育成 して行 くためには
、在来の情報処理

教育の方法では限界があ る。 このために、新 たな教育 システムの構築を 目指

した調査研究に着手す る必要があ ると している。

昨年度の調査研究では、上述の要請に応えて行 くために、複数 メデ ィアを

活用 した情報処理 システムの構築 と展開を狙い として、OHPや ビデオ等の

既存 メデ ィアとCAIや 衛星通信 、パ ソコン通信、 さ らにはISDN等 のニ

ューメデ ィアを融合 した最 も効果的な教育方法、教育技術のあ り方 、教育実

施の前提条件を明 らか にす ることを 目的と している。

上記の 目的に基づ いて実施 された昨年度の事業の成果 は、

① 各種教育 メデ ィア ・システムの現状調査

② 情報処理教育 に関す るローカル教育および遠隔教育 システムにおける各

種 メデ ィアのあ り方

③ 各種 メデ ィアの特性分析

④ 情報処理教育 システムの検討課題

と して報告書を とりま とめるとともに、電子OHPシ ステムおよびVTRに

ついて はプ ロ トタイプが作成 されて いる。

上述の報告書の④で 「マル チメデ ィア教育 システムの開発 ・利用 に関す る

主要課題 」 として、6項 目にのぼる課題が指摘されてい る。 なかで も、第1

の項 目〈在来のメデ ィアや教育 システムの活用法の徹底 的な見直 しと有効活

用法の洗 い出 し〉は、今回の研究開発 と直接的な関連を持 っている。 したが
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って、その記述部分 をあえてここに引用 してお く。

「新 たなメデ ィア教育 システムといえ ども、従来の システムと無縁ではな

い。従来の システ ムでの知恵 や ノウハ ウを生か して、その延長上 に構築 さ

れ るシステムであ る。 それだけに、在来 のメデ ィアや教育 システムが最大

限活用 しきれているかど うかが、新 しい教育 システ ムを効果的にす るか ど

うかを大 き く左右す る可能性が大 きい。在来 メデ ィア教育 システムを十分

生か しきれないまま、新 しい教育 システムの構築 に挑戦 して も、やは り有

効な システムの実現 はおぼっか ないので ある。それだけに、新 しいメデ ィ

ア教育 システムの開発 に着手す る以前 に、まず は手持 ちの教育 システムの

活用法 に眼を向ける ことである。活用 しきれて いない とした ら、その原因

を徹底 的に洗い出 し、改善 の手を打 ってみ る。それな りに活用 されている

場 合で も、 もっと上手な活用法がないかを洗い出 し、有効 と思われ る活用

法を試 してみ る。 これ らが、新 システムを構築す る際の貴重な ノウハ ウと

して生 きるのである。」

少 し長文 にわたる引用 にな って しま ったが、 この精神 を反映 して、新 しい

研究開発 に取 り組ん だ。その具体的内容 は次章で言及する。

1.2本 研究開発の 目的

本事 業は、前節 の冒頭でふれたよ うに、昨年度 の調査研究事業を引 き継い

だ ものである。本事業で は、情報処理技 術の教育内容 にふ さわ しい各種 メデ

ィアの効果的な利用方法の研究開発 を進める ことを主要な 目的 に している。

っ まり、あるべ き情報処理教育 システムを検討 し、それ にふ さわ しい システ

ムの要求仕様を作成 し、提案す ることを狙い としている。

昨年度の事業を継続 した形で、具体的には以下の内容で研究 開発を進 める。

① 昨年度 の事業成果物で ある電子OHPシ ステムとVTRの プ ロ トタイプ

を用 いた教育実施 とその結果の評価

② 最新の教育 メデ ィア ・システ ムの調査研究

③ 電子OHPコ ースウェア作成実行 システムの要求仕様の作成 と提案

④ 効果的VTRコ ースウェアに関する研究 と提案

一2一



⑤ 遠隔教育 システムに関す る要求仕様 と中央情報教育研究所で実現すべ き

システム ・イメー ジの具体化 と提案

一方
、昭和62年4月 に通商産業省の産業構造審議会 情報化人材対策小委 員

会が 「2000年の ソフ トウェア人材」の中で示 した予測によ ると、2000年 には

97万 人の ソフ トウェア技術者が不足す ると指摘 している。 さらに、 この報告

書の中で提言 されている各種の施策 を実施 したと して も、なおかっ40万 人の

ソフ トウェア技術者が不足す ると している。不足する40万 人の内訳 は、プ ロ

グラマが9万 人 、 システム ・エ ンジニアが31万 人である。つま り、今後の ソ

フ トウェア人材の育成で は、 システ ム ・エ ンジニ アの育成確保 が最大の課題

にな って きているので ある。

そ こで、平成元年度 には新 たに2つ の システム ・エ ンジニア育成 にかかわ

るプ ロジェク トが発足 した。 いずれ も、地域における情報化事 業の活性化 と

連動 した施策である。 その1っ は、通商産業省の人材育成施策 の一環 として、

「地域企業内研修 リーダ養成 」 コースが全国各地で実施 された ことで ある。

当 コースは、企業内で システム ・エ ンジニアの育成指導 に当た ることので き

るイ ンス トラクタ、ない しは研修 リーダを養成 しようとす る ものであ る。A

コースとBコ ースの2種 類の コースがあ り、いずれ も10日 間の コースで、図

1-1の よ うな内容で実施 された。平成2年 度以降 も装いを新たに して、継続

的 に実施す る予定 にな ってい る。

・Aコ ース

コ ミュ ニ ケ ー 問題発見解決
教 授 法

シ ョ ン 技 法 技 法
(5.0日 間)

(2.5日 間) (2.5日 間)

・Bコ ー ス

ソフ トウ ェア プ ロ ジ ェク ト

教 授 法
開 発 技 術 管 理

(5.0日 間)

(2.5日 間) (2.5日 間)

図1-1「 地域 企 業 内 リー ダ ー養 成 」 コー ス研 修 内 容
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もう1つ の施策 は、平成元年の6月22日 に国会を通過 し、28日 に公布 、8

月25日 に施行された 「地域 ソフ トウェア供給力開発事業推進臨時措 置法」で

ある。 この法律 は10年 間の時 限立法であ り、地域の システム ・エ ンジニ アの

育成が主眼 にな って いる。 この事業 は、通商産業省 と労働省 とが連携 して ソ

フ トウェア供給力開発事業を促進 しよ うとい う狙いで、 この点が大 きな特徴

となっている。 この事業の主 目的 は、地域 におけるソフ トウェア供給基盤の

整備 ・強化の たあの システム ・エ ンジニアの育成 、さらには技術基盤の確立

とソフ トウ ェア事業の拡大 にある。具体的 には、毎年6ケ 所 に地域 ソフ トウ

ェア ・セ ンターを設立 し、そ こで システム ・エ ンジニ アを育成す る。企業で

働いている2年 位か ら数年のプ ログラマ経験者を対象に3ケ 月間、450時 間

程度 の研修で システ ム ・エ ンジニアを養成 しよ うという事業であ る。

以上のよ うに、国の情報処理 関連の諸施策 は、地域における実施 に重点が

移 って きてい る。 しか も、情報人材育成施策 の焦点 はシステム ・エ ンジニ ア

に絞 られて きている。 こうした状況を反映 して、中央情報教育研究所の研修

事業 も地域展 開に重 きを置かざるを得な くなって きてい る。教育対象者の多

量化 と広域分散化や年齢 ・経験等 のバ ラツキの拡大、 さらにはシステム ・エ

ンジニ アを主対象に した場合 の教育ニ ーズの多様化や高度化等に、柔軟かっ

効果的 ・効率的 に対応 して行 く必要があ る。 このためには、従来の講義中心

の座学 スタイルの情報処理教育の方法では限界がある。いか に質を維持 ・向

上 させなが ら、時代の要請にあ った教育を広域 ・広範囲に展開するかが、中

央情報教育研究所の当面の大 きな課題にな って きている。 このために も、新

たな情報処理教育 システムを実現す るにふ さわ しい要求仕様を研究 開発 し、

提案す ることが必要 になって きて いる。 中央情報教育研究所 はこの提案を受

けて、平成2年 度か ら実験 システムの試行 に着手す ることが望まれる。
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第2章 研究 開発の 内容

「効果的情報処理教育 に関す る研究 開発」事業の研究分野は、以下の3つ に

大別 される。

1.電 子OHPシ ステムに関す る研究

2.ビ デオに関す る研究

3.遠 隔教育 システムに関す る研究

これ ら3つ の研究分野の それぞれの内容について、以降で概観す ることにす

る。

2.1「 電子OHPシ ス デム に関す る研 究」 の 内容

電子OHPシ ステムに関す る研究開発の内容 は、図2-1に 示 したよ うに3

つのテーマに別れる。

第1章 電子OHPコ ースウェア ・ 第2章 既存 ソフ トの コースウェア

プ ロ トタイプの教育実施報告 作成実行への利用可能性

第3章 電子OHPコ ースウェア作成

実行 システムの要求仕様

図2-1「 電子OHPシ ステムに関す る研究」の内容

2.1.1電 子OHPコ ースウェア ・プロ トタイプの教育実施報告

「電子OHPコ ースウェア ・プ ロ トタイプの教育実施報告 」は、昨年の成

果物であ るコースウェア ・プ ロ トタイプの評 価報告であ る。 昨年の事業で は

プ ロ トタイプの作成 と教育効果予測の範囲に終わ り、実際の授業の中で利用

し、その効果を実測 した ものではなか った。そ こで、本年度 の事業では電子
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OHPコ ースウェア ・プロ トタイプを使用 した教育を行 い、その結果を分析

した。実際には、 タイプの異 なる3種 類の授業でプ ロ トタイプを利用 し、そ

れぞれの教育実施で得 られたア ンケー トを分析 ・評価 し、電子OHP教 材の

あ り方を提言 して いる。 ここで提起 された教材作成上の考慮点は、 「電子O

HPコ ースウ ェア作成実行 システムの要求仕様」の作成 にで きるだけ反映す

るように した。

2.1.2既 存 ソフ トの コースウェア作成実行への利用可能性

次の 「既存 ソフ トの コースウェア作成実行 への利用可能性」で は、すで に

多 くの企業か らCAI用 のオーサ リング ・ツールやプ レゼ ンテー ション ・ソ

フ トが発売 されて いるが、そのなかか らい くつかの具体例をあげて、その機

能を分析 している。電子OHPコ ースウ ェアの仕様を考 えた場 合、CAIオ

ーサ リング ・ツールとの類似点がい くっか見 られ る
。また、電子OHPで 投

影す ることを前提 に したプ レゼ ンテー ション ・ソフ トも発売 されてい る。 そ

こで、 これ らの中か らそれぞれ代表的 と思われ るものを2例 とりあげて、そ

の機能 を分析 し、電子OHPコ ースウェアと しての実用 の可能性を探 ってい

る。 ここでの機能分析 と電子OHPコ ースウェア作成 と実行 に対す る実用上

の制約や考慮点は、 「電子OHPコ ースウ ェア作成実行 システムの要求仕様」

の作成の ヒン トと して生 きて くる。

2.1.3電 子OHPコ ースウ ェア作成実行 システ ムの要求仕様

2.1.1と2.1.2の 研究作業の結果を受 けて作成 されたのが、 「電子OHP

コースウ ェア作成実行 システ ムの要求仕様」であ る。

電子OHPを 情報処理教育に効果的に活用す るためには、適切 なコースウ

ェアが作成で き、かっイ ンス トラクタの意図に沿 って運用で きるシステ ムが

必要である。 しか し、 このよ うにコースウ ェアの作成 とその実行が統合 され

たシステムは、残念 なが ら現在の ところ存在 しない。両者は車の両輪の如 く、

その一方を欠 くことはで きない。両者が ほどよ くバラ ンスしていることが、

電子OHPの 特性 を十分活用 してい くためには重要であ る。 しか も、統合型

システムと しての コースウ ェア作成実行 システ ムは、ユ ーザの熟練度 に応 じ
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て使 うことがで きると同時に、高度な活用技法を盛 り込む こと もで きる もの

でなければな らない。

以上のよ うな基本理念に基づいて、電子OHPの 特性を十分生か しきれる

システ ムの条件につ いて考察 し、要求 される基本仕様を明 らかに している。

要求基本仕様では、まず システ ムの特徴 と基本構成、その動作 と原理 、ハー

ドウ ェア と動作環境等の システ ムの概要を規定 している。 さらに、コースウ

ェア作成部 とコースウ ェア実行部 の要求仕様を具体的に記述 して いる。最後

に、将来 に向けての課題を明 らかに している。

2.2「 ビデ オ に関す る研究 」 の 内容 」

ビデ オ に関 す る研 究 開発 の 内容 は、 図2-2に 示 した よ うに4つ の テ ー マか

らな る。2っ の評 価 テ ーマを ふ まえ て 、 「効 果 的 ビデオ ・情 報 処 理 コー ス ウ

ェア」 の テ ーマが 検 討 され 、そ れ らの結 果が 「効 果 的 ビデ オ ・情 報処 理 コー

ス ウ ェア 」の テ ー マ に発展 ・結実 す る。

第2章 既存 ビデオ ・情報処理 コ

ースウェアの評価

第3章 効果的 ビデオ ・情報処理

コースウェアのあ り方

効果的 ビデオ ・情報処理

コースウ ェアの開発

図2-2「 ビデオに関す る研究」の内容
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2.2.1プ ロ トタイプの評価

本 テーマの主 目的 は、昨年度の本調査研究事業で制作 した 「プ ロ トタイプ

・ビデオ」(シ ステム ・エ ンジニア宣言)の 使用効果を評価する ことである。

そのための評価は、当 ビデオを視聴 した学習者 のディスカ ションによる調査

と、教育企画担 当者に対す る面接調査で行 った。

以上 の評価 とプロ トタイプの制作経緯 をふ まえて、 〈望 ま しい ビデオ 〉の

要件 の提案を行 ってい る。 プロ トタイプの視聴評価か ら見たく望ま しい ビデ

オ 〉と、プロ トタイプの制作経緯 の振 り返 りか ら見 たく望ま しい ビデオ 〉の

両側 面か ら要件 を提示 している。 さらに、新 しいプ ロ トタイプへの発展 につ

いて も具体的な提案を行 っている。

2.2.2既 存 ビデオ ・情報処理 コースウェアの評価

本 テーマでは、既存 ビデオ教材の調査 と既存 ビデオ ・コースウェアの評価

を行 ってい る。

既存 ビデオ教材の調査で は、情報処理教育用 ビデオ教材の現状を把握す る

目的で、8社 の ビデオ製作担当者へ のイ ンタビューおよび資料調査の結果を

とりまとめて いる。

既存 ビデオ ・コースウェアの評価では、その使用実態 を明 らかにす る目的

で ア ンケー ト調査を実施 している。既存 ビデオ教材の インタビューを実施 し

た8社 に対 してア ンケー トを依頼 し、回答が得 られた5社 の利用実 態を分析

・評価 してい る。

2.2.3効 果的 ビデオ ・情報処理 コースウ ェアのあ り方

本 テーマは、 「プ ロ トタイプの評価」 と 「既存 ビデオ ・情報処理 コースウ

ェアの評価」の2つ の研究 テーマを受 けて、 ビデオ教材による教育効 果を定

量的に把握す る方法を研究 し、提案す ることを狙い としてい る。

本テーマで は、情報処理教育 コースにおいて、 ビデオ教材が コースウェア

の一端を担 うたあの条件を、次の2っ の面か ら検討 している。つま り、 ビデ

オ教材の本来的特性 と、利用環境上持たせるべ き特性である。

ビデオ教材 の本来的特性面で は、まず情報処理教育 コースを学習テ ーマ特
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性で分類す ると共 に、 ビデオ教材の本来的特性を示す項 目(実 写効果,動 画

効果、 ドラマ効果)を 列挙する。次に、学習 テーマ特性別 に分類 した情報処

理 コースごとに、 ビデオ教材の適合性 を評価 し、各 コースごとの ビデオ教材

適合率を求める方法を提案 している。 ビデオ教材の適合率 は,情 報処理教育

コースと ビデオ教材 との"相 性"を 示す ものであ り、 ビデオ教材 の利用や開

発の際の定量的な 目安 と して役立っ。

一方、利用環境上持たせ るべ き特性 に関 しては、ある教育 コースに ビデオ

教材を使 お うとす る場合 、その学習環境 に教材が適合す るための条件を明確

にす る評価方法 を提案 して いる。そのために、まず学習者および学 習形態を

分類 し、 ビデオ教材の利用環境特性(圧 縮度、完結度、網羅性)を 列挙す る。

その うえで、学習者 のタイプ別および学習形態別に、 ビデオ教材 に持 たせる

べ き利用環境別特性を評価す る方法を提案 してい る。

2.2.4効 果的 ビデオ ・情報処理 コースウェアの開発

本テーマでは、まず情報処理 コースウェアにおけるビデオ教材の効果的開

発のあ り方を、効果的テーマ、効果的な制作 と運用の2つ の側面か ら検討 し

てい る。次に、効果的学習の諸条件を、学習に際 しての イ ンス トラクタ(教

育側)の 役割 、副教材の点か ら分析 し、検討 してい る。

さ らに、 ビデオ教材活用の今後のあ り方 として、学習者の主体的参画によ

る教育の重要性、 ビデオの他 メデ ィアとの融合活用 に関する提案を行 ってい

る。 ビデオの他 メデ ィアとの融合 に関 しては、①OHPお よび電子OHPと

の融合、②パ ソコンとの融合、③CAIと の融合 、④遠隔教育 との融合につ

いて触れて いる。

最後に、 ビデオ教育 の今後の課題 と して、学習環境の整備 とソフ ト開発の

体制整備 について強調 し、それ らに伴 う教育観 の転換の必要性 に言及 して い

る。

2.3「 遠隔教育 システム に関する研究」の内容

遠隔教育 システムとは、地理 的制約や時間的制約 を克服 して、広域 ・広範

、
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囲に散在す る学習者が、それぞれの場所で居なが らに して自由に教育を受け

ることので きる教育方法の1っ である。そのための講師 と学習者を結ぶ遠隔

通信 メデ ィアには、衛星通信やISDN、 電話会議 システム、パ ソコン通信

等が ある。

遠隔通信 システムに関する研究開発の内容 は、図2-3に 示 したよ うに5つ

のテーマに分かれ る。

第1章 遠隔教育 システムの現状
第2章 遠隔教育システムによる

教育事例

遠隔教育システムに関する

要求仕様

第4章 情報処理教育を支援する遠

隔教育 システムのイメー ジ

第5章 期待される教育効果と課題

図2-3「 遠隔教育 システムに関す る研究 」の内容
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2.3.1遠 隔教育 システムの現状

情報処理教育を支援す るための最適な遠隔教育 システムを検討す る前提条

件 として、既存の遠隔教育 システムの現状について把握す る必要 がある。そ

の ために、当研究開発で は我が国の主な先進企業17社 に対 して、遠 隔教育 シ

ステムの現状についてア ンケー ト調査を実施 した。 その結果得 られた9社 の

回答にっいて、以下 の6項 目につ いて分析 し、それぞれの傾向 と課題や問題

点を明 らか に した。

①遠 隔教育 システムを利用す る目的

②遠 隔教育 システムの特徴

③学習方法

④研修 内容

⑤他メディアとの融合

⑥遠 隔教育 システムの運用管理

これ らの検討結果 は、図2-3で 示 してい るよ うに、 「遠隔教育 システムに

関す る要求仕様」の作成および 「情報処理教育を支援す る遠隔教育 システム

の イメー ジ」の具体化 に反映す るよ うに した。

2.3.2遠 隔教育 システムによる教育事例 、

当テーマでは、衛星通信 を利用 した双方向型の遠隔教育 システムによ る研

修 の実践例 とこの委員会で実施 した遠隔教育 システムのモデル実験の結果を

報告 してい る。

遠 隔教育 システムの実践例で は、 コース開発,ク ラス開催 の準備、 クラス

開催時の教授法、 クラス終了時の処理、障害時の処理 、講師の意識の6項 目

にわたって、それぞれの活動内容や注意点 に関 して報告 している。 自 らの実

践 を通 じての体験報告であるだけに具体性があ り、示唆に富んだ点が多 い。

特 に、工夫 をこらして運営 した遠 隔教育 システムの クラスの方が、通常 の教

室での研修の平均をあ らゆる点ではるかに越えていることは注 目に値する。

遠隔教育 システムのモデル実験で は、中央情報教育研究所 の研修形態をその

ままモデルに して、それを遠 隔教育 システム上で実現す るとい う前提で実施

している。具体的には、次の3つ の模擬授業 と して行 った。
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① 「フ ァイル」とい う題材で、講義、VTR、 フ リップを利用 した模擬講義

を実施 し、講義 と発問をとり混ぜた形態で行 った。

② 「高度SEに 必要な感性 とは」 とい うテーマで 、討議形式の授業 サ ンプル

を実施 した。

③ 「ヒア リング」 とい う題材で、 コ ミュニケー ションが うま くとれ るかど う

かの模擬講義を実施 した。

② と③ に関 しては、果た して違和感のないデ ィスカ ッションや コ ミュニケ

ー ションが図れ るか どうかの懸念があ ったが
、結果は十分実用に耐え うると

の評価が得 られた。遠隔教育 システムの多様 な利用分野を示唆する実験 とな

った。 モデル実験の結果にっいては、発信局 と受信局の双方でのア ンケー ト

調査および遠 隔教育 システム上でのデ ィスカ ッションを通 じて詳細 に評価 し

ている。 これ らは 「遠隔教育 システムに関す る要求仕様」の作成 、 「情報処

理教育を支援する遠隔教育 システムのイメー ジ」の具体化、および本格 的な

実験 システ ムの実施に際 して大 いに生かすべ き もので ある。

2.3.3遠 隔教育 システ ムに関する要求仕様

このテ ーマでは、遠隔教育 システムを設計す る場合 に必要 とな る要求条件

を明確 に している。 ここでの検討 は、あ くまで も中央情報教育研究所が実施

す る研修 に関す る遠隔教育 システムの実現 を前提 に した要求仕様である。

したが って、まず中央情報教育研究所 における現状 の情報処理教育の方法、

形態、規模等を明 らか に し、現状での問題 点を整理 している。 これを受 けて、

遠隔教育 システムの要求条件を具体化 してい る。要求条件 は、 システム提供

者のニーズ、講師のニ ーズ、学習者のニ ーズの3つ の面か ら検討 している。

2.3.4情 報処理教育 を支援する遠隔教育 システ ムのイメー ジ

当テーマで は、既存 の遠隔教育 システムとモデル実験の経験や評価等 を参

考に し、近 い将来利用可能になるメデ ィアを考慮 に入れなが ら、前 テーマで

検討 した要求仕様に基づ いて、中央情報教育研究所で構築すべ きシステ ムの

イ メージを具体化 している。当テ ーマで は、次の6項 目にわた って検討 して

い る。
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①遠隔教育 システムの全体概要(シ ステムの利用 目的、 システ ム ・イメージ

を検討す るに当たっての考え方、 システム全体のイメー ジ)

② システムの対象範囲(対 象 とす る教育分野 と内容、学習者 の範囲)

③ システムの利用形態(コ ースの開催方法、受信局の タイプ と開催す る研修

の タイプ、授業 のイ メージ)

④ システムの機能(基 本機能 と拡張機能、発信局 と受信局の機能、 システム

の特徴)

⑤ システムの構成(ハ ー ドウ ェアの構成、 ソフ トウェアの構成)

⑥ システ ムの利用形態(シ ステ ム管理者の役割、発信局の講義 形態、運用時

間帯)

ここで提案 されている遠 隔教育 システムの仕様 は、あ くまで中央情報教育

研究所で実現すべ きシステムを想定 している。ただ し、投 資経費や施設の確

保等を含めた実現可能性にっいては検討 されていない。今後 、慎重にス タデ

ィすべ き重要項 目である。

2.3.5期 待 される教育効果 と課題

このテーマでは、前項で提案 した遠隔教育 システムが情報処理教育 に適用

された とき、どのよ うな効果が期待で きるかを検討 して いる。具体的に は、

教育運営 に対す る効果、学習者に対す る効果、講師に対す る効果の3つ の分

野 にわた って言及 している。
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第3章 効果 的情報 処理 教育 システムの実現 に向 けて

3.1当 事業の研究開発成果を実 らせ るために

前章で概観 したよ うに、当事業では3つ のテーマに取 り組んだ。 つま り、

① 電子OHPシ ステムに関す る研究

② ビデオに関する研究

③遠 隔教育 システムに関す る研究

の3テ ーマである。限 られた期 間 と予算の中での研究開発であ るため、いず

れ も教育 システムの要求仕様やイメー ジの作成 と提案に留 まってお り、具体

的な成果物の作成 は今後 に残されて いる。 したが って、効果的情報処理教育

システムを実現す るためには、今回の研究開発成果を引 き継いだ、さ らなる

開発が必要で ある。

3.1.1電 子OHPコ ースウェア作成実行 システムの開発に向けて

前述 したよ うに、今回の事業で は 「電子OHPコ ースウLア 作成実行 シス

テム」の要求仕様 は一応完成 した。次 は、 この作成実行 システムの要求仕様

に基づ いて、 ソフ トウェアを開発す る必要がある。 これを中央情報教育研究

所が独力で行 うのには負担がかか りす ぎる。電子OHPの メーカない しはソ

フ トウ ェアハ ウスに開発を委託す るか、共同開発をす るかで対応す べ きであ

ろ う。

電子OHPコ ースウェア作成実行 システムが開発される と、当然 の ことな

が ら情報処理教育のある場面の コースウ ェアを試作 し、実行 してみる必要が

あ る。 これによって、 コースウェア作成実行 システムのテス トと評価 を行い、

その改善に役立て る。一方で、作成 したコースウェアの使 い勝手 を評価 し、

コースウェアその ものとその運用面での改善 に反映す る。

以上のよ うな試行 と評価 ・改善を行 い、電子OHPコ ースウ ェア作成実行

システ ムが十分使用 に耐え うる ことが判明 した ら、講師をは じめ とした関係

者 に広 く普及 させ る。その結果 、情報処理教育 の効果的場面の コース ウェア

を本格的に開発で きる体制へ発展 させ る。
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3.1.2効 果的 ビデオ ・情報処理 コースウェアの開発 に向けて

「効果的 ビデオ ・情報処理 コースウェアの開発」では、 ビデオ教材の効果

的開発のあ り方 、効果的 ビデオ学習のための諸条件、 ビデオ教材活用におけ

る今後のあ り方 、 ビデオ教育の今後の課題 について提案 と問題提起を行 って

いる。 しか し、 これ らに基づいた ビデオの試作やその効果的利用の試み は未

着手であ る。 したが って、当然の ことであ るが、 ここで提案された ビデオ教

材の開発のあ り方を生か した試作を行 い、その効用を実証する必要が ある。

また、効果的 ビデオ学習の諸条件を勘案 した種 々の活用を試み、評価す る必

要 もあ る。

以上 の試みを さらに発展 させ、他の メデ ィアとの融合 について も実践 して

行 く必要があ る。少な くとも、電子OHPシ ステム、CAIシ ステム、遠 隔

教育 システ ムとの融合実験 は不可欠であろ う。

3.1.3遠 隔教育 システムの本格的な稼動 に向けて

既 に説 明 したよ うに、中央情報教育研究所 において将来実現すべ き遠隔教

育 システムの具体 的イメー ジは、今回の研究開発プロジェク トで提示 されて

いる。ただ し、その イメー ジを実現す るための システムは構築 されて いない

し、実験 も行われて いない。今回のモデル実験は、提案 されているイメー ジ

とはかなり異 な った システム環境での実験で しか ない。 したが って、まず は

今回の提案 システ ムのイメージとほぼ同等の システ ム環境での本格的な実験

を行 う必要があ る。 システ ム ・イメー ジと全 く同 じ環境で実験す るのが理想

であるが、多大な投資を伴 う。 したが って、借用 システ ムで実験する ことに

な らざるを得ないが、で きるだけ提案 システムのイメー ジに近い環境での実

験が望 まれ る。実験結果 の評価は、本番実施の指導や運用 に生かすだけでは

な く、今回提示 した システム ・イメージの見直 しと改善 に も反映す る必要が

あ る。

一方、遠隔教育 システ ムの本格的な実験 と併行 して、予算面や施設 面等 を

含 めた フィージビ リテ ィ ・ス タディを行 う必要がある。遠 隔教育 システムは

初期投資がかかる し、運営維持費 も大 きい。それに送信局 や受信局 の施設を

確保 する必要 もある。 これ らを含めて、実現可能性を慎重 に検討す ることが
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重要である。 フ ィー ジビリテ ィ ・スタデ ィの結果 －GOの 意思決定がなされ

て、 システム構築 と導入作業が開始 され る。 また、遠隔教育 システ ムで実施

す るコースの カ リキ ュラム作成や高品質の教材 ・コースウェアの開発を併行

して行 う必要がある。

3.2メ デ ィア融合 の 方 向

教育 メデ ィアには伝統的な メディアと しての既存 メディアと、マイ クロプ

ロセ ッサ等 を組み込んだ高機能 ない しは多機能 なニ ューメデ ィアとが ある。

既存 メデ ィアと しては、テキ ス ト、黒板(白 板)、 実物投映機、OHP、V

TR等 がある。ニ ューメデ ィアにはパ ッケー ジ系(CD-ROM、CD-1、

光 ビデオ ・デ ィス ク、DAT等)、 放送系(CATV、 衛星放送 、文字多重

放送等)、 通信系(衛 星通信、パ ソコン通信 、テ レビ/電 話会議 システ ム、

ISDN等)が あ る。 さらに、電子OHPや 各種CAIシ ステム、遠隔教育

システム等の メデ ィア ・ミックス系がニ ュー メデ ィアの注 目分野であ る。

以上のよ うな既存 メデ ィアとニ ューメデ ィアの融合、あるいはニ ューメデ

ィア同志の融合が教育 システムの必然の方向であ る。 このよ うな システムを

マル チメデ ィア教育 システ ム、ない しはハイパ ーメデ ィア教育 システムと呼

んで いる。

マルチ メデ ィア教育 システ ムにおいて 、どのよ うなメデ ィアの融合の仕方

や組み合せが妥 当であるか は、いかな るニ ュー メデ ィアを主軸に した教育 シ

ステムを構築す るか によ って大 きく左右 され る。一般には、メデ ィア ・ミッ

クス系の教育 システム、つ ま り電子OHPシ ステ ム、CAIシ ステム、遠隔

教育 システム等を主体 にメデ ィアの融合を検討 し、マルチメデ ィア教育 シス

テムを構築す る。
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通 信 系

・衛 星 通 信

・ISDN

・パ ソ コ ン 通 信

土 止照
日

・音 声 合 成 装 置

・DAT

・テ ープ レコー ダ

電子OH P
》 (

・タ ブ レ ッ トシス

・VTR

・光磁 気 デ ィス ク

・CD-ROM

図3-1電 子OHPシ ステムを中心 に した メデ ィア融合

例えば、電子OHPシ ステムを中心 にメデ ィア融合を検討す ると、図3-

1の ようなメディアの取 り込みが考 え られ る。電子OHPシ ステムを中心 に

した遠隔教育 システムだ と、通信系 の組み込みが必要 にな る。 さらに、音声

情報やパ ッケージ情報 、さらには新 しい制御情報を組み入れ るとなる と、図

示 したよ うなメディアの融合を行 ったマル チメデ ィア教育 システムになる。
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ところで 、当事業の研究開発の成果 に基づいて 、中央情報教育研究所が 当

面 目指すべ きメデ ィア融合の方向は、図3-2に 示 しているよ うな遠隔教育

システムを中心 に したマルチメデ ィア教育 システムであ る。 これに関す る詳

細 につ いて は、第4編 の第4章 「情報処理教育を支援す る遠隔教育 システ ム

のイメージ」を参照、して欲 しい。

3.3効 果 的情報処理教育 システムの実現 に向けての体制作 り

今回の研究開発で提案 しているよ うなマルチメディアの効果的な情報処理

教育 システ ムを実現す るためには、それにふ さわ しい体制作 りが大切 にな る。

体制作 りに際 しては、様 々な配慮が必要 になる。ただ し、ここで は必要不可

欠 と思われ る3点 に絞 って検討する。 つま り、エデュケーシ ョナル ・システ

ムズ ・エ ンジニアの養成確保、情報処理教育 カ リキュラムの整備の必要性
、

高品質の教材 ・ソフ トウェアの開発 ・提供体制の確立である。

3.3.1エ デ ュケーシ ョナル ・システムズ ・エ ンジニアの養成確保の必要性

効果的情報処理教育 システムであ るマルチメデ ィア教育 システムを構 築す

るためには、研修企画担 当者、映像化の専門家、制作の専門家、 コンピュー

タやニ ューメデ ィアのハー ド・ソフ トの専門家等各種の専門家の相互補完的

な協 力が欠かせ ない。 ただ し、これ ら専門家の協力だけでは、効果 的な シス

テ ムの実現 はおぼっか ない。マルチメデ ィア教育 システムの要 となる新 しい

人材の育成確保が望 まれ る。 メデ ィアを統合化 し、マルチメデ ィア教育 シス

テムの構築のために各種 の専門家の陣頭指揮 に当 り、イ ンチ グレ一 夕の役割

を果たす ことので きるエ ジュケーシ ョナル ・システムズ ・エ ンジニア(ES

E)、つまり教育 システム工学者の育成確保 が不可欠であ る。

ESEは ニ ューメデ ィアや新技術 に明る く、教育工学 や学習心理学の分野

に精通 して いる必要があ る。 さらには、情報処理技術に も精通 し、マルチ メ

デ ィア教育 システムの構築のためのプ ロフ ェショナルな専門工学者で もある。

こう した人材 の育成確保 は容易なことで はな い。 したが って、中央情報教育

研究所がその組織 的な育成確保の指導的役割 を果す必要が ある。 まず 、ES
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Eに 期待 され る役割や機能、要求 される知識 ・技術 および能力 ・資質等を明

らか に し、その育成方法を具体化す る必要がある。 このためのプ ロジェク ト

は平成2年 度 に企画されているので、十分期待で きる。 この成 果に基づいて、

遅 くとも平成3年 度か ら、ESE養 成のための研修 コースの実施 を開始す る

必要があ る。

ESEは 、中央情報教育研究所 にまず配置す る必要がある。 ただ し、 こう

した人材 はメデ ィアを提供す るメーカに も、教育 ソフ トウ ェアの開発提供会

社や教育 コンサルタン ト会社に も、さらにはマルチメデ ィア教育 システムを

構築 した り利用す る企業の研修部 門にも育成配置す る必要がある。 このため

の組織 的育成の役割 責任を中央情報教育研究所が果たす ことによ って、我が

国 における効果的情報処理教育 システムの実現 とその普及拡大が期待で きる。

3.3.2情 報処理 カ リキ ュラムの整備の必要性

中央情報教育研究所 では、 これまで情報処理教育 に関す る数多 くの標準 カ

リキュラムや育成指針を提案 して きている。ただ し、 これ らはいずれ も伝統

的な座学 を前提 に した もので、遠 隔教育 システ ムのようなマルチメデ ィア教

育 システムを考慮 に入れた ものではない。 したが って、 これ らの カ リキュラ

ムや指針の見直 しや改善を して、マルチメデ ィア教育 システムや新たな諸要

求にふ さわ しい もの に整備 してい く必要がある。

すで に標準 カ リキュラムや育成指針が数多 く作成 されてい るだ けに、一挙

に見直 しをす るのは無理である。優先順位をっ けて、優先度 の高 い ものか ら

整備に着手 し、マルチメデ ィア教育 システ ムに適用 して行 くことであ る。情

報処理 カ リキ ュラムの整備 は、マルチメディア教育 システムにおける高品質

の コースウェアや教材等の開発の前提になる。 それだけに、 コースウ ェアや

各種教材開発の基盤 になるよ うに傾注 して行 く必要があ る。

3.3.3高 品質の教材 ・コースウェアの開発 ・供給体制の確立

これ までにCAI用 の各種の コースウェアやVTR教 材等が おびただ しく開

発され、市販 されてい る。 しか し、一部の コースウェアやVTR教 材を除い

て、大半の ものが低品質で、十分使用 に耐え得 る もので はない。それだけに
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期待 したほどの普及がみ られない し、使用効果の評価 も芳 しくない。 この最

大の原因は、市販の大半 の コースウ ェアや教材が教育の専門家(教 育工学者)

の指導の もとで作成 され ていない ことによる。教育 内容 にある程度精通 した

ハ ー ド・ソフ トの技術者が 、限 られ た開発費用 と期 間の もとでセ ミプロ的に

作成 しているのが実態で ある。

このよ うな状況で は、マルチメデ ィアによる情報処理教育 システムを普及

発展 させるための促進効果 はとて も期待できない。悪 くすれば、普及発展の

阻害要因にな りかねない。 したが って、今後のマルチメデ ィア教育 システム

の健全な発展 のためには、高品質 の コースウェアや各種教材の開発 と提供体

制を確立す ることが欠かせ ない。

高品質の ものを開発 し普及 させるためには、中央情報教育研究所が先導 的

役割を果す ことが重要で ある。前述 したよ うに、ESEを 組織 的に育成 して

行 くことも必要であ るが 、それ以上 に優れた品質の コースウ ェア と教材を駆

使 したマルチメデ ィア教材 システムの実践を行 うことである。身を もって模

範を示 し、率先垂範する ことによ って、多 くの関係者を感化す ることが大切

であ る。それだけに、 しっか りとした体制で コースウェアや各種教材の作成

に取 り組む ことが望まれ る。

中央情報教育研究所の努力だけで は、高品質の コースウ ェアや各種教材の

開発 と提供体 制の確立 には限界が ある。開発 と普及拡大 のためには、教育特

化型の情報サー ビス産業 や コンサルタ ン ト会社の育成、マルチメデ ィア教育

用の コースウェアや教材 の共同開発体制の確立、市場に供 されている教材や

コースウェアの評価体制 や評価組織 の設立 、教材 や コースウ ェアあるいはマ

ルチメデ ィア教育 システムの共同利用 センター等 の設立が望 まれ る。
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第2編 電 子OHPシ ス テ ム に 関 す る 研 究

第1章 電 子OHPコ ー ス ウ ェ ア ・プ ロ トタ イ プ の

教 育 実 施 報 告

昨年度の 「複数 メデ ィアを活用 した情報処理教育 システムに関す る調査研究

報告」の中で電子OHPと 呼ばれ るニ ュー ・メデ ィアを紹介 し、その特性分析

に基づいて電子OHP教 材を開発 した。本章で は、その電子OHP教 材の教育

実施で得 られ たアンケー トを分析 し、電子OHP教 材のあり方を提言す る。

1.1実 施 状 況 とア ンケ ー ト結 果

1.1.1実 施教材 につ いて

昭和63年 度 の 「複数 メデ ィアを活用 した情報処理教育 システムに関す る調

査研究報告」で新 しい時代の視聴覚 メデ ィアの1っ として電子OHPを 紹介

し、その特性 にっ いての分析結果を報告 した。その中で、電子OHPの 特色

を生か した活用方法 と して、①動画、② シ ミュ レー ション、③ ソフ トウェア

実習 をあげた。そ して、その分析結果を受 けて電子OHPが 効果的に情報処

理教育で活用で きると思われ る教材開発 も行 った。 その教材(「 複数 メデ ィ

アを活用 した情報処理教育 システムに関す る調査研究報告」で はプロ トタイ

プ と呼んだ)は 、情報処理技術者試験に用意 され ている仮想 コンピュー タC

OMET上 でアセ ンブラ言語CASLを シ ミュレー ションす るものである。

当然、その教材 は電子OHPの 特長を生か し、図2-1のCOMET上 でC

ASLの 命令(実 際は、CASLを アセ ンブ リした後のマシン語の命令)が

処理 され る過程を動画を使いイメージによる教育 を計 った ものであ る。・
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以上が昭和63年 度の 「複数 メディアを活用 した情報処理教育 システムに関

す る調査研究報告」に記載 した電子OHPコ ースウ ェア ・プ ロ トタイプに関

す る概要である。 しか し、その報告でのプロ トタイプを含めた電子OHPの

教育効果 に関す る分析 は、予想の範囲で あり、実 際に教育効 果を測定 した も

のではなか った。よ って、平成元年度 の本調査研究報告書で は、予想 に基づ

いて開発 した電子OHPコ ースウ ェア ・プ ロ トタイプを使 った教育の実施結

果を報告す る。

1.1.2実 施状 況 に っ いて

中央 情 報処 理教 育 研 究所 で 平 成 元年 度 に行 った3回 の コ ン ピ ュー タ概 論 の

授 業 の 中 で 、電子OHPコ ー ス ウ ェア ・プ ロ トタイ プ(COMET&CAS

Lシ ミュ レー タ)を 使 った。 コ ン ピュー タ概 論 は 、 コ ンピ ュー タの 入門 者 に

対 して ハ ー ドウ ェア と ソ フ トウ ェアが どん な もの で あ るか を紹 介 す る もの で

あ る。 そ の授 業 の 中で 、 コ ン ピュー タのCPUと マ シ ン語 が どの よ うな関 わ

りを持 って い るのか を イ メー ジ させ る目的で 、1っ の モ デ ル と して プ ロ トタ

イプを 利用 した。3回 の利 用 状 況 は 、

(a)53名 に39時 間 の授 業 を 行 い 、 内プ ロ トタイ プを4時 間程利 用

(b)22名 に18時 間 の授 業 を 行 い 、内 プ ロ トタイプ を2時 間程利 用

(c)47名 に24時 間 の授 業 を 行 い、 内 プ ロ トタイプ を3時 間程利 用

とな って い る。a～c共 に全 講 習 の最 初 の授 業 と して コ ン ピュ ー タ概 論 が行

わ れ 、 そ の担 当講 師 もテ キ ス トも同一 で あ る。 ただ し、a～c共 に コ ンピ ュ

ー タに対 して 初心 者 とい う前 提 で行 った が
、a、b、cの 順 で コ ン ピュ ー タ

経 験者 が若 干 名 い たよ うで あ る。以 上 の よ うな状 況 で実 施 した後 、3回 と も

同一 の ア ンケー トを取 った。 そ の ア ンケ ー トが表2-1で 、 ア ンケ ー ト集計

結 果が 表2-2で あ る。
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表2-1ア ン ケー ト

ア ン ケ ー ト用 紙

コ ンピ ュー タ概 論 に使 用 した電 子OHP用 のCOMET&CASLシ ミュ レ

ー タに っ きま して 、以 下 の 質 問 に ご回答 くだ さい 。

1.シ ミュ レー タを使 った 説 明 は分 か りや す か った です か。

a.分 か りや す いb,普 通c,分 か りづ らい

2.シ ミュ レー タを使 わ な い説 明 と比 較 して ど う思 われ ま したか 。

a.使 った 方 が よ いb.わ か らな いc.使 わ な い方 が よ い

3.シ ミュ レー タの動 き(線 の流 れ)の 速 さ は ど うで したか。

a.ち ょ うど よいb.速 す ぎたc.遅 す ぎた

4.シ ミュ レー タの 画面 上 の 文字 は読 み や す か ったで す か。

a.読 み やす か ったb.1部 読 みづ らか っ たc.読 み づ らか った

※bを 選 ば れ た方 は そ の部 分 を お書 き くだ さい。

[']

5.シ ミュ レー タの表 示 画面 の情 報 はど うで した か 。

a.適 当b.少 な いc.多 す ぎた

6.シ ミュ レー タに 関 す る ご意 見、 ご感 想 等 を お書 き くだ さい 。

ご協力あ りが とうございま した。下記に ご芳名をお書 き くだ さい。

ご芳名[]
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表2-2ア ンケー ト集 計結 果

電 子OHP用 コ ー ス ウ ェ ア(COMET&CASLシ ミュレータ) ア ン ケ ー ト集 計 結 果

a b C 総計
集 計数 :構 成 比 集 書手数 :構 成 比 集 計 数 :構 成 比 集 計数 :構 成 比

1 ク}カ、 り や す'い 38 9σ.5% 14 63.6% 44 93.6% 96 86.5%

普 通 4 9.5% 7 31.8% 3 6.4% 14 12.6%

分 か り づ ら い O 0.0% 1 4.5% 0 0.0% 1 0.9%

無効 0 O.O% 0 0.0% 0 0.0% 0 O.0%

合 計 42。 100.O% 22 100.0% 47 100.0% 111 100.0%

2 使 っ た 方 が よ い 39 92.9% 21 95.5% 45 95.7% 105 94.6%

わ か ら な い 3 7.1% 1. 4.5% 2 4.3% 6 5.4%

使 わ な い 方 が よ い O O.0% 0 O.O% O 0.0% O 0.0%

無効 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 O.0之

合計 42 100.0% 22 100.0% 47 1'00.O% 111 100.O%

3 ち ょ う ど よ い 30 71.4% 17 77.3% 35 74.5% 82 73.9%

速 す ぎ た 10 23.8% 5 22.7% 12 25.5% 2.7 24.3%

遅 す ぎ た 1 2.4% 0 O.O% 0 0.0% 1 O.9%

無効 1 2.4% 0 0.0% O 0.O% 1 O.9%

合 計 42 100.0% 22 100.O% 47 100..0% 111 100.0%

4 読 み や す か っ た 30 7L4% 13 59.1% 25 53.2% 68 61.3%
一 部 読 み づ ら か っ た

9 21.4% 3 13.6% 19 40.4% 31 27.9%

読 み づ ら か っ た 3 7.1% 6 27.3% 2 4.3% 11 9.9%

無効 0 0.O% 0 0.0% 1 2.1% 1 0.9%

合計 42 100.O% 22 100.0% 47 100.0% 1.11 100.0%

5 適 当 38 90.5% 19 8G.4% 38 80.9% 95 85.6%

少 な い 0 0.0% 1 4.5% 8 17.0% 9 8.1%

多 す ぎ た 4 9.5% 2 9.1% 1 2.1% 7 6.3%

無効 0 0.O% 0 0.O% O 0.0% 0 0.0%

合計 42 100.0% 22 100.0% 47 100.0% 111 100.0%



表2-1の ア ンケー ト項 目2の 「シ ミュ レータを使わない説明 と比較 して

ど う思われ ま したか」 は、 コンピュー タ概論の授業でCOMETよ り単純 な

CPUの モデルを使 ってマ シン語 の説明を した こととの対比を聞 いて いる。

その説 明は、静止画をOHPで 投映 し解説 した。また、時間的にはプロ トタ

イプの利用に先行 して行 った。表2-2の ア ンケー ト集計結果でaの 合計人

数が 、実際に講義を受 けた53名 に対 して42名 にな っているのは、授業中 にア

ンケー トを取 る時間が なか ったため任意にア ンケー ト協 力を呼びか けたか ら

で ある。 ・

図2-2～ 図2-6は 、a、b、c3回 の アンケー ト結果をま とめた表2

-2の 総計を項 目毎に円グラフ化 した ものであ る。

1.シ ミュ レ・一ータ を使 った 説 明 は

分 か りや すか ったですか

(o.欧)

図2-2ア ンケ ー ト項 目1の 円 グラ フ
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2.シ ミュ レータを使わない説明 と

比較 してどう思われ ましたか

わ か らな い(4.3幻 無 効(o.欧)

使 わ な い方 が 良 い

図2-3ア ンケ ー ト項 目2の 円 グ ラ フ

3.シ ミュ レs-一夕の動 作(線 の流 れ)の

速 さは どうで した か

図2-4ア ンケー ト項 目3の 円 グラ フ
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4.シ ミュ レータの画面上の文字は

読みやすかったですか

(61.3`7。)

図2-5ア ンケー ト項 目4の 円 グ ラ フ

5.シ ミュ レー タの表示画面の

情報量はどうでしたか

多 す ぎ た(6.3z)無 効(o・o幻

少ない(8.培 し〆 　
溝灘i霜
目

、

、 、

ー ロ■
、

イ礁

.、.丙
「A

) 、

、

、 、

」
、

適 当(85.6」;)

図2-6ア ンケ ー ト項 目5の 円 グ ラフ
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1.2ア ン ケ ー ト分 析

1.2.1ア ンケー ト項 目1、2の 分析

CPUと マシン語の関係を理解 して もらう目的で電子OHP教 材を使 い、

それが理解促進に役立っ ものであ ったかをア ンケー ト項 目1、2で 聞いた。

アンケー ト項 目1(シ ミュレー タを使 った説明は分か りやすか ったですか)

では、 シ ミュ レータを使 った説明で 目的 とす る内容が分か ったか どうかを聞

いた。 ア ンケー ト項 目2(シ ミュレータを使わない説明と比較 して どう思わ

れま したか)で は、1.1で 述べた静止画による説 明と電子OHPを 使 った説

明 と比較 して、どちらが分か りやすか ったかを聞 いた。その結果、図2-2

と図2-3か らプロ トタイプ として作成 した電子OHP教 材が効果をあげた

ことが分か る。特 に、静止画 との比較では 「使わない方がよい」 と答 えた も

のが111名 中0名 であった。

それで は、 どんな点か ら電子OHP教 材を使 った教育 に対 して肯定 的な回

答が得 られたかを、 アンケー ト項 目6の フ リー ・コメン トか ら拾 ってみた。

それ は、次のよ うな意見であ る。

・本を使 った説明よ りも、動 きがあ って興味深 く見 ることがで きた。

・動 きがあ るぶん分か りやすい と思 う。

・文章だ けの講義 ではな く、視覚 にうったえ難 しい内容で も興味を持 って聞

くことがで きた。

・画面でみ るのは、やは り参考 にな ります。

・言葉で はなかなか伝 えに くい もので も、 シ ミュレータを使えばかな り理解

で きると思 います。

・目で追 うことは、机上 の説明よ りも有効だ と思 う理解が深 まる)。

・言葉によ る説明よ りもシ ミュレータを使 った説明の方が、流れが具体 的に

分か り理解 に役立つ。

・コンピュー タの動作状況が 目でみて分 か り、非常 に理解 し易か った。

・コンピュー タに関 して初心者 の私ですが 、内部構造、命令 、情報が どのよ

うに流れているかが理解で きた。
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・シ ミュレータを使わない研修 に比 べ、使用 した方が頭の中でイメージが浮

かびやす く、話をす るよ り分 か りやすいと思 う。

・口で説明する方法 よ りも、 目か ら入 って くる説明の方が分か りやすいこと

か ら、 シ ミュ レータは良 い方法であ ると思 った。

・シ ミュレータを使 った方が流れをっかむには分か りやすい
。

・動作 のある画面で変化があ り分か りやすか った。

・目新 しさがあって良 かった。

・流れ を目で確認で きて大変 よい
。

・処理の流れ について理解す る場合 などでは、非常 に役立つ と思います。

・動 きも入 って分か りやすか った。

・音 と一緒 に動 くとい うのが ア クセ ン トがあっていいと思 う。

・内容を動画で とらえて進 めてい くことは、興味 ・関心をひき楽 しい授業が

展開で きると思 う。

・データの流れが非常 によ く分 か ったように思 う。

・シ ミュレータは流れを追 う授業で は大変よいと思 う
。

・レジスタの動作 、データ、情報 の動 きの相互関係が よ く理解で き、イメー

ジが具体的に描 けた。

・画面が動 くので、その説明の内容が理解 しやすそ うである。

・従来のOHPに ない動画表示がで きるとい う特徴 は大 きな教育効果が得 ら

れ ると思 う。

・シ ミュレータを使 った授業は分 か りやすい と思 う。特 に板書で は説明で き

に くい部分 に有効で あろう。

・動 きがあ って大変良か った(あ の動 きを板書等で説明す ることを想像す る

と)。

・従来のOHPで 静止画の状 態では、教科書等をただ見ているの と変わ りな

く、電子OHPの 動 きがあ って こそ興味 ・関心を引 くもの と考え る。

以上の意見をまとめ ると、電子OHP教 材が有効であ った点 として、

①動画を使 うと授業 に変化がつ き興味 ・関心を引けること、

②流れのあ る内容 にっいて は動 きによりその流 れを目で確認で きること、

③内容をイメー ジで捉え ることがで きるので理解 の助け となる こと
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の3つ が挙 げ られ る。 よって、流れ として表現で きる授業内容の場合、それ

を動画によ り流れをイメージとして伝え ると非常 に教育効果が上が るといえ

る。今回の シ ミュ レータに関 して も、CPUの 各種 レジスタとメモ リ内をデ

ータが どのように動 き処理 され るかを図解 と流れで示 したことによ り効果 を

上 げた。また、複数の要素に相互作用 や相関があるとき、それを伝え る手段

と して も電子OHPを 旨 く使 うと効果が上がるで あろう。それか ら、 シ ミュ

レータに音響効果をっ けた ことに対 して効果 があったという意見があ った。

ところで、 ア ンケー ト項 目1の 集計結果に気 になる点がある。それは、b

の授業の集計結果が他の授業 と比べて芳 しくない ことである。 ア ンケー ト項

目1に ついてa、b、c毎 の集計結果 をグラフに したものが図2-7で ある。

a、cに 比べてbの 評価が悪か った原因をア ンケー ト項 目6の フ リー ・コメ

ン トに求 めてみたが、見あた らなか った。そ こで、bと 他の授業 との違 いを

調べてみた。bは 他の授業 と比べて授業時間が短 く(aの 半分以下である)、

電子OHP教 材を使 った時間 も短 い。 それに、bの 受講者 は他の受講者 に比

べてま った くの初心者の割合が高か った。 とい うことは、初心者の人数が多

か ったに も拘 らず 、短 い時間で電子OHP教 材の意図する内容を伝えよ うと

した ことが原因で あった と考え られ る。言 い換え るならば、受講者が理解す

るには短す ぎる時間で説明を受けたので、消化不良を起 こ したので はないか

と思 われ る。 したが って、 この原 因は電子OHP教 材にあ るので はな く、そ

の運用を誤 ったたあであ る。電子OHP教 材 に不満があったので はない とい

う理 由と して、ア ンケー ト項 目2で 電子OHPを 使 った方が よい と答えた も

のが95.5%あ ったことか ら分か る。以上の ことか ら、理解促進を図 ることが

で きる電子OHP教 材 を作 って も、や はり盛 り込 まれた内容を十分理解で き

るだ けの時間を取 って運用 しなけれ ば効果が半減 して しまうとい うことであ

至 ・
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1.シ ミュ レー タを使 った説明は

分か りやすかったですか

((L)

1.シ ミュ レー タを使った説明は

分か りやすかったですか

(b)
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1.シ ミュ レー タを使 った説 明 は

分か りやすか った です か

無 効(o.ぽ)

分 か りづ ら い(0.0幻

(c)

図2-7a、b、c別 の ア ンケ ー ト項 目1の 円 グ ラ フ

1.2.2ア ンケー ト項 目3、4、5の 分析

ア ンケー ト項 目3で は動作が認識 で きるのに十分な速 さであ ったかにっ い

て、 アンケー ト項 目4で は投映画面の文字及 び図が見やすか ったかにつ いて、

さ らにア ンケー ト項 目5で は投映画面の情報量が把握す るのに適量 であった

かについて聞いた。

動作については図2-4よ りほぼ満足できる結果が得 られ た。ただ し、4

分の1弱 の人が まだ速 い とい う回答 した ことは無視で きない。一斉授業の形

態で使 う電子OHP教 材 の場合、複数の受講者を対象 とするので、受講者の

資質の差を考慮 し、なるべ くゆ っくりとした動作 に しなければな らないと予

想 していた。それで、 この プロ トタイプ もゆ っくりと した動作に したっ もり

であるが、まだ速 い と答えた人が いた。 したが って、動作のあ る電子OHP

教材を作るときは、その動作を相当にゆっ くりに して もし過 ぎで はない とい

旦 。

この ことに 関係 す る フ リー ・コ メ ン トを ア ンケー ト項 目6か ら拾 ってみ る
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と、次のよ うな ものが あ った。

・動 きは1度 だけでな く、何回か繰 り返せば もっと分か りやすい。

・次の状態に移 るまでの時間は、 もう少 し長めの方が考え る時間が取れて良

か った と思 う。

・シ ミュレータの動作を理解度 に合わせて変え られれ ば良い と思 う。

・最初の画面で説明す るときはゆ っくりと動 くように、次の画面か らは動 き

が速 くなるよ うに、3回 目は もっと速 くなるよ うに動 きを変えていけた ら

良い と思 う。

この回答 に注 目すべ き点が2点 あ る。1っ は、動作が ゆっ くりなだけで はな

く、繰 り返せるような工夫があ るともっと良 い教材 になるとい うことであ る。

そ して、 もう1つ は、最初 に使 うときはゆ っくりの方が よいが 、その シ ミュ

レータの動 きに受講者 がなれて きた ら、動作を速 くして いった方がよいとい

うことであ る。 なぜな ら、慣れて きた時、最初 と同 じよ うに動か していると

受講者が飽 きて しまう危険性があ るか らだ。 ところで、参考 と してプ ロ トタ

イプの流れの速 さを示 す と、電子OHPの 画面上(投 影 した画面で はない)

を2.5cm/秒 で動か した。 ただ し、PC-9801VX(CPU:i80286)

の10MHzを 使 った場 合である。

次 に、投映画面の文字及び図が見やすか ったか とい う点 についてみてみる。

その アンケー ト結果 は図2-5に 示 され るよ うに、4割 弱 の人が見づ らさを

感 じた結果 とな ってい る。プ ロ トタイプの投映画面 について は、教室の どの

場所か らも見え るよ うに考え、英数字は全角(16×16ド ッ ト)で 、仮名漢字

は倍角(16×32ド ッ ト)で 表示で きるよ うに教材を作成 した。 しか し、 この

よ うな結果 とな った。その原因をア ンケー ト項 目4の フ リー ・コメン トか ら

求 めてみると、全体的 に画面が暗 くて見づ らく、特 に投映画面の周辺 にい く

ほど見づ らいことが分か った。画面が暗 くな るのは電子OHPの 透過率が非

常 に低いためであ る。 この ことは予測 されていたため、実施環境 としては、

通常 より明るいOHP(メ タハ ラル ドランプを使 った もの)を 使用 し、スク

リー ン付近 は暗 くして投影 した。 しか し、それで も暗 くて投映画面上の文字

が見づ らいと感 じた受講者が いた。 しか し、現在の電子OHPで は暗 さにっ

いての問題 は解決 されて いないので、投映文字の1つ づっを大 きくして、そ
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の暗 さに対処で きるよ うにする必要がある。特 に、文字については英数字全

角、仮名漢字倍角 に して も十分な大 きさといえないことが分か った。また、

投映画面の周辺部 はOHPの 特性 として中心 より暗 くなるので 、余 り多 くの

情報を盛 り込 まないように配慮す る必要がある。 この点で は、プ ロ トタイプ

の画面設計(図2-1参 照)に 問題があった。ただ し、 このプ ロ トタイプの

教材 内容か ら考え ると、 これ以上簡略化で きなか ったとい う点 もあ る。 この

あた りが、電子OHP教 材作成 において非常 に難 しい点 とな りそ うだ。

ところで、電子OHPを 運用 して いて気づいた点があ る。それ は、電子O

HPに はかな りの厚みが あるので、OHPス テー ジに乗せ ると焦点距離が短

くな り、通常 の シー トを乗せた場合 と比較 して投映画面が小 さ くな るとい う

ことである。 この点の配慮 も必要が あ りそ うだ。

投映画面の情報量についてのア ンケー ト結果が図2-6で ある。 この こと

については、まず まずの結果が得 られ た。問題があると答えた者 は全体の15

%程 度で、その内容 は多す ぎると少 なす ぎるとに分かれ ている。投映画面の

情報量につ いては、教材 内容 に左右 され る面が大 きいので 、一概 に決 め られ

ないと思 う。 しか し、資質の異な る受講者の誰 もが把握で きる適切 な量 とす

るには、なるべ く少 な くした方が良 いで あろ う。実際、 この プロ トタイプの

作成時 にも、で きる限 りCOMETの 構造を簡略化す ることに心がけた。そ

のため、逆 にCOMETを もう少 し精密 な図に した方が良い とい う意見が ア

ンケー ト項 目6の フ リー ・コメ ン トの中にあ った。 この当 りが一斉授業に使

う教材の難 しいところであ ると思 う。 しか し、プロ トタイプを作成実施 した

体験 か ら、情報量が多す ぎた と感 じさせないことを第1に 考 えた方が良い と

思われる。

ところで、 シ ミュレー タ以外の電子OHP教 材 に関す る情報量 につ いての

配慮 点 としては、今 までのOHPシ ー ト作成上の配慮点 と して分 か ってい る

ことが当て はまる。参考 まで に示す と、

①文字の情報 は箇条書 きに し、1項 目当た りの文字数 は10文 字前後 にす

ること、

②図表の情 報は1枚 の シー トに1つ の図表 とすること

である。
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1.2.3ア ンケ ー ト項 目6の 分 析

ア ンケ ー ト項 目6の フ リー ・コメ ン トで は、他 の ア ンケ ー ト項 目に関 係 す

る意 見 を紹 介 した。 しか し、 まだ 紹介 して いな い意 見で 重要 と思 われ る もの

が あ るので 、 次 に挙 げ る。

・フ ロ ー チ ャー トの トレー ス に使 うと良 い。

・ブ リン クは多 少 目が 疲 れ た が 、 リバ ー ス は集 中で きた。

・カ ラーが 使 え る と色 分 けが で きて 、 も っと分 か りや す くな った。

・解 像 度 が 上が る と もっ と良 い と思 う
。

この 中で 、特 に カ ラ ーに つ い ての 要望 が 多 くあ った 。 ま た、 プ ロ トタイ プ

で は注 目 して ほ しい箇所 を ブ リンク(点 滅)さ せ た り、 リバ ー ス(白 黒 の反

転)さ せ た り した。 なぜ な ら、 コ ン ピュー タの カ ー ソルが そ うで あ るよ うに、

ブ リン クや リバ ー ス は注 目を集 あ るで あ ろ うと予 想 したか らで あ る。 しか し、

上 記 の 意 見 か ら注 目を させ る に は ブ リン クよ り リバ ー スが 適 して い るよ うだ。

この ア ンケー ト調査 とは別に、注 目を集 める手段 と してどのよ うな手法が有

効であ るかを調査 した。 その調査か らもブ リンクよ り リバ ースの方が有効 と

い う結果を得て いる。

1.3実 施結果のまとめ

電子OHP教 材(プ ロ トタイプ)を 授業で活用 し、 アンケー ト調査を した以

上の結果 をまとあてみ る。まず 、電子OHP教 材 を作成す る場合、考慮す ると

有効で ある項 目として次のよ うな ものが挙 げ られる。

① 処理や動作 などの流れ を理解 させ る場合、その流れを動画 によ り表現す

る と良 い。特 に、条件 によ り事象や現象が変化す るよ うな複雑な事柄の場

合、 シミュレー ションを利用 してイ メー ジとして伝え るように工夫す ると

有効であ る。情報処理で は、CPU内 部の働 きや、流れ図の トレースな ど

が有効であ る。

② 動作を含む電子OHP教 材の場合、その動 きを相当ゆ っくりに して もし

過 ぎで はない。 さ らに、その動作 は反復で きるよ うな工夫が されていると

なお良 い。ただ し、同 じよ うな動作を何度 も見せ る場合は、途中の動作を
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省略 した り、速 くした りして飽 きさせないよ うな考慮 も必要である。

③ 投映画面の設計で は、電子OHPの 画面が暗い ことを考慮 して、画面上

のキ ャラクタ(文 字を含む)を で きる限 り大 き くし、見やす くす る必要が

ある。特 に、画面の周辺部 は暗いので 、なるべ く中心 に情報 を集めるよ う

な配慮が必要であ る。

④ ③ を言 い換え ると、投映画面の設計 は絵 及び文字の情報 をで きる限 り簡

略化 すると良 い とい うことであ る。特に注意 した いことは、 ソフ トウェア

の画面設計 のつ もりで作 って は駄 目だ とい うことであ る。

⑤ 投映画面 の1部 を注 目させ るよ うな時は、その部分を リバース(白 黒の

反転)さ せ ると良 い。文字情報の場合 、ブ リンク(点 滅)さ せると、その

情報がかえ って読みづ らくなるよ うで ある。

⑥ 動 きに同調す る効果音を入れ ると、注意を集 中させるのに役立っよ うで

ある。

⑦ 入力を必要 とする電子OHP教 材の場 合は、入力に時間がかか らないよ

うに、入力作業が スムーズにい くよ う工夫 してお くと良 い。

次に、電子OHP教 材の運用 に関 して留意す るべ き項 目を挙げ る。

① 電子OHPの 暗 さをある程度 カバーす るよ うな光源を持つOHPを 用意

したい。

② 電子OHPの 厚みにより、投映画面が通常 のOHPシ ー トを映 した とき

よ り小 さ くな るので 、OHPと ス クリーンの距離を離 して配置す るよ うな

考慮が必要 であ る。

③ 電子OHP教 材の中で注意を喚起 させるよ うな工夫(た とえば、 リバ ー

スなど)が して あった として も、やは り説明の時 は指示棒を使 うと良 いよ

うであ る。

④ 電子OHPを 操作する コンピュー タの位置 は、スク リー ンの近 くで説明

と操作の両方が し易いよ うに してお くべ きである。特 に、 コンピュータを

操作す るとき、教 師が スク リーンの前を通 る ことが無いようにす る。また、

デス ク ・トップ形 の コンピュータを使 う場 合は、 コンピュー タが受講者 の

視線を邪魔 す る場合があ るので注意 したい。
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⑤ 理解促進を図 ることがで きる電子OHP教 材を作 って も、やはり盛 り込

まれた内容を十分理解で きるだけの時間を取 って運用 しなければ効果が半

減 して しまう。

それ以外に気づいたこととしては、パー ソナル ・コンピュータのLANを 使

って受講者 に一斉 に画面を提示す る方 法 と比較 して、電子OHPを 使 って提示

すると受講者の視線が1個 所に集まるので受講者の反応把握をする点で、教師

側 に有効で あると感 じた。
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第2章 既 存 ソ フ トの コー ス ウ ェ ア作 成 ・実 行 へ の

利 用 可 能 性

現在、多 くの企業か らCAI用 のオーサ リング ・ツールが発売されてい る。

電子OHPコ ースウェアの仕様を考 えた場合 、CAIオ ーサ リング ・ツール と

の類似点が い くっか見 られ るもの と思われる。 また、電子OHPで 投影する こ

とを前提 と したプ レゼ ンテー ション ・ソフ トもい くつか発売 されて いる。

本章で は、既 に発売 されているCAIオ ーサ リング ・ツール とプ レゼ ンテー

ション ・ソフ トの中か らい くつか例をあげてその機能を分析 し、電子OHPコ

ースウェアとしての実用 の可能性を探 ってみ る。

2.1CAlオ ーサ リング ・ツ ール の分 析

2.1.1SCHOOL-ACEllの 分 析

SCHOOL-ACEHは 、富 士 通株 式 会社 か ら発売 され て い るパ ソ コ ン

によ る教 材 開発 支 援 シ ステ ムで あ る。

(1動 作 環境

対応パ ソコン

OS

メモ リ環境

画面の解像度

基 本 ハ ー ド構 成

(2)ソ フ トウ ェア構 成

16ビ ッ ト以上 のパ ー ソナ ル ・コ ン ピュー タ

MS-DOS

MS-DOS配 下

640×400ド ッ ト

ハ イ レゾ リュー シ ョン ・モ ー ドのパ ソ コ ンで は作 動 し

な いが 、電 子OHPが 対 応 して い るパ ソ コ ンの画 面 モ

ー ドは640×400ド ッ トの ものが ほ とん どで あ るの で
、

電 子OHPの 利 用 につ いて は問題 が な い。

本 体 、CRT、 プ リンタ

SCHOOL-ACEIIは 教材(コ ースウェア)作 成部 と実行部 に大別 さ

れ、作成部 はさ らに教材画面作成部分 と組み立 て部分 に分かれ る。
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`

コーズ作成部 コー ス実行 部

①教材画面の作成

②教材の組み立て

③教材の実行

(3)教材作成処理 フロー

教材画面の作成 か ら、実際に実行 ・学習す るまでの流れは以下のよ うにな

る。

①教材画面の作成 ②教材の組み立て ③教材の実行

文 章 の 作 成 学 一 → コ

習 | 教
図 形 の 作 成 〉 進 → コ → ス 一 材

行 | の の

アニメーションの 作 成 の ← ス 作 実

指 論 成 行
定 理 一

チ

工

ツ

ク

(4)コース作成部の機能

①教材画面作成部の機能

教材画面作成部の機能 と して は、文章の作成、図形の作成、アニ メー ショ

ンの作成、補助の4っ が ある。基本的 には、教材作成時 に表示 され る画面が

そのまま実行時の画面 となる。

文章の作成 は通常 の ワープロと同 じく、かな漢字変換、編 集機能を用いて

行 う。 ワープ ロにない機能 と して、文字の反転表示 、点滅、文字色の指定等

の機能がある。電子OHPで 表示 すると画面が白黒で表示 され るために色の

指定 は意味が無 くな るが 、その半面 、反転表示、点滅等の機能 は非常に有効

となる。ただ し、 これ らの機能 は画面作成時 に指定す る ものであ り、教材 の
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実行時、即 ち電子OHP投 影時 には指定で きない。図形 の作成は、ICON

(ア イコン)と 呼ばれ る絵文字をカーソル ・キーか マウスで選択す るか、ま

たはPFキ ーを押す ことによ り選択で きる。座標の指定 は640×400ド ッ トの

範囲内で、最低1ド ッ トずつ指定で きる。

アニ メー ションは、図形部 品(動 画部品)を 単位 として動 きを定義す るこ

とによ り作成する。 白黒の電子OHPに 表示 した際、見 る者の興味をひ く機

能 と して有効であ る。 また、このアニ メーション機能を利用 して、あ る図形

の拡大、縮小表示 も可能であ る。 ただ し、 これは図形部品の拡大、縮小 であ

り、表示画面その ものを拡大 または縮小す ることはできない。

補助機能 には、 コースに登録 されている画面名の一覧を印刷 した り、画面

その ものの印刷 とい うよ うな機能 もある。

②教材の組み立て部の機能

教材の組 み立て ば、学習の流れを定義するr学 習進行指定』、指定 した定

義に矛盾が ないかをチ ェックするrコ ース論理 チ ェック』、学習進行デー タ

に基づ き必要な画面のみを編集 ・圧縮 して抽 出 し最終的な コースを出力す る

rコースの作成』か らな る。

学習進行指定 はフ レームを単位 として行 う。 フ レームは学習を進 める単位

であ り、対応 する画面 は1つ であることが多いが、複数 の画面が対応す るこ

ともある。 フ レームには、問題 フレーム、説明 フレーム、章 メニュー ・フレ

ーム
、節 メニ ュー ・フ レーム、 ヒン ト・フ レーム、得点分岐 フレーム、変数

分岐 フ レーム等の種類があ り、フ レームの種類 によ り次の フレームへの分岐

の方法が異な る。問題 フ レームでは、学習者 の応答入力が正答か誤答か によ

り次のフ レームへ分岐させ、章 メニ ュー ・フレーム、節 メニ ュー ・フレーム

で はメニ ューを選択す るよ うな形で分岐 させ ることがで きる。 また得点分岐

フレームは、各問題 フ レームを学習 し、そこでの正答によって得 た得点によ

り、より簡単 な問題あ るいはよ り難 しい問題への分岐が設定で きる。

このよ うな分岐は、 ほとん どが学習者の応答入力によって定 まる。SCH

OOL-ACEHは 生徒1人1人 がキーボー ドをたたいて学習す るのが前提

とな ってい る。 いわゆる学習 ドリルのよ うな ものであ り、提示型の学習を前

提 としていない。電子OHPを 利用 した場合、1台 の機械の画面をスク リー



ンに表示 させ、講師がキーボー ドをたたいて講義 を進める形 となるため、分

岐の方法に運用面で合わ ない部分が出て くる。 メニ ューによる分岐 は利用の

可能性があるが、提示型の講義で は固定 された一連の流れさえ定義で きれば

問題 はないよ うに思え る。

学 習進行指定 において学 習の流れを定義 し、 コースの論理 チェックにお い

て も矛盾がなければ、 コースの作成 において必要な教材 画面のみを編集 、圧

縮 の うえ抽 出 し、最終 的な コースを出力する一種の コンパイルのような作業

である。最終的 にで きあが った コースウェアはSCHOOL-ACEll独 自

の階層構造 を持 った複数 のフ ァイルとな り、独 自のフ ァイル構成で管理 され

ることとなる。

(5)教材実行部の機能

学習の進行 は学習者の応答入力を もとに行われ る。通常 は数字の入力や リ

ター ン ・キーを もとに画面を進めて行 くことにな る。通常 の進行以外の機能

はPFキ ーに割 り振 られて いる。PFキ ーの設定は以下の通 りである。

キ ー 機 能

PF1 回答表示

PF2 ヒン ト表示

PF3 指定 したフ レームヘスキ ップ

PF4 回答照合(複 数回答時)

PF5 復帰
、

PF6 前画面

PF7 メ ニ ュ ー ・キ ー(章 メ ニ ュ ー 、 節 メ ニ ュ ー へ)

PF8 終了

(6)電子OHPで の利用

① コー ス進行制御
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電子OHPで の利用 を考えた場合、OHPと ス クリー ンの関係か ら、ど う

して もパ ソコンを置 く場所が限定 される。そのため、 コースウェアの進行を

制御す る操 作機器が問題 になる。SCHOOL-ACEHの 場合 、 コースウ

ェアの進行 制御 は通常 キーボー ドによ り行われ る。マウスによる制御 も可能

であるが、その場合 、 コースウ ェア作成時にその指定が必要 になる。 っま り、

キーボLド で制御す るコースウェアをそのままマウスで制御す ることはで き

ない。

また、提示型の学習では定義 した流れ通 りでな く、必要 に応 じて任意の画

面を表示 したい といった ことが頻繁 に起 こる。SCHOOL-ACEHで も

任意のフ レームを呼び出せ るが、 プレrム 番号での指定 になるため、画面 と

対応す るフ レーム番号 がわか らないと任意 の画面 を呼び出す ことはで きない。

章 メニ ュー、節 メニ ューについてはす ぐに呼び出せ るので 、章、節の変更 は

容易に行え る。

②画面制御

電子OHPを 使用 した場合、画面をス クリー ンに表示 して講義す るので あ

るか ら、画面 にポイ ンタを表示 させ、それを任意に移動 させた り、ある部分

を拡大 して表示 させ るとい った機能が必要に思われる。SCHOOL-AC

Ellの 場合 、そのような機能 は持 っていない。 これ を行お うと した場合、教

材画面の作成の段階で最初か らポイ ンタの図形を作成 しておき、それを アニ

メーション機能を利用 して移動させ るとい う方法 しかない。拡大機能 も同様

にアニ メーシ ョンのズーム機能 を用い るしかない。文字を点滅 させ る機能 は

持 ち合わせてお り、電子OHPを 使用 した場合 は有効な機能であるが、 これ

も教材画面作成時の指定 となる。

2.1.2FCAIシ ス テ ムの分 析

FCAIシ ステ ム はFrameTypeCAISystemの 略で 、国 立 教 育研 究 所 の 教

育情 報 セ ンターが 、 そ の活 動 の一 環 と して提 供 して して い る もの で あ る。 同

教 育 ソフ ト開発 研 究室(堀 口秀嗣 室 長)が 学 習 ソフ トの互 換 性 に取 り組 み 、

解 決 法 の1つ と して開 発 した もの で あ る。

(1)動作 環境
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対応パ ソコン

OS

メモ リ環境

画面 の解像度

基本ハ ー ド構成

(2)ソフ トウェア構成

16ビ ッ ト以 上 のパ ー ソナ ル ・コ ン ピュー タ

MS-DOS

MS-DOS配 下

640×400ド ッ ト

本 体 、CRT、HD/FD可

FCAIはBASICで 作成 され たプ ログ ラム か ら成 る。

①FTE(FrameTypeExecuter):コ ー ス ウ ェアを 実行 す る プ ロ グラ ム

②FE(FrameEditor)

③ 運 用 ユ ー テ ィ リテ ィ

④ 学 習記 録 分 析 プ ロ グラ ム

(3)処理 フ ロー

フレーム単位で編集す るプログラム

:授 業で効率 よ く使 う為の プログラム

:授 業結果の一人一人 の反応を集計 ・

分析す るための プログラム

ワ ー プ ロ ・エ デ ィ タ で

フ レ ー ム ・デ ー タを 記 入

実行 テス ト

CAI授 業

コー スの 改訂

(4)コ ー ス作 成 部 の機 能

バ ッチ ・フ ァイ ル記 述 形式 で あ る。

ワ ープ ロや エ デ ィ タを使 って 、各 コー ス の フ レー ム に表示 した い内容 を コ
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マ ン ドを用 いて記述 してい く。基本の命令 は、!フ レーム ・!提 示 ・!入 力

・1分 岐の4種 類で、 これ に位置や色などを指定す る補助命令が加わ る。画

面に図形を作成す る際に文章的に コマ ン ドを記述す るので、イメージを描 く

のが困難で ある。 そ こで、 「フ レーム ・デザイ ン ・シー ト」 と呼ばれ る用紙

にイメー ジを記入 してか らフ ァイルの記述を行えばよい。 また、市販の ツー

ル(花 子、CANDY2等)で 作成 したデータの ほか、BASICで 書かれ

たサブルーチ ンの組み込 み も可能で ある。

「フ レーム ・デザイ ン ・シー ト」は画面のイメージを記 入 し、表示の位置

や各 コースにおけるフ レームの詳細情報を記入で きるようにな ってい る。 し

か し、1フ レームにっ き1枚 ずつ記入するには手間がかか り、1度 作 って し

まえば修正 ・追加等 しやす いか もしれないが、最初の物を完成 させ るのには

時間がかかるよ うに思われ る。

(5)実行部の機能

予 あ作成 してある コース ・データの指定 によ り実行され る。 ファンクシ ョ

ン ・キーの コマ ン ドは既 に指定 してあるが、変更 も可能であ る。 また1画 面

毎 にキー入力の項 目を設定 してお き、 リター ン ・キーによ るペー ジめ くりの

ほか、変数入力による分岐 も可能である。

例えば、ある提示画面に対 して予想 される質問 に答え る画面を数種類用意

しておき、それぞれに変数 を割 り当てておけば、その場の質問に合わせて適

切な画面を表示 させることがで きる。 しか し、何れ も事前に何 らかの準備が

必要であ り、 リアル タイムでの対応 は難 しい。

(6)電子OHPで の利用 について

ある程度 のス トー リーは決 まっていて、話の区切 りで次の画面に進む とい

うページめ くりの利用 は可能であ る。

電子OHPを 利用す る場合 、複数 の受講者をま とめなが ら講義 を進 める形

とな るため、通常の1人1台 型の コースウェアを作成す る場合 に比 べれば限

られた方向づ けが行えるはずであ る。 またメニ ューを用意 してお く、あるい

は画面 にキー ワー ドを付けておいてその中か ら進 行状況 に応 じて選ぶ形式を

とり、何種類かの展開パ ター ンを用意す ることで様 々な講義 に対応 で きると

思われ る。BASICの 組 み込みで動画対応 は可能であるが 、フ レーム ・デ
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一夕との リンクは難 しく、従 って リバ ース ・拡大等、受講者を引 きつけるよ

うな機能 は乏 しい。

いずれにせよ、進行状況を予想 し、講義展開の可能性を十分 に検討す る必

要があ る。

2.2プ レゼ ンテー シ ョン ・ソフ トの分 析

2.2.1r舞&和 』の分析'

r舞&和 』 は㈱株内田洋行か ら発売 されている電子OHP支 援 ソフ トであ る。

『舞&和 』 はワープロ等 の流通 ソフ トで作成 した原稿の中か ら必要 な ものを

選択 し、それをスライ ドのイメー ジで順番 に表示 したり、ポイ ンテ ィング、

拡大等の画面制御を行 うソフ トウェアである。

(1動 作環境

対応パ ソコン

OS

メモ リ環境

画面の解像度

基本ハ ー ド構成

(2)ソ フ トウ ェア構 成

NEC・PC9801シ リー ズ及 び富 士通FMRシ リー ズ

MS-DOS

MS-DOS配 下

640×400ド ッ ト、ハ イ レゾ リュー シ ョン ・モ ー ド不 可

本 体 、CRT、 プ リン タ、マ ウス

そ の他 、専 用 の リモ コ ン、多機 能 モ ニ ター と呼 ばれ る

タブ レ ッ トで 操 作 可能

『舞&和 』 はr舞 』 と呼 ばれ る部分 とr和 』 と呼ばれ る部分か ら構成 されて

いる。 それぞれの機能は以下の通 りで ある。

『舞』 ・◆・流通 ソフ トで作成 した画面か ら必要な ものを選択 し、投

影 したい順番を定義す る。定義 した ものを原稿 ファイル

と呼び、原稿 ファイルの修正すなわ ち一度定義 した流れ

を修正す ることも可能である。

r和』 …r舞 』で定義 した原稿 ファイルを もとに、画面を順番通

りに表示す る。r舞&和 』の実行部 に当たる。表示画面

の拡 大、ポイ ンテ ィング等 の制御が行え る。
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『舞&和 』 で表 示 す る画面 自体 は 、市販 され て い る流 通 ソ フ トを 使 用 して

行 う。r舞&和 』 は 、 あ くまで 画面 進 行 の定 義 づ け と定義 され た順 番 に従 っ

て の 表示 を行 う もので あ り、画 面 そ の もの を作 成 した り修 正 す る こ とはな い。

『舞&和 』 で 表示 で きる画面 は、以 下 の ソフ トウ ェアで作 成 した もの に限

定 され る。

ワー プ ロ ・ソ フ ト ・ ・・ … 一 太郎(㈱ ジ ャス トシステ ム)

FM-OASYS(富 士 通㈱)

図 形作 成 ソフ ト ・ ・ ・・ … 花 子(㈱ ジ ャス トシ ステ ム)

CANDY2(㈱ ア スキ ー)

グラ フ ィ ッ ク作 成 ソフ ト…Z'sstaffKID(㈱ ツア イ ト)

(3)処理 フ ロー

r舞&和 』 の全 体 の 流れ は以下 の よ うに な る。

流通 ソフ ト

表

示

画

面

作

.成

→

指

定

さ

れ

た

順

番

通

り

に

表

示

(4)『舞』の機能

r舞』には次の6っ の機能がある。

①原稿 フ ァイル作成

電子OHPを 使 って スク リーンに投影す る際の画面の流れを定義す る。 こ
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の処理を選択す ると、流通 ソフ トで作成 した画面が15画 面単位でCRTに 縮

小表示 され る。 そ してマ ウスを使用 して実際に表示 したい順 に選択する。原

稿画面 を見なが ら選択 するので操作 は非常 に簡単であ る。画面の選択 が終わ

ると定義 した流れその もの に名前をつける。それを原稿 フ ァイルと呼んでい

る。

②原稿 ファイル修正

① で作成 した原稿 フ ァイルを修正す る。す なわ ち一度定 義 した投影順番を

変更 した り、画面の追加 、削除を行 う。 ここで はあ くまで も表示す る順番の

指定であ り、原稿その ものを修正する もので はない。表示順番の変更等の処

理を行 うと、変更 した流れ に名前をつ け、新 しく原稿 フ ァイルを作成 する。

ここで 同 じ名前をっけ ると前の ものと置 き換わ る。

③原稿検索デー タ表示

すでに作成 した原稿 ファイルの内容を確認す る。 この処 理を選択す ると、

原稿 フ ァイルに定義 され ている画面が15画 面単位で順番通 りに表示 される。

④ プ リン ト出力

原稿 ファイルに定義 され ている画面のハー ド・コピーをプ リンタに出力す

る。電子OHPで 投映する画面をあ らか じめプ リンタに出力 しておき、資料、

レジメとして講義前に配布 してお くときに有効であ る。

⑤OASYS文 書変換

FM-OASYSで 作成 した文書をr舞&和 』で表示 させ るときに行 う。

FM-OASYSの 文書は独 自の形式 でフ ォーマ ッ トされて いるため、MS

-DOS形 式への変換が必 要になる
。

(5)『和』の機能

瞬 』で作成 した原稿 フ ァイルを もとに、指定 された原稿 を順番通 りに表

示するのがr和 』である。制御はキーボー ド、マウスの他 に リモ コンと多機

能モニ ターで操作可能であ る。多機能モニ ターとはTFT型 液晶を埋め込ん

だ タブ レッ トであ り、電子OHPで 投映す る画面 と同 じ画面が表示 される。

液晶画面の下部 にメニ ュー板があ り、スタイラス ・ペ ンを使 って操作する。

①画面制御機能

操作す る機器 により、画面制御の機能が若干異な る。機能 と操作機器 との
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対応 を以下 に示す。

機 能 内 容 ABCD

次 、前 ペ ー ジ 原稿を前後にペ ー ジめ くる。 ○○○○

手書き入力 多機能モニター上をスタイラス ・ペ ンでなぞ

ると、その軌跡が画面上に表示 され る。

○ ×× ×

消 しゴム 手書 き入力 したデー タを消去す る。 ○ × × ×

ポイ ンテ ィン グ 画面上に矢印が表示され、任意の移動が可能 ○○○○

画面拡大 画面 を縦横2倍 に拡大する。 ○○○○

画面 ス クロー ル 画面 を上下左右 にスクロールす る。 ○○×○

全面消去 画面全体が消去 され る。 ○ × ××

画面復帰 拡大または全面消去した画面を元の原稿表示

に戻す。
○ × ××

原稿検索 r舞 』で作成 した原稿検索 データが表示 され

目的の原稿 を指定す ると表示 され る。

○○○○

指定ペー ジ投影 目的の原稿のペ ージ番号を指定す るとそのペ
ージを表示す る

。

×○ ×○

手書 きデータ 手書 き入力 した画面をデー タ ・デ ィスクに保

存す る。

○ ×× ×

A:多 機能 モニ ターBリ モ コ ンC:マ ウスD:キ ー ボ ー ド

②プ レゼ ンテー ション機能

r舞&和 』で はよ り有効なプ レゼ ンテー ションを行 うため、単な る画面制

御機能だ けでな く、以下のよ うな機能がある。

(a)2台OHP処 理

1台 のパ ソコンに2台 の電子OHPを 接続 し、それぞれの電子OHPに 別
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々の原稿 ファイルを表示 し、それぞれの画面 に対 しペー ジめ くり等の処理 を

別々に行 うことがで きる。1台 目には議題の メイ ンの流れを提示 し、2台 目

にはその補足 資料 を表示す る、とい った使 い方 がで きる。

(b)外部プ ログラム との リンク

原稿 フ ァイルに表計算 等のアプ リケー ション ・ソフ トの起動を1ペ ージ分

として登録 してお くことによ り、r和 』での原稿画面投影時、登録 されてい

るペ ージになると外部プ ログラムを起動す ることがで きる。

この機能 によ り、単な る静止画面の表示 だけで な く、電子OHPの 特性を

活か した動画 の表示や、 シ ミュ レー ションの実行が可能である。

(c)r和 』の 自動実行

r和』をオペ レー ションな しで 自動実行がで きる。ページめ くりや拡大等

自動実行を させ る内容 は、あ らか じめス ク リプ ト・フ ァイルとして別に記述

してお く。企業 において は、展示会等 で利用 され るが、講義 や授業 において

用 いる場合 は音声の問題が残 る。

(6)電子OHPで の利用

r舞&和 』はそ もそ もが電子OHPの 支援 ソフ トであ り、単独で使 われ る

ことはほ とん どない。 また、多機能 モニターや リモ コンもハー ド的には電子

OHPや パ ソコ ンに直接接続 され るが 、どち らもr舞&和 』を制御す るもの

であ り、r舞&和 』を中心 として システム化 されている。そのためr舞&和 』

の機能 とい うのでな く、 システムと しての機能、運用方法により、その価値

が見出せ る ことにな る。

2.2.2rOverLook』 の分析

rOverLook』 は㈱ ナ ル ポか ら発売 され て お り、 パ ソ コ ンの表 示

画 面 を取 り込 ん で 作 成 した原 稿 を選 択 ・編 集 して プ レゼ ンテ ー シ ョンを 行 う

ソフ トウ ェアで あ る。

(1動 作 環 境

対 応 パ ソ コ ンNEC・PC9801シ リー ズ

OSMS-DOS

画面 の 解像 度640×400ド ッ ト
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ハ ー ドウ ェア 本 体 、CRT、 キー ボー ド、マ ウ ス、HD/FD可

(2)ソフ トウ ェア構 成

『OverLook』 は、 イメ ー ジ ・キ ャプ チ ャー、TPエ デ ィ ター 、

ス ク リプ ト ・エ デ ィター 、 プ レゼ ン ター とい う4っ の プ ロ グラ ムで構 成 され

て い る。 それ ぞ れ の機 能 は、以 下 の通 りで あ る。

イ メ ー ジ ・ このプ ロ グラ ムを予 め メモ リ上 に読 み込 ん で お き、

キ ャプ チ ャー その上 で表 示 され る画 面 イ メー ジを イ メー ジ ・デ ー

タに変 換 して フ ァイル に保 存す る。 グラ フ作 成 ・図

形 作成 ソフ ト等 の 画面 を イ メー ジ ・デ ー タ と して フ

ァイル に保 存 す る こ とが 出来 る。

TPエ デ ィ ター イ メー ジ ・キ ャプチ ャーで取 り込ん だ フ ァイ ルを

編 集 し原稿 を作 成 す るた めの専 用 エ デ ィター。 使 い

た い部 分 だ け を切 り出 した り、文 字列 の 追 加 も可 能 。

ス ク リプ ト ・ プ レゼ ンテ ー シ ョンの シナ リオ を作 成 す る。TP

エ デ ィター エ デ ィター を使 って 作 成 したイ メ ー ジ ・デ ー タの他 、

MS-DOSの 標 準 テ キ ス ト ・フ ァイ ルの 表示 順 序

を決 め た り、 別の アプ リケー シ ョンを起 動 させ る指

定 を 行 う。

プ レゼ ンター ス ク リプ ト ・エ デ ィ タ ーで作 成 した フ ァイ ル に従

って 、 プ レゼ ンテ ー シ ョンの制 御 を 行 う。 ペ ー ジめ

くりの他 オ ーバ レイ、拡 大 、画 面 へ の書 込 み等 の機

能 が あ る。
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(3)処理 フ ロー

【イメージ・キャプチャー】
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(4)画面作 成部 の機 能

rOverLook』 にお い て は、 イメ ー ジ ・キ ャプ チ ャー、TPエ デ

ィタ ー、 ス ク リプ ト ・エ デ ィター の3っ の プ ロ グラ ムで 原稿 とな るデ ー タを

作 成 す る。

① イ メー ジ ・キ ャプ チ ャー の機 能

イ メー ジ ・キ ャプ チ ャー は メモ リ上 に常駐 させ 、 ワー プ ロや作 表 ソフ ト等

で 作 成 したデ ー タを 画 面単 位 で 取 り出 して フ ァイル に書 き出 す プ ログ ラムで

あ る。 別 の アプ リケ ー シ ョンを 実 行 中 に 、画面 に表示 され て い るイ メ ー ジや

テ キ ス トを起動 キ ー(COPYキ ー又 はf・1キ ー)を 押 す だ け で簡 単 に フ

ァイル に書 き出す こ とが で きる。 こ こで 作 成 した フ ァイ ル は次 のTPエ デ ィ

ターで 編 集が 可能 で あ る。 ま た 、か な漢 字 変換 フ ロ ン ト ・プ ロ セ ッサ を はず

せ ば メ モ リの問題 は ほ とん ど な い。
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②TPエ ディターの機能

TPエ デ ィターは、前述のイ メージ ・キ ャプチ ャーで作成 したフ ァイルか

らイメージの一部を切 り取 った り貼 りつ けた りす ることがで き、さ らに任意

の位置に文字列を書 き込む こともで きる。切 り出 した画像 はスクラ ップ と呼

ばれ、部品化 しておけば後で再利用することもで きる。

《編集の コマ ン ド》

スクラップ.ブック

ス ク ラ ッ プ

ペ ース ト

復 元

文字入力

ク リア

… 部品の登録および呼び出 し
。

… マウスを使 って指定 した長方形領域 に含まれ るイメー

ジ ・データを一時的に登録 す る。

… スクラップされたデー タを画面上の指定 した位置 に展

開する。

… アン ドゥー機能。

…1行 単位で文字列を入力で きる。文字列 は1つ の ス ク

ラ ップと して扱 うことがで きる。

… 画面全面消去。

③ ス ク リプ ト ・エ デ ィター の機 能

ス ク リプ ト ・エ デ ィター は 、プ レゼ ンテ ー シ ョンの シナ リオを作 成 す るた

めの専 用 エ デ ィタ ーで あ る。 前述 の プ ロ グラ ムで 作 成 した イ メ ー ジ ・デ ー タ

やMS-DOSの 標準 テ キ ス ト ・フ ァイ ルを 表示 す る順 番 の 指 定 をす るだ け

で な く、オ ーバ ー レイ ・ペ ー ジの指 定 、 プ レゼ ンテ ー シ ョンの 途 中で 実 行 す

るア プ リケー シ ョンの起 動 等 を記 述 す る。 また 、 カ ッ ト ・ア ン ド ・ペ ー ス ト

方式 の簡単 な操 作 で手 軽 に作 成 で き る。 さ らに 、 ス ク リプ ト編 集画 面 で は1

行 で1つ の デ ー タ(1画 面)を 表 現 し、最 大で254行 の 記 入 が 可能 で あ り、

フ ァイル 名 ・属 性 指定 の 他 、 コ メ ン トの記述 もで き る。

(5)実行 部 の機 能

原 稿 フ ァイル の 実行 は プ レゼ ンター とよばれ る プ ログ ラ ムで 行わ れ る。 画

面 に は20の ア イ コ ンが あ り、 以下 の機 能 が あ る。

ス ク リプ ト・エ デ ィ ターで 作成 した ス ク リプ トに従 って プ レゼ ンテ ー シ ョ

ンを 進 行 させ るが 、表 示 制 御機 能 と して、 次ペ ー ジ、前 ペ ー ジ、DOSテ キ

ス ト・フ ァイル のMORE表 示 等 が行 え る。
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特 殊 効果 機 能 と して次 の ものが あ る。

・チ ョー クボー ド・・マ ウ ス ・カー ソル を チ ョー ク代 わ りに して画 面 へ の書

込 みが で きる。 また 、消 しゴムの ア イ コ ン もあ る。

・ブ ラ ッシ ング ・・プ レゼ ンテ ー シ ョン画 面 の一 部 を囲 み 、 囲ん だ線 を点 滅

させ て 、強 調 表 示 す る。

・部 分拡 大 ・・指 定 した画 面 の一 部 分 を縦横2倍 に拡 大 す る。

・オ ーバ ー レイ ・・オ ーバ ー レイ を行 うデ ー タに対 し、 ス ク リプ ト ・フ ァイ

ル にあ らか じめそ の 旨を 指 定 して お けば 、 オ ーバ ー レイ を行 う ことが で

きる。

・ア ク シ ョン ・ペ ー ジ機 能 ・・プ レゼ ンテ ー シ ョンの途 中 で 別 の プ ログ ラ ム

を起 動 す る ことが で きる。 リアル タイ ムの シ ミュ レー シ ョンに効果 的 だ

が 、あ らか じめ ス ク リプ ト・フ ァイ ルで の 指 定 が必 要 で あ る。

プ レゼ ンターで 扱 え る フ ァイル は 、(4)の プ ロ グラ ムで作 成 した イ メー ジ ・

フ ァイルの 他 、MS-DOSの テキ ス ト・フ ァイル 、 ア ク シ ョ ン ・ペ ー ジ機

能 で 実 行す るプ ロ グ ラム ・フ ァイルが あ る。

なお 、 ア イ コ ンは 画面 の周 辺 部 に設 定 して あ るが 、 プ レゼ ンテ ー シ ョンの

妨 げ にな らぬ よ う通常 は表 示 され ず 、 マ ウ ス ・カー ソルを そ の エ リア内 に移

動す る と表れ る よ うにな って い る。

(6)電子OHPで の利 用 につ いて

電子OHPで の プ レゼ ンテ ー シ ョンを想 定 した ソ フ トで あ るた め 、実 行 部

の機能 は充 実 して い る と言 え る。原 稿 の作 成 に関 して は 、 キ ャプ チ ャーに よ

る切 り取 りが1画 面 単 位 で しか 行 え な いので 、部 品 化 した図 形 を いか に組 み
　 　

合わせ るかが こっ となるであろ う。また、オーバ ー レイ機能 を電子OHPで

実現 したのは画期 的であるといえる。
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第3章 電 子OHPコ ー ス ウ ェ ア 作 成 実 行 シ ス テ ム の

要 求 仕 様

電子OHPを 情報処理教育 に効果的 に活用す るには、そのための適切 な コー

スウェアを作成で き、かつ教師の意図に沿 って運用で きるシステムが必要であ

る。 この システムはユ ーザの熟練の度 合に応 じて易 しく使 うことがで きると同

時に、高度 な活用技法を盛 り込む こともで きなければな らない。 この基本理念

に基づいて、電子OHPの 特性を十分生か しきれ るシステムの条件 について考

察 し、要求 される基本仕様を明 らかにす る。

3.1シ ステ ムの 必要 性

3.1.1電 子OHPの 特性

電子OHPに は、授業をよ り効果的にで きるような優れた特性のある こと

が指摘 されている ω 。

すなわち、教材作成面で は

・ 自作が容易であ る

・ 多様性 のある豊 かな画面構成がで きる

・ シ ミュレー ションによる実験実演な ど効果的な使 い方がで きる

・ 複雑な動画を提示で きる

・ 学習をプ ログラム化で きる

などの機能を持 っている。

また、授業での操作性 につ いては

・ 操作が容易である

・ 対面操作がで きる

・ ほぼ明室で使 える

・ 選択提示で きる

・ 反復提示で きる

・ 機器の可搬性

・ 教材の可搬性
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・ 教材の複製や改訂な どの管理が容易であ る

などの特質が ある。

これ らの中には、従来の いわゆるOHPが 持 って いる特性 もあ るが、動画

や シミュレーションな ど電子OHP特 有の機能 も多 くあ る。そ して、こうし

た機能 を活用することが効果的な授業を作 り出すの に有用 であると考え られ

る。

3.1.2電 子OHP活 用 ソフ トの現状

電子OHPの 活用 はコースウ ェアを作成す ることと、それを実行すること

か ら成 っている。現在あ る電子OHPの ための ソフ ト、例えば"舞&和"(2)

や"OverLook"(3)な どはプ レゼ ンテーシ ョンの機能 を主体 とした

もので、 コースウェアの実行に相当す る。 これ らはコースウェアの作成 に関

して既存の ワープ ロ ・ソフ トや作図 ソフ トに全面的に依存 してい る。

一方、教材作成 に当た っては、いわゆるCAIの オーサ リング ・システム

(4-5)を 転用す ることも考え られ る
。 これ らは ワープロ ・ソフ トに較べれば

簡単 な動画などを作 成記述で きる点で は優れているとはい うものの、多様 な

提示機能を要求す る電子OHPな らで はの特性 を十分生か しきることがで き

ないのが現状であ る。

このよ うにコースウェアの作成 とその実行が統 合され た システムは現在の

ところ存在 しない。両者 は車の両輪の如 く、その一方 を欠 くことがで きない

のは もちろんであるが 、ほどよ くバ ランスの とれている ことが電子OHPの

特性を十分活用するためには重要であ る。 これが、統合型 システムと しての

コースウェア作成実行 システムの要求 され る由縁である。

3.2シ ス テムの 概要

3.2.1シ ステムの特 徴 と基本構成

電子OHPを 授業で使 うには教材 が必要であ り、それを教育現場で運用 し

なければな らない。 したが って、本 システムはコースウ ェアを作成す るシス

テムとそれを実行す る システムの2っ か ら構成 され ることになる。

授業の内容 とその流れ は映画や ドラマのそれ に例える ことがで きる。その
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意味で、教材であるコースウェアは1つ の シナ リオ と して捉 えることがで き

る。 シナ リオは多 くの シー ンの連 な りか ら成 ってお り、各 シー ンは固定 され

た背景の中での部 分画像の動 きか ら構成 されている。 この ことを念頭 におい

て1つ の コース ウェアを静止図形 と動画図形か らな るシー ンの連鎖 と考える

ことにする。

この とき、 コースウェア作成部 は

(a)静 止図形や動画図形を作成す ること

(b)こ れ らの基礎図形 の動 きや提示形態 を指定す るコマ ン ドの集 ま りとし

ての シー ンを作成 すること

(c)各 シー ンの流れを記述す るシナ リオを作成す ること

の3っ の機能を持たなければな らない。

一方
、 コースウェア実行部は、通常 は シナ リオに従 って教材を制御 して授

業を進め るが、時には学習者の反応に応 じて予定外の、 しか し適切 な展開を

ある範囲内で実行で きることが望 ま しい。

この ような システ ムを作成す るに当た って、 これ をユーザの側か ら考えた

とき、次のよ うな特徴 を備え ることが望ま しい。

(a)電 子OHPの 特性 を十分生かす ことがで きる性能を持 ってい る。

(b)そ のために、 システムがいたず らに大 きな ものにな った り、使用 に当

た って高度な熟練 を要求す るものであ って はな らない。

(c)し たが って、 コンピュータに関す る専門的な知識を持 たないユーザで

も十分使 いこなせ るものでなければな らない。

(d)し か し、十分使 い慣れたユーザに は煩わ しさを感 じさせ ないよ うに、

ユ ーザの熟練度に応 じて レベルの異な った、あ るいは簡略 な表記 による

使 い方がで きることが望 ま しい。

3.2.2シ ステムの動作 と原理

(1)統合環境型 コー スウェア作成部 は、教材 の組み立て、各場面での図形 の作

成 、動画図形を制御す るための指定な どが容易 に遂行で きるよ うに設計 され

なければな らない。 また コースウェア実行部 は、授業の展開を容易 にするた

めに、で きるだけ スムースに教材 を運用 ・制御で きる必要がある。そのたあ
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に、 システムを立 ち上 げた後に各機能をメニ ューか ら選択指定で きるよ うな

統合環境型 にすることが望 ま しい。

(2)コ ー ス ウ ェア作 成 部 この 動作 原 理 を使 う側 か ら見 る と、次 の よ うな流 れ と

して と らえ る ことが で きる:

[オ ペ レーテ ィ ング ・システ ムよ り]

システムを起動する

図形の作成

シー ンの作 成

シナ リオの作成

補助機能

システ ムの終了

[オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ムへ]

コ ン ピュー タの オペ レー テ ィ ング ・システ ムか らコー ス ウ ェア作 成 部 を 起

動 す る と"図 形 の作成"、"シ ー ンの作 成"、"シ ナ リオ の作 成"、"補 助 機 能"

の メニ ューが 現 れ る。 そ の いず れか を選 択 し、 作業 が終 れ ば再 び メニ ューに

戻 る。

"図 形 の 作成"で は
、通 常 エ デ ィ タに よ って静止 図 形を 記述 す る プ ロ グ ラ ム

(図 形 プ ロ グラム とい う)を 作成 し、 デ ィス クに格納 す る(こ の と きで き る

フ ァイ ル を図 形 フ ァイ ルを い う)。 オ ンメモ リ ・コンパ イル方 式 で 随 時 画 面

に作 成 図 形 を 表示 し、作 成 した プ ロ グ ラ ムの 正否 を確 認 で きる ことが 望 ま し
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い。一方、複雑 な図形 などは、場合によ っては画面上のイメージを眺めなが

ら作成す る方がや り易 いことがあ る。 このよ うな場合の ことを考慮 に入れて、

ウ ィジーウ ィグ方式を併用で きるよ うに してお くとよい。 しか し、 この場合

にはその図形を記述す るプ ログラムが 同時に自動的に作成 され るよ うにな っ

ていなければな らない。

"シーンの作成"で は、静止図形 を動的に組み合わせて出来 るシー ンを記述

するプ ログラム(シ ー ン ・プログラムとい う)を 作成 し、デ ィスクに格納す

る(こ の ときで きるファイルを シー ン ・ファイル という)。 シー ン ・プログ

ラムは、オ ンメモ リ ・コンパイル方式で随時実行 して確認で きることが望ま

しい。"シ ナ リオの作成"で は、 シー ンを組み合わせて出来 る コースウェアを

記述す る シナ リオ ・プ ログラムを作成 し、デ ィスクに格納す る(こ の ときで

きるフ ァイルを シナ リオ ・フ ァイル とい う)。 シナ リオ ・プ ログラムもオ ン

メモ リ ・コンパイル方式で実行 して確認で きる必要がある。 また、 シナ リオ

・プ ログラムを コンパ イル して実行形式のプ ログラム(こ れが コースウェア

に当た る)を 作成 し、デ ィス クに格納 す る(こ のとき出来 るファイルを コー

スウェア ・フ ァイル という)。

以上3つ の メニューを繰 り返 しア クセ スす ることによ って所望の コースウ

ェアを完成 した ら、 コースウェア作成部を終了 してオペ レーテ ィング ・シス

テムに戻 る。 なお、"補 助機能"は ファイルの管理な ど主 として システムの保

守 に関す る機能 を集めてお く。

コースウ ェア作成の流れをそれによ って作 られ るファイル とい う観点か ら

み ると、次のよ うにまとめることがで きる。

標 準 関 数,標 準 図形 ラ イブ ラ リ,フ ォ ン ト ・ライ ブ ラ リi

図形 フ ァイルi

シ ー ン ・フ ァ イ ルi
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シナ リオ作成i シナ リオ ・フ ァイ ルi

コー ス ウ ェ ア ・フ ァ イ ル1

す なわ ち、 ラ イ ブ ラ リを援 用 しなが らの 図形 作 成作 業 に よ って 図形 フ ァイ

ルが 作 られ 、 これ と ライ ブ ラ リを用 いて シー ンが作 成 され る と シー ン ・フ ァ

イル がで きる。 さ らに シー ン ・フ ァイル と ライ ブ ラ リを用 いて シナ リオ を作

成 し、 シナ リオ ・フ ァイ ルを 作 る。 最後 に シナ リオ ・フ ァイ ルを コ ンパ イ ラ

に掛 け る と実 行形 式 の プ ログ ラムで あ るコー ス ウ ェアが 出来 上 が る。

この一連 の 作業 の中 で 作成 され る図形 フ ァイル 、 シー ン ・フ ァイ ル、 シナ

リオ ・フ ァイル は 、 プ ロ グ ラ ミングの観 点 か らいえ ば全 て 同一 言語 で書 か れ

た プ ログラ ムで あ って 、 図形 フ ァイル とシー ン ・フ ァイル に は サ ブプ ログ ラ

ム の、 ま た シナ リオ ・フ ァイ ル に は メイ ンプ ロ グラ ムの ソー スが 格納 され て

い る ことにな る。 また 、標 準 関 数 、標 準 図形 ライ ブ ラ リ、 フ ォ ン ト ・ラ イ ブ

ラ リはあ らか じめ システ ムに装 備 されて い る ソー ス ・プ ロ グラ ムで あ る。

(3)コ ー スウ ェアの実 行 部 コー ス ウ ェアを実 行 し、授 業の展 開 に合 わ せて ス

ク リーンに教材を提示す るの に用い る。

その動作原理 は、それを使 う立場 か ら次のよ うな流れ と して と らえること

がで きる:

[オペ レーテ ィング ・システ ムよ り]

[オ ペ レーテ ィ ング ・シス テ ムへ]
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コンピュー タのオペ レーテ ィ ング ・システ ムか らコースウ ェア実行部 を起

動す ると、 コースウェアの一覧表が現れ る。 その中か ら1つ の コースウェア

を選択 して授業を始 める。

原則 として シナ リオ に従 って シー ンを展開制御 し、授業を進める。 ときに

は学習者の反応 に応 じて、適宜割 り込みをかけてオ ンライ ン制御す ることに

より、 シナ リオで予期 していない事態 に適切 に対応する。

授業が終 了すれ ば再び コースウェアの一覧表 に戻 る。 これ以上授業を しな

いので あれば、 コースウェア実行部を終了 して コンピュータのオペ レーテ ィ

ング ・システ ムに戻 る。

(4)ファイル ここで、 システムに存在す るフ ァイルの種類を整理 しておこ う。

ユ ーザが作成す るもの して

図形 ファイル:静 止図形記述 ソース ・プログラム(サ ブルーチ ン)

シー ン ・フ ァイル:シ ー ン記述 ソース ・プログラム(サ ブルーチ ン)

シナ リオ ・フ ァイル:シ ナ リオ記述 ソース ・プ ログラム(メ イン)

コースウェア ・フ ァイル:実 行形式のプ ログラム(バ イナ リ)

がある。 また、イメージ ・スキ ャナな どで読 み込んだ画像デー タや シ ミュ レ

ーションのための実行形式 のフ ァイルな どが存在す ることもある。

一方 、 システム 自身の ファイルが存在す るのは もちろんであ るが、 システ

ムに既存の フ ァイル として標準関数、標準部品図形 、文字 フ ォン トなどの ラ

イブラ リが必要であろ う。

3.2.3ハ ー ドウ ェア と動 作 環 境

現 在 のパ ー ソナル ・コ ン ピュ ー タの主 流 は16ビ ッ ト ・マ シ ンで あ り、 そ の

うえ で動 くオペ レーテ ィ ン グ ・システ ム も ほ とん どがMS-DOSで あ る と

い って よ い。 したが って 、現 状 で想 定 で き るハ ー ドウ ェア環境 は次 の よ うに

ま とめ る こ とが で きよ う:

(a)16ビ ッ トのパ ー ソナル ・コ ンピ ュー タ

(b)記 憶 容量:640KB

(c)コ ー ス ウ ェア作 成 時 の機 器構成:本 体 、キ ー ボ ー ド、 デ ィ スプ レイ(

640×400ド ッ ト)、 フ ロ ッピー ・デ ィス ク装 置 、 ハ ー ド ・デ ィス ク装 置 、
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マ ウス、 プ リン タ、 イ メ ー ジ ・スキ ャナ

(d)コ ー ス ウ ェア実 行 時 の機 器構 成:本 体 、 キ ーボ ー ド、 デ ィスプ レイ、

フ ロ ッピー ・デ ィス ク装 置 、ハ ー ド・デ ィス ク装 置 、 マ ウ ス、電 子O

HP

(e)オ ペ レーテ ィ ン グ ・シス テ ム:MS-DOSVer2以 降

ハ ー ド ・デ ィス ク装 置 は現 在低 価格 にな って お り、 よ く普 及 して い る と い

え るので 、 そ の存 在 を前 提 と した システ ムを考 え る方が よ り充 実 した ものを

作 る ことが で き、 また 現実 的 で あ ろ う。 プ リンタ は作成 図形 のハ ー ドコ ピー

か ら講 義 用 の補 助 テ キ ス トを 作 るの に使 う ことが で きる。 イ メー ジ ・スキ ャ

ナ は作 成 しに くい ドッ ド画 像 を 外部 か ら読 み込 み 、 コー ス ウ ェア に流 用 す る

の に用 い る。

コー ス ウ ェア実 行 の段 階で は、 コー スウ ェアの入 って い るデ ィ ス クを 教室

に持 ち込 み 、 そ れ を一 旦 ハ ー ド・デ ィス クに転送 して実 行 す る形 を とる こ と

に な る。 コー ス ウ ェアが フ ロ ッ ピー に入 った まま で の実 行 も不 可 能 で はな い

が 、 フ ロ ッ ピーの記 憶 容 量が 少 ない こと と とア クセ スに時 間が か か る ことか

ら、ハ ー ド・デ ィス クの使用 が 望 ま しい。

パ ー ソナ ル ・コ ンピ ュー タの一部 に現 在32ビ ッ ト ・マ シ ンが す で に使 わ れ

て お り、一 般 に高速 化 の方 向 に 向か って い る。 近 い将 来 に は これ が 主流 と な

る こと も考 え られ るので 、そ の時 点 で システ ムを 容易 に グ レー トア ップで き

るよ うに 考え て お くこ と も必 要 で あ る。

3.2.4シ ステムの付加価値

ここで考えて いるシステムは情報処理教育での授業を前提 としている。 し

か し、電子OHPに よ る一般のプ レゼ ンテ ーシ ョン業務 に必要 な機能を十分

包含 してい るので、電子OHPの ための汎用の ドキュメ ン ト作成実行 システ

ムとして転用す ることがで きる。

また、 この システ ムの作成部 には従来の いわゆるOHPシ ー トを作成す る

のに必要な機能を含んでいる。 したが って、OHPシ ー ト作成 システムを新

たに構成す る際に本 システムの一部を転換活用す ることがで きる。
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3.3コ ー ス ウ ェア作 成 部

3.3.1機 能 の概 要 と記 述 言 語

コー ス ウ ェア作成 部 の機 能 の概 要 を ユ ーザ の立場 か らと らえ る と、次 の よ

うな流れ と して ま とめ る こ とが で き る。

[オペ レーテ ィ ング ・シス テ ムよ り]

ー

システムを起動す る

一 静止図形の作成

ファイルの読 み込み と保存一

ー

一

プ ログラムの記述 による作成

ウ ィジーウィグ方式による作成

標準図形の読み込みと閲覧一

一

一

他の ソフ トか らの取 り込み

スキ ャナーか らの取 り込み

一 作成図形の表示 ・印刷

一 終 了
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ファイルの読み込み と保存

プ ログラムの記述 による作成

作成 シー ンの確認

フ ァイルの読み込み と保存

プログラムの記述 によ る作成

作成 シナ リオの確認

シス テ ムの終 了

[オ ペ レー テ ィ ング ・システ ムへ]
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これ らの機能 は、 メニ ュー方式でア クセスで きる統合環境型にす ることが

望ま しい。

静止図形作成、 シー ン作成、 シナ リオ作成 によって得 られる内容 は全て後

で述べ るよ うな共通 の言語で書かれた ソース ・プ ログラムであり、前2者 は

サブプ ログラム、後者 はメインプログラムに相当する。 したが って コースウ

ェアを実行す ることは、それに対応 するメイ ンプ ログラムか らサブプログラ

ムであ るシーンを呼 び出 し、さ らに この シー ンがサブプログラムで ある静止

図形を呼び出 しなが らスク リー ンに教材を展開す ることになる。

これ らのプ ログラムを記述するには、通常の計算用の言語にみ られる代入

文、繰 り返 し文、判断 と分岐のための文、入力文な どが必要なの はもちろん

であ り、計算式を扱 えることも望 まれ る。 しか し、例えば プ リンタへの出力

文やフ ァイルへの入 出力文 は不要であろ う。一方 、図形 ・文字の描画、図形

の隠線処理 、図形の重ね書 きのための文が重要 な位置を占めることにな る。

その他 、標準関数(乱 数 、時間遅れ、三角関数な ど)、 標準図形などのサブ

ルーチ ンやユーザの作成 したサブルーチ ンを呼び出す機能 とマクロ機能を備

え ることが必要であ る。

電子OHPの ための システムは、必ず しもコンピュータによ く通 じていな

い人達で も容易に使え る もので なけれ ばな らない。 したが って、記述言語の

文の形はで きるだけ 日常言 語に近い ものであ ることが望 ま しい。例えば"太

い点線で直線を描 く"こ とをある種のPascal言 語で書 くと

SetLineStyle(DottedLn,ThickWidth);

MoveTo(50,100);

LineTo(200,300);

となる。 しか し、 これを

"点50
,100か ら点200,300へ 太い点線 を引 く"

と書 くことがで きるな らば、プログラ ミングの学習が容易 になると同時に保

守 もしやす くなる。一方、熟練 し言語 に慣れて くると、逆 にこのよ うな冗長

な表現は煩わ しく感 じられ るよ うになる。 したが って、

"太い点線(50
,100,200,300)"

のよ うな簡潔な記 述 も許容 しておいた方 がよいであろ う。 この ように記述言
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語の文の形にある種の階層を設けることによ って、様 々な人達が システムを

容易にかつ効率的に使 い こなせ るよ うにす ることが必要であ る。

3,3.2図 形の作成

静止図形の作成ではバ ッチ方式 とウィジーウ ィグ方式を併用する。後者の

ときには、図形作成 と同時 にそれを生成す るプログラムが 自動的に作 られ る

よ うになっていることが必須である。 このことによ って コース ウェアを統一

的に保守す ることがで き、オーバーオールとしての システ ムの能 力が格段 に

よ くなる。また、画面上の図形の記述には、ス クリー ン上の実際の ドッ トの

位置を指定する実座標系 とプ ログラムの記述を容易たす る仮想座標系を導入

す ることが大切であ る。

作図で きる基本図形 としては、文字、点、線、円、楕円、円弧 、扇形 、正

方形、長方形、角の丸 い箱(R型)、 ひ し形、 フローチ ャー トに現れ る図形

などを含む ことが望 ま しい。その他、情報処理教育 によ く現 れ る図柄は、標

準基本図形 として ライブラ リに用意するとよいであろ う。

点の種類は、あ らか じめデ ィフ ォル トと して大、中、小の丸印、 ×印、三

角印、四角印とその中が塗 りつぶ された ものを用意 してお く。線の種類 と し

ては幅が大、中、小の実線 、点線、破線、短破線 、長破線 、1点 鎖線 、2重

線 、波線、矢印付 きなどをデ ィフ ォル トとして用意 し、またユーザが任意に

作成で きることが望 ま しい。 さ らに塗 りつぶ しの機能を装備 し、塗 りつぶ し

のパ ター ンと してベ タ、粗 い点 、密 な点、斜線 、格子な どを用意す るほか、

ユーザによるパ ター ン指定がで きるよ うにす る。

現在の640×400ド ッ トのス クリー ン上では、16×16ド ッ トの文字パ ター ン

は小 さす ぎて多人数教育 には適 さない。縦横が倍の32×32ド ッ トに加工す る

ことは容易であ り、 この大 きさな ら十分であるが 、1つ の ス クリー ンに沢山

の文字 や文を表示す ることがで きない。その意味で文字の標準の大 きさを24

×24ド ッ トにす ることが望 まれ る。 しか し、 このパ ター ンを現存 の16×16ド

ッ トのパ ター ンか ら自動的に変換す ることは技術的に難 しいので、新たに文

字パ ター ンを用意 しておかなければな らない。 これは システ ムの開発に大 き

な負荷をかける要 因の1つ となるので注意を要す る。それ と同時 に画面の単
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調さを避 けるために、で きれば2～3の タイプの異 なった字体のパ ターンも

用意 したいところで ある。また、文字 フォ ン トをベ クタ方式 と ドッ ト方式 の

いずれかで記憶 してお く方がよいかを検討す ることも重要な課題であ る。

その他 、ライブ ラ リにある標準図形を読み込み、切 り出 しや張 り付 けなど

の加工 を施 して図形作成を容易にす ること、他 の ソフ トですでに作成 されて

いる画像を読み込んで加工す ること、イメージ ・スキ ャナによ って紙面上の

画像を取 り込んで加工す ることなどの機能が図形作成の効率を上げ るのに有

効であ る。

また、作成 したプ ログラムを簡単 にオ ンメモ リで コンパイル ・実行 し、 ス

ク リー ンに表示 して作成図形の正否を確認 した り、それを印刷 した りす る機

能 も備えてお きたい。

作成 した1っ の図形 は1っ のサブル ーチ ンと して ソース ・プログラムの形

で保存され、 シー ンを作成 するのに使われ ることになる。 さらに図形を作成

するに先だ って 、およそのプランニ ングをす るためのデザイ ン ・シー トを用

意 しておけば、 コースウェアの作成効率 の向上 に役立っであろ う。

3.3.3シ ー ンの作成

作成 された図形のあ るものを背景 と して、また他 の ものを動画 として用い、

これ らを動 的に組み合わせ ることによ って1つ の シー ンを作成す る。 したが

って、 シー ンを記述す るプ ログラムの文の多 くは図形の動 きを指定 ・制御す

るのに使われ る。その制御 の主な もの は次の ようにま とめ ることがで きる。

(a)オ ーバ ー レイ:複 数 の静止図形をある順序で重ね書 きす る。

(b)マ スキ ング:表 示 されている図形の一部を他の図形で隠ぺいす る。

(c)ウ イ ン ドウ:ス クリー ンをい くっかの領域 に分割 し、それぞれ の領域

を独立 、あるいは連動 して制御す る。

(d)(部 分 的)リ バ ース:画 面全体や指定 した画面の一部の白黒を反転 させ

る。

(e)(部 分的)ブ リンク:画 面全体や指定 した画面の一部をブ リンクさせ る。

(f)ブ ラ ッシング:画 面の一部 を枠で囲み 、これを点滅 させて注意 を喚起

する。
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(9)ズ ームイ ン,ズ ームアウ ト:画 面の一点に焦点を合わせ、そ こを 中心

として画面を拡大 ・縮小す る。

(h)平 行移動:画 面 を上下左右 に移動 させ る。

(i)ポ イ ンタの表示 と移動:注 意を喚起す るためにポイ ンタを表示 したり、

それを指定 したスケ ジュールで移動 させ る。

(j)マ ーカ:注 意 を喚起するたあに、マーカを指定 したスケジュール に従

って移動 させ る(マ ーカの軌跡を残す場合 と残 さない場合が ある)。

(k)下 線,網 掛 けなどの修飾:注 意 を喚起す るたあに、画面の一部に下線

を引いた り網掛 けをす る。

この他 、静止図形を組 み合わせて簡単な動画を作成 したり、アニ メーシ ョ

ンを記述す るのに便利な文 を用意 してお きたい。

3.3.4シ ナ リオ の作 成

作 成 され た シー ンの連 鎖 が1っ の シナ リオ、す なわ ち コー ス ウ ェアを形 作

る。 したが って 、 シナ リオを 記述 す るプ ロ グラム はサ ブプ ロ グラ ムで あ る シ

ー ンを呼 び出す 文 によ って 構 成 され る
。 ま た、外 部 ソフ トに よ る シ ミュ レー

シ ョンを コー ス ウ ェア の途 中 で利 用 す る場 合 に は、 その ソ フ トを 呼 び 出す 文

が シナ リオ プ ログ ラ ムの 中 に現 れ る こ とに な る。

3.3.5補 助 機 能

補 助 機能 は コー スウ ェアの作 成 に は直接 関与 しな いが 、 システ ムを活 用 す

る際 に欠 かす こ とがで きな い機 能 を い くっか持 って い る。 それ らは次 の よ う

に ま とめ る ことが で きる。

(a)シ ステ ムの イ ンス トール:使 用 す るパ ー ソナ ・ル コ ン ピュー タの機 種

や周 辺 装 置 に システ ムを適 合 させ る ため の初期 処 置で 、一 度実 施 して お

け にごよ い。

(b)フ ァイル の管 理:図 形 フ ァイ ル 、 シー ン ・フ ァイ ル 、 シナ リオ ・フ ァ

イ ル な どを複 写 、 削 除 した り、 あ る いは フ ァイル の名 前 を 変更 した り し

て フ ァイル を保 守 管理 す る。

(c)ラ イ ブ ラ リの 管理:標 準 関数 、標 準 図形 、文 字 フ ォ ン トの ラ イ ブ ラ リ
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の修正や内容 の更新 をす ることによ って保守管理をす る。外字 の管理 も

必要である。

㈲ コースウ ェア ・テキス トの作成:講 義内容 によっては、スク リー ンに

表示 され るの とほぼ同様の内容のテキス トが学習者の手元 にあ った方が

よい場合があ る。そのために、作成 した コースウェアの画面を適宜編集

してハ ー ド・コピーを取 ることで テキス トを作成す る機能が望 まれ る。

(e)プ ログラム ・リス トの印刷:コ ースウェアの ほとんど全ての情報 はソ

ース ・プ ログラムの形で保存 され ることは前 に述べた。 その保守管理を

す るために、プ ログラム ・リス トを印刷で きることが望 ま しい。

3.4コ ー ス ウ ェア実 行部

3.4.1機 能の概要

授業開始 に先立 ち コースウ ェアの実行部を起動す ると、ハー ド・デ ィス ク

の指定 され たデ ィ レク トリ内にあるコースウ ェアの リス トが表示 され る。そ

こで、 メニ ュー方 式でその1つ と開始 シー ン番号(ペ ージ)を 指定す るとコ

ースウェアが動 き始める。通常 はその授業のテーマがスク リー ンに表示 され

て待機 とい う状態になるであろ う。 ここまでが事前 の準備で ある。

以後 は原則 と して シナ リオに従 って シー ンを展開制御 し、授業をする。 し

か し、時には学習者の反応に応 じて、適宜割 り込みをかけてオ ンライ ン制御

する ことによ り、 シナ リオで予期 して いない事態 に適切 に対応で きるよ うに

な って いなければ な らない。

3.4.2シ ナ リオ に よ る制御

シナ リオ に記 述 され て い る制 御 を次 々と ア クセ ス して い くこ とにな る。 実

際 には 、 キ ー ボー ドや マ ウスで あ らか じめ組 み込 まれ て い る指 示 に従 って ア

クセ スす る。 この とき シー ンか ら シー ンへ と授 業が 展 開 して い くこ とにな る

が 、 各 シー ンの 中 で は シー ン ・プ ロ グ ラム に記 述 され て い る内 容 に従 って 、

電 子OHP特 有 の機 能 で あ るオ ーバ ー レイ 、 マ スキ ング、 ウイ ン ドウ、 ズ ー

ム イ ン、 ズ ー ム ア ウ ト、平 行移 動 、 ポイ ン タの表 示移 動 、 リバ ー ス、 ブ リン
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ク、 ブ ラ ッシ ング、 マ ー カー な どの威 力 が 発揮 され る。

3.4.3オ ンライ ン制御

シナ リオ にあ らか じめ組み込 まれていな い制御がある程度で きることが望

ま しいことはすで に述べた。 ファンクション ・キーなどの特殊なキーやマ ウ

スによ って シナ リオに割 り込みをかけ、以下に述べ るよ うな制御を必要に応

じて施 し、終了後 はア クセス前 の シナ リオの時点 に戻るように しなければな

らない。

オ ンライ ン制御 と して考え られ る事項 は次のよ うにまとめることがで きる。

(a)シ ー ン提示制御:一 時的に任意の シー ンに ジャンプできること。 この

とき、ジ ャンプ先の シー ンの中か らさ らに割 り込みが掛 け られ ることが

一般 には望ま しい。 しか し、 この割 り込みの深 さを無制限にす るとソフ

トウ ェアへの負荷が大 き くなるので、例えば5回 程度のネステ ィングに

とどめ るのが よいであろう。

(b)ズ ームイン,ズ ームアウ ト:臨 時に画面の1部 を拡大 ・縮小す る必要

が しば しば起 こると思われる。 しか し、任意の割合で拡大 ・縮小 する こ

とは ソフ トウェアに過大な負担をかけることにな るので、整数倍程度 の

簡単 な倍率に とどめ るべ きであろう。

(c)ポ イ ンタの表示 と移動:ポ イ ンタを表示 し、マウスなどで任意に移動

で きれば学 習者の注意 を喚起す るのに効果がある。 この とき、ポイ ンタ

の形状 は2～3種 類の中か ら選択 で きるように してお くとよい。

(d)外 部の ソフ トによるシ ミュレーシ ョン:急 遽、別のソフ トによ るシ ミ

ュレーシ ョンを挿入 したい とい う事態 も比較的起 こり易い と考え られ る。

それ に対処 するための機能である。

(e)(部 分的)リ バ ース:画 面全体や指定 した画面の一部をマウスで指定 し

て、その 白黒を反転 させ る。

(f)(部 分的)ブ リンク:画 面全体や指定 した画面の一部をマウスで指定 し

てブ リンクさせ る。

(9)ブ ラ ッシング:画 面の一部を マウスで指定 した枠で囲み、 これを点滅

させて注意 を喚起する。
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(h)チ ョークと消 しゴム:チ ョークによって画面 に簡単な枠 や図形を一時

的に書 くことがで きるとスク リー ンが黒板の代わ りをす ることにな り、

授業の展開が スムースにな るであろ う。 この とき、チ ョー クで描 かれた

部分だけを消 しゴムで消去で きるよ うに してお く。

(i)実 行 システムの終了:コ ースの途 中で授業を中断す る ときに用 いる。

なお、これ らの割 り込み制御にはプルダウン ・メニ ューで割 り込み機能

を選ぶ方法 と、図形の周辺 に ヒ ドン ・メニ ューを配置 してマ ウスでそれ

を クリックす る方法が考え られ る。いずれがよいかは一概にい うことは

難 しく、慎重な フィール ド・テス トの結果を待 った方が よいであろ う。

3.5将 来へ向けての課題

3.5.1シ ステムの可搬性

電子OHPの ための コースウェア作成実行 システムは、 コンピュータ技術

に通 じている人達だけが使 うとい うもので はな く、む しろ不特定多数の人 々

がそれを活用すべ き道具 といえよ う。用 い られるパ ーソナル ・コ ンピュータ

もさまざまであれば、プ リンタもいろいろである。 このよ うな状況の中で こ

の種 の システムが支障な く使われ るためには、 システムに幅広 い可搬性が要

求 され る。

具体的には、 デスプ レイとプ リンタを駆動す るコマ ン ドの相違を克服す る

ことが第1の 課題である。 この解決 と して各機種 ごとにシステムを作 り上げ

ることが考え られ るが、次 々と新 しいタイプのパ ソコンが出現す る昨今の情

勢には好都合 とい うわけにはいかない。む しろ、TEX(6)な どにみ られ る

よ うな システムの核 と入 出力部分 を独立 させて各人出力を担 当す る ドライバ

を機種 ごとに用意す ることが望ま しいであろ う。 この場合、新機種に対 して

は ドライバの部分だ けを新 たに作ればよい し、システムのバー ジ ョンア ップ

に対 しては核の部分の改訂 だけで済み 、個 々の機種 には依存 しないとい う利

点がある。

第2の 課題 は、図形、 シー ン、 シナ リオを記述す る言語の統一化の問題で

ある。誰 にで も使え るやさ しい言語は、場合 によっては熟練者にはあ る種の
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煩わ しさを要求す ることにな る。幅広 いユ ーザに対応で きるかどうかは、こ

の相 入れない要求を どの ように満たすかにかか ってい るといえる。1つ の解

決法は、前 に述 べたよ うにさまざまな レベルや タイプの記述を許容す る形の

言語を処理で きるようにす ることであ る。 いささか極端 な言 い方で はあ るが、

CとPascalとBASICの どれで書 いて も処理が可能 なコンパイ ラを

考え るよ うな ものである。 しか し、許容 され る言語の タイプがあま りにも異

なると、それで書かれた ソース ・プログラムの人間の間での可搬性が損なわ

れ ることになる。 こうした点を慎重 に配慮 して、 コースウ ェアを記述す る言

語を開発す ることが今後 の重要な研究課題の1つ といえる。

3.5.2技 術の進歩への対応

技術の進歩 はま さに日進月歩である。先にふれたように、パ ーソナル ・コ

ンピュータは16ビ ッ トか ら32ビ ッ トに移行 しっっある。 この ことと、デ ィス

プイの解像度(画 素の数)の 向上や電子OHPの カラー化 によって、プ レゼ

ンテーシ ョンの威力は格段 に向上すると思われ る。

しか し、 これ らの技術が 日常 レベルにな ったとき、本 システムを改めて根

本か ら作 り直す とい うのでは大変である。む しろ、ある程 度の犠牲 を払 って

も、近 い将来の技術の進歩 に適応で きるような基本設計を心がけることが肝

要であろう。

3.5.3各 種 メデ ィアの利用

上述 したよ うに現在、単にパー ソナル ・コンピュータや電子OHPだ けで

はな く、 コンピュータの周辺装置 と してさまざまなメデ ィアが利用で きるよ

うにな りつつある。それ らを有効 に利用することによって、将来 は コースウ

ェアの作成段階や実行時のパ フォーマ ンスを大幅 にあ るいは質的に改善で き

る可能性があ る。 この点 に関 して、比較的近 い将来の技術で実現 しそ うなメ

デ ィアにつ いて簡単にふれてお くことにする。

まず、 コースウ ェア作成時 に利用可能なメディアと して次の候補 をあげる

ことがで きる。

(a)ビ デオデ ッキ:テ レビ番組 などを収録 した ビデオ素材か ら静止画面を
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コンピュータに取 り込み 、それを加工す ることによって シー ンを作成す

る。 これは、印刷物や写真の画像 をイメー ジ ・スキ ャナで取 り込む こと

の ビデオ版であ る。

(b)光 磁気デ ィスク,CD-ROM:ビ デオと同様 にこれ らの メディアに

ある画像を コンピュータに取 り込み、 シー ンの素材 とすることがで きる。

(c)通 信回線 の利用:や や将来のことになるであろうが 、 コンピュータ図

書館(各 種 の情報を通信回線 を介 して コンビュータへ提供 して くれ る情

報 セ ンタの意)が で きれば、そこか らの各種の映像的な資料を取 り込 み、

シー ンの作成 に役立て ることがで きる。

また、 コースウ ェア実行時に利用可能 なメデ ィア としては次の候補をあげ

ることがで きる。

(a)タ ブ レッ ト:キ ーボー ドやマウスの代わ りに シナリオの制御に用い る

と、よ り豊か な教材の展開がで きるであろう。 これは現時点の電子OH

Pに オプ ションを追加す ることによってす ぐにで も取 り入れ ることがで

きるとい う意味では、最 も現実的な改善策 とい ってよいで あろう。

(b)音 声装置:テ ープ レコーダや音声合成装置を コースウェア実行 時にア

クセスする ことによ って、 スクリー ン上 の映像に加えて音声情報 を提示

することで 、よ り大 きな学習効果を期待で きる場合があ る。

(c)光 磁気 デ ィス ク,CD-ROM:同 様 に、これ らの メデ ィアに録画 さ

れて いる映像 を コースウ ェア実行時に アクセスす ることによ って、作図

による画面 か らは得 られ ないダイナ ミックな情報を提示す ることがで き、

授業の展開をよ り楽 しい ものにす ることがで きるであろう。

(d)通 信を利用 した遠 隔地教育:コ ースウェア実行時に、時には遠隔地 の

教育 内容の1部 を通信 回線を通 して リアル タイムで取 り込む ことによ っ

て、学習の連帯意識を高あることが期待 され る。 このよ うに見て くると、

電子OHPの 活用範囲 と能力 は限 りな く広が って行 くといえ る。電子O

HPを 中心 として授業 のプ レゼ ンテー ションを考え るとい うよ りも、教

室が電子OHPの スク リー ンを通 して世界のあ らゆ る情報源に接続 され

てお り、教 師はそこか ら随時適切 な素材を取 り込み、授業を展開 して い く

とい う風景 を想像す ることになる。
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この意味で、教 育における電子OHPの 役割 はいわゆるハイパーメデ ィア 〔7}

の概念 とも密接に関連 しており、 この方面の今後の動向に注 目 しなが ら、 コ

ースウェアのよ り優れた作成実行 システ ムを模索 してい く必要が あろう
。
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ビデオに関する研究第3編





第3編 ビデオ に関す る研究

第1章 プ ロ トタ イ プ の 評 価 と 発 展

本章では、昨年の本調査研究事業で制作 した 「プ ロ トタイプ ・ビデオ」の評

価を踏 まえ 、プロ トタイプに続 くビデオ作成 についての発展企画につ いてふれ

る。

1.1プ ロ トタイ プ(ビ デ オ)制 作 経 緯

昨年度の本調査研究委員会において 「VIDEO:プ ロ トタイプ」 と して

くシステム ・エ ンジニア宣言 〉が作成 され た。 ここで はプロ トタイプ に関 し

て〈作成の狙い 〉と〈期待教育効果 〉および く作成経緯 〉についてふれ る。

1.Ll〈 作 成 の狙 い 〉

1.ビ デオ ・ソフ トの特徴である、 〈パ ター ン認識効果 〉および視聴

覚複合効果 〉を活か した教材を実験的に制作する。

2.同 時 に、多 くの広範囲の情報処理技 術者 にとって実際に役立つ、

すなわ ち〈量的対応効果 〉にっなが る教材の、いわば第一作 として

試作す る。

3.企 画 ・制作 ・編集のすべてに主導的に参画す ることによ り、教育

効果 にむすびつ く教材のあ り方を研究 し、あわせて ビデオ ・ソフ ト

開発の ノウハウを確認 ・獲得す ることによ り,関 係各位への今後の

有益 な助言のための指針 とする。

1.1.2〈 期 待 教育 効 果 〉

1.情 報処理技術者を 目指そ うとして いる視聴者に対する、積極 的な

進路選択意欲の喚起。

2.情 報処理技術者 と して第一歩 を踏み出 した視聴者 に対す る、将来
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目標の明示。

3.情 報処理技術者 として まだ初級段階の視聴者に対す る、 〈SEの

芽 を育てる 〉効果。

4.SEに 対す る、 〈自己職業イ メージ〉の再構築効果。

5.情 報処理技術者育成担 当者に対す る、上記1～4、 に関す る指針

効果。

1.1.3プ ロ トタイプの制作経緯

(1)制 作の経緯

プロ トタイプ制作の経緯 を発注者 、制作者の両サイ ドか らみて、段階別

にチ ェックポイ ン トを フローチ ャー トに してみた。 プロ トタイプ制作の経

緯 をフローチ ャー トにす ることによ って、今後の発注 に際 しての チェック

リス トと しての役割 も果たす よ う考えた。
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専門スタッフの参加

人事教育 ・SE教 ②

育、 コンピュータ

教育、その他

企画意図の説明

お互いに、相手の業務にっいては知らない

内容についての講義

内容確認

内容確認

内容の理解

・要求内容

何時、何処で、誰が、何の為にど

のように して使 うか。
・予算 ・納期 ・ビデオの長 さ

シナ リオ(ド ラフ ト案提示)

・全体構成案 と各 シーン毎(セ リフ

を含む)チ ェック
・必要データ等のチェック

・予算 と構成案の関係

ドラフ ト1の 提示に続 き2案 、3案 提出

制作サイ ド

企画意図の確認

専門スタッフの参加
プロデューサ、 ディ

レクタ、その他
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⑤

定

⑥ 参加確認

出演者のオーディション

・シナ リオのイメージに合わせて

・セ リフ回 しのチ ェック

・各出演者 とのバ ラ ンス

・設定年齢 に合わせて

現場での決定権 撮
⑦ を持つ人の立会

⑧

⑨

・視聴者への教育効果の視点から

注文

・ビジュアル編集

・サ ウン ド編集

成

・データの ビジュアル化(写 真制作、

チャー ト制作、模型の制作)
・ロケー ション ・ハ ンティング

・衣装決定

・演技指導(セ リフ回 しを含む)

・カメラ ・テス ト

施
プロデューサ

カメラマン

スタイ リス ト

ヘア メイク

ライ ト

その他スタッフ

ビジュアル ・プレ編集

BGM・SE決 定

完成教材の効果的活用
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(2)プ ロ トタイプの要件

(1)のチ ャー トに基づ いて制作にあたっての留意点を述 べる事で、プ ロ ト

タイプ制作上の要件を確認す る。

1)ス ケ ジュール

スケ ジュールについて は、発注者側 の企画意図の明確化の度合、制作

物 の難易度 によって左右 される。 ここで は参考の為 に、プロ トタイプ制

作 にあた ってのスケ ジュールを例示 した。

1.① の企画意図の提示か ら③の シナ リオ骨子の提示 まで、3週 間

ll.③ の シナ リオ骨子の提示か ら④ の シナ リオ案(ド ラフ ト1)の 提示

まで、10日 間

皿.④ の シナ リオ案の提示か ら⑤ のフ ァイナルの シナ リオ決定まで 、1

週間

W.⑤ の ファイナル ・シナ リオの決定、⑥のオーデ ィションを経て、衣

装合わせ ・セ リフ、演技指導等で10日 間

V.⑦ の撮影 に3～4日 間

VI.プ レ編集 に1日 間

W.ビ ジ ュア ル編 集

W.完 成8週 間程度

2)予 算

絵マザ ー

}3日 間
音 マザ ー

企画骨子の提示の段階で、要求内容 と予算額、 ビデオの長 さ、納期等

を明確 にす る。予算額 によ って ロケー ション、演 出、役者 の人数、 トレ

ーニ ング期間、スタジオ、セ ッ ト、 シナ リオ ・ライタの選択、 シナ リオ

の構成 内容等が変わ って来 る。

また、この段階で

イ.他 の教材 との併用か ロ.ビ デオ教材が主か従か

ハ.ビ デオを途中でやめて他 の教材を使 う事があ るか

等の使用方法が明確 にな っている とシナ リオ段階で用途 に合わせ た構成

が可能 とな る。

3)制 作経緯の留意点
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プ ロ トタイプ制作経緯の フローチ ャー トに基づ き、留意点 を述 べてみ

る。

① 企画意図 の説明

プ ロ トタイプの用途、 目的を確認。必要 な場所 、人物、 もの等、設

定を検討、決定。

② レクチ ャー

制作内容の難易度に合わせ、専門 スタ ッフを招 いて、勉強会を開 く。

これ によ り、製作者側 も内容を把握、正確 な ビジュアル化へ とっなが

る。

③ シナ リオ骨子の提示

先 に決めた 目的 に合致 してい るか、必要 な要素が盛込 まれて いるか、

また、方向性が統一 されているかを検討、確認。

④ シナ リオ(ド ラフ ト案提示)

全体構成をみなが ら、 ドラフ トとしての盛上が りがあるか、各場面

の設定や セ リフは適切かを確認。 また、必要 に応 じてデータ類の挿入

も検討。言丁正、変更 に合わせ、2案 、3案 と提示。

⑥ オーデ ィション

出演者 をモデルや役者 とい うプロか ら選ぶのか、現役のSEか ら選

ぶのか、2つ のケースが考え られ る。 どち らの場合 も,予 算的に余裕

があれば、 トレーニ ング期間 と リハ ーサルを行えば良 い結果が得 られ

る。 また、 シ リーズ化が考え られ るケースで は,同 じ人物の起用や次

回の制作に備えて、役者 の確保 や トレーニ ングを長期 間的 に行 うの も

良い。

⑦ 撮 影

撮影現場 は最終の チェ ックポイ ン ト。製作者は ビジュアル化す る技

術 はあるが、SEや 教育の専門家ではない。

ここで は、動作 やセ リフを直接見た り、聞いた りする中で、台本 の

不備等を最終的にチ ェックすることが出来 る。発注者側 か らは、現場

の決定権 を持つ人が必ず立会 うことが望 ま しい。

⑧ 編 集
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各 シー ンの中で不適格 な動作、表現が無いかをチェック。場合 によ

って は削除や再撮影 も指示。全体の構成の中で、要件別の配分が適切

かど うか も確認。必要 に応 じて、時間の再配分 も行 う。

備考)上 記①～⑧の番号 は、 フローチ ャー ト番号に符合。

1.2評 価 の調 査

評価の調査 は、学習サ イ ド視聴者 のデ ィスカ ッションによる調査 と教育 企

画 サイ ドの コメ ン トによる調 査によ った。 ア ンケー トによる評価方式は採用

しなか った。理 由は、プロ トタイプを含めての一連の学習効果 を配慮 しての

評価の調査のためである。また教育企画担 当者には、ア ンケー トで は読み と

れ ないニ ュアンスを汲み取 るため、面接 によった。

1.2.1調 査 内 容

1.教 育効果

1)期 待効果の充足度

2)実 際の効果

2.効 果的 ビデオ教材のあ り方

1)ビ デオ教材 内容への示唆

2)ビ デオ教材制作への示唆

1.2.2調 査1:学 習サイ ド視聴者

(1)調 査対象

① ソフ トハ ウス(3社)、 ユ ーザー情報 システム部門(4社)、 中央情

報教育研究所実施のSE研 修(3回)の 計10回 を対象

② 調査対象総数人員186名

(2)調 査方 法

①SEの これか らの在 り方 、あ るいは、SEと,し ての基本姿勢 につ いて

の、チーム討議 の後、 〈参考資料 〉として放映
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② 一回放映 した後、個人感想を聴取 し、二回 目放映後、 チーム討議 した

結果 を聴取

(3)調 査結果 の要約

1.肯 定的評価

・映像が きれ い

・ドラマ性があ り最後 まで引 き込 まれた

・SEと して忘れが ちな 〈原点 〉を再確認 した

・新人 には是非見せて ほ しい

・後半 にセ リフが集中 し、かっ文字が最後で印象的

・押 し付 け調 ・解説 型でないのがよい

・自然 ・人間の大切 さを考え る機会になった

2.否 定的評価

・(ベ テ ランの意見)実 際の 日常業務の苦 しさ ・つ らさか らみ ると、

趣 旨はわかるが きれい ごとに見える

・出演者の雰囲気が、 自分 とは遠い印象

・自然 ・人間は ビデオで よ りも直接体験がよい

3.提 案的評価

・二回見せ るのがよい。二回 目は問題意識 を もって見 た

二映像 は必ず しも奇麗で無 くと も、内容中心が よい

・見た他の人の感想が聴 け討論 した ことが参考 にな った

・ビデオ教材 は気分転換 に もな り、 もっと活用 したい

・以前職場内だ けで ビデオ作成 したが、プ ロは違 う

・応用編が是非 ほ しい

・感想の討論 も含めた ビデオ も効果が あるのではないか

1.2.3調 査2:教 育企画サイ ド担 当者

(1)調 査対象

上記学習サ イ ド視聴覚 関係 の教育企画担当者

(2)調 査方法
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面接による

(3)調 査結果の要約

1.情 報処理技 術者 は とか く技術に意識が偏重 しやす いが、 この ビデ

オによ って、 ともすると忘れがちな自然 ・人間が意識 されて参考 に

なる。

2.す ぐに も実務に役立っ知識 ・技術 に関す る ビデオ も大切だが、映

像な らで はの特 長を活か し、感性の開発 ・行動 イメージの分野での

効果を確認で きた。

3.教 育研修において視覚訴求 としてOHPは よ く活用す るが ビデオ

の動画効果は注意 ・興味をひきつ ける。

4.講 義 ・実習においては学習者 の集中力にど うして もバ ラツキが 出

て しま う。今後 は適切な ビデオ教材があれば、補完効果のために も

大いに活用 したい。

5.ド ラマ効果を感 じた。講義は とか く解説調 にな りやす いが ビデオ

だ と多様な ス トー リー展 開がで きることを実感 した。

6.ビ デオ教材 を手軽 に(企 画制作 ・時間 ・費用)開 発す る方法論が

知 りたい。

7.自 社の教育研修で活用す るための ビデオを貸 し出 して くれ るビデ

オ ・ライブラ リーがあ るとよい。

8.自 社用の ビデオ教材を開発する際に、偏 らない立場で相談に乗 っ'

て くれ るよ うな公的機関があ るとよい。

1,3〈 望 ま しい ビデ オ 〉の要 件

1.3.1制 作経緯 のふ りかえ りか らの く望ま しい ビデオ 〉の要件

(1)企 画スタ ッフと制作 スタッフとが共通 コンセプ トを持つ

ビデオ制作において は、教育企画サイ ドがテ ーマ設定すると、あ とは制

作サイ ドに任せて しま うとい うことが通常 よ く見受け られ る。いわば教育

企画サイ ドが発注者、制作 サイ ドが受注者の関係で ビデオがで きあが る。
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一つには教育企画者が ビデオ制作に関する専門知識が少ないためである。

ビデオ制作 においては一旦撮影 した後では、映像 内容の補足修正が困難で

ある。 したが って、教育企画の側か らの要望が、撮影終了後では編集上で

の配慮がで きる程度で しか補足修正が難 しい。満足のい く映像を産み出す

には、教育企画 サイ ドと制作サイ ドが、テーマ設定、 シナ リオ作成、映像

企画に至 るまで共通の コンセプ トを もって臨むことが必要であ る。各制作

段階における教育企画 サイ ドと制作サイ ドの役割分担 と協動 ワークの望 ま

しい姿を簡単 にまとあてみたい。

(a)テ ーマ設定の共有化

1.教 育企画 サイ ドは、教育の大 テーマに即 して中 テーマ ・小テーマ

をデザイ ンす る。映像化を無視 して、と くに学習者に与 える教育効

果のデザイ ンが重要。

2.制 作サイ ドも、映像づ くりを離れて、 とくに学習者の立場で理解

す ることが大切。

(b)シ ナ リオ作成の共有化

1.教 育企画サイ ドは、教育効果の観点か らシナ リオを作成する。

2.制 作 サイ ドは、映像 ・撮影の配慮 を加えての シナ リオを作成す る。

3.議 論 をっ くし、それぞれを融合 して、 シナ リオを確定す る。

(c)映 像企画の共有化

1.制 作サイ ドは、映像 シー ン ・映像 コンテ ・重要部分についてのセ

リフに関す る詳細 をデザイ ンす る。

2.制 作サイ ドは、 シナ リオ に相応 しいキ ャス ト候補および ロケー シ

ョン候補 を選定す る。

3.教 育企画 サイ ドは、以上を教育効果の観点か ら検討を加え、制作

サイ ドの意 向を尊重 し確定す る。

(2)教 育企画 スタッフの制作場面への参画

こ こで言 う制作場面 とは撮影 ・編集 をさす。上記の映像企画までの段 階
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において コンセ プ トが統合 されて はいて も、撮影 ・編集の場面での制約条

件によって、最終結 果が大 き く左右 される場合がでて くる。制作サイ ドに

おいて コンセプ トづ くりに参画 した スタッフと撮影 ・編集 スタッフは異な

るのが通常であ る。 したが って、教育企画の狙 いが この段階でかな り変形

す ることがあ り得 る。 しか もこの段階 は、学習者 に与え る最終的映像 に直

結す る重要 な制作場面で ある。 この段階における、協動 ワークの望 ま しい

姿 を簡単にまとめてみたい。

1.撮 影 ・編集 スタ ッフに対する、教育効果の重要ポイ ン トに関す る

教育企画サイ ドか らのガイダ ンスの実施。

2.教 育企画 スタ ッフが撮影時に立 ち会 って、学習者の視点での ア ド

バ イスによる参画。

3,同 じく編集時に立 ち会 って、学習者の視点でのア ドバイスによる

参画。

1.3.2評 価調査か らみた く望 ま しい ビデオ 〉の要件

(D楽 しく視聴が可能

プロ トタイプに対す る評価の中で、映像が きれい、 ドラマ性があ り最後

まで引 き込 まれた、押 し付け調 ・解説調でないのが よい等の感想があ った

が、 自然 に無理な く構えずに受 け入れることがで き、分か りやす く親 しみ

を もって視聴で きる ことは、望 ま しい ビデオの まず は、最低条件 と言え る

だ ろう。包括的に表現す るな らば、要す るにく楽 しく視聴で きる〉と言 っ

て よいであろう。 この点についての映像づ くりの上での留意点を整理 して

みたい。

1.注 意の喚起:タ イ トルの親 しみやす さ、静的表現で はな く動 的な

表現 、応答型映像、効果を感 じさせ るイメー ジが大切で あろう。

2.興 味の持続:ど くに次の展開はど うなるか との関心 をっないで行

く ドラマ性 と親 しみを感 じさせる映像画面。

3.感 性への共 鳴:教 材 テーマに即 した、BGM、 ビデオな らで はの

映像処理等。

一89一



(2)役 立っ内容の実感

評価の調査 においては、役立 った との内容 には個人差が大 きい。視聴者

の問題意識 に応 じて、その時の関心のあ り方 によ って内容のポイ ン トの選

択が異 なる。直接の講義 の場合 と比較 して ビデオは状況に応 じて内容を柔

軟 に変更することがで きない。 したが って、内容づ くりにお いては総花的

・網羅的 となるの は止 むを得ない必然性を もっ。 その中で く役立 ち感 〉を

高め るための配慮 をど うした らよいか。そのための映像づ くりの上での留

意点を整理 してみたい。

1.学 習対象者 の 日常業務 にお ける現実の リア リティへの共感の盛 り

込 みを工夫す る。業務 の苦労、共通 に体験 しやすい場面状況の描写、

潜在的な期待等への配慮。

2.出 演者への共感性、 ロケー ションの親近感。役者起用の場合 は表

情 ・セ リフはスムーズで も雰囲気が学習者 とは異な る世界を感 じさ

せる場合が往 々に してある。 また撮影の便宜上 、身近 な舞台ではな

い との印象を与え ることがあ る。

3.断 言的表現 を避 け、促考的表現 ・誘導的表現 ・示唆的表現に留意

する。

(3)効 果的な活用 システムの充実

とくに教育企画担 当者か らの評価 として、 ビデオ教材を手軽 に(企 画制

作 ・時間 ・費用)開 発す る方法論が知 りたい、 自社の教育研修で活用す る

ための ビデオを貸 し出 して くれ る ビデオ ・ライブラ リーが あるとよい。 自

社用の ビデオ教材 を開発する際に偏 らない立場で相談 に乗 って くれ るよ う

な公的機関があ るとよい、等 の意見があ った。 これ らの期待 は、現在 まだ

特定企業 を除 くな らば、 ビデオの効果的な活用 システムが充実 していない

ことを反映 してい る。

1.コ ンサルテ ィ ング機能を もった、情報処理技術者教育に関す る、

公的な ビデオ ・ライブラ リの設置。

2.さ らに発展 させて 〈イ ンタラクテ ィブ ・マルチメデ ィア ・情報処

理技術者教育 ラボ〉の設置。
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3.そ の ため の く調 査 企 画 プ ロ ジ ェク ト〉の発 足 を。

1.4プ ロ トタ イプ の発 展

1.4.1教 育研修における ビデオ教材への期待

(1)〈 教育研修における ビデオ教材への期待 〉に関 する調査

〈教育研修における ビデオ教材への期待 〉に関する調査を実施 した。以

下 はその結果である。

(a)調 査対象

SE52名(se:経 験5年 未満SE28名 、SE:経 験5年 以上SE24

名、M:以 上の中で現在管理職 にある者17名 。なお複数回

答 のため回答数値の合計 と回答者数は一致 しない。)

(b)調 査時期

平成元年10月

(c)調 査項 目

SEの コ ミュニ ケーシ ョン上の留意点に関 して

第1章 末添付 く調査詳細参照 〉

(d)調 査結果

ここでは調査結果分析 の結論 のみ にふれる。詳 しくは、第1章 添付

〈調査詳細参照>

QLビ デオ教材の効果 について(1)

〈結果>

1.教 育研修 において、 ビデオが効果的 との考えが浸透 して いる。 と

くに表情 ・態度が重要 なファクターである コミュニ ケー シ ョン面で

効果的 と考えている。

2.若 年層 だけでな く、年令層問わず ビデオの支持率 は高い。

3.た だ し、 ビデオだ か らと言 って見せ るだけでは効果が低 いとの認

言識力ミ弓蛍し、。

Q2.ビ デオの教育効果 について(2)

〈結果 〉
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1.ビ デオ は確かに、研修会場 への往復時間の節減、随時随所で活用

で きる効果はあるが、 ビデオその ものが効果を与え るとい うよ りも、

や はり活用す る本人の学習意欲がなければ、効果 に結 びつかない。

2.教 育研修を ビデオで置 き換え るのは難 しいので はないか。や はり

マ ンツーマ ン的教育の効果 は大 きい。 ビデオが、同時 にマ ンツーマ

ン的要素を持てば別である。

Q3.ビ デオ内容 について(1)

<結 果>

1.〈 見 るだけ〉の ビデオで は効果は期待で きない。

2.〈 研修への組 み込み 〉〈解説書 〉〈楽 しさ〉の三点セ ッ トが大切

である。

Q4.ビ デオの内容 について(2)

<結 果>

1.実 際の具体例が ビデオの効果 と直結す る。

2.必 ず しも映像専門家 による技術的付加価値 にはこだわ らない。 こ

の点 は低 コス トにもっなが り、あ くまで教育 内容重視が望 ま しい。

Q5.副 教材(サ ブテキ ス ト)に つ いて

く結果>

1.ビ デオのための手 引書ではな く、〈情報ハ ン ドブック〉であ り、

また ビデオ と相互補完 になることが望 ま しい。

2.効 果的情報 を、 〈ビデオ〉とく情報ハ ン ドブ ック〉に相互補完的

にふ り分 けるとい う考え方が必要であ る。

1.4.2プ ロ トタイプの発展 的活用～ その1:後 続 ビデオ制作案

情報処理技術者教育における多岐 にわたる教育テーマに関 して、その ビデ

オ教材化は、第2章 ～第4章 を通 じての検討が明 らか に しているよ うに、主

教材 としてあるいは副(従)教 材 として効果的な活用が可能 と言える。 しか

し、 ビデオの特性 を十二分に発揮す ることに留意す るな らば、コ ミュニ ケー

ション分野 において、 まずは発展的に活用す ることが期待 され るであろ う。

プロ トタイプに続 くビデオ制作 と しての一例の ライ フサ イクルを以下 に示す。
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(1)ビ デ オの 内容

ビデ オを4本 制 作(15～18分)す る。各 テ ー マは 、

1.<SEと して の基 本ABC>

A.信 頼 され る顧 客折 衝/社 内連 係

B.共 感 コ ミュニ ケrシ ョ ンの決 め手

C.ヒ ア リング とプ レゼ ンテ ー シ ョン:そ の基 本

1.顧 客 状 況 を くよ くみ る>

2.顧 客 課題 を 〈よ くき く>

3.対 応 提 案 を くよ く伝 え る 〉

〈効 果 的 コ ミュニ ケー シ ョ ン&コ ン トロール>

A.<C&C>な く して<SE>な し

B.<C&C>ヒ ア リングの た め の留意 点

1.情 報 収 集 型 ヒア リ ング

2.提 案 型 ヒア リング

C.<C&C>プ レゼ ンテ ー シ ョンの ための 留意 点

1.提 示 型 プ レゼ ンテ ー シ ョ ン

2.説 得型 プ レゼ ンテ ー シ ョ ン

<効 果 的C&Cヒ ア リングの実 践 スキル>

A.情 報 収 集型 ヒア リングの実 際

B.提 案型 ヒア リングの 実 際

C.シ ステ ム化要 件 定 義 の ポ イ ン ト

<効 果的C&Cプ レゼ ンテ ー シ ョンの実 践 スキル>

A.提 示 型 プ レゼ ンテ ー シ ョ ンの 実 際

B.説 得 型 プ レゼ ンテ ー シ ョンの実 際

C.心 を 揺 り動 か す プ ロ ポザ ー ル作 成 の ポイ ン ト

(2)副 教 材 の 内容

(a)イ ンス トラ ク シ ョ ン ・ガ イ ド

各 テ ー マ に関 して 、 〈3HR>実 施 を前 提 と した ガ イ ドを 作 成 。

(b)イ ンス トラ ク シ ョン ・ツ ール
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OHPシ ー ト

イメージ ・イ ラス ト集(注 意 ・興味 ・連想 ・行動効果のための)

情報 シー ト(各 テーマの各項 目に関す る補助知識資料)

(c)受 講者用 ワー クシー ト

各 テーマ分冊 とする。

研修時活用だけで はな く、実践 時に保持 ・活用で きるものとす る。

1.4.3プ ロ トタイプの発展的活用～その2:企 画 ・制作ニーズの把握

ビデオ教材開発 にあたっての最重要 ポイ ン トは、教育企画 におけるマーケ

テ ィング感覚 に基づ く初期 リサーチ と言 えよ う。 〈眠れ るビデオ 〉の多 くは

十分な リサーチな しに制作 され た場合 が多い。 〈現場 〉で効果的 という結 果

を発揮す るには、 〈現場 〉に効果の原 因を求 あるのがまずは着実な方法であ

ろう。以下 に上記 ラフデザインを仮定 しての リサ ーチのためのア ンケー ト具

体案 を記す。

<ア ンケー ト具体案>

1.顧 客か らのSEへ の期待 について

1.1顧 客 か らの貴社SEへ の期待 について、次の項 目の中で、現在、 も

っとも期待 されているのは?

Aか らEの 各3項 目か ら1つ 選 び、該 当す る番号をマルで囲んで く

だ さい。

A.1,顧 客の業務に関する基本知識を もっと持 ってほしい

2.顧 客の業務状況に関す る事前調査 ・関連調査に力を入れてほ し

い

3.顧 客の業務状況を折衝において把握す る能力を もっと磨 いて ほ

しい

1
"

2

3

1

B

■C

常識的マナー(名 刺交換等)を しっか りと

言葉遣い(敬 語 ・専 門用語等)に 注意 してほ しい

感 じのよい表情 ・態度(笑 顔 ・明 るさ等)を 望む

もっと顧客 との人間関係 を深 めて ほ しい
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2

3

1

2

3

1

2

3

D

E

もっと業務上の悩みを感 じてほ しい

もっと業務 その ものを理解 してほ しい

OHP等 を もっと活用 したプ レゼ ンテーションを

効果 ・メ リッ トを もっと感 じさせる話 し方を

話題豊富 なあ きさせない説明の工夫 を

もっと営業 との連係プ レイを

担 当SE間 の連係プ レイを もっと

CE(サ ー ビス)と の連係 もしっか りと

L2顧 客か らの、貴社SEへ の今後の期待の中で、 もっとも大 きいと考

え られ るのは?該 当す る番号をマルで囲んで くだ さい。(複 数可)

-

∩
乙

Q
J

4

⊂
」

受 身型で はな く、提案型であれ

もっと顧客業務理解 のプロであれ

システム関係以外の情報提供 もしてほ しい

コス ト・パ フォーマ ンス感覚を もってほ しい

SEで あ る前 に ビジネスマ ンであれ

1.3以 上 に関 して,追 加 のご意見を(記 入 自由)

2.顧 客 か らのSEに 対す る評価につ いて

2.1貴 社SEに 対す る顧客か らの評価(推 測可)をs下 記Aか らEに つ

いて、該当する番号を1つ マルで囲んで くだ さい。

A.SEの マナーについて

1

0
'

3

4

CJ

高い評価を得ているか ら(よ くほめ られる)

全体 として問題 はない と思 う

SEに よって多少のバ ラツキはある

問題の ある者がかな りいるよ うだ

苦情が時にある

B.顧 客か ら見 たSEの 総合的信頼感につ いて

1,よ く相談を受 け全体 として信頼 されている
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2.信 頼 されて はい るが、 もっと相談を受け るようであ りたい

3.SEに よってバラツキが ある

4.も っと信頼 され るSEづ くりが課題である

5.信 頼を失 う場合が率 直に言 ってあるのが現状である

C.SEの 対顧客 ヒア リング態度 について

-

n
乙

り
0

4

=
」

好感のもてる雰囲気の中で顧客の本音の情報を収集している

好感のもてる雰囲気での情報収集に努力している

情報収集はかなりするが、好感の点ではやや欠けるのでは

ヒアリング能力が全体としては弱いようだ

ヒアリング能力以前の好感対人能力が必要である

D.SEの 対 顧 客 プ レゼ ンテ ー シ ョン態度 につ いて

-

り
'

0
0

4

⊂
J

顧客の納得度が高 く業界で も高水準であ る

全体 と して質の高 いプ レゼ ンテー ションを している

SEに よ ってバラツキがある

プ レゼ ンテー シ ョン能力を もっと磨 くことを望 む

プ レゼ ンテー シ ョンの基本に関する再教育が必要だ。

E.SEの 企画提案 について

1.個 別事情に即 した提案(顧 客先 によるが)を 皆がす る。顧客か

らの評価が高い

2.個 別事情に即 した提案を皆が心掛け努力 してい る

3.提 案が と くに大切 なSEに もバ ラツキが ある

4.企 画提案に関す る知識 はあ るが行動化が課題であ る

5.企 画提案 に関す る基本の再確認が必要で ある

2.2貴 社SEに 対 しての顧客か らの下記項 目の不満(全 体的傾向 として)

あ るとすれば、該当す る番号 をマルで囲んで ください。(複 数可)

-

り
'

0
0

4

⊂
」

積極性 に欠 ける

もっと視野を広げてほ しい

きき上手 にな って ほ しい

伝え上手 になって ほ しい

明るい表情 ・態度を望む
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6.

7.

8.

9.

10,

2,3

専門知識 を しっか り持 ってほ しい

もっと顧客先の ことを真剣 に考えて ほ しい

SEと しての 自信 ・誇 りを持 ってほ しい

挑戦意欲 ・自己向上心が足 りない

専門以外の話題が豊富で あってほ しい

以上に関 して、追加の ご意見を(記 入 自由)

3.SEと しての コ ミュニ ケ ー シ ョン上 の留意 点 につ いて

3.1平 素 あな た 自身が 感 じて い る、 よ り一 層SEが 顧 客 に歓 迎 され る コ

ミュニ ケー シ ョ ン(必 ず しも貴 社SEに 限定 せず)に つ いて 、 下 記Aか

らCの 、 と くに該 当す る番号 を マ ルで 囲ん で くだ さい。(複 数可 、 た だ

し5っ まで)

A,SEの マ ナ ー につ い て、 と くに強 調 した い のは 、

1

2

3

4

5

6

7

8

第一印象、 とくに節度 ある明 るい大 きな声

第一印象、 とくに明 るい笑顔

初対面時の きちん と した挨拶 ・名刺交換等

お引合 に対する感謝の表現

座 り方 ・視線 ・姿勢

TPOを ふまえた雰 囲気づ くり(話 題 ・気配 り)

先方の立場 ・役職にあわせた言葉遣 い

営業 と同席の場合の連係動作

B.SEの ヒア リング態 度 にっ いて 、 と くに強調 した い の は、

1.ま ず は、先 方 の話 しを 落 ち着 いて聴 くこと

り
'

Q
U

4

戻
J

C
U

表情を添えた適切 なあいつち

ヒア リング事項の予めの準備

事務的な響 きで質問を しない

答えやす い質問の工夫

予め答えのイメージを描 いて質問す る
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7.時 々先方 の考えをまとめなが ら質問す る

8.単 に釈 くのではな く、先方の期待 ・関心を探 る

C.SEの プ レゼ ンテーシ ョン態度 につ いて、と くに強調 したいのは、

1

2

3

4

5

6

7

8

プ レゼ ンテーシ ョン場面を予想 した準備が大切

一方通行 にな らないよ うに

OHP等 を効果的 に活用

聞 き手の表情 ・態度 に留意

解説調 ではな く、納得 に力点を

効果 ・メ リッ トを、 とくに強調

明 るい 自信を感 じさせ る態度

専門用語の適切な使用

〈教育研修 にお ける ビデオ教材への期待 〉調査項 目と調査結果の詳細

SEの コ ミュニケー ション上の留意点に関す るビデオ教材を作成す ると

したな らば、 とい う前提で、 ご意見をお聞かせ くだ さい。

Aか らEの 各項 目につ き該 当す る番号をマルで囲んで くだ さい。

(複数可)

Q1.ビ デオ教材 の効果 について(1)

1.知 識 ・技術 の教育 と異 な り、 コ ミュニ ケー ションに関す る教育で は、

表情 ・態度が重要なので、 ビデオ は効果的

2:コ ミュニケー ション関連 に限 らず、教育研修全般 に ビデオは効果的

3.ビ デオ は、 とか く見せ るだ けにな って しまい効果は低 い

4.と くに若年層 は映像世代であ るだけに、効果 は大 きい

く調査結果 ・高数値順位 〉

全体:1.コ ミュニ ケーシ ョン関連に限 らず、教育研修全般に ビデオ

は効果 的(24)

2.知 識 ・技術の教育 と異 なり、 コ ミュニケー シ ョンに関す る

教育では、表情 ・態度が重要なので、 ビデオは効果的(17)

3.ビ デオは、 とか く見せるだけになって しまい効果 は低い(11)

se:1.コ ミュニケー ション関連 に限 らず 、教育研修全般 に ビデオは
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効果的(12)

2.知 識 ・技術の教育 と異な り、 コ ミュニ ケー ションに関す る

教育で は、表情 ・態度が重要なので、 ビデオは効果的(9)

2.ビ デオ は、とか く見せ るだ けにな って しまい効果は低い(9)

SE:1.コ ミュニケーシ ョン関連 に限 らず 、教育研修全般に ビデオ

は効果的(12)

2.知 識 ・技術の教育 と異な り、 コ ミュニ ケー ションに関す る

教育では、表情 ・態度が重要なので 、 ビデオは効果的(8)

M:Lコ ミュニケーシ ョン関連 に限 らず 、教育研修全般 に ビデオ

は効果的(15)

2.知 識 ・技術の教育 と異 な り、 コ ミュニケー ションに関す る

教育では、表情 ・態度が重要なので 、 ビデオ は効果 的(11)

〈分析>

1.教 育研修 において、 ビデオが効果的との考えが浸透 している。 と

くに表情 ・態度が重要 なフ ァクターであ る コミュニ ケーシ ョン面で

効果的 との考え。

2.若 年層 だけでな く、年令層問わず ビデオの支持率は高い。

3.た だ し、 ビデオだか らと言 って見せ るだ けでは効果が低 いと認識。

Q2.ビ デオの教育効果について(2)

1.SEは 忙 しいだ けに,時 間のゆとりがあ る時に ビデオだ と見れるか

らよい

2.往 復の時 間をか けて、研修 会場 にわざわ ざ出かけな くともよい効果

は大 きい

3.時 間は費や して も、や はりビデオで はな く、マ ンツーマ ン的な研修

の方が効果が高い

4.時 間は節約で きて も、効果が肝心。(教 育 は)本 人の意欲次第だ

く調査結果:高 数値順位 〉

全体:1.時 間 は節約で きて も、効果が肝 心。(教 育 は)本 人の意欲

次第だ(22)

2.時 間は費や して も、やは りビデオではな く、マ ンツーマ ン
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se

SE

M:

的な研修 の方が効果が高い(18)

3.往 復 の時間をか けて、研修会場にわざわ ざ出か けな くとも

よい効果 は大 きい(16)

1.時 間 は節約で きて も、効果が肝心。(教 育は)本 人の意欲

次第だ(15)

2.時 間 は費や して も、やは りビデオで はな く、マ ンツーマ ン

的な研修 の方が効果が高い(12)

3,SEは 忙 しいだけに、時間のゆ とりがあ る時に ビデオだ と

見れ るか らよい(8)

1.往 復の時間をかけて、研修会場にわざわ ざ出かけな くとも

よい効果 は大 きい(11)

2.SEは 忙 しいだ けに、時間のゆとりがある時に ビデオだ と

見れ るか らよい(7)

2.時 間 は節約できて も、効果が肝心。(教 育 は)本 人の意欲

次第だ(7)

1.時 間は節約で きて も、効果が肝心。(教 育 は)本 人の意欲

次第 だ(13)

1,時 間は費や して も、や はりビデオで はな く、マ ンツーマ ン

的な研修 の方が効 果が高い(13)

3.往 復の時間をかけて、研修 会場 にわざわざ出かけな くとも

よい効果は大 きい(10)

<分 析>

1.ビ デオは確か に、研修会場へ の往復時間の節減、随所随所で活用

で きる効果 はあ るが、 ビデオその ものが効果を与え るというよ りも、

や はり活用す る本人の学習意欲がなければ、効果 に結 びつかない。

2.教 育研修 を ビデオで置 き換え るの は難 しいので はないか。や はり

マ ンツーマ ン的教育の効果 は大 きい。 ビデオが,同 時にマ ンツーマ

ン的要素を持て ば別であ るが。

Q3.ビ デオの内容 について(1)

1.見 るだけの ビデオが よい
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2.基 本的には見 るだけが よいが、解説書があるとよい

3.研 修に組み込んで活用で きる方がよい

4.こ うあるべ きだ とい う内容 でな く、楽 しく見れる ものが よい

く調査結果:高 数値順位 〉

共通:1.研 修に組 み込んで活用で きる方が よい(21)

2.基 本的には見 るだけが よいが、解説書があ るとよい(18)

3.こ うあ るべ きだ とい う内容でな く、楽 しく見れ る ものがよ

い(16)

〈分析>

1.〈 見 るだけ 〉の ビデオで は効果が期待で きない。

2.〈 研修への組 み込み 〉〈解説書 〉〈楽 しさ〉の三点 セ ッ トが大切

で ある。

Q4.

1.

2.

3.

4.

ビデオの内容 にっ いて(2)

具体例よりも、 しっか りと分か る内容であればよい

よい例 ・わるい例等、実際の具体例が豊富だ とよい

音響効果 ・映像処理等、 ビデオな らではの工夫が ほ しい

内容第一で、凝 った ものは不要

〈調査結果:高 数値順位 〉

共通:1.よ い例 ・わるい例等 、実際の具体例が豊富だ とよい(46)

2.内 容第一で、凝 った ものは不要(10)

3.音 響効果 ・映像処理等、 ビデオな らではの工夫が ほ しい(10)

〈分析>

1.実 際の具体例が ビデオの効果 と直結すると思 っている人が多い。

2.必 ず しも映像専門家 による技術的付加価値 には こだわ らない。

この点 は低 コス トに もつなが り、あ くまで教育 内容重視が望 ま し

い。

Q5.副 教材(サ ブテキ ス ト)に ついて

1.ビ デオ に直接関係 した範囲の ものでよい

2.関 連 しての情報 ・参考資料が多 いものがよい

3.単 に演習用で はな く、単独で も参考 になる方が よい
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4.な くてよい ビデオに してほ しい

く調査結果:高 数値順位 〉

共通:1.単 に演習で はな く、単独で も参考になる方がよい(24)

2.関 連 しての情報 ・参考資料が多い ものがよい(21)

<分 析>

1.ビ デオのための手引書で はな く、〈情報ハ ン ドブ ック〉であ り、

また ビデオ と相互補完 になることが望 ましい。

2.効 果的情報 を、 〈ビデオ 〉とく情報ハ ン ドブ ック〉に相互補完的

にふ り分 けるという考え方が必要であ る。
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第2章 既 存 ビデ オ ・コ ー ス ウ ェ ア の 評 価

2.1既 存 ビデオ教材の調査

本節で は、情報処理教育用 ビデオ教材の現状を把握するため、各社の ビデ

オ教材制作担 当者(8社)へ の イ ンタビューおよび資料調査結果を とりまと

めた。 まず全体的な動 向にっいて述べ、次 に各社 のケースを示 した。(〈 既

存 ビデオ教材の調 査表 〉参照)

2.1.1既 存 ビデオ教材の動 向

現状で は、 コンピュータのハー ドウェア、 ソフ トウェアの基礎知識を学習

者に理解 して もらうために、チ ュー トリアル方式で ビデオ教材が使用 されて

いる例が6社 ある。 ビデオ教材で は講 師が実 際に登場す るか、ナ レーターが

学習のね らいを明 らかに した うえで、その概念をイラス ト、アニメーシ ョン、

コンピュー タ ・グラフィックス、あ るいは実写によ ってわか りやす く説 明 し

てい く形態 の ものが多い。

各企業 は ソフ トウェア技術者 を大量 に育成 す る必要に迫 られ なが ら、①十

分な専 門知識を持 った経験豊か なインス トラクタが確保 しに くい ②社内教

育のための準備期 間、実施時間がない ③教 育が計画的 に進 まない、などの

問題 に直面 してい る。 これ らの問題 に対処 す るために、 ソフ トウ ェア技術者

の知識獲得を 目標 として ビデオの以下の特性 を活用 しよ うとしてい る。

(1)教 材が標準化で きる

(2)学 習内容 を視聴覚 に訴え ることでイ メー ジ効果が期待で き、比較的短

時間 に教育効果を上げることがで きる

(3)専 任 の教 師が いない場合で もビデオ学習がで きる

(4)日 常業務が多忙で、長 い期間の講習 を受 けることがで きない場合、 ビ

デオで学習がで きる

(5)い っで も、 どこで も学習がで きる

(6)理 解す るまで繰 り返 し学習がで きる

学習者が ビデオ教材の内容を確認するたあ にテキス トがっ いている。テキ

ノ

一]03 一



ス トは、 ビデオ教材の内容を理解 しやす くす るためにイラス ト、図表か らな

る補足説明 と、 さらに詳細な内容を知 るための解説か らな る。

また、基礎事項 の理解度 を判断 した り、知識の応用力を見 る練習問題がテ

キス トに含 まれているか 、 もしくは問題集 としてついてい る。

知識獲得を目標 と して ビデオ教材 とテキス トを併用する場合、学習形態と

しては個別学習 と集合教育 とに分かれ る。

個別学習で は学習者が、① ビデオで基本を学び、② ビデオの指示 に基づい

てテキス トの解説を読み、③ テキス トの演習問題を解 き、模範解答 と比較 し

て理解す るまで反復学習す る、 という手順で学習作業が行われ る。

一方、集合教育で は、 ビデオの視聴の前 にイ ンス トラクタがオ リエ ンテー

ションを行 い、演 習問題の後で解説 と解答、質疑応答を行 う。イ ンス トラク

タが経験不足の場合 には、 コーデ ィネー タと して学習活動 の進行役 、調整役

を担当す るので、ア ドミニ ス トレーシ ョン ・マニ ュアルのあるな しが指導の

密度の濃さを左右 することになる。

この ように、よ り多 くの学 習者が短時間で効率 的に一 定量 の基礎知識を修

得す るために、 チュー トリアル方式の ビデオ教材 と解説 ・演習を含むテキス

トによる ドリル学習が、集合教育 、個別学習の枠を越えて企画 されている。

また、学習者が、よ り高度な知識を獲得す る際の動機づけをイメー ジ効果

によ り達成 しよ うと して いるケース もあ る。 この場合のテキ ス トは、 ビデオ

で使用 された図表、イラス トを掲載 して学習者の視覚か らの理解を促進 しよ

うとしている。 このイメー ジ効果 は、 コンピュータ ・ア レルギーを解消す る

うえで大 いに役立つであ ろ う。

さらに、全国 に事務所を持つ企業の場合は、顧客ニーズの多様化 に応える

べ く、個 々の ソフ トウェア技術者 の応用力、対応力を伸ばすよ う工夫を こら

している。

ビデオ教材 のチュー トリアル とテキス トによる ドリル学習に、 コンピュー

タ端末 によ る ドリル学習 とプログラムの一部 を書 き換えて実際に稼動 させる

実習が含 まれ ている。 この場合、 ビデオ教材 は知識の伝達を加速す るツール

と してのみな らず、学習者の実習をよ り実 りある もの とす るために問題意識

の喚起 を行 っている。そ して実習を問題解決 の場 ととらえ 、 ビデオ教材 は問
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題を学習者 に提案す る もの とな ってい る。

ソフ トウ ェア技術者に とって、 コンピュータに関する知識を活用す るため

の コ ミュニ ケー シ ョン技術 を欠かす ことはで きない。イ ンタ ビュー、提案書

の作成、プ レゼ ンテー ションなどの コミュニ ケー シ ョン技術 は知識 として知

るだけでな く、いかに行動 または実践 と して 自己表現で き、成果をあげるか

が重要である。 ビデオ教材 で理想的、結果 として効果的なケースを提示すれ

ば、学習者 はそのパ フォーマ ンスを 目標 として念頭に置 きなが ら、 日常の業

務活動で も学習で きる。ただ し、 この ビデオによ るコミュニケーシ ョン技術

の模範例をよ り効果的にす るためには、ロール ・プ レイなどによる学 習者相

互 の働 きかけや イ ンス トラクタによ る個別指導 という実習 も必要 となる。

モデルを ビデオで提示 して能力開発を促進す る手法は、ア メ リカの複数 メ

デ ィア理科教材 「ミミ号の航海」で も採用 されて いる。15分 のエ ピソー ド編

では、主人公が コンピュータ ・モデルや シ ミュレーションをひ とっの物語の

中で特定の 目的のたあに使用 してお り、学習者が コンピュー タ教材で学習す

る際の手助け となっている。 また、エ ピソー ド編で学習者に対 する問題喚起

を行い、後半15分 の探索編で、 ドラマの主人公が試行錯誤を繰 り返 しなが ら、

専門家 の助言を得 て問題 を解決する過程を見せて行 くことであ る。授業では、

教師が生徒 にエ ピソー ドを見せて、ペアあるいは集団によるクラス討議、 ロ

ール ・プ レイ、 コンピュータ端末による実習を行い、さまざまな学習体験を

積 ませる。その うえで探索編を見せ ると、学習者 は自らの問題解決 のアプ ロ

ーチとビデオ教材 で提示す るアプ ローチを比較検討 して
、 ひとつの問題を多

面的に考察で きる。また、あえて試行錯誤 を見せる ことで、学習者 の陥りや

すい誤答が失敗ではな く、発見 に至 る過程であ ることを知 らせ ることがで き

る。学 習者 は、 こうしてイメージとして とらえているモデル(目 標)と 自 ら

の位置 との格差を把握 して、目標達成(問 題解決)へ の挑戦意欲を保持す る

ことがで きる。 このよ うな ビデオ、テキ ス ト、 コンピュータの複数 メデ ィア

による、十分 に整備 された学習環境下で は発見学 習法が可能 とな り、2人1

組あ るいは集団の学習が効果 を発揮 しやす くな る。1人 で は解決で きない問

題 も試 行錯誤の過程で、他 の学習者 あるいは教師か らの援助 により解決で き

るようになる。学 習者 は、他のす ぐれた学習者 との相互作用 と教師の指導 に
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よ り、現実的発達 と潜在 的発達の間に存在す る差(Zone)を 克服 して、独力で

問題 を解決で きるよ うになる(ZoneofProximalDevelopment:ビ ゴツキ)。

このよ うな学習環境下で求 め られ る教師の役割 は、学習者が 自らの知的好奇

心 に基づ いて学 習内容を理解で きるよう、その学習過程で ヒン トを提供す る

など段階的に支援 してい くことであ り、学習者があ くまで学習活動の主体で

ある。

これか らの複数 メデ ィアを利用 した情報処理教育の効果的テーマとして、

ケース ・スタデ ィによ るプ ロジェク ト管理があげ られる。15分 の ビデオ教材

で ケースを紹介 し、問題 を提起す る。学習者 はプ ロジェク ト・チームを作 り、

ケース資料を分析 して対策を たて る。講師は、 コーデ ィネー タと して チーム

ごとの問題解決の アプ ローチを発表 させ、 クラス討議を経て、 ビデオによ る

モデル ・ケースを視聴す る。その後、モデル ・ケースと各チームのアプ ロー

チを比較検討す るのである。

ソフ トウェア技術者 は、知識 技能、態度 など、実 にさまざまな分野で先

端的な資質が求め られてい る。当然の ことなが ら、ニ ーズに対応する教材 も

多様化 していかな けれ ばな らない。 また、 コンピュータのハー ドウェア ・ソ

フ トウェアの技術革新の進歩を考慮す ると、費用対効果の点で商業ベースで

メデ ィア教材 を開発す ることは難 しい。今後、CAITの よ うな非営利的な

組織が モデル とな るビデオ教材を制作 し、 ライブラ リ化 してい くことによ り、

指針を示 してい くことが必要である。

一106一



表2-1既 存ビデオ教材の調査表

(Nα1)

企業名 日刊工業新聞社 日本 能 率 協 会 日 本lBM 日 本]ン ピュータ教 育

コ ン ピュ ー タ

教育 目標 AIの 理解 システムの理解 情報2種 試験対策
の基本構造

新入社員 ソ フ トウ ェア

学 習 者 AIの 学習者 情報2種 受験者
中間管理者 技術者

教 育 が ローチ チ ュー トリア ル チ ュ ー トリア ル チ ュー ト リアル チ ュ ー トリア ル

ビデオ ビデオ

テキス ト ビデオ 学習の手引 テキス ト(学 習ノ
教 材

(ビ デ オ ・イ メ ー 絵で見るテキス ト テキス ト 一 トと練習問題)

ジと練習問題) 問題集

イ ン ス トラ クタ イ ンス トラ ク タ

イ ンス トラ ク タ

学 習 形 態 付き集合教育 付き集合教育 個別学習
付き集合教育

個別学習 個別学習

(No.2)

企業名 内 田 洋 行
富士 ゼ ロ ックス

総合教 育研 究所
リ ク ル ー ト映 像 富 士ゼ ロ ックス

SEの コ ミュニ UNIXの 概要 コ ン ピュ ー タ

教 育 目標 システムの理解
ケ ー シ ョ ン技 法 コマン ドの習得 の役割

ソ フ トウ ェ ア

ソ フ トウ ェア 技術者 ソ フ トウ ェ ア

学 習 者 中学生
技術者 プ ロ ジ ェ ク ト 技術者

管理担当者

チ ュ ー トリア ル

教 育 アカ ーチ モデリング チ ュー トリアル 発見学習法
問題解決

ビデオ ビデオ
ビデオ

テキス ト ビデオ要約と解説 ビデオ
テキス ト

教 材 (ハ ン ドブ ッ ク、 演習問題 ノ ー ト

CAI
チ ェ ッ ク テ ス ト) アドミニストレーカ ン・

マニュアル

個別学習
イ ンス トラ クタ

学 習 形 態 個別学習 コー デ ィ ネー タ 個別学習
付き集合教育

付き集合教育
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2.1.2調 査実例の報告

(1)ケ ース1.日 刊工業新聞社

同社 は昭和45年 以来 、76講 座406巻 というビデオ教材を制作 し、約4,500

社の企業に利用 されている。機械 ・電気に関する ビデオ教材の開発 ノウハ

ウを基 に、コンピュータの原理 を学べるよ うに している。講義形態を取 る

とお もしろ くな くなるので、30分 をいかに飽 きないで学習者に見て もらう

か とい う視点 を心掛 けている。情報処理の教育分野では時代のニーズに応

え るべ く、コンピュータの入門 シリーズを制作 している。 ここで は同社が

1986年 にLeGehグ ループと制作 した人工知能～原理か ら応用へ～に

焦点をあて る。

ビデオ教材 は次の方針で制作 されている。

① 難解で抽象的な論理 を極力 イメー ジ化、 「直観的理解」によ り学習効

果の効率化を実現す ること。

② 一見抽象的にみえ る論理の ルーツを、日常的 な常識 にまで さかのぼ り、

理解 と応用の直結を図 ること。

③ ビデオ映像で 「直観的本質的理解 」、印刷 テキス トで 「応用への力試

し」 と、媒体 の性格に応 じて、役割を鮮明に分離 、確実 な学習効果の定

着を図ること。

④ 重要原理 の理解 に重点 をお き、直 ちに、応用 とより高度 な学習への意

欲が湧 くよ う配慮す ること。

(学習 目標)

人工知能の制作 、応用の為、学習者が新 たな 目を開き、本質 を理解 し、

生 きた論理を 自分 の もの と して、創造意欲を持つ こと。

(学習対象者)

AI学 習者、エキスパ ー ト・システム構築 ツールの使用者 、AIソ フ ト

ウェア開発要員

(教育 アプローチ)

チニL－トリアル

(学習形態)

① イ ンス トラクタ付集合教育
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イ ンス トラクタが学習の進行および解説を して進めてい く。(図2

-1)

② 個別学習形式

学習者 自信がVTRを 操作 して学習を進 めてい く。(図2-2)

(ビ デオ教材 と学習内容)

論理の内容を単純化 して映像 に表現す る。内容 により ドラマ性を入れて、

論理の本質をイメー ジとして視覚に訴え る。

ビデオは各巻約30分 で全6巻 あ り、以下の構成 になっている。

第1巻:人 工知能入門

第2巻:命 題論理入門

第3巻:述 語論理入門

第4巻:Prolog入 門

第5巻:Lisp入 門

第6巻:エ キスパ ー ト入門、人工知能 の未来

(テキス ト)

テキス トは ビデオのイメージを土台 と して論理の精密化を図 って いる。

ツ リー構造 の図式を使用 した説明で、学習者 は順に読んで容易 に論理を把

握で きるよ うになっている。

巻頭の学習 目標は学習者の要点をま とめてい るので、学 習者 は目標を読

んでか らビデオを視聴す ることが期待 されてい る。本文は、学習者が復 習

用 と して ノー トを見るような感 じで、 ビデオの中で使用 された図や表が解

説っ きで まとめ られ ている。

練習問題 は学習者が 自分の理解度を知 ると同時に,応 用力 も身につける

ことがで きるよ うになっている。問題が解 けない場合は、 ビデオまたはテ

キス トで理解 を深め ることが必要であ る。解答 はじっくり読む とビデオを

再視聴す るどきに応用力がつ くよ うにな って いる。
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治集合 して、VTR教 室で学習する場合

教育実施者(イ ンス トラクタ)が 学習の進行および解説 を して進め

てい く方法で ある。

学 才( V 練 解( 質(

習 リ イ T 説 イ 疑 イ
の エ ン R 習 及 ン 応 ン

ね ン ス の び ス 答 ス

ら テ ト 視 問 解 ト ト

い1ラ 聴 説 ラ ラ

シ ク 題 ク ク

ヨ タ タ タ

ン)
) )

図2-1VTR教 室で学習する場合

なお、学習を行な うに際 して、細かい ことは教育実施者(イ ンス ト

ラ クタ)の 指示 に したが う。 また、途中でVTRを 止めて練習などを

行 なう。
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治個別学習形式で学習する場合

学習者 自身がVTRを 操作 し、学習を進めてい く方法である。

各巻を次の手順で学習す る。

巻の始め

学習の目標を読みな
さい

所定のVTR教 材テ
ープをVTRに セッ

トし、始動 しなさい

VTRを 視聴 し、学
習 しなさい

練習問題をやりなさ
い

解答を見てチェック
しなさい

疑問点はあるか

巻の終わり

VTRの 目盛を見て
理解できなかった所
に巻戻 しなさい

VTRを 再確認 し、

疑問な点を解決 しな
さい

なお、学習に際 し教育

実施者(イ ンス トラ ク

タ)が オ リエ ンテー シ

ョンなどで、 さらに指

示 したことがあれば、

その指示に したが う。

図2-2個 別学習形式の場合
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(2)ケ ース2.社 団法人 日本能率協会

(ビ デオ教材名)

「情報処理技術入門 ビデオ」

(教育 目標)

視聴覚教材 の特色であ る視覚的イ メー ジで、文章表現では難 しい コンピ

ュータの基本的機能や活用例、 ソフ トウェアの基礎 、フローチ ャー トの基

礎 、プログラム言語について学ぶ 、専門書 を読む前 の導入部分 に利用で き

る。

(学習対象者)

各企業 の新入社員、中堅社員、管理者。第二種情報処理技術者の試験を

目指す人

(教育アプローチ)

チュー トリアル方式

(学習形態)

イ ンス トラ クタ付の集合教育、個別学習

(ビデオ教材 と学習内容)

ビデオ教材 の特色 は以下の通 り

① 初心 者が一歩一歩理解で きるステ ップ学習構成 とな ってい る。

② 各 ビデオに身近な事例や イラス ト、動 きによる表現 を多用 して解説

してい るので、イメージによる理解度 を深め、学習効果を高める。

全5巻(各 巻31～46分)か ら成 り、①ハ ー ドウ ェアの基礎、② ソフ

トウ ェアの基礎、③ フローチ ャー トの基礎、④ フ ォー トラ ン ・プ ログ

ラ ミングの基礎 、⑤ コボル ・プログラ ミングの基礎がある。

例えば フローチ ャー トの基礎 の内容構成 は、(a)アル ゴ リズムとは何

か、(b)流れ図の必須基礎記号 、(c)流れ図技法の定石、(d)ま とめ、のよ

うに導入 一本文 一まとめ とな っている。

(教材)

目でみるテキス トを併用 して ビデオ教材を学 習す ることが期待 されて い

る。 また各 ステ ップごとに学習のま とめ と、内容 の理解確認のための演習

問題が入 って い る。
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(3)ケ ース3.日 本IBM

同社では社内研修 にお いて製品の基礎知識か ら中間管理職の研修 まで多

様 なカ リキ ュラムを実施 している。研修方 法と しては、ISEN(Intera-

ctiveSatelliteEducationNetwork)35%、 自習17%、 クラス12%、 合宿

36%、 とい うよ うにISENと 合宿が中核 となっている。

ISENは 東京 の研修セ ンタと名古屋、大阪、福岡、仙 台等の研修セ ン

タを衛星通信回線で結ぶ遠隔教育 システ ムである。講師 は動画像 と音声を

用 いて授業を進 め、講師像や教材を写す3台 のテ レビ ・カメラを制御で き

る。学習者 は自分 の机の呼出 しボタンで講師に質問を発 し、音声で質疑応

答で きる。

このよ うなイ ンタラ クテ ィブな学習環境で学習 された内容 は、後 日ビデ

オ録画取 りされ、BLC(BranchLearningCenter)と 呼ばれ る自習室 に ビ

デオ教材 ライブラ リとして保管 される。学習者 はこの 自習室で ビデオ教材

を復習用、自習用 として使用で きる。 しか も、BLCに はビデオ教材のみ

な らず、 コンピュー タ制御による ビデオ ・デ ィスク ・トレーニ ング ・プロ

グラム、EOL(EaseofLearning)と 呼ばれ るテキ ス トとテープ、機械演

習 によ る自習 システムが存在す る。学習者は このよ うな様 々なメデ ィアを

複合的に組み合わせ る ことにより、ISEN、 合宿研修で獲得 した知識の

確認 と現場で直面 した問題の解決に効果を発揮 させ ることがで きる。

ビデオ教材は、IBMの 顧客に対 して も販売 されている。

(ビデオ教材名)

IBM研 修 ビデオ ・コース

(教育 目標)

各 システムの理解

(学習対象者)

システム ・エ ンジニ ア、プログラマ

(教育 アプローチ)

チュー トリアル

(学習形態)

ビデオを主 とした個別学習、または講 師が コーデ ィネーターの役割を果
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たす集合学習

(ビデオ教材)

DB2シ ステ ムの概説 ・導入の基礎、CICS/VSプ ログラ ミングの

基礎、か らIMS/VSデ ータベース ・システ ムの導入の基礎、IMS/

VSデ ータ通信 システムの基礎など多岐にわた る。

(学習テキス ト)

教材 は ビデオ ・テープ1セ ッ トと5人 分の学習 テキ ス トか ら成 り、学習

テキス トは学習の手引 と講習用 テキス トとか ら構成 されている。 また、コ

ースによ っては別冊 の問題集
、講義参照テキス トを含む こともある。

(4)ケ ース4.日 本 コンピュータ教育㈱

ソフ トウ ェア技術者 の需要 の増加に伴 って、情報処理技術者試験の受験

者数 はますます増大 する傾向にある。 同社は 「情報処理技術者試験講座」

の シ リーズに各種試験対策のエ ッセンスを まとめた。本講座には、総論、

2種 、1種 、オ ンライ ン ・システム、特種、 システム監査 、全種共通の関

連知識などがあ る。 ここで は第2種 情報処理技術者試験講座 に焦点を絞 る。

(教育 目標)

実務で身につ けた知識 を もとに短時間で試験準備を完成させ ること

(学習対象者)

第2種 情報処理技術者試験受験者

(教育 アプ ローチ)

チュー トリアル

(学習形態)

イ ンス トラクタ付の10名 以 内の集合教育

(ビデオ教材 と学習 内容)

全5巻(各 巻30分)か らな り、内容 は以下 の通 りである。

第1巻;CPUの 仕組み とデータ表現

第2巻;入 出力装置

第3巻;ソ フ トウェアの仕組み

第4巻;フ ァイルの概念 と処理

第5巻;ア ルゴ リズ ムと流れ図

(テキス ト)
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テキス トには学習 ノー トと練習問題を盛 り込み、能動的な ビデオ学習が

で きるよ うになっている。

(5)ケ ース5.内 田洋行

中学校技術家庭科 「情報基礎」は学習内容 と して以下の ことを扱 う。

① コンピュータの仕組み及 びコンピュータ基本操作 と簡単なプ ログラム

の作成等 について扱 う。

② コ ンピュータの利用及 び日常生活や産業の中で果た している情報 とコ

ンピュー タの役割や影響等 について扱 う。

ウチダ中学校技術家庭科情報基礎 シリーズの ビデオ教材は次の よ うな特

徴を持 っている。

① 身近 な題材を豊富に取 りあげ、 コ ンピュータが 日常生活の中で果た し

てい る役割を理解 させ るように構成 した。

② コンピュータの仕組みや機能を具体的事例を通 してわか り易 く解説 し

た。

③ コンピュー タの与える影響や コンピュータ利用上配慮すべ き点な どを

具体 的に紹介、提示 した。

④ コンピュー タの歴 史をた どり、今 日の普及に至 った経緯 を映像資料に

よ り解説 した。

⑤ 情報科時代 の中で、情報の意味や活用、整理の仕方などに触れ、 これ

か らの時代に生 きる中学生の立場について考え させ る。

(ビデオ教材名)

「ウチダ中学校技術家庭科情報基礎 シ リーズ」

(教育 目標)

社会における今の果たす役割 、機能 活用法を理解させ る

(学習対象者)

中学生 あるいはコ ンピュータ初心者

(教育 アプローチ)

チ ュー トリアル方式

(学習形態)

ビデオが主で教師が補助、 もしくは コーデ ィネ ータの役割を果たす集合
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学習

(ビデオ教材 と学習内容)

ビデオ教材 の特徴は既に述 べたので、内容 について論ず る。本 シ リーズ

は全8巻(各 巻20分)か ら成 り、内容は以下の通 りであ る。

[0情 報 とコンピュータの役割

①情報の種類 ・活用 ・処理の仕方

② コンピュー タの特徴(歴 史)

③ コンピュータの機能 と役割 一その1

④ コンピュータの機能 と役割 一その2

⑤ コンピュータの機能 と役割 一その3

囮身近な コンピュー タと生活

① コンピュータの発達 と利用

② コンピュータ技術 と人 とのかかわ り

③情報化 とこれか らの社会

これか らの ビデオ教材で は、家庭の ドラマの中で人間社会の情報処理 と

コンピュータの機能を対比 した り、中学生が問 いかけて コンピュータと人

との関わ りを説 明す る。 また、アニ メ ・キ ャラ クタの問いかけで コンピュ

ータの歴史や機能 を紹介 したり
、アニメー シ ョンとCGで コンピュー タの

活躍を説明 している。

(指導書)

1枚 の用紙 で学習内容。指導上 の留意点が簡潔 に述べ られている。また

VTR視 聴 ノー トが生徒用 についている。

(メ ディア)

コンピュータで制御 してネ ッ トワー ク ・システム上で管理で きる。

⑥ ケース6.富 士 ゼ ロックス総合教育研究所

ソフ トウ ェア技術者の不足 に対応 するため多 くの会社が社内教育を実施

して いるが、以下 の理由の為、充分 な効果があが っていない。

①充分 な専門知識を もった熟練 したイ ンス トラクタの確保が難 しい。

②講義形式の集合教育では、受講者 の理解度 にバ ラツキが生 じる。

③受講者の本来業務が忙 しくて、教育機関を充分 にとれ ない。
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④教育用の マニ ュアル はあるが、体系的で完成度の高い教材がない。

⑤技術者だ けでな く、営業 マ ンに対 して もわか りやす い教育を実施 した

い。

これ らの問題を解決す るために、同社 には15年 間にわ たって社内で蓄積

してきた ノウハ ウを もとに独 自に開発 した 「8ビ ッ ト・マイ コン技術 」、

「16ビッ ト・マイコン技術」、 「ロジックIC技 術」や 、㈱SRAと 共 同

で開発 した 「UNIX初 級 」、 「Cプ ログラ ミング」、 「実践 プログラ ミ

ング」の ビデオ教材があ る。 ここではrUNIX初 級 」の ビデオ教材 を紹

介する。

(ビデオ教材名)

UNIX初 級

(教育 目標)

UNIXの 概要 か ら各種 コマ ン ドの使用法を修得 させ る

(学習対象者)

ソフ トウェア技術者、プ ロジェク ト管理担 当者、技術系の新入社員

(教育アプ ローチ)

チュー トリアル と ドリル、問題解決

(学習形態)

個別学習 、コーデ ィネ ータ付の集合教育

(ビデオ教材 と学 習内容)

映像 とテキス トの組み合わせ によ り教材 としての機能を徹底的に追求 し

ているので効率 的な学習が進 め られ る。 ビデオはコンピュー タ ・グラフ ィ

ックスと3次 元イラス トを多用 した美 しい映像 に仕上げ、背景 には風景 を

取 り入れているので学習者 は集中 して楽 しく学習で きる。

ビデオ教材 は全14巻 か ら成 り、収録時間は4時 間26分 である。教材 内容

は以下の通 りである。

①UNIXオ ペ レーテ ィング ・システムの概要

②UNIXオ ペ レーテ ィング ・システムの紹介

③UNIXオ ペ レーテ ィング ・システムの基礎

④UNIXフ ァイル ・システム
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⑤画面エデ ィタVIの 使 い方

⑥ コマン ドの使 い方

⑦ コマ ン ドの実行 と制御(Cシ ェル)

⑧ シェル ・プ ログラ ミング(Cシ ェル)

⑨ テキス ト処理用 ツール

(学習者用 テキス ト)

ビデオの要約 と解説 、演習問題か ら構成 されている。演習問題 は易か ら

難へ と3段 階 に分かれてお り、学習者 は段階的に学習で きて、 ビデオ教材

の復習がで きる。

(ア ドミニ ス トレー ション ・マニ ュアル)

学習の進め方、補足説明箇所 、説明内容が詳細 に記述 されているので,

イ ンス トラ クタの実力の格差に余 り左右 され ることがない。

(端末演習)

穴埋め問題をや って正 しい場合 、実際にその動 きを確かめた り、少 々の

アレンジを加えた りす る。

知識を修得す るだけで はな く、スキルを身 につけることを目的 とした端

末演習がある。

(複数 メデ ィアの教育環境 とね らい)

同社 はビデオ教材、テキス ト、端末の複数 メデ ィアによる研修を展開 し

ている。UNIXの コースはイ ンス トラクタ1人 に12名 の学習者 とい う割

合で実施 されて いる。研修 の最初にサポー トの比重をみる為12名 の レベル

・チェックをア ンケー ト・シー トで行 う。まず ビデオを視聴 して、テキス

トの問題を解答 して もらい、イ ンス トラ クタがチ ェックす る。次に端末演

習であるが、マイ クロVAXに 端末12台 がLANで 接続 されてお り、ネ ッ

トワーク上でオペ レー ションの演習がで きるよ うになっている。 この うよ

に集合形態の中で個別教育を実現 させている。

企業内容研修で は2っ の ケースが考え られ る。一つ は、入 門 レベルで 、

インス トラ クタは教育 内容を知 ってい るが イ ンス トラクタになれない場合

である。 ビデオ教材で代替 させ、イ ンス トラクタは補足説明を行 うとい う

対応があ る。 もう}っ は専 門 レベルで、教育 内容 は ビデオ教材に頼 り、イ
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ンス トラ クタは コーデ ィネー タの役割になるとい う対応がある。 これ は教

え る側の均質化 、省力化を 目指 した結果である。 ア ドミニ ス トレーシ ョン

・マニュアルはイ ンス トラクタの早期育成 を目的と して作成 され、上記の

ニーズに応え られ るよ うにな って いる。

更に、 ソフ トウ ェア技術者 の多忙か ら集合教育がで きない場合、 自学 自

習がで きるよ うに配慮 されている。

(ビデオ教材制作過程)

コースの シナ リオ作 りか ら完成 まで1商 品半年程要す る。映像の修正 は

費用がかか るので シナ リオ段階で修 正 している。

(7)ケ ース7.株 式会社 リクルー ト映像

同社 は昭和54年 か ら10年 間 「新入社員 シ リーズ」という、マナーや能 力

の向上な どを 目指 した企業内新入社 員研修用 ビデオ教材を企画 ・制作 ・販

売 して きた。

ソフ トウェア技術者向け情報誌を通 して、800社 にセ ミナ開催を働 きか

けたところ130社 が参加 した。 アンケー ト調査 の結果、情報処理技 術の知

識教育の他 に ソフ トウ ェア技術者の コ ミュニ ケーション技法の教育 ニーズ

が高 いことが分か った。同社 は既に企画 ・制作 している営業 マ ン教 育 シ リ

ーズの中で コ ミュニケーシ ョン
、プ レゼ ンテー ションの ノウハ ウを基 にI

TECと 共同で ビデオ教材を開発す ることにな った。

(教育 目標)

①SEの 仕事 ・役割 ・能 力の明確 化

②潜在 的ニ ーズを導 き出す イ ンタビューの具体的手順 と方法。

③明解 に伝え る提案書の役割 と作成技法。

④共感を得 るプ レゼ ンテー ション技 法。

以上SEの 意義を認識 し、イ ンタビュー、提案書の作成 、プ レゼ ンテー

ションの3つ の コ ミュニケー ション技 法の理想 的あ り方 をイメージと して

もち、その背景を理解す る。

(学習対象者)

プ ログラマがSEに な る為の能 力開発教材で企業のみな らず、学 校で も

使用で きる。
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(教 育 アプ ローチ)

モデ リング。理想的なイ メー ジ(モ デル)を 視覚的に伝え、あわせて高

度 な コ ミュニケーション技 法の理論的背景を解説す る。

(学習形態)

ユ ーザのニーズ調査の結果、SEが なかなか集まれ ない、イ ンス トラク

タの教育指導 力の差を調整 した り、確保することが難 しいとい う理 由か ら、

個 別学習がで きるよ うに配慮 した。

(ビデオ教材 と学習内容)

ビデオ教材 は以下の4巻 か ら成 る。

① 求め られ るSEの 仕事 ・役割 ・能力

ソフ トウェア技術者(プ ログラマとSE)、 特にSEの 不足 を指摘 し、

SEの 仕事 を コンピュータによる経営の効率的、効果的な仕組 みづ くり

とし、SEの 役割 として潜在的ニ ーズの把握、明確 な目的の設定 、最適

な方法で解決す ることを上げている。SEに 求 め られ る能力の うち、 コ

ミュニ ケー シ ョン ・スキルの具体 的内容 を紹介 している。

② ニーズを導 き出すイ ンタ ビュー技法

効果的な個別面接法 にっ いて、信頼関係を築 く言葉 と態度、質問事項

の順序や項 目、ニーズを引 き出す ポイ ン トを ケースと解説で紹介 してい

る。

③明解に伝え る提案書の作成技法

提案書の 目的 として、

(a)提案内容を理解 させる

(b)提案内容に対す る納得 と同意を得 る

(c)提案を採用するか どうか という意思決定の判断材料をあたえる

の3っ があ る。その 目的を達成 す るための提案書の基本構成 、表現上

の留意点(良 い文章のあ り方 と文章化 の手順 、図解の効果 と手順)に つ

いて紹介 してい る。

④共感を得 るプ レゼ ンテー シ ョン技法

プ レゼ ンテ ーシ ョンの 目的 と提案内容をわか りやす く伝え、提案 に共

感 させ、採用を動機づ けることとし、プ レゼ ンテー シ ョンの準備事項、
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演 じ方 、成功 させ る為のテ クニ ック、根回 しのポイ ン トを ケースとポイ

ン ト解説で紹介 している。

(ハ ン ドブ ック)

ハ ン ドブ ックは副教材 と して、 ビデオの構成 を流れ図 と要点解説で紹介

し、更に内容につ いて解説 と図解で簡潔 に提示 している。補足説明 と して

ステ ップ ・ア ップ情報を加えて、実際の行為の心構え、姿勢について助言

している。 ワー クシー トは ビデオ視聴後の内容整理に役立 つ。

(8)ケ ース8.富 士 ゼロ ックス株式会社

同社 は社内研修で15年 前か らビデオを、5年 前か らCAIを 導入 してい

る。

(教育 目標)

① 企業内教育 によって、各地方の実情 に応 じたソフ ト技術者 を大量に養

成す る為に、 ビデオ とCAIの 複合 メディアを導入 した。

② 地方間格差を な くし、 レベ ルの高 い教育 をいっで も,ど こで も、だれ

で も受け られ るよ うにする。知識 を与え るだけでな く、身につ けるよ う

にす る。

(学習対象者)

富士ゼ ロックス社員の新人SE研 修、 システム商品教育

(教育 アプ ローチ)

発見学習法

(学習形態)

地方の現場では完全個別学習であるが、職場の上司が イ ンス トラクタに

なれ る。 ビデオ教材 とテキス トを交互 に主教材、副教材 に してい る。

(教材)

ビデオとテキス トがパ ッケー ジにな って いる。

(メデ ィアの種類 と使用法)

ビデオとCAI(UNISIS,CAROL)を 学習活動の中で イ ンタ

ラクテ ィブに使用で きるよ うに してい る。 ビデオに動機づ け、挑戦意欲、

好奇心 などを反映 させようと している。1つ のプログラムが3、4日 で終

了 しているとす ると、年間で1万 人が研修を受 けていることになる。
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(開発)

研修の イ ンス トラクタがテキス トとビデオの シナ リオを制作す る。教材

は教育効果 をみてか らイ ンス トラクタの 自己判断で修正で きる。30分 ビデ

オ は60時 間で シナ リオが 出来上が り、録画 には3、4か 月を要す る。

2.2既 存 ビデ オ ・コー ス ウ ェアの評 価

2.2.1評 価のための調査の 目的

(1)ビ デオ教材の利用形態 におけ る位置づけ

(2)使 用者(学 習者)

(3)使 用 されている学習形態

(4)ビ デオ教材の内容 と実写、動画、 ドラマの利用の関係 について実態を明

らかにす る。

'
2.2.2調 査の方法(調 査票例参照)

複数の選択肢に、 ビデオ教材のユーザの利用の実態 に照 らし順位をつける

方法で、以下の項 目にっいて調査 した。

(1),利 用形態 と して

① 自習方式

②普及方式(集 合教育)

③予習方式(集 合教育)

④ グループ勉強会(集 合教育)

⑤その他(各 自記入)

(2)ビ デオ教材 と他教材の関係で効果的な使用方法 として

①主教材

②副教材

③他の教材 と共用す る

(3)ビ デオ教材の主 た る利用者 として

①学生………高校 生、文科系大学生 、理科系大学生

②社会人……初心者、経験者、管理者
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(4)ビ デオ教材の学習形態 として

① ビデオが主、イ ンス トラクタが補助す る集合教育

② ビデオが主、 コーデ ィネータが補助す る集合教育

③ ビデオが主 、補助者な しの集合教育

④ ビデオが主 、補助者な しの個別学習

⑤ ビデオの教材の内容 と実写、動画、 ドラマの効果との関係 については、

該 当す るコースで実写 、動画、 ドラマのなかか らビデオに含まれ る ものを

選択 して もらう方法を とった。

2.2.3調 査の結果

ビデオ教材の現況について、イ ンタ ビューを行 った8社 を うち5社 か ら回

答を得た。

(1)利 用形態 について

最 も使用 されている形態 として、2社 が ビデオ教材が個別学 習に使用 さ

れてい ると答え、3社 が集合教育で使用 されていると答えてい る。集合教

育の形態 は普及方式 、予習方式、 グループ学習方式 と各社各様で あ った。

個別学習(自 習方式)で は ビデオ視聴の後に演習を行 い、内容 の理解で

きない部分を復習 として ビデオを再視聴する。

普 及方式で は代表者 に集合教育 を施 して、学 習内容 に関す る詳細 な説明

を行 う。代表者 は、他の学 習者に対 して、オ リエ ンテー ションを行 い、 ビ

デオ視聴後 に質疑応答を行 う。

予習方式では学習者間の格差を揃え た上で、集合教育で講義 、演習 を行

う。 グループ学 習で はその リーダーが予習を完 了 して学習にのぞみ 、集団

でオ リエ ンテー ションを行 い、 ビデオ視聴と学習を進め る。 この場合 リー

ダーは コーデ ィネーターとしての役割を演 じる。

(2)ビ デオ教材 と他教材の関係

ビデオ教材が主教材(教 育内容 の基本が体系化 された教材で 、一定の教

育時 間の中で中心 に扱われ る もの として定義)と して使用 されて いるのが

3社 、副教材(主 教材 の特定部分 を補足 ・強化す るもの)と して あるいは

他の教材 と共用す るとい うのが2社 であ った。
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(3)ビ デオ教材 の主 たる利用者

企業の初心者教育に利用 されていると答えた会社が4社 である。

(4)ビ デオ教材の学習形態

ビデオ教材が主で補助者 な しの個別学習が2社 、 ビデオが主でイ ンス ト

ラ クタが補助す る集合教育が3社 であった。

㈲ ビデオ教材 の内容 と実写 、動画、 ドラマ

情報処理 の基礎知識 の獲得のためにひたす ら覚える5コ ースに3社 があ

り、問題解決を教え る2コ ースに2社 があ った。 これ らは実写 と動画をバ

ランス良 く取 り入れているが 、ひたす ら覚え るコースでは、実写の方が動

画 よ り若干比重が高い といえ るだろ う。

プ ログラム流れ図の作成 と開発上の留意点の2コ ースで ドラマを入れて

いる。

2.2.4結 論

全体 と して企業内の新入社員の基礎知識習得のための教育に ビデオが活用

されていることがわか る。副教材 はビデオ内容の確認 と ドリル演習の フォロ

ーにあて られ、 ビデオは多 くのSEを 育て るうえでの良質のイ ンス トラクタ

の不足 を補 って いる。

今後 は ドラマ効果を入れ た心構え、態度を教え るコースに ビデオを利用 し

て も良 いのではな いか。 たとえば、プ ロジェク ト管理などがあげ られ る。 ま

た多様 な ビデオ ・コースウェアの開発のたあに、研究者 や実務家が、 カ リキ

ュラム ・教材 を開発す るワー クショップや会議 を開催 した り、 ライブラ リを

設置 して ビデオと他教材 のパ ッケージを揃えて教育者が必要 に応 じて閲覧で

きるよ うにす ることが望 ま しい。
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第3章 効 果 的 ビデ オ ・情 報 処 理 コ ー ス ウ ェア

の あ り方

この章では、情報処理教育 コースにおいて ビデオ教材が コースウェアの一端

を担 うための条件 を ビデオ教材 の本来的特性 と利用環境上 もたせ るべ き特性 の

二面か ら論 じ、 ビデオ教材 によ る教育効果を定量的 に表す方法を提案す る。他

の メディアと ビデオ教材を統合 することで、 さらに教育効果を発揮 させ る可能

性があるが、今後 、実証的にその裏付 けを確認 してい くことが課題 と して残 さ

れている。

3.1ビ デ オ ・コ ー ス ウ ェ アの 効 果 の条 件

3.1.1効 果的適用 フェイズ

ビデオ教材は どのよ うな情報処理 コースの教材 に向いて いるのだろ うか。

ここでは、次の4つ のステ ップに沿 って考えてい くことにす る。

(1)情 報処理 コースを学習テーマ特性で分類す る

(2)ビ デオ教材 の本来的特性を示す項 目を列挙す る

(3)学 習テーマ特性別に分類 された各情報処理 コースごとに、 ビデオ教材

の適合性を評価す る

(4)各 コースごとに ビデオ教材適合率を求め る

以下の(1)か ら(4)で上記各 ステ ップの内容を述べ る。

(1)情 報処理 コースを学習テーマ特性で分類 す る

最初の ステ ップで は、各種 の情報処理 コースをいくつかの特性別 に大 き

く分類す ることを試み る。分類の基準 と しては,次 に述べ る ビデオ教材 の

本来的特性 との関連が明確 になるよ う、以下の4つ を学習テーマ特性 とす

る。

① ひたす ら覚え させ る

ハー ドウ ェア製品 、 ソフ トウ ェア製品の仕様 など、約束 ごとを正確 に

論理的関係を重視 して教育 しなければな らない とい うテーマ特性

②問題解決の方法 を教え る
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論理的に理解 させ るだけで はな く、学習者を得心 させなければな らな

いとい う面 もあわせ もつテ ーマ特性

③心が まえ、態度、考え方を教え る

学習者を得心 させ るだけではな く、さ らに業務上の行動に学習内容を

応用させなければな らない面 もあわせ もつテーマ特性

④ 自己能力を引 き出す

知識や技能を学習者に与えるだけではな く、さ らに学 習者が 自己の創

意工夫によ り能力を啓 発 させなければな らない面 もあわせ もつテーマ特

性

表3.1に 「情報処理技術者育成用標準カ リキ ュラム」(情 報処理振興事業

協会、昭和62年6月)を 上記4つ の特性 で分類 した結果 を示す。
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表3-1情 報処理 コース(*)の 学 習テーマ特性別分類

1.ひ た す ら覚 え る コー ス

・ハ ー ドウ ェア ・プ ロ グ ラム言 語

・ソ フ トウ ェア ・エ レク トロニ ク スの基 礎

・情報処理 システム ・商工業に関す る一般知識

・フ ァ イ ル ・通 信 ネ ッ トワ ー ク

・そ の他

2.問 題解決 の方法を教え る

・情 報 処 理 と コ ン ピュー タ ・デ ー タベ ース

・プ ログラム流れ図の作成 ・意思決定支援 システム

・基本設計 ・その他

・詳細設計

3.心 が まえ 、態 度 を教 え る コー ス

・システ ム開 発 と運 用 ・セ キ ュ リテ ィと シ ステ ム監 査

・移行 とシステム保守 ・情報処理 システムの運営

・プ ロ ジ ェ ク ト管 理 ・そ の他

4.自 己能力を引 き出す

・開発上 の留意点

・分析 と要求定義

・そ の他

*.IPA標 準 カ リキ ュラ ム
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(2)ビ デオ教材の本来的特性 を示す項 目を列挙する

ビデオ教材 の本来的特性 と して、実写効果、動画効果、 ドラマ効果の3

項 目をあげてみ る。 それぞれの意味は次の とおりで ある。

実写効果……実物が設置されている状 況あるいは作動 してい る状況を見

せ ることによって得 られ る教育効果。機械 とか現場その も

のが テーマとなる場合、 この効果は大 きい。

動画効果……図、 グラフ等 を時間的に変化させ ることによ り得 られる教

育効果。ハ ー ドウェア、 ソフ トウェアの動作等を説明す る

場合、 この効果 は大 きい。

ドラマ効果 …問題点を明確 にするため、寸劇によ りそれ を表現すること

による教育効果。見解の相違点、人間関係の情況説明等に

大 きな効果が得 られ る。

なお、 この ほかに もい くっかの特性 を挙げ るべきか もしれ ないが、 この

アプローチが複雑になるのを避 けるため、上記3項 目にとどめ る。

(3)学 習テーマ特性別 に分類 され た各情報処理 コースごとに、 ビデオ教材の

適合特性を評価 する

表3-1に 示 した学 習テーマ別情報処理教育 コースの各 々に、(2)で列挙

した3つ の特性 にっいて評価 してみる。表3-2の 中央部分 はその1例 で

あ る。なお、表3-2の 評点 は筆者の個人的な もので ある。

(4)各 コースごとに ビデオ教材適合率を求め る

表3-2に おいて、 ビデオ教材適合特性 の評点(*印)を 数え た ものを

ビデオ適合値、 その値 を9で 割 った ものを ビデオ教材適合率 と呼ぶ ことに

す る。表3-2の 右部分 にその評価例を示す。
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表3-2ビ デオ教材 の適合度

ビデオ教材適合特性 総 合 評 価
情報処理コース

実写効果 動画効果 ドラマ効果 適合値 適合率 ラ ンク

1.ひ たす ら覚え る

ハ ー ドウ エ ア *** *** 6 6/9 A

ソ フ トウェア *** 3 3/9 B

情報処理システム ** 2 2/9 B

フ ァイル *** 3 3/9 B

プログラム言語 * 1 1/9 C

エ レク トロニ クスの基礎 ** *** 5 5/9 A

商業に関する一般知識 0 0 C

通信 ネ ッ トワー ク ** *** 5 5/9 A

2.問 題解決の方法

情報処理と コンピュータ ** * 3 3/9 A

プログラム流れ図の作成 ** 2 2/9 B

基本設計 * 0 1/9 C

詳細設計 * 0 1/9 C

データベース *** 3 3/9 B

意思決定支援システム * * 2 2/9 B

3.心 が まえ
、

システムの開発と運用 * * * 3 3/9 B

移行とシステム保守 * ** 3 3/9 B

プ ロ ジェク ト管理 * ** 3 3/9 B

セ キ ュ リテ ィとシステム監査 * * 2 2/9 B

情報処理システムの運営 * * 2 2/9 B

4.自 己能 力の 引き出 し

開発上の留意点 * * *** 5 5/9 A

分析と要求定義 * * *** 5 5/9 A

備 考:ビ デオ適合特性

***:き わめて効果的

**:か な り効果的

*:部 分 的に効果的

ランク

A:主 教材として効果的

B:副 教材として効果的

C:他 の副教材と共用すると効果的
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(5)「 表3-2ビ デオ教材の適合度」の利用 の しかた

この表 は情報処理の各 コースとビデオ教材 との"相 性"を 示す もので あ

る。総合評価 のラ ンクAの ものは相性が非常 によいので、 ビデオ教材を主

教材 と して効果的 に使用で きるコース と考 えて よいであろ う。また、 この

表 は ビデオ教材を開発す る場合、3つ の ビデオ教材特性、実写効果、動画

効果、 ドラマ効果の うち、 どれ に注力すべ きかの 目安 と して も利用で きる

であ ろう。

ただ し、 この表の評価 は常識的な開発期間 と開発費を念頭においた場合

の ものであ り、独創的な発想で十分な費用がかけ られ る場合などには適合

する ものではない。

3.1,2コ ースウェア としての条件

前節ではどのよ うな情報処理 コースに ビデオ教材が効果的かを、 ビデオ教材

が本来的に もつ特性を通 して評価 したが、本節ではあるコースに ビデオ教材 を

使お うとす る場合、その学習環境に教材が適合す るたあの条件を明確 にする こ

とを試み る。 これ を次の3つ の ステ ップで行 う。

(1)学 習者および学習形態を分類す る

(2)ビ デオ教材の利用環境特性を示す項 目を列挙す る

(3)学 習者の タイプ別、および学習形態別 に ビデオ教材 に もさせ るべき利

用環 境特性を評価する

以下の(1)か ら(3)で上記各 ステ ップの内容を述べ る。

(1)学 習者および学習形態を分類する

学習者 および学習形態を次の ように分類す る。

学 習 者

学習形態

・学生(高 校生、文科系学生、理科系学生)

・企業人(初 心者、経験者 、管理者)

1)ビ デオが主 、インス トラ クタが補助す る集合教育

2)ビ デオが主、 コーデ ィネータが補助する集合教育

3)ビ デオが主、補助者 な しの集合教育

4)ビ デオが主、補助者な しの個別学習
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(2)ビ デオ教材 の利用環境特性 を示す項 目を列挙す る

ビデオ教材 の利用環境特性 を示す項 目と して圧縮度、完結度、網羅性の

3項 目が最 も重要であると思 われ る。 この3項 目の意味は次の とお りであ

る。

圧縮度……内容の圧縮度合を示す。圧縮度が高 い教材を個別学習で利用す

る場合には何度 も繰 り返 して見 ることを条件 とす る。圧縮度の

低 い教材 は個別学習で は一度見 るだ けで理解で きるかわ りに、

冗長度 が高 いため他の場面で は使 いに くい。

完結度……テーマに関 して、導入 一展開 一体系化一定着の フェーズを どの

程度忠実 に守 るかを表す。完成度が高ければ ビデオ教材への依

存度が高 いことを示 し、低ければ、他 の手段を併用す る必要性

が高い ことを意味す る。

網羅性 ……テーマに係わることをどの程度余す ことな くとりあげるかを表

す。完結度 とほぼ同様の意味を もっ。

(3)学 習者の種類別 に ビデオ教材に もたせ るべ き利用環境特性 を考え る

学習者の タイプ別、学習テ ーマ別 に、学習形態の違 いによ り圧縮度 、完

結度 、網羅性が どのよ うに異なるべ きか、評価 を試み る。学習者の タイプ

は(1)で述べた とお りであるが、その うち企業人 の初心者 と経験者に着 目し

評価 した結果が図3-1に 示す12の グラフである。

各 グラフの説明

(i)"ひ たす ら覚え る"タ イプの コース用 ビデオ教材の圧縮度 は、イ ンス

ス トラクタがつ く学習形態では高い方が望ま しい。 しか し、補助者 な し

の個別学 習での圧縮度 は低 くなければな らない。

初心者向け教材の圧縮度 は経験者 向け教材のそれよ りも常に低 くす る

必要があ る。

(i1)"問 題解決"型 の コース用 ビデオ教材の圧縮度は、初心者向け教材で

は学習形態が どのよ うであ って も低 くなければな らない。

経験者 向けイ ンス トラクタ付 きの場合で も、あまり高 くしない方が よ

いであろ う。
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(i五)、(iv)

ここでの圧縮度 は、初心者、経験者 向けを問わず、かつ、学習形態が

どの ようであ って も低 くしなければな らない。

(V)、(vi)、(vil)、(vi")

ビデオ教材 にもたせ るべ き完結度 は一般 に、学習形態での ビデオ教材

への依存度 が高まるにっれて高 くな らなければな らない。但 し、学習テ

ーマ特性および学習者 の タイプによ り若干の違いがあ る
。

(ix)、(X)

"ひたす ら覚え る"タ イプ と"問 題解決"型 コース用 ビデオ教材 に も

たせ るべ き網羅性 は、一般 に、学習形態での ビデオ教材への依存度が高

まるにっれ て高 くな らなければな らない。但 し、学習テーマ特性 および

:学 習者の タイプによ り若干の違 いがあ る。

(Xi)、(xi,i)

ここでは、学習テーマの性格上 、網羅性 を高めよ うとす ることは意味

がないと思 われ る。
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1ひ たす 撹 える 問 題 解 決 心 が ま え 能力のひ きだ し
,

圧縮度

,(i)

大 ＼ 廷
＼

ぺ

(ll)

初ざ

(皿)

経 ・初

(iv)

経 ・初'

小

学習形態

完結度

(v)「謡

初'`

経

(vi)

初

経

(vi)

初

経

初一㈲ ・

/.
'

低

網羅性

(ix)

高 初

経

(x)

ノき経

(xi)
●

初 ・経

(xh)

初 ・経

低

図3-1利 用環境特性

備 考

1)上 記 グラフの横軸 は左か ら右 に学習形態1)、2)、3)、4)を 表す。

す なわち、左端が1)ビ デオが主、イ ンス トラクタが補助す る集合教育

を、右端が4)ビ デオが主、補助者な しの個別学習を示す。

2)初:初 心者、 経:経 験者
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(4)「 図3-1利 用環境特性」の利用の しか た

この図 は情報処理のあるコースに ビデオ教材 を使 う場合、その学習環境

に ビデオ教材が どの程度適合す るか、また、どの ように利用すべ きかを考

え る手がか りにな りうる。 ビデオ教材の圧縮度、完結度、網羅性 はいずれ

も学習形態に相対的な ものと してと らえ られてい るため、グラフの縦軸 は

絶対的な意味を もたないカ㌔ 学習環境 との"相 性"を 考える手がか りには

なると思 う。

また、 ビデオ教材 を開発する場合 、その利用環境 をどこに絞 るかによ り、

圧縮度、完結度 、網羅性がかな り異 なることを認識 し、教材の設計に反映

させ る資料 と しての利用法があると思 う。

なお、 この グラ フも筆者 の私見で あることをお断 りしてお く。

(5)コ ースウェア としての ビデオ教材評価法の提案

3.1.1で 情報処理 コースに対する ビデオ教材の適合率 を考えたよ うに、

利用環境特性 に も適合率を考え ると、 その両者の積 は、あるビデオ教材を
一特定
の利用環境 で使用す る際の教材効果率を表す る ことにな る。

そこで 、利用環境適合率を次のように定義す ることにす る。

3:非 常 に良 く適合す る

ビデオ教材が もっ圧縮度、完結度 、21適 合す る

網羅性の適合度評価1:部 分的に適合す る

0:適 合す るとはいえない

利用環境適合率=1/9×(圧 縮度、完結度、網羅性 の評価点合計)

す ると、 ビデオ教材 の教育効果率を次のよ うに定義 で きる。

教育効果率=(ビ デオ教材適合率)×(利 用環境適合率)

この教 育効果率を用 いると、既存の ビデオ教育をあ る学習環境で使用す る場

合の教育効果を定量 的に表示で きる。
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第4章 効 果 的 ビデ オ ・情 報 処 理 コ ー ス ウ ェア の 開発

本章 では、情報処理 コースウェアにおける ビデオ教材の効果的開発のあり方

を、効果的テーマ、効果的制作 ・運用 の点か ら検討す る。つ ぎに効果的学習の

諸条件 を、学 習に際 しての イ ンス トラ クタ(教 材側)の 役割、副教材 の点か ら

検討す る。 さらに、 ビデオ教材活用の今後のあ り方 と して、学 習者 の主体的参

画による教育 の重要性、 ビデオの他 メディアとの融合活用 にふ れ る。最後に、

ビデオ教育の今後の課題 と、それ に伴 う教育観の転換 の必要性 を述べ る。

4.1ビ デオ教材 の効果的開発

4.1.1情 報処理技術者教育 にお ける効果的テーマ

情報処理技術者教育における ビデオ教材の活用は、近年 ます ます増大 してい

る。 このことは、第2章 既存 ビデオ ・コースウェアの評価 にお いて も見て きた

ところであ る。活用の背景 と して、 ソフ トウ ェア技術者の大量育成 を必要 と し

なが らも、講義を直接担 当で きるイ ンス トラクタの不足、教育の準備時間 ・実

施時間 における制約が大 きい ことは、 ますますの活用を予想 させ る。 さ らに ビ

デオの特性が 、教材 の標準化、イメー ジ効果、 自己学習化、随時随所学習効果、

反復学習効果 につなが るだけに1今 後の情報処理技術者教育における ビデオ活

用 は、CD-ROM関 連機 器およびソフ トウェアの発展 とともに、急速化する

もの と考え られ る。

また第3章 効果 的 ビデオ ・情報処理 コースウ ェアのあり方 において検討 して

きたが、情報処理技術者教育 にお ける ビデオ教育の適合度 は、一部実習を伴 う

テーマを除 くな らば、総合評価 においてきわめて効果的あるいはか なり効果的

と考 え られ る。CAITの 「初級情報処理技術者育成指針 」にお ける学 習テー

マに準拠 して、 ビデオ活用が これまで以上に期待 され る情報処理 コースを整理

してみ たい。(参 照:3.1.1効 果 的適用 フェイズ、表3.2ビ デオ教 材の適合度)

(1)〈 ビデオを主教材 と しての活用が効果的 〉

ハ ー ドウ エア

エ レク トロニ クスの基礎
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通信ネ ッ トワーク

情報処理 とコ ンピュータ

システム開発上 の留意点

分析 と要求定義

② 〈 ビデオを副教材 と して活用が効果的 〉

ソフ トウェア

情報処理 システム

フ ァイル

プログラム流れ図の作成

データベース

意思決定支援 システム

システ ムの開発 と運用

移行 とシステ ム保守

プ ロジェク ト管理

セキ ュ リテ ィとシステム監査

情報 システムの運営

(3)〈 ビデオを他の教育 メデ ィア と融合的に活用す ると効果的 〉

プログラム言語

商業 に関する一般知識

基本設計

詳細設計

4.1.2効 果 的な制作 と運用

効果的な制作 と運用 において、 もっと も重視 され なければならないことは、

学習者 に与え る効果であ ることは言 うまで もない。 ここでは学習者 に与え る効

果と、そのための制作 ・運用 にっいて検討 したい。

(1)学 習者 に与 える効果

学習者 に与える効果の条件を まず考 えてみたい。

条件1:学 習意 欲が喚起 されること

1)学 習テーマおよび学習その ものに親和感を感 じる
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条件2:

条件3:

条件4

条件5:

条件6:

2)役 立つ予感度が高い

3)学 習テーマに対す る達成可能性 を感 じる

学習理解を促進で きること

1)内 容の平易 さ(分 か りやすい)

2)内 容の再確認性(繰 り返 し確認で きる)

3)応 答性(教 師 と応答がで きる)

行動化 ・適用化 を促進で きること

1)行 動 イメー ジの明示性(学 習 した結果をイメージで きる)

2)行 動 ステ ップの明確度(ま ず何か ら身に付 け るかが分かる)

:学 習を 自律化で きること

1)自 己学習が容易 にで きる(あ るいは復習が しやす い)

2)学 習結果を 自己確認で きる

コス ト・パ フ ォーマ ンス

1)学 習に余計な時間がかか らない

2)学 習に余 り労力がかか らない

3)学 習に高額の費用がかか らない

学習情報密度が高い こと

1)情 報量が多い

2)情 報圧縮度が高い

3)個 別的情報が入手で きる

(2)各 効果条件 におけるビデオ効果 と制作 ・運用上の留意点

(a)条件1:学 習意欲が喚起 される こと

とくに若い世代 にあ って は、映像 はますます 日常的な ものとな っている。

親和感 は 日常性 に比例す るとい う考え に立つな らば、 ビデオはメデ ィア と

して、 もっと活用 されてよい。 しか し、 ビデオが普及すれ ばす る程、比較

に耐 え るだけの映像が期待 され ることになる。役立つ予感度 に関 しては、

ビデオの実写性 ・具体性が大 きな要因である。学習者が ビデオを見 る前 に、

ビデオ内容の狙 いを明確 に してお く必要があろ う。 ビデオの初回視聴 印象

は強 く、問題意識を もって視聴する ことは役立 ちの期待を高める。 ビデオ

視聴 す ることは、活字を読んだ り、 コンピューターを操作 するよ りは簡単
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であるが、努力を伴わないだ けに視聴前に意欲喚起のための達成可能性 に

関す るガイ ドは重要である。

(b)条件2:学 習理解を促進で きること

平易 さ、すなわ ち分か り易 さはビデオの大 きな優位性である。ただ し、

映像的にはそ うであって も、内容 の企画 ・制作 に難がある と不 自然 さ ・矛

盾感が前面に出て しまう。 〈企画 ・制作は、視聴者の目で 〉が大切 である。

内容の再確認性 は映像的には問題 ないが、操作の点で再確認 しやすさが ポ

イ ン トになろ う。 コンピュータとの連動、デ ジタル ・ビデオの活用 が望 ま

しい。応答性 にっ いては、内容上の工夫、イ ンス トラクターの参加 が必要

である。 しか し、学習理解の面で ビデオは、講義の補完において最 も効果

を発揮す ると言え よう。

(c)条件3:行 動化を促進で きること

行動 イメー ジの明示度の点で ビデオ効果 は他の メデ ィアの追随を許 さな

い。 ただ し、 この点 も、企画 ・制作 と大 きく係わ る。 と くに人物演技にお

ける出演者 のパ フ ォーマ ンスの レベ ルに大 きく左右 され る。 したが って、

ビデオを視聴す るだけで はな く実 際の行動演習 を添えることは大切であ る。

行動 ステ ップの明確度について も同様であ る。行動化 に関 して、 ビデオな

らではの優位性 は、カメラの活用 に負 うところが大 きい。すなわ ちいわゆ

るくかがみ的用法 の効果 〉の活用で ある。 カメラによ り、学習者 の行動を

撮影 し、その映像 を確認 することによ って、行動の イメージ、行動の ステ

ップを実感す る効果の活用であ る。 障害対処等 の情報入手度 も、生 き生 き

と したイメージで可能であ る。 しか し、 この点は、と くに企画 ・制作 にお

いて、あ らか じめ障害 に関する現場調査 をふ まえた内容づ くりが重要 とな

ろ う。

(d)条件4:学 習を 自律化で きる こと

この点での ビデオの優位性 も高い。操作性 に困難な問題が ない。 コ ンピ

ュータの操作 には若干 の準備が必要であ るが 、 ビデオは皆無 と言え る。 自

己学習可能性 もきわめて大 きい。時間、場所 を選ばない。 しか し、効果確

認性 に関 しては、 自己学習の場合、応答性が低 いことによ る難点が ある。

内容 に応答性 をあ らか じめ組み込 む必要があるが、行動面での効果確認 は
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カメラの活用 によ り、補完 し得 る。すなわち自己学習 した後、 自分の行動

カメラで撮影 し、映像化 して効果 を確認する方法である。

(e)条件5:コ ス ト・パ フォーマ ンス

コス ト・パ フォーマ ンスの点での優位性 は、 自己学習 ビデオの場合、教

室での学習 と比較す るな らば きわめて高い。学習者は移動時間 ・移動労力

が皆無 となる。 ただ し、 ビデオの教室での学習で は、 この点での効果はな

い。教育側 コス トは教室での学習 において も効果がある。講師の時間 ・労

力 は、放映時に関 してだけでな く、 ビデオの実写性 ・網羅性 による講義時

間 ・講義労力の短縮 ・節減につ ながる。 メデ ィア ・コス トに関 して、ハー

ド面で は、 コンピュータと比較すれば安 くつ く。また ソフ ト面で も、制作

にあた って、手作 りの割合を高 くする工夫によって低 コス ト化 は可能であ

る。

(f)条件6:学 習情報密度が高 いこと

ビデオの単位 時間あた りの情報密度が高いことは言及す るまで もない。

情報量 と情報圧縮度に関 して、 ビデオは、と くに行動面の情報 において優

位である。表情 ・しぐさ ・行動 のいきい きしたイメー ジは、まさに ビデオ

の真骨頂である。また、 ビデオは遠隔地の情景 あるいはカメラが撮影可能

な範 囲な らば、映像化が可能である。時空を越えて行動の イメー ジを再現

して くれ る。 しか し、個別的情報入手度 において は、まず映像化 しておか

なければな らないこと、あ るいはカメラ配置 との関連で、必ず しも効果的

とは言えない。 この点 は、副教材等による補完が必要であ る。

4.2効 果的 ビデ オ学習のための諸条件

4.2.1学 習に際 してのイ ンス トラクタ(教 育側)の 役割

映像を 〈核 〉と した教育 におけるイ ンス トラクタの役割について検討 したい。

教室学習 と自己学 習の場合 とに分 けて考えてみたい。教室学 習においてのイ ン

ス トラクタの重要 な役割は、映像な らで はの効果を教室環境面 とコースウ ェア

およびイ ンス トラクションの上で、いか に確実 にす るかである。また 自己学習

においての教育側 の役割 は、 と くに応答性をいかに映像に組み込むか、自己学
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習時の心理 に密着す る映像上の配慮`も しあるとするな らば'で あろ う。 ここ

では、 イ ンス トラクションにおける役割、応答性 の組み込み、 自己学習心理 と

映像 に関 してふれ たい。

(1)イ ンス トラクションにおけ る役割

映像 はイ ンス トラクションの代替 ではな く、む しろイ ンス トラクシ ョン

効果をよ り高次 なもの とす るための補完機能 と考えたい。映像 によ り意欲

喚起 ・具体的理解 ・行動のイメージ化が促進 され るのを受けて、意欲 の喚

起に加 えての方向づ け、具体 的理解 に加えての理解の応用 ・深化 ・発展 、

行動 イ メー ジに加えてのス トー リー化 ・行動の体 内化、等 々、 レベルア ッ

プされたイ ンス トラクシ ョンを期待 したい。イ ンス トラクタは、映像 が負

担を軽減 して くれ る絶好 の代替機能 と考え るか、それ ともよ り一層の期待

を課す補完機能 と考え るかによって、今後の役割 の明暗を分 けるのではな

かろうか。

(2)応 答性 の組み込み ,

教室学習においては、イ ンス トラクターが応答性を補完で きるが、 自己

学習の場合には、何 らかの方法で応答性を高め る必要がある。一つ には、

応答性 をいかに映像その ものに組み込むかで あり、 もう一つ はインス トラ

クターとの効果 的応答手段の採用であ る。応答性の映像へ の組み込みの方

法 として は、映像 ス トー リーの 〈Q&A方 式 〉、 とくに行動面テーマにお

いて はくわ るい例 ・よい例対比方式 〉、映像 にインス トラクター(ナ レー

ター)を 登場 させ対面臨場感 を盛 り込む方法 、問題提起/一 時停止/解 答

推測の方法、等があ る。効果的応答手段 と しては、電話 ・ファクシ ミリ ・

パ ソコン通信等 による補完、映像 とコ ンピュータを連動 させ 、応答情報 を

検索選択で きるようにす る、行動面テ ーマに関 しては、 さらにカメラを活

用 し応答の答部分を 自撮 し、 自己確認す るとともに映像結果 をイ ンス トラ

クターに評価 して もらう、等がある。

(3)自 己学習における配慮

自己学習の場合 は、教室学習 と異 な りシナー ジー効果(協 働協学効果)

が低 い。教室学習 において は、他者 とい うくかがみ 〉があ るために、 自己

発見 ・自己変革の契機が多い。 自己学習時 にあ って は、主観的判断が中心
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になりやす く、 自己発見 ・自己変革の必然性が ともす ると薄ま りやすい。

また教室学習 において は、評価され る可能性が、達成感を増幅 し新たな挑

戦 を引 き出す(逆 に達成感が滅殺 され意欲を削 ぐ場合 もある)。 自己学習

では達成感 も手応えが揺 らぐ。す なわ ち自己学習の場合は、学習成果を客

観的に評価 し難 く、達成感がみたされず、学 習意欲の継続発展に困難を生

じやす い心理状態が一般的 と も言え る。 したが って、 自己学習における映

像には、評価 と達成感が意識的に組み込む。た とえば自己評価のためない

しは達成度評価のための、〈まとめ 〉の映像あるいはナレー ションを節 々

に挿入す る、等の工夫が必要であろ う。 コンピュータ、カメラと連動 させ

て、操作の点での達成感を加え ることも大切であろう。

4.2.2効 果促進 のための副教材 のあ り方

副教材 において、まず望 ま しい ことは、自己学習用であれ教室学習後の復習

用であれ、主要映像が盛 り込まれ、 ナ レー シ ョン部分 も活字化 され、重要 ポイ

ン トが明示 され、イ ンデ ックス も完備 していることである。 ビデオ内容を極 力

ペーパー化 した ものが望ま しい。 その ことによ り、映像をより一層客観視で き

余裕を もって くそ しゃく〉で きる。 しか し、その効果にとどま っていて は

〈副 〉としての効果 とは言えない。 さきにふれ た学習者にとって効果の条件に

照 らして検討す るな らば、 ビデオの映像 において は、効果の点で以下の補完が、

とくに必要であろ う。

1

0
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〈 ビデオ を観 る前の意欲喚起 〉に関 しては、

も可能であるが、む しろ教材テーマに関する簡単なペーパ ー ・テ ス トによ り学

習 目標 を明確にすることが望ま しい。 〈応答性の補完 〉については、各セ ッシ

ョン毎 に映像化されていない項 目に関 しての<Q&A>コ ーナーを設 け、 さら

〈ビデオを観 る事前 に〉学習意欲が喚起 され ること

学習理解の促進 において く応答性 が補完 され る〉

行動化 ・適用化の促進において 〈障害克服等の個別情報 が入手で きる〉

学習の 自律化が く飽 きず に無理な くで きる 〉

コス ト・パフ ォーマ ンスの点で く随時随所の学習を促進 〉

学習情報密度が高い ことに関 して く関連情報 ・個別的情 報の入手 〉

ビデオのぞ ものに組み込む こと
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にはく解答送付 〉による添削、 〈質問表 〉による回答等の手だてがあるとよい。

〈障害克服等の個別情報 〉〈関連情報 ・個別的情報 〉にっ いては、ガイ ドが必

要 である。 また、ガイ ドとともに、電話 ・フ ァックス等 によるく情報提供 シス

テム〉の運動が望 まれる。 〈飽 きず に無理な く自律学習 〉に関 して は、単 に学

習テーマに関連 してだ けでな く、 自己学習その ものの環境整備が必要であ ろう。

〈随時随所 の学習を促進 〉につ いては、3分 間単位程度で学習が可能 なカー ド

等を添 えるの も一案である。

4.3ビ デ オ教材活用にお ける今後のあ り方

4.3.1学 習者の主体的参画 の重視

(1)教 育研修 スタイル

教育研修 スタイルは、講義テーマお よび担当講師 によ って特色を異に し

て いる。 ひとつの考え方 として、大 き く情報提供型 と情報 創造型 に分 類で

きよう。情報提供型は、さ らに情報伝達型 と情報提案型に分け られ る。情

報創造型 は、情報統合型 と情報発案型 に分け られる。情報伝達型 において

は、学習者 はく理解 〉を主眼 と し、講師は情報の く伝達 〉を役割 とす る。

情報提案摯においては、学習者 は く選択 〉を主眼 とし、講師は情報の く提

案 〉を役割 とす る。情報統合型において は、学習者 は〈思索 〉を主眼 とし,

講師は く提起 〉を役割 とす る。情報発案型 においては、学 習者 はく発見 〉

を主 眼 とし、講師 は〈援助 〉を役割 とす る。
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表3-3教 育研修 スタイル

研 修 ス タ イ ル 学習者 講師役割 学習者主体的参画度

情報提供型

情報伝達型 理 解 伝 達 小

情報提案型 選 択 提 案 中

情報創造型

情報統合型 思 索 提 起 大

情報発案型 発 見 援 助 極 大

(2)各 教育研修 ス タイル とビデオ教育活用

〈情報伝達型 〉の教育研修は、正確で均質な情報伝達が基本 的に問われ

る。また、学習者の教室までの移動 コス ト等か ら見て、 〈実習 〉を伴 う教

育内容以外の研修 は、今後 はビデオあるいはオーディオ ・テープ、魅力あ

る印刷物、 さらにはニ ューメデ ィアにとって代わ られ るであろ う。中で も

と くに視覚的効果のあ るビデオは、この ジャンルの教育研修の前面的かつ

重要な教材 となろ う。 しか もこの ジャンルを ビデオ化することは、学習者

の とりわ けく随時随所 〉の観点 か らも、また余裕 あるくそ しゃ く〉の点か

らも学習者の主体的参画に資する と言えよ う。

〈情報提案型 〉の教育研修は、多 くの情報を網羅 し、学習者がニーズに

合致 した情報を取捨選択す る場合であ る。 〈情報伝達型 〉研修 が初心者 ・

初歩テーマ ・新 テーマを多 く対 象にす るの に対 して、 〈情報提 案型 〉研修

は経験者向け ・再確認テーマ ・発展 テーマが多 く対象 となろ う。教材 には

情報の網羅性 ・圧縮性、さ らには参照ガイ ド・検索性が必要 となろ う。講

師 も多様な情報 を身 に付けている ことが問 われ る。 また学習者の関心の把

握、関心引出 し応答力、関心に的を絞 っての提案型プ レゼ ンテー シ ョン能

力が期待 され る。情報の網羅性 ・圧縮性 、さ らには実写性の点か ら、一部
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を ビデオに代替す る方法は効果的で ある。応答性が確保 され るな らば、ニ

ューメディアに取 って代わ られる可能性が高い。 この分野におけるビデオ

化 は選択情報の量質 ともに増大 とい う点か らも、学習者の主体的参画 に役

立っ と言えよ う。

〈情報統合型 〉の ジ ャンルは、情報を与え るのではな く、一定 の情報を

手懸 りに して、 これまでの経験や多 くの情報を整理 ・統合す る、あるいは

役立つ情報 を発見す るための教育研修である。 この狙いのためには、実際

の事例、あるいは吟味 して作成 され たケース、示唆的なセ ンテ ンス、思索

を誘導 ・深化 させ るたあの図 ・絵、等がふ さわ しい。実際事例の ビデオ化、

ケースの ビデオによる提示、教育内容を立体化す るための、他の教育 メデ

ィアの融合活用は効果 的であ る。講師は、問題提起力 ・目標提起 力 ・発想

転換誘導 力 ・葛藤 コーデ ィネイ ト力等が問われる ことになろ う。 しか し、

この情報統合 とい う狙 いの研修 は、 ソフ ト作成 の複雑 さ、高密度応答性の

必要性か ら、 トー タルと しては ビデオあるい はビデオと他のメデ ィアとの

融合活用 によって代替す ることは、早急 には難 しい要素が多 いと考え られ

る。 このスタイルにおける ビデオ活用 は、統合のための情報提供 とい う観

点か らも効果大 と言え よ う。

〈情報発案型 〉の分野、すなわち新 しい役立つ情報を既存の情報に とら

われずに創造的 に発見す ることを狙 いとする、た とえば、新 しいソフ トの

開発 、現業部門の個別業務 に密着 した個別 システ ムの開発、組織の個別性

を勘案 してのプロジェク トの管理 スタイルの構築、 自社独 自の人材開発、

等 々をテーマとす る場合であ る。時代変化 は既存の情報だけでの対応で は

難 しい。 この ジャンルにおいて必要 な情報 は、創造 的発見に関す る情報で

ある。 と くに 「発見学 習」あ るいは創造的発見事例(結 果 よりもプ ロセス

情報)、 そ して、それ らの実際的活用 に関す る情報で あろ う。講師 は援助

型 コーデ ィネイタで あ り、ディスカ ッションの カタライザ ーである。また

状況 に即 して、必要情報 の提供者で もあ る。 いわば講 師自体が教育研修の

教材その ものの重要 な一部 とな る。 この ジャンルの教育研修 ・講師 は、ニ

ューメディアの時代 にあ って、ニ ューメディアに代替 し難 い重要性を増す

であろう。 その中で ビデオは援助情報機能 として役割を大 きくはたすであ
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ろ う。

4.3.2ビ デオの他 メデ ィア との融合活用

各種 メデ ィアは単独で活用す るよ りも、各特性を相互補完 させ 〈融合活用 〉

する ことによ り教育効果が高まる。で は、いかなる融合が どのよ うな効果を も

た らすであろ うか。 これ にっいて、重点的にふれ る。

(1)OHPお よび電子OHPと ビデオ との融合活用

OHPは 自作が簡単 にで きる。 ビデオは制作 に時間 ・労 力 ・コス トがか

か る。 またOHPは 追加記入 ・オ ーバー レイ ・マスキ ング等 により多様な

使用法が可能で ある。 この点の柔軟性 はビデオをはるかに凌 ぐ。機 器の移

動性 ・操作性 ・普及性 もビデオの比で はない。 しか し、 ビデオの実写性 ・

動画性 はOHPの 得手で はない。電子OHPは 複雑な動画 の可能性 を持つ

が 、まだモノクロが現状である。

ビデオに実写 ・動画役割を担わせ、解説部 分はOHPの 随時 自作機能 と

追加記入等の機能を活用す る。 さらには従来 ビデオに組み込 まれたフ リッ

プ部分をOHPに 任せれば、 ビデオの制作 コス ト節減 に役立つ。

ハ イ ビジョンの映像の鮮 明さは、電子OHPと ビデオの融合活用 を促進

す る要因 とな っている。同一映写面 において、 ごく自然 にOHPと ビデオ

映像の融合が可能 になって きている。そのために も電子OHPの ソフ トの

より一層の開発 と、検索 しやす さのため、 ビデオか ら光 デ ィスクへの移行

が迫 られている。

(2)ビ デオ(光 デ ィスク)と パ ソコンとの融合活用

ビデオ(光 デ ィスク)を パ ソコンで コン トロールす ることは 日常的にな

って きているが、単に操作の便利 さとしての相互補完で は惜 しい。 ビデオ

制作 内容次第で はあ るが、視聴者 との応答性を もっと補完する必要がある。

実写性 ・動画性 は注意 ・興味を引 き寄せるが、 ともする と情報圧縮度の高

い画面を注視す る余 りに画面 との対話が不十分になりやす い。パ ソコンに

よ り再確認 ・関連情報提示 ・深度理解の誘導等 の補完が望 ま しい。 さらに

は視聴者がキ ーボー ドを持 ちなが ら(複 数のキーボー ドを連動 させること

は可能)、 画面を コン トロールすることによる く対話型視聴 〉が望まれ る。
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(3)CAIと ビデオ との融合活用

CAIに おける、 コンピュータとの対話形式 によ る学習の個別化、およ

び主体的 にコンピュータに働 きかけての学習 は、教育 の質確保 ・教育の機

会創 出 ・脱専 門講師化 とあいま って、ます ます重要 な要請 となろ う。また

シ ミュ レー ションによる体験学習 ・アニメーシ ョンによる演示実験 は学習

意欲の向上 に もっなが る。 しか しなが ら、学習テーマが学習者 の個別 的関

心に合致 している場合 は別 として も、他の学習者 との シナージーの欠落 ・

持続 的学習姿勢の強化 は大 きな課題 といえ る。学習初期段階における達成

イメー ジの描写、学習途 次にお ける応答型の映像 、映像 による シナー ジー

の補填、等におけるビデオの活用は効果的であ る。 とりわけ シ ミュ レー シ

ョンにお ける実写性 ・動画性 ・ドラマ性 の付加 はビデオの面 目躍如たると

ころであ る。

パ ソコンと光デ ィスクとを融合 してのマルチメデ ィア型CAIは 、音声 ・

音響の活用、 タッチパネルの利用 も含あて今後の教 育的活用が またれ ると

ころであ る。またパ ソコ ン通信、あるいは ファックス利用 による指導依頼 ・

他学習者 との交流 も融合効果が ある。

(4)遠 隔教育 における融合活用

遠隔教育 において は当然の ことなが ら、複数の メデ ィアが融合的に活用

される。 と くにISDN利 用の遠隔教育 システムは実用化の緒 についた と

はいえ、注 目され る。教育 にお いて最 も重要な双方 向 コ ミュニケー ション

が可能 な ビデオ動画 ・静止画の活用、 スタジオ等の設備 の不要 、衛星利用

に比較 しての ランニ ングコス トの節減、パ ソコン通信 ・CAIと の組合せ

活用を内容 と した教育方法は、経済性 ・簡便性、そ して何 よりもメデ ィア

の総合的 な融合活用 による教育効果の点か ら期待 され る。

パ ソコン通信による遠隔教育の場合 は、上記(3)の融合効果が参考 となろ

う。衛星通信による遠隔教育 における複数 メデ ィア融合活用 も注 目され る。

音声 ・映像を伴 って の質疑応答が可能であ る教育効果 は大 きい。 ロールプ

レイ等 もカメラワー ク ・スキル次第で効果的である。回線 コス トの低減、

広域同時同報ニ ーズ とあいまって注 目され るところで ある。
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4,3.3ビ デオ教育 にお ける課題

ビデオを中心 と した教育においては、いかな る課題が考え られ るで あろうか。

主要 な課題 と して、学習環境の整備、 ソフ トの開発、を重点的 にとりあげてみ

たい。

(1)学 習環境の整備

集合教育での学習環境に関 しては、教室 における遮光性 ・静粛性 、ある

いは映像機器 ・音響機器の適切な配置、画面の大 きさ ・高さ ・見易 さ、等

に配慮が必要であることは言 うまで もない。 しか し学習環境の整備が、 と

りわけ重要なのは、 自己学習においてであ る。 自己学習における好環境づ

くりについて、以下の諸点が とくに望 まれよ う。

(a)随時随所学習効果のために、映像機器の コンパ ク ト化および可搬性(現

在ハ ー ド的には可能 になっている)、 しか もコンピュータとの融合活用 も

含めて コンパ ク ト化 ・一体化が望 まれ る。

(b)活用で きるソフ トが、現在少 ない。多 くは教室対応型である。 多様 なテ

ーマの、 しか も廉価な ソフ トが、手軽 に入手 出来 る環境を望みたい。 ソフ

トの コンパ ク ト化の点か らもテープよ りもデ ィスクがよい。

(c)入手 しやす さ、ニーズに適す るソフ トの選択 し易さの点で、いわ ば〈ビ

デオ図書館 ・ビデオ司書 〉が必要 となろう。 さ らには ソフ トを購入 しな く

ともコンピュータ通信で ソフ トを検索 ・受信で きるシステムの確立が望 ま

れ る。

(2)ソ フ トの開発

ビデオ ソフ ト開発 は、 日本にお いて もますます熱心 に取 り組 まれている。

工夫が こらされているソフ トが多 くな ってい る。 しか し、情報処理分野 に

おいては、全般的傾向 と比較す るとまだ まだ努力の余地が大 きい と考え ら

れ る。 と くに映像が効 果を発揮 しうる コミュニ ケーシ ョン分野 におけるテ

ーマが もっと多 くな ってよい
。情報処理技 術に関する情報解説型 ビデオが

多 いのが現状であ る。以下に今後の ソフ ト開発における、 とくに望 まれる

諸点をあげたい。

(a)ソフ トの多 くは、必ず しも教育ニ ーズ調査に基づいてい るとは限 らない。

研修企画担当者 の要望を取 り入れての制作主動型で ソフ トが作成 されてい
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る場合が多 く見 られ る。 したが って、研修企画担当者の満足度 は高 くとも

学習者の評価 は低い結果 とな ることが実際に多い。教室活用型の場合 は、

イ ンス トラクタのフ ォローにより不十分な点を補 うことが可能で ある。 し

か し、 自己学習 においては、制作的 には様 々な工夫が凝 らされてはいて も、

学習効果が少な いであろ うと感 じさせ るソフ トが結構多い。教育ニーズ調

査 は単に制作上の参考 にな るばか りでな く、制作 され たソフ トに対する参

画意識が高 まり、 ソフ ト活用 の動機 づけにつなが る。 は じめにニ ーズあ り

き・を原則 と した ソフ ト開発が大切 であろ う。

(b)今後の効果的映像の制作 は、各種専門家 の相互補完的協力によってなさ

れ よう。調査の専門家による現場面接および調査結果の適切な分析、研修

企画担当者による研修 ニーズの整理 および教育的強調点の明確化、教育専

門家 による教育効果のデザイ ン、映像化の専門家による効果的映像のデザ

イ ン、制作の専門家による学習者 の視線か らの撮影 、音響 ・カラー専門家

の協力、さらに コンピュー タのハー ド・ソフ ト専 門家 によ る操作性の検討、

……関連専門家集団のプロ ジェク トによるビデオ ・ソフ トの開発が期待 さ

れ る。

(c)効果的な ビデオ ソフ ト開発 にあた って重要な ことは、決 して関連機器の

技 術 ・価格 の問題ではな く、む しろ関連専門家間のプロジェク トの問題で

あろ う。専 門家同士が相互の持てる専門性 を発揮 しっっ、同時にその枠を

越えて協力の価値あ る成果物を生 み出すための習慣 を確立す る必要があろ

う。異質を統合す る感覚 および統合 的議論、そ して 自己の専門的 クオ リテ'

イ(品 質)よ りも学習者 にとってのヴ ァリュー(価 値)を 優先させ る、い

わばマーケ ッテ ィング ・マイ ン ドが要求 され ることになるだろ う。

4.4迫 られる教育パ ラダイムの転換

「根 本的に異 なる教育理論 は二つ、そ してた った二つ しか存在 しない。一つ

の理論 は、教育 とは長い期 間を通 じて人 間が蓄積 して きた重要な事実を手短か

に概観 すべき、 と考えている。 もう一つ の他の方法 は、およそ教育 とは日々変

遷す る周 囲の情勢下 に生み出され る、新 しい条件 に対処す るための諸問題に、

個人個 人の学習者がその行動 において主体的に取 り組む ことが 出来 るよ うな態
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勢を養 う訓練の機会 を提供す るような ものでなければな らない、 と考えている。

どうすれば人間 は知識を得 るよ うに教育 され得 るかではな く、 どうすれば状況

に対 して最適 な行動 を し得 るよ うになるかが問題 なのである… …」。 これ は、

ハーバ ー ド・ビジネススクールのまだ初期の時代、 デューイ ング教授(A.S.

Dewing)の 言葉である。情報処理技術者教育 において、基礎的 な知識 ・技術に

関 して、 〈長 い期 間を通 じて人 間が蓄積 してきた重要な事業を手短に概観すべ

き〉とする教育が、当然必要 な教育であることは言 うまで もな い。 これが中心

に行われ、やや もす ると、その必然性 は認めつつ もく日々変遷す る周囲の情勢

下 に生み出され る、新 しい条件 に対処す るための諸問題 に、個人個人の学習者

が その行動 において主体的に取 り組む ことが 出来 るような態勢を養 う訓練の機

会 を提供する 〉ことが不十分で あった、との反省は大方の教育関係者が感 じて

いるところであろ う。

また、 シャノン(C,E,Shannon)に 代表 され るメディアに関す る工学的立場 か

らの コミュニ ケー ション ・モデル(1948)、 すなわち正確かつ迅速な情報伝達 と

い う工学 的制御の立場を軸 とした枠組みの教育への反映 と、他方 において教育

掌側か らの 「発見学習」(discoverylearning)の 提起 とは対比的である。 ブル

ーナー(J ,S.Bruner)に よれば、 「発見学習」の要点 は、問題 開発能力および問

題開発態度の育成、外発 的動機づけか ら内発的動機づけへの移行、発見の仕方

の学習、さ らに自分の環境を探索する方法の学習、環境の中で与え られた情報

を越えて進む方法の学習 、であ る。 また、ウイ ッ トロック(M.C.Wittrock)に よ

るな らば、科学的な態度 を もって行動 し、機能的な様式で思 考す る仕方を学ぶ

ことである。

情報処理技術者教育 にお いて、基礎的知識 ・技術に関 しての情報伝達型の教

育 は必要であるが、今後 ますます、問題 を発見 ・解決す る能 力および問題 を発

見 ・解決す る態度の育成、外発的動機づけか ら内発的動機づ けへの移行、発見

の仕方の学習、 さらに自分の環境 を探索 し改革す る方法の学 習、環境の中で与

え られた情報を越 えて進む方 法の学習、が大切であ る。また、科学的な態度を

もって行動 し、機能的な様式 で思考す る仕方 を学ぶ ことが大 いに期待 されて い

ると言えよ う。その期待 に応 えた教育を充実 させ るために も、教育観の転換 は

重要であ ると考 える。 ビデオを含め メディアの活用 も教育観 の転換を伴 って は
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じめて効果をあげ得 るので はなか ろうか。
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第4編 遠 隔教育 システム に関 する研究

遠隔教育 とは、rい ろいろな通信 メデ ィアを利用 して遠隔地 にいる学習者 に

学習指導 を行 う教育方法の一つである』 と定義で きる。それぞれの学習者 は、

それぞれ在籍す る職場や事業所あるいは学校や家庭 において居 なが らに して教

育を受けることがで きる。つ まり、遠隔教育 とは、地理的制約や時間的制約を

克服することによ って広 い地域に点在する学習者がそれぞれの場所で 自由に教

育を受 けることがで きる教育方法の一つであ る。 また、講 師と学習者を結ぶ遠

隔教育 メデ ィアには衛星通信を利用 した ものやISDN(IntegratedServices

DigitalNetwork:サ ー ビス統合デ ィジタル網)、 電話会議 システム、パ ソコ

ン通信を利用 した もの等があ る。

第4編 で は、今後 、需要 がますます拡大する と予想 され る高度情報処理技術

者 の教育を効率よ く、かつ効果的に実施す るための遠隔教育 システムについて

検討す るものである。

また、第4編 で は、今後 ますます多 様化 し、高度化す る情報処理教育のニ ー

ズに十分 に応える ことので きる最適 な遠 隔教育 システムの設計 ・開発 に資す る

ことを狙い と した。

特に、ここでは最近 、先進企業 において導入 されている衛星通信を利用 した

遠隔教育 システムの現状 について検討 した。

第1章 遠 隔教育 システムの現状

情報処理教育を支援す るための最適 な遠隔教育 システムを検討す る前提条件

として既存の遠隔教育 システムの実状 について把握する必要がある。

CAITで は主 な先進企業 を対象に遠隔教育 システムの現状 についてア ンケ

ー ト調査を行 った。本章ではその結果を まとめ報告す る。

1.1ア ンケ ー ト調 査 の概 要

これ までは、衛星や発信局 ・受信局を含 めたハー ドウェア、 システム構成に
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関 す る調 査 はい ろ い ろな機 関 で 行 われ て きたが 、今 回 は遠 隔 教育 システ ムの利

用 面 を中 心 と した ソ フ トウ ェア、 ユ ー スウ ェア等 の 調 査 を ア ンケ ー トで 行 った。

ア ンケ ー トに答 え て くれ た と ころ は9社(17社 に ア ンケ ー ト票 を 発送 した)

で あ り、 コ ン ピュー タ ・メイ ンフ レーム を含 め た全 てが 企 業 で あ った。 その 内

訳 は

・3年 前 よ り衛 星 を 利用 した教 育 シス テ ムを利 用 して い る企 業 …2社

・平 成2年 よ り利 用 を 開始 しよ う と して い る企 業 ・ ・ ・・ ・ ・…4社

(そ の うち1月 に2社 、4月 に1社 、6月 に1社 が 利 用 開始 す る予 定)

・そ の他 、計 画 ま た は構 想 中 ・ ・ ・ … ◆ ・・ ・ ・ ・・ ・ ・ …3社

で あ った。

"す で に利 用 して い る"お よ び"利 用 を開 始 しよ うと して い る"を 含 め た6社

の 企業 で は遠 隔教 育 システ ム をr企 業 内教 育 』で 利 用 す る ことを考 え て い る。

1.2遠 隔教育 システムを利 用す る目的

遠隔教育 システムを利用す る目的 はどうい うところにあ るのかを調査す るた

め、

・まず、r遠 隔教 育 システ ムを利用す る以前 には教育 ・研修 に関 してどのよ

うな問題があ って』

遠隔教育を利用す ることによ り

・rど のよ うに解決 され たか』

を調べた。

(1)講師(イ ンス トラ クタ)を 集 めること

多 くの企業が講師 を集め ることに大変苦労 しているようで ある。

・業種業務知識 に関す る講 師

・優秀 な講師

・教育 を専門 とす る講師(長 期的視点 に立 った育成)

・教育 内容を専門 とす る臨時の講師(社 内の適切 な人材の選択)

等の確保が困難であ ると考えてい る。遠隔教育 システムを利用す ることによ
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り遠隔のための特 別な講師を数多 く集め る必要がな くな り、講師 不 足が緩和

されっっあるとの回答があ った。それ に加えて、

・社内外の一流講師 による全国 レベルの一斉教育がで きる

・質のよい講師を集め ることによ り
、質の高い研修を全国 に展 開で きる

等 の相乗効果を も生んでいる。

(2)講師の効率運用

従来の研修 の場合、学習者 が全国 に分散 しているため、研修会場の場所 に

よ って は講師や学習者が移動 しなければな らないという状況 にあった。また、

講師の絶対数が不足 してい るため、 スキルのある講師の全 国 レベルでの活用

が不十分であ り、講師の時間効率 とい う面で問題があった。

特 に、社 内講師で研修を行 ってい る企業 は職場の優秀 な人 に講 師依頼が集

中す るため、スムーズな研修運営がで きなか ったよ うであ る。そ こで 、遠隔

教育 システムによ り、

・受講地域の拡大 に比例 して講 師の生産性が向上 し

・発信局以外にはサブイ ンス トラ クタが居 るだけで十分にな り

・移動時間、繰 り返 し実施回数 を必要最小限にす る

ことがで きるよ うにな った。

(3)教育効果を上 げること

全国の技術者を早 く、大量 に育成 す るということか らは従来の研修形態で

は限界があ ったが、遠隔教育 システムにより、それ らが解決 され、全国統一

レベルの教育が可能 とな った。

(4)PRに 関 して

遠 隔教育 システムを利用す ることによ り、同業他社と同等 またはそれよ り

先行 した とい う、その企業 自身のPRに な っていることもあるが、研修 内容 、

研修 スケジュールが組織の末端 まで伝えることがで きた とい う効果 も出てい

るよ うである。

日本では教育施設 の不足、長期間の宿泊を伴 う研修を行 うための企業風土 ・
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職場風土が まだ確立 されていないこともあ るが 、教育 に関す る大 きな問題点の

一つは受講機会が少ないとい うことであ る
。限 られた人材、時間、費用 などの

資源を有効利用 して、いっで も、どこで も受講で きる研修形態を実現す ること

が遠隔教育の最大の目的である。それに学習者側か ら見 ると教育のための費用

は莫大 な ものであ り、遠隔教育を実施す ることにより社内教育のため、および

顧客 の出張費用が軽減 され顧客サー ビスに貢献で きることになる。 また、優秀

な講師を多 くの地域で一度 に準備す ることも困難であった。遠隔教育では一人

の優秀な講 師による講習を各地で受講で きるよ うになり、また教育 に関する学

習の タイ ミング、受講機会などの地域格差 の解消を図 ることがで き、よ り質の

高 い教育 を早 くタイム リーに実施で きるよ うにな ったと述べている。

・全国の関連会社やデ ィーラーに教育機会の確保 と最新技術 を早期伝達す

る ことがで きる

・著名 な人の講義が受 け られ る

・資格取得のたあの学習がで きる

などの効果を生んで いる。企業 と しての遠隔教育 システ ムへのニーズと して は

・顧客を対象 とした、その企業の製品 に関す るタイ ム リーな教育(例;顧

客研修の講座 メニ ュー:約200、 学習者 の数 は年 間15万 人 目)

・社員教育(新 入社員教育、システム・エンジニアや営業 トレーニング教育等)

が あり、 これ らの要求 に答えるためには遠隔教育 は必須であるとみてい る。

1.3シ ステム の特 徴

講師 と遠隔地の学習者 との間で は、お互 いの様子がわか り、臨場感を もたせ

た教育 は学習効果を高 めるうえで重要な ことで ある。動画像伝送によ りこれを

実現 した ものが衛星通信利用の遠隔教育 システムである。 この システムは、講

師お よび学習者の映像が リアル タイムに伝送 で き、通常の教室 における授業形

態 にかな り近 い もので ある。衛星通信利用の遠 隔教育 システムには、アナログ

回線を使 った もの とデ ィジタル高速回線(1.5Mbps)を 使 った ものとがあ

る。 また、衛星通信利用 の遠隔教育 システ ムは システム構成上 、二つの タイプ

に分類で きる。
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・講師側か ら衛星画線 によ り動画 ・静止画像お よび音声情報を送 り、学習

者側か らは、地上電話回線 によ り学習者の音声だけを送 り返す タイプの

もの

・講師 ・学習者 ともに動画 ・静止画像お よび音声情報を送受す る完全双方

向型 タイプの もの

がある。

衛星通信利用の遠隔教育 システムは、 「タイム リー」に 「質の よい学習情報 」

を 「全国 どこで も」、 「同 じコス ト」で 、 「同時に」提供で きるところが特徴

である。 しか し、欠点 としては、 システムが大がか りなもの とな り、設備 コス

トおよび回線 コス トが高額 となる。従 って誰で もいつで も手軽 に利用で きると

いうもので はない。

(付加価値)

遠 隔教育 システムを利用す ることによ り、従来の研修形態では考え られ なか

った、新 しい付加価値を生みだ してい る。

・地域間 コ ミュニ ケー ションの活性化(相 互に知 り合える、活動や事例の

流通)が 図れ る

・潜在学習者の発掘 ・事業の地方展 開、専門家にす ぐに問い合わせや質問

がで きる

・地域の学 習者が情報発信場所 と同一 の講義を同時に受け られ るので組織

どしての一体感を高めることが可能 となる

・学習者の反応 を学習中に瞬時 に分析 し、フ ィー ドバ ックで きる

などがある。

1.4学 習 方 法

(1)学習形態

遠隔教育 システムでの学習形態 として は殆 どの企業(回 答があ った7社 の

うちの6社)が"ラ イブ授業"を 中心 と した学 習形態を考えてい る。
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②新 しい教授 法

遠隔教育 の場合 、講師 と学習者が離れた場所で教育を実施す るため、従来

の教室で行 っている教育形態 とは異 なった新 しい教授法 というものを考 えな

ければな らない。教材 の提示方 法、学習者 の反応の収集方法、教材開発法、

ドラマ化技法等 に新 しい教授法を考え実施 してい くことにな る。

a.ヒ ューマ ン ・イ ンターフェース

講師 と学習者 との コ ミュニ ケーシ ョン ・ギ ャップを少な くし、学習者間

の情報連絡を活性化 させ ることが必要 になる。具体的には、TVを 意識 し

た話 し方 、表情の 出 し方(遠 くの人に話かけるような話 し方 、ゆった りし

た話 し方 、話のス ピー ド、声 のメ リハ リ等)、 それにQ/A(Question

andAnswer)が 有効 に使えるか もポイ ン トになる。また反応 を早 く講師に

フィー ドバ ックさせ ることも大切な ことである。

今まで、あま り気付かなか ったことで あるが、遠隔教育の場合、講師の

視線 を学習者に合わせ ることが 、大変、大事な ことであ り、視線 の合わな

い講師は違和感 を感 じさせるだけでな く、疎外感を与える もの とな ってい

る。

b.提 示方法

教材の提示 に関 して は、いろいろなメデ ィアを駆使 して、見やす く、わ

か りやすい提示方法を第一に考 えて いる。

・教材提示用のテ ロップ、 フ リップ

・説明用VTR

・情報を貯めた り、加工 した りす ることがで きるパ ソコン

・発表資料、雑誌 、新聞、テキス ト等の表示のための カメラ

・縦長のOHP

・板書用 としての用紙

などを利用 してい る。

c.双 方 向
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教育の基本 は双方 向であ り、学習者全 員に参加意識を持たせ る工夫をす

ることが必要である。遠隔教育で は何 を実現 したいかによって双方向性(

学習者か らの質問だ けでな く講師か らの発問 も含む)の 考えが決 まること

にな る。教室 と同 じ質 ・レベルの研修 を行 うな らば リアルタイムの双方 向

性が必須であ り、質問がで きない システムであ って も有効な場合 も考 え ら

れ、 目的 によ って システムを考えた らよいことになる。

企業内研修 の多 くは講師による説明 とそれに対す るQ/Aの パ ター ンが

多い。遠隔教育 システムと しては質問がで き、その回答が講 師か ら届 け ら

れ ることも必要 にな る。特に、相手 と議論を したり意見交換 を した りす る

場合 は映像 ・音声を含めた双方向性が必要であ る。

また、相手の動作 を見て指導す るコースの場合 も同様である。 アンケー

ト結果では、8社(9社 よ り回答が あった)が"学 習者か らの質問は リア

ル タイムで講師に伝 える機能"が 必要である と考えて いる。

(3)学習効果

従来の教室で行 う研修 と遠隔教育での研修を比較 した場合、遠隔教育の方

が"学 習効果が上が る"と 答えた企業 は1社(7社 よ り回答があ った)だ け

で、残 りの6社 が"学 習効果が変わ らない"と 答えている。

遠隔教育で は基本的 に通常教室で可能 な ことはすべて出来 ると考え られ る

が 、現実 には理解度の平均 ポイ ン トでは遠隔の方 が低 くなることは否めない。

これは遠隔教育であ るとい う点で対面教育のよ うな人間味 に欠 けること、そ

れ に学習者の態度(緊 張感がないこと)に も原 因することが考え られ る。

例えば、態度 ・心構 えなど人を育てるための教育のよ うに可能 な限 り小人

数で集合教育 また はOJT等 で行 うよ うな ものは遠隔教育では効果が低 く、

技術や情報 を短い時間で相手 にわか らせ るよ うな教育で は、集合教育 と遠隔

教育 とでは大差がない と考え られている。

1.5研 修 内容

現在、各企業で実施 している研修内容 として は、管理者教育、技術者教育
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(SE教 育、プログラマ教育等)、 セールスマン教育、保守サー ビス教育、国

際化教育等を実施 してい る。 そ して、 これか ら実施 して いきたい情報処理教育

関連 の科 目と して は

・プログラ ミング学習

・設計技法

・ネ ッ トワーク技法

・コ ミュニ ケーション/プ レゼ ンテー ション技法

・ソフ トウ ェア ・エ ンジニア リング技法

・プ ロジェク ト管理技法

などを想定 している。一方 、 これ らの科 目が遠隔教育で は"実 現 しに くい科 目"

で あるとも見な されてい る。 その他 に、実現 しに くい科 目として は"問 題発見

・解決技法""演 習 ・実習(機 械実習 も含む)"な ど も上げている。 その理由

として は"実 際に学習者にや らせて指導す るよ うな学習 は各地でや る しかない"

と考えている。 このよ うな学 習は受信局側 にサブイ ンス トラクタが存在する場

合は実現可能であ る。

1.6メ デ ィアとの 融合

講師 と学習者が離れた場所で学習す るときに、発信局側 ・受信局側 とも、い

ろいろな メディアを融合させて学習者 にわか りやす く情報を伝達す ることが大

切 になって くる。例えば現在 は次のよ うなメデ ィアが遠隔教育 システ ムに融合

し利用 している。

・コ ン ピ ュ ー タ(CAI等)

・ ビ デ オ

・ス チ ル ・ビ デ オ

・カ メ ラ

・電子 黒 板

・OHP

・テキ ス ト

・音 声

・フ リップ

・板書が可能な教材

等

(1)CAIと の融合

遠隔教育 システムにCAIシ ステムを融合 して、効果的な教育 システムを

構築 してい くことは、今後 の課題にな ってい る。 ところで、遠 隔教育 システ
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ム とCAIシ ステムの融合方法にっいて考えてみ ると次の3通 りの方法が考

え られ る。

a.CAIシ ステム(コ ースウェア、CAIソ フ トウ ェア、ハー ドウ ェア)自

身 は受信局側 に存在 し、そのCAIシ ステムへの アクセスは発信局側の講

師が コン トロールす る方法

・CAIシ ステム自身 は大型 システムで もよい

・ただ し、発信局/受 信局 間でのデータのや りと りは、処理時 間の問題があ

るため、最小限のデ ータ(コ ースウェアを起動 した り、学 習履歴を取得す

る等)、 例えば コー ド等でのや りとりを行 うことが考え られ る。

・遠 隔教育 システ ムを導 入 したすべての受信局でCAIシ ステムが導入 され

るとは限 らないため、CAIシ ステムを導入 していないところへの対応が

必要にな って くる(テ キス トの用意等)。

b.受 信局側 にCAIシ ステムに必要なハー ドウ ェアだけが存在 し、 コースウ

ェア、CAIソ フ トウェアは発信局側か ら必要 に応 じ送信す る方法

・送受信 時間が多 くかか り過 ぎるのを避けるため、CAIシ ステムは小規模

な システムにな る(例 えば、 ドリル型CAI)

c.遠 隔教育 システム とCAIシ ステ ムは切 り離 し、受信局側 にサブイ ンス ト

ラクタ等が存在 し、受信局側単独でCAIシ ステムを実行 させ る方法

隔教育 システムとCAIシ ステムを実際に融合 し、利用 している企業 はまだ

存在 しないが、各社 の考え は次の通 りであ った。

・"a ."の 方法を実現 させたいと考えている企業 ・・・・・…5社

・"b ,""c."の 方法 を考えている企業がそれぞれ1社 づっで ・・2社

であ り、まだ どのよ うに実現 してい くか とい う具体 的な考え はないよ うであ

る。

② ビデオ教材 との関係

ビデオ教材 を宅配便等で送 って学習すれば コス トもあま りかか らないので、
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遠隔教育 システムを利用す るまで もないとい う考 え方があるが、 ビデオで は

遠隔教育 システムの特徴である双方 向性が犠牲 にな って しまうことになる。

したが って、遠隔教育を ビデオの延長 として考え るべ きで はないよ うであ る。

ビデオ教材の有効利用 とい う面では、遠隔教育の補助教材 として使用す るこ

とが よい方法であ る。

(3)放送教育 との違 い

遠隔教育 は特定多数 の人への教育を実施す る形態であ り、現在、教室で行

っているスタイルの教育 の遠隔への適用であ る。基本的には研修場所が分散

化 した ことであ り、双方 向の対話によ る質疑応答 が可能であ るという点 に

特徴が ある。

放送教育 は、学習者が未知の他人数(不 特定多数)を 対象 と して、一方向

で講義をする ものであ り、個人で学習する(例 えば、家庭 など)教 育方法で

ある。

ゆえ に、遠隔教育 システ ムを利用す る場合は、その役割 を明確 に捉えて利

用す ることが大事 になって くる。

1.7運 用管 理

遠隔教育 システ ムで学習す るときは、

・学習者が戸惑わないように教室の案内をする

・入館証の貸与等 の処理をす る

・座席表の回収等や トラブル発生時の対処を行 う

等のための連絡係を置 いてい るところがある。

また授業前 に各地の事務係 と遠隔 システムを利用 して コ ミュニ ケー ションを

取 りなが ら、授業に関す ること、音声や映像のチ ェック等 を行 っているところ

もある。遠隔教育での学習管理で注意 しなければな らない ことは

・教室形式に比べて時間管理 に気をつけること

・頻繁 に休憩を とること

等があ り教室で行 って いる研修 の場合には、あま り気が付か なか ったことでは
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あるが、 このよ うな ことに注意 しなければな らない。

「遠 隔教育 システムの現状 」を調査 して、全体 として、

遠隔教育 を普及 させるためには、回線や関連機器のの コス トの低減が必要 であ

り、また、講師 と学習者間 との インターフェース機器の改善や新規開発が必要

であ る。現在あ るAV機 器を組み合わせて実現するのであれば不十分である と

考え られて いる。 さ らに、授業展開な どの ソフ トウェアの研究が今後 の研究課

題である。

これ までの 「遠隔教育 システムの現状 」に関す るア ンケー ト調査 の詳細 につ

いて は、

・付属 資料3 .遠 隔教育 システムに関するアンケー ト調査票

・付属 資料4 .遠 隔教育 システムに関するア ンケー ト集計

を参照 のこ と。
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第2章 遠 隔教 育 システ ムによ る教育事例

本章で は、衛星通信 を利用 した双方向型 の遠隔教育 システムによる研修につ

いて事例を中心に述 べる。すなわち、あ る科 目の研修を行 う場合、準備の段階

(前準備)、 教授の段階(イ ンス トラクション)、 講義終了後 の評価の段階が

ある。遠 隔教育 システムを利用 した授業の場合 、各段階の作業 はどのよ うに進

めてい く、べきかにつ いて事例 を中心 に記述する。特に、イ ンス トラクション時

におけ る考慮点、遠隔教育 の特質、教室 における普通授業 との違い等 について

述べ る。

それに加えて、CAITで 実施 した遠隔教育 システムのモデル実験の内容に

ついて も報告す る。

2.1遠 隔教育 システムの実践例

2.L1コ ー ス開 発

(1)カリキ ュラム

本来は、カ リキュラムの作成時か ら、遠隔教育 システムを意識 して開発す

るべ きであるが、教室で行 う一般講義 と同 じカ リキ ュラム、同 じテキス トを

使用 している。研修 コース開発時に、教 室の割当てを行 うことは不可能であ

ることか ら、この状態 は今後 も続 くことになる。

したが って、人間の集 中力および緊張感は1時 間以上 は保持で きないこと、

また連続 してテ レビ画面 を見 ることは非常に 目が疲 労す ることを考慮 した上

での カ リキュラムを作成す る ことが現在 はで きていない。講師 が 、これ らの

ことを考慮 して、 クイズ、復習問題、机上演 習などを組み入れるなど、運営

面で対処 しているのが現状 である。

②教材

己配布資料 、テキス ト

テキス トは、図 と文章 を見開 き2ペ ー ジで対応 させている。図はテ レビ
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画面に写す フ リップ と同 じであ り、文章はその説明であ る。 この結果、学

習者に安心感を与える ことがで きる。

テキス トの図が細か い場 合は、フ リップで は部分の図に分解 して大 きく

表示 して いる。

b.フ リップ

文字の大 きさは、2cm×2cm以 上の ものを利用 している。図形および グ

ラフ内の文字で あって も、1cm×1cm以 下 には していない。

一方
、新聞 ・雑誌等 の切抜 きをそのまま表示 することもある。 これ らの

例外的な フ リップの場合 は、文字が判読可能な大 きさまで拡大 して表示す

る。

文字数 は、18文 字 ×6行 以内 としている。なるべ く文章表現ではな く、

的を絞 った箇条書 きに して表現 している。

色調は、色 ムラ、チラつ きなどを起 こさないよ う、以下のよ うな配慮を

して いる。

・原色 と原色を組み合わせない

・明度が同 じ色の組合せを避iける

・補色関係にあ る色の組合せを避 ける

・赤、濃い ピンクの使用 は最小限にす る

c.視 聴覚教材

以下の よ うな視聴覚教材を開発 して利用 して いる。

パ ソコンによ る動画

前 もってパ ソコンで作成 した動画を利用 している。 フ リップ とは異な

り、学習者 の興味を湧かせ るだけでな く、理解を深め ることもで きる。

特に コンピュータ内部 の動 きを説明す るには適切な教 材であ る。 もちろ

ん、テ レビ画面を見 ることには変わ りないが 、動 きのあ る楽 しい画面を

見 るときには、さほどの疲労 は感 じない ものである。
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ビデオ ・テープ

パ ソコンと同 じよ うな利用で効果的であ る。パ ソコンとの相違は担当

講師によ り質のバ ラっ きが ない ことであ る。 また、新製品紹介な どは広

報部門で作成 した一般 向け ビデオなどをそのまま使用す ることもある。

2.1.2ク ラ ス開催 の準 備

(1)配布資料 、テキス ト

遠隔地 には学習者人数分の配布資料、テキス トを前 もって送付 している。

クラス開催 は年間スケ ジュールが立て られ最大学習者数 も決 っている。 この

スケジュールに したが って、テキス トが送付 され る。遠 隔地 にい る事務係 も

また、 この スケジュールを チ ェックす るので送付忘れ等 の事故 はない。 この

ための送付作業は講 師は行 っていない。

(2)教材

クラス開催の前 日夜 にフ リップ、 ビデオな ど視聴覚教材の準備を行 う。

これ は教室で行 う一般研修 と全 く同 じである。

(3)直前 の準備

クラス開催の30分 前 に遠 隔地 との接続を行 い、各地 の事務係 とコミュニ ケ

ー ションを とって画像
、音声の チェックを行 う。ハ ウ リング、エ コーなどが

起 きないよ うボ リュームの調整を行 う。

声の大 きさなどは講師によ ってかな りの相違があ る。 マイクのテス トを し

て音声調節を行 う。

講師 ・カメラをプ レビュー ・モニ ター ・テ レビに写 して、正 しい位置に講師

の顔 が移 ることも確認す る。

2.1.3ク ラ ス開催 時 の 注 意 点(教 授 法)

(1)講師の顔の表示
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2画 面形式なので片方の画面 には講師の顔 を写 してお くことを基準 として

いる。人間の 目は2画 面を同時に見 ることはで きない。 したが って、1画 面

は補助画面 にな る。 ここに講師の顔 を写すので あ る。学習者に とって講師 の

顔が見えるとい うことは安心感を与え るだ けで な く研修効果を向上 させ るこ

とにもなる。

顔を画面 に写 し出す とい うことは単に顔を出せばよい というもので はない。

この時、視線(後 述)を 合わせて、な るべ くに こやかな顔 をす ること。ま る

で怒 っているよ うな顔 、不機嫌な顔 は学習者に不快感を与え るもので ある。

また、ず っと下を向 きっぱな しで講義 を進め ることはやめるべ きで ある。

下 に書いてある自分の覚書 を読みたい場合 もあ るが、その場合で も息つ ぎの

時、1文 章が終 った時にはカメラの方を向 くよ うな気配 りが ほ しい。

左右の関係 に も注意 して表示 したい。教材の方を向いた時 に、教材画面 に

対 して ソ ッポを 向いてい るよ うな関係 になると、学習者 に違和感を与 えるの

で注意す る(図4-1)

〈よ い例 〉 〈悪 い例 〉

教材 教材

図4-1顔 の表示 の注意点

1画 面形式 の場合 は、常に講師の顔を写す ことは不可能 であるが、時 々、

顔を見せ るよ うな工夫が必要であ る。最初 と最後の挨拶 は必 須であ り、質問

を受 ける時 も顔 を出 した方がよい。

顔 は画面い っぱいに写 し出す こと。画面の中心 もしくはそれ よ り下 に顔 を

表示 しやすいので注意す る。胸か ら上を写 し、頭が画面にすれすれになるよ

うに してい る。一般のテ レビ放送のニ ュースな どのアナウンサの顔の表示 を
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参考にすべ きであ る。

〈悪 い例 〉

'、

4」`

●

㌧ ノ

'、

|
IdL《

〕

sロ ノ

上があき過ぎ 胸まで写す 遠過ぎ

図4-2表 示す る顔の大 きさ

(2)視線

教室では、どんな ことを して も一時点で は一人一人の学 習者 と目を合わせ

ることはできない。 しか しテ レビの利点は一時点 に全員(500人 であろ うと

も)と 目を合わせ ることが可能だ とい うことである。 しか し、 これは反対 に、

1人 と目が合 っていなければ、そのまま全員 と目が合わない ことも意味 して

いる。

教室で は、ある時点で講 師 と目が合 っていな くて も学習者 は違和感 を感 じ

ることは少ない。その時点で他 の学習者 と目が合 っているか らで ある。 しか

し、テ レビ画面 の講師があ らぬ方 向を見つめてい るのは、非常に違和感を感

じさせ るもので ある。 テ レビ ・ドラマで画面を通 じて主役が じっと見つめた

時に、 まるで 自分 だけが見 られているよ うな迫力を感 じるの は、 このテ クニ

ックであ る。 この時に視聴者 と視線が合わないと違和感を感 じさせ るだけで

な く、 ドラマ全体 の評価 を低 くす るとい う結果 を考えて も視線の重要性がわ

かる。

講師が視線を合わせ ることによって、r講 師は 自分を見つめ、自分 に話か

けている』 という印象を学 習者 に与えることがで きる。

視線 を合わせ るにはカメラの レンズの少 し下の部分 に目をま っす ぐに向け

ることで ある(図4-3)。 これ は学習者が見 るテ レビ ・モニ タが上を見上

げる位 置に置かれ ているので、視線を少 し下 向き加減に した方が語 りかけて
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いる雰囲気 を出せるか らである。

堕__.
離れると視線が学習者 と合わない

図4-3レ ンズ と視線

非常 に多い間違 いは教室や 自分の姿を写 しているモニ ター ・テ レビの画面

を見て しまうといった ことであ る。特 に、教室で学習者 と視線を合わせ る努

力を している講師 ほど、モニ タに写 る学習者の目を見よ うとす る。練習を積

み重ねて、 レンズの下を注 目する習慣 をつけ るよ うに努力す るべきである。

(3)服装

服装は個人の趣味の問題 であるが 、お葬式を思わせるよ うな黒一色 は避け

たい。画面全体が暗いイ メー ジになって しま うか らであ る。で きるだけ明 る

い雰 囲気を出す よ うな色合 いの服装 にす る。

細 かい模様(千 鳥格子柄、荒い格子柄)は モア レ現象が起 き、画面がチ ラ

つ くので避 けるべ きで ある。また、真白で光沢のある生地 の服装 は明か る過

ぎて光が飛んで しまう。 このよ うな ものは避 けた方がよい。

(4)板書

教室で板書が効果的であ るの と同様 、テ レビ教室で も講師による手書 きが

有効な手法 となる。 しか し、せ っか く書いた文字が小 さい、汚 い、では逆効

果である。大 きな文字で丁寧に書 くよ うに注意す る。 また教室 に比 べてr書

き順 』が 目にっ く。r講 師の書 く文字の書 き順が違 っていて気になる』 とい
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った学習者か らの コメ ン トは意外に多い ものであ る。

(5)声 ・言葉

教室よ り意識 して明確な発音 をするよう心がけ る。特にマイ クが固定され

てい る場合 は、横 を向いた り、椅子をず らす時に声が切れて聞 き取 りに くい

ことがあるので 、注意す ること(胸 につける ピン式 のマイ クの場合はよい)。

(6)画面を集中 させ ない運営

テ レビ画面を長時間見ている ことは非常 に苦痛である ことを配慮 した運営

が必要であ る。

教室形式に比 べて休憩時間の回数を増やす(1時 間に1回 程度)。1回 の

休憩時間は短 くて もよい。

画面か ら文字 を読み取 って書 くには集中 して画面を見 る必要があ り、非常

に目を疲労 させ る。画面 に写す もの はテキス トにのせ るか配布資料 と して前

もって配布す ること。

画面を見る必要のない時 には、例えばr今 はテキス トのx頁 を見て下 さい』

といったよ うに明確 に言葉で指示する。

(7)コ ミュニ ケー シ ョン

遠隔教育では教室 に比べて質疑応答が少な く、学習者 との コミュニケー シ

ョンがスムーズに行われない と言われて いる。講師が何 もしなければ、ま さ

に ビデオ ・テープ と同 じ、一方 的な研修 にな って しま う。積極的に講師が会

話 の機会を増やすよ うに努力す るべ きである。

朝一番の挨拶には、それぞれの地域の天気を聞 くなど して各地 と会話を行

う。 また、質問が少ない ときは、 こち らか ら発問 して会話の機会を増やす よ

うにす る。

会話を行 って いる際、1台 のテ レビに講師の顔を もう1台 には会話を して

いる教室を写す。講師 は教室の モニ タの方向を向 く。 これ によ って、お互 い

が直接会話を して いるような親密感を持つ ことがで きる。
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教室の様子

図4-4会 話時の教室表示

(8)遠隔地への配慮

それぞれの地域の天気を聞 くなど して、全国版であることを強調 す る。意

識 して話の中に地名を引用す るようにす る。例 えばr札 幌か らデータをオ ン

ライ ンで大阪の システムに送 る』など、その時に放映 している地域 を引用す

る。 こう した細か い気配 りが特 に遠 隔地の学習者 には喜ばれる ものであ る。

(9洛 種 メデ ィアの利用

遠隔教育 も教室での教育 も同 じカ リキ ュラム、同 じテキ ス トを使用 してい

ることか ら、特 に遠隔教育独得の メデ ィアを使用 しな くて もクラスの運営は

可能であ る。 しか し、せ っか く使用で きるメデ ィアを使用 しないということ

はr宝 の持 ち ぐされ』であ る。積極 的に使用するべ きであ る。

a.リ スポンス ・アナライザ

クイズの解答には リスポ ンス ・アナライザを使用す る。学習者が ボタ

ンを押す とい う作業が入るため講習への参画意識を持つ ことがで きる。

午後一番の眠い時間などは講習 内容 とは関係な くリスポ ンス ・ア ナラ

イザを使用す るの もよい。

b.ビ デオ ・ディスク

既成 の ソフ トを休憩 時間にBGM的 に使用 してい る。画面を見 るとい

う意味か らは逆効果のよ うであるが、美 しい音楽をバ ックにヨーロ ッパ
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の景色 などを眺め ることは非常 に安 らぎを感 じさせ るものである。

c.ス チル ・ビデオ

カメラで取 った写真(静 止画)を その ままテ レビに写す機械で ある。

機械室の様子やデ ィスク、テープ といった コンピュータ機器の写真をそ

の まま写す ことにより疑似体験をすることがで きる。

また、今教室 に入 ってきた学 習者の写真 をす ぐに写 した り、食堂のサ

ー ビスを写 して見せるなどの利用 によ り
、 コミュニケーシ ョンの向上 に

も効果がある。

d.ポ イ ンタ

ポインタは電子 ポイ ンタと指示棒 、カメラ ・バ ー等を併用 している。

使用する際にあま り動か しす ぎないよ う注意するべ きである。画面内で

の小 さな動 きは非常 に大 きく感 じられ る ものである。 ポイ ンタの動 きが

かえ って理解の妨げ にな る場合があ るので十分注意す るべきであ る。

(10)遠隔教育の利点の強調

と きには、テ レビ機器の説 明を した り、衛星通信 を使用 してどのよ うに画

像 を送 っているのか といった仕組みを簡単 に話す。学習者の中には、 こうし

た ことに興味を持 っている人 もいるはずで ある。

偏見や先入観をな くし遠隔教育への理解 を深め ること も遠 隔教育の 目的で

ある ことを十分理解 した運営が必要であ る。

2.L4ク ラス終 了 時 の処 理

(1)機器の後始末

すべての教室 に学習者がいない ことを確認 して機器を終了 させ る。

(2)アンケー ト処理

各地の事務係がア ンケー トを回収 し機械処理 をす る。集計結果 は講師の手

元 に送 られる。 このア ンケー トを見て講師は クラスの担当所感 を書 く。
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2.1.5障 害時の処理

どんなシステムで も障害 は皆無で はない。障害 の対策手順 を確立 してお く

ことが大切である。障害 時の各地の事務係 との連絡方法、 システムの メーカ

との連絡方法などを明確 に してお く。

障害の原因が回線 なのか、テ レビ機器 なのか、 といった問題判別を行 うと

同時にスタジオのモニ ター ・テ レビにメモを表示 して講義を行 ってい る講 師

に現状を知 らせ る。講 師はこのメモを見て適宜判断す る。例えば、衛星通信

を使用で きない場 合で も地上回線を通 じて音声のみを送れ るので、rラ ジオ

放送』に切 り換え るなどの判断を講師が行 う。

いずれ に しろ、講 師があわてて事態 に困惑すると学習者 も困惑す るので冷

静に判断 して講習を続 けることが大切であ る。

2.1.6講 師の意識

なかには、rテ レビは嫌いだ』 とい う先入 的嫌悪感を持つ学習者が いる も

のである。 また、r遠 隔教育 は手抜 き教 育である』 といった間違 った偏見を

持 っている人 もいる。

講師自身が遠隔教育に対 して否定的 もしくは消極 的な認識 を持 って いると

不思議 と学習者か らの コメ ン トも否定的にな り、評価 も低 くなる。

遠隔教育 と通常の教室 との評価を比較 すると、一般的には教室での研修の

方が評価が高い。 しか し、講師 が積極的に メディアを使用す るなど工夫 して

運営 した クラスは教室での研修の平均をはるかに越 えている。(図4-5)
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図4-5工 夫の有無による評価の差

講師が遠隔教育に対 して積極 的であれば視聴覚教材等 も積極的に使用する

し、練習を積む ことによ って、視線を合わせ る こと もで き種 々の工夫を行 っ

て、魅力的な授業を行 うことがで きる。何 よ りも、その熱意が 自然 と学習者

に伝わ って くるはずで ある。教室であ って も、遠隔教育で あって も、教育の

原点 は講師の熱意 ・創意工夫であることに変わ りない。 いたず らに遠隔教育

を恐れ ることな く、遠隔教育に対 して積極的 な意識 を持つ ことが重要な こと

で ある。
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2.2遠 隔教育 システムの モデル実験 と評価

図4-6遠 隔授業風景

2.2.1モ デル実験の 目的

「効果的情報処理 システ ムに関す る研究開発」プ ロジェク トの一環 と して、

衛星を利用 した遠 隔教育 システムのモデル実験 を実施 した。 この実験で は、

rCAITの 研修形態をそのままモデル』に して、それを遠隔教育上で実現

させる ということで実施 した。 これよ り先に実施 したCAITの 講師を対象

に したア ンケー トによ ると

『CAITの 研修 はSE(ま たは高度SE)を 育成す ることが主流にな って

いるため、学習方法 も講義だけで な くデ ィスカ ッシ ョン ・発表学習 ・演習 ・

ロールプ レイ ングなどの参加型学習の占める割合が多 くなってい ること、学

習形態 も一斉学 習の他に グループ学 習や個別学習 などを多 く利用 して いる』

とい った アンケー ト結 果が 出た。 この ア ンケー トは、CAITで の講師を

対象に研修 の実態を調査 するとい う目的で平成元年10月 に実施 した ものであ

る(う ち29名 の講獅 よ りの回答が あった)。
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〔付属資料2.教 授 法調査 ア ンケー ト集計 参照〕

たの也

"卿

デイスカ ・シ ・ジ

発表学習

書竺.プ… グ
(40%～ 、

講義

(53%)

(学習方法) (学習形態)

図4-7ア ンケ ー ト結 果

そ こで、今回の モデル実験の 目的は

r教育の基本で ある双方向性 に主眼をおき、すなわち講師 と学習者 との コ ミ

ュニケー ションの とり方 ・質問の仕方 などを中心に実験をする』 ことに した。

2.2.2実 験 の 概要

図4-8実 験表題画面

(1)日 時;平 成 元年11月29日(水)

(16:30～18:00日 本 電気(株)の 遠 隔 授 業 を見 学)
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(18:00～20:30CAITの 遠 隔 教 育 の 実験)

(2)発信局/受 信局(川 崎

川崎;

田町;

田町)

日本竜気工業技術短期大学校

日本電気㈱田町研修センター

(3)利用 した遠隔教育 システムの概要

システム名;NECサ テライ ト教育 システムーNESPAC－ これ は、衛

星通信を利用 した発信局(講 師のいる教室)と 多地点の受信局(学 習者の

いる教室)を 動画映像を双方向で結ぶ遠 隔教育 システムであ る。

・1.5Mbpsの 衛星通信回線を2回 線利用。

・カラー動画像(一 方向に付 き2画 面)と 音声および電子黒板の情報 を双方

向で伝送。

・発信局→→受信局

一講師像画面 と教材画面の2画 面を送 出
。

・受信局→→発信局

一発信局の講師 は
、受信局の学習者 の状況を ディスプ レ ・モニ タを通 し

て把握可能。

一質問(質 問要求ボタ ンを押す)

講師 との対話がで き、 この様子 は他の受 信局 において見 ることが可能。

(4)実験の状況

CAITの 委 員をお願 い して いる3名 の先生 による模擬講義 を実施 した

(実験参加者:約20名)。

a.切 田節子委員(日 本アイ・ピーeエム)川 崎(発 信局)→ 田町(受 信局)

「フ ァイル」とい う題材で講義/ビ デオ/フ リップを利用 した模擬講義を

実施 し、講義 と質問をとり混ぜた学習形態 であ った。教材(デ ー タ ・キーを

わか りやす く解説 していた ビデオ、説明用 フ リップ)も 大変よ く出来てお り、
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また話 し方 も、 日常生活で よ く見かける例を上 げてわか りやす い説明であ っ

た。遠 隔教育の場合 も講師 の話 し方、説得力、触れ合い、気 くばり等 、講師

の力量が大 きく影響するよ うであ る。

b.田 村武志委員(国 際電信電話)田 町 → 川崎

「高度SEに 必要 な感性 とは」 とい う題材で討議形式の授業 サ ンプルを実

施 した。発信局 と受信局 とが一体 とな った討議が行われ、遠隔実験の模擬授

業 として は本番 さなが らの本格 的なデ ィスカ ッションが展開で きた。

c,井 上哲夫委員(エ デュコ教育研究所)川 崎 → 田町

「ヒア リング」とい う題材で 、コ ミュニケーシ ョンが うま くとれ るかどう

かの模擬講義を実施 した。 「ききだす ゴことの解説があ った後 、参加者 との

間でそのテーマにつ いてや りとりの演 習を行 った。その演習 も臨場感があ り

違和感な くコミュニケーシ ョンが とれた。

2.2.3実 験の評価

発信局 ・受信局の両方での ア ンケー ト調査および遠隔教育 システ ム上での

デ ィスカ ッシ ョンを行い評価 した。

・全体の印象 としては、細か い レベルでの問題 はある ものの、通常の教室

で行 っている教育 とあま り違和感 な く学習が出来た。

・講師に関 しては講義形式 の場合で も同 じであるが、遠隔教育の場合 は、

特に、講師の力量が問われ る感 じが した。

・コミュニケーシ ョン/デ ィスカッション形式の学習において も、十分、

実用 に耐え られ る印象を もった。

(1)アンケー ト結果

遠隔実験の後 、参加者 に対 してア ンケー ト調査を行 った。その とき次のよ

うな意見が 出された。

a.教 授 法(遠 隔での教授法で考慮す ること等)
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a-1.遠 隔を充分意識 して、離 れたところの参加者に気配 りをす る。

・遠 くの人に話 しかけるよ うな話 し方 をす る。

・ゆ った り話す(声 のス ピー ド、明確さ等)。

・学習者/講 師の画像や音声が学習者側 にどのよ うに届いているか とい う

ことを認識 し、かつ意識す る必要があ る。

a-2.参 加意識を全員に持たせ るための工夫が必要である(双 方向性 は必須)。

・質問を投 げかけ る、問いかける、参加者 の名を呼ぶ等の考慮が大切であ

る。

・Cueが 大事 になる(特 に眠た くな りそ うなとき)。

a-3.カ メラの視線を学習者 に合わせ る。

・地域 による格差を感 じさせない こと。そのためには視線 を合わせ ること

が重要であ る。視線 の合わない講習は違和感を感 じさせ るだけでな く、

疎外感を与える もので ある。

a-4.学 習者 の意欲 ・意識の差 によって教授法が大幅に違 う。

・特に講 師の重要性、講義時 間への配慮などが必要になる。

b.メ ディア(ビ デオ、OHP等 の提示方法や融合に関 して)

b-1.メ デ ィアで の提示は相当な計画 と配慮が必要である。

・提示す る内容 によ って適切 な媒体を使 うことが大切である。媒体の選択

も大切であ る。

・通常の対面講義で は気 にな らない講師 の動作が、画面を通 じて見 ると不

自然 に見え ることがある。

・タイ ミング、使 い方 も複雑 にな るため使 い方に関す る技術が必要 にな る。

b-2.ビ デオ、OHP等 の提示法が、今回 は大変 よかった。

・特に提示資料の良 し悪 しの与え る影響が大 きい。

b-3.VTRを 接続で きるので利用範囲が広い。

・ビデオ教材 をい きなり放映す るのではな く、前の講義形式であ らか じめ

概念を教授 した方が よい。

・教育内容 ・方法が枯れた ものは ビデオ化 してい く。

b-4.カ メラワー ク(カ メラウェア)の 重要性、複数カメラの活用、視線 ・表
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情 の把握(レ ンズによる)等 が必要 である。

c.双 方向(質 問、デ ィスカ ッシ ョン、コ ミュニケーションのや りとり等 に

関 して)

c-1.双 方向 コ ミュニケー シ ョンは、かな りの ところまで可能。

・今回の実験で用いた程度の設備があれば
、双方 向コ ミュニ ケーシ ョンは

かな りの ところまで とれそ うである。

・ただ し、今回 は全部で20人 程度だ ったが、 これが複数教室、かっ多人数

にな った場合はどうなるか。

c-2.あ らか じめ、学習者の関心、性格傾向等 の情報を整理 してお く。個別の

質問を全体化す ることによる全体の"ま きこみ"が 大切であろ う。

c-3.デ ィスカ ッションにつ いては何の障害 もない。

・司会者 あるいは進行係が必要であ る。

・デ ィスカ ッションの ときには常 に相手の人、あるいは全員が見え る方が

よい。相手 の反応を見なが ら話たいので。参加者がお互 いに知 り合いで

ない場合 には、氏名だ けで もわか るよ うにす る工夫が必要であろう。

c-4.発 言者が誰 なのか判明す るまで時間がかか る。や りとりが参加者全員で

とい う意識 よりも、 こちらの教室に対 して向 こう側の教室 とい う形にな

りやす い。

d.遠 隔教育 に関する自由意見

d-1.講 義形式で十分な授業 はほ とん どの場合 には問題ない と思 う。

・ライブの臨場感が素人 アクションとして うけ る。

・実習中心の場合は、なかなか難 しいよ うに思 う。'

d-2.学 習者側 に基礎知識があ る場合は特 に効果が高い。提示資料の多 い講義

には向いて いるのではないか。

d-3.利 用効果 と しては、同時に多人数の教育がで きる点にある。

d-4.意 欲 、能力のある者に とって は、良質 な講師の レベルの高い講義が数多

く聞 けるという機会が増す利点がある。

・問題 は中位の学習者を生 かすか殺すかであろ う。講 師が そうい った学習

者にキチ ンと着 目で きるか否かが従来型の教育のキー となっている。遠
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d-5.今 回 、見学 したように、一企業内 とい う、ある程度閉ざされた世界での

利用 は有効で ある。行 う側 も受 ける側 も慣れ て くるとい う点、 また講義

形態 、科 目の傾向等 を限定で きるとい う点が重要にな って くる。対 象者

の範囲や利用範囲が広 くなればな るほど、設備を含めて、 コ ミュニケー

ションの とり方 も複雑 にな り、難 しくなる。

d-6."カ メラウ ェア"と 座席配置の工夫 により、FacetoFace

感をかな りの程度 まで、出せ るとい う感 じが した(ロ ールプ レイ ング等)。

その際にはカメラマ ンや機器操作 マ ンとの連携がポイ ン トになろ う。 も

し遠 隔教育での映像 ・音声をそのまま ビデオ化できるのであれ ば、 さ ら

に教育効果が高まると考え る。
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第3章 遠 隔教 育 システムに関す る要求仕 様

本章で は、遠隔教育 システ ムを設計す る場合に必要 となる要求条件につ いて

明確 にす る。 そのために、まず現状 における情報処理教育の方法、形 態、規模

を明確 に し、現状での問題点 を明 らかにする。次 に遠隔教育 システ ムを提供す

る側 およびそれを利用す る側(講 師および学習者)の ニ ーズを明確にする。

また、将来の需要予測 を行 い、環境変化に も十分対応で きるような仕様条件

とはいかなる ものかを明 らか にす る。

3.1現 状 分析

3.1.1総 論

高度情報社 会の実現 によ り企業内において は高度情報処理技術者が大量に、

そ して早期に必要 とな り、その育成が急務 とな っている。

中央情報教育研究所(CAIT)で の研修を想定 した とき、通産省人材育

成施策 の一環 として、全国各地 において地域企業内研修 リーダ養成、高度情

報処理技術者育成および専門学校の講 師の育成プ ロジェク トに取 り組んでい

る。現在 、CAITで は全国16ヶ 所 に講師を派遣 し、1ヶ 所 で10日 間に及ぶ

研修を開催中である。

ここでの検討 はCAITを 中心 と した遠隔教育 システムの要求仕様につい

て まとめた ものであ る。

3.1.2研 修の実施概要

研修 の概要は次の とお りで ある。

(1)研修 コース名

地域企業内研修 リーダ養成 コース、高度情報処理技術者育成 コース、専門

学校の講 師育成 コース
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(2)カ リキ ュラ ム

・地域 企 業 内研 修 リー ダ養 成 コース

Aコ ー ス(10日 間)

教 授 法(5日 間)、 コ ミュニ ケー シ ョン技 法(2.5日 間)、

問 題 発見 解 決技 法(2.5日 間)

Bコ ー ス(10日 間)

教 授法(5日 間)、 ソ フ トウ ェア開 発技 術(2.5日 間)、

プ ロ ジ ェク ト管 理(2.5日 間)

(3)研修講 師数

教 授 法(2名)、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン技 法(1名)、

問 題発 見 解 決技 法(1名)

ソフ トウ ェア 開発 技 術(1名)、

プ ロ ジ ェク ト管 理(1名)

(4)学習者数

研修対象者数 は1ヶ 所 あた り20名 を対象 と してお り、年 間16ヶ 所 あたり24

回で実施す るため、約480名 となる。 また、本プ ロジェク トは平成2年 度以

降 も継続的に行われ る。

3.2現 状 の 問題 点

3,2.1講 師数

3.1.2で 述べたよ うに、現状では指導講師の数は限定 されている。 したが

って、指導対象地域 は全国16ヶ 所で年間24回 開催 が限界であ る。

限 られ た講獅 数で は大量 のニ ーズに答えることが難 しく、地域格 差が 出る

のはやむを得ない状況にある。
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3.2.2専 門講師の確保

現状では、専門的 な知識 と深 い経験を有す る優秀 な講師を一定期間確保す

るの は難 しい。

3.3要 求条 件

3.3.1シ ステム提供者のニーズ

地域 における情報処理技術者 を大量に、そ して早期 に育成 したい。特 に、

高度情報処理技術者 の研修では、講義だ けでな く、研修生 との コ ミュニケー

ションを図 りつつ実務能力を持 った、実践的な情報処理技術者 を育成 したい。

そのために、遠隔教育 システムは双方向性 を有す ることが大 きな条件であ る。

CAITは 国の機関で研修を行 っているところで、 日本全国のより多 くの

人に対 して いつで も、また どこにいて も研修が受 け られよ うにすることが必

要であ る。すなわ ち、公共性を重視 した研修 を 目標 と して いる。

そのために、CAITで は地域での情報処理産業の活性化や広 く情報処理

技術者の育成 を図 ってい くことを考え、

→ 《地域での研修を実施 してい く》

事業を平成元年度 よりスター トしている。将来 はより多 くの地域で行 う研修

も増やす一方、それで も学習者の希望を充足 しきれない ところに対 して は、

→ 《ビデオ教材を広 く提供 してい く》

考えである(将 来 はCAIT内 に もビデオライブラ リ室 を設け、いつで もビ

デオが見 られ るように したい)。 さ らに、全国津 々浦 々の人に対 して教育を

施 していこうとすれば、

→ 《遠隔教育 システム》

の活用 ということが必須になって くる。

3.3.2講 師のニーズ

操作が簡単で 、遠隔教育であ ることをあま り意識 しないで講義がで きるこ

とが望 ま しい。
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3.3.3学 習者のニーズ

情報を一方的 に受 け入れ るだけの受動的な授業形態ではな く、参加型 の研

修がで きることを望む。

3.4将 来予 測

通産省の調査 によれば、 コンピュータの普及 によ りソフ トウ ェアの必要量

が増加 し、西暦2000年 にはSE、 プログラマが約215万 人必要であ ると言わ

れている。 それ に対 して約118万 人の供給が行われ る ものの、約97万 人のS

E、 プログラマが不足す ると予測 されている。(各 種の施策が実施 されれば、

約40万 人の不足。)特 に、高度SEの 不足が深刻であ り、時代の変化に対応

で きる創造 力豊かな研究開発型の リーダ的SEの 育成が急務 となっている。

また現在 、地域の活性化や地域産業の振興が叫ばれてお り、そのための各

種施策が講 じられている。将 来は中央 と地方の情報格差の是正 、教育の機会

均等が必要 とな り、 これを解 決す るためのツールが是非 とも必要であ る。
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第4章 情報 処理教 育を支援 す る

遠 隔教育 システ ムのイ メー ジ

本章で は、既存の遠 隔教育 システムを参考 に して、近 々利用可能 となるメデ

ィアを考慮 しなが ら、前章で検討 した要求仕様 に基づいて システムを構築す る

ときのイ メー ジを明確 にす る。

4.1シ ステム の 全体 概 要

4.1.1利 用 目的

ここで検討す る遠 隔教育 システムは、CAITが 全国各地 において実施 し

ている地域企業内研修 リーダ養成、高度情報処理技術者育成 および専門学校

の講 師の育成教育等を遠隔形態で実現 させるための システムである。

具体的には、対象 とな る各種の教育のなかで多 く取 り入れ られている一 斉

講義や グループ討議等の教育 を遠隔教育 システムで利用で きるシステムであ

り、運用面か ら見れば以下 の ことを可能 とす るシステムであ る。

a.講 義形式 によ る一斉講義

b.CAIと 融合(1.6(1)aで 述べ られてい る方式によ り融合)し て、個別

学習 と ミックスした講義

c.会 議形式によ る講師を含めたグループ討議や グループ間討議

d.講 師への質問 と リアル タイムな回答

e.講 師か らの簡単な発問による学習者 の応答状況把握

f.講 師か らの遠隔教育の映像 によ る状況把握

4.L2シ ステム ・イメー ジを検討す るに当たっての基本的な考え方

(1)遠隔の程度

遠隔教育 は、一般 には 「分散教育の形態で あ り、それぞれの学習者 は、そ

れぞれが在籍す る職場や事業所あ るいは家庭等で居なが らに して受 けること
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がで きる教育である」とされ ている。

したが って、ここでの システム ・イメージも、本来CAITの 教育ニ ーズを

職場、家庭 に居 なが らに して受講することがで きるシステムを検討す るべ き

であるが、一挙に最終 イメー ジまでの システムを考えるには制度的に も、経

済的 にも無理がある と思われ る。そのため、地域 ごとに集合 した場所で研修

を受 ける ことがで きる程度 の遠隔度の システム ・イメージを検討 した。

(2)システムの形態

CAITが 構築 する遠隔教育 システムの発信局 は基本的に一局 とし、CA

ITが 遠隔教育 を行 うすべて の研修 に対 して共通の システムとする。

しか し、遠隔地 に構築す る受信局は、

・受信局の数 を増や して地域的な広が りを確保す る

・日常生活で馴染んだ映像品質で教育を行 う

・受信局の構築 費用を最小 にす る

等を考慮 して、以下の システム形態のイ メー ジを考える。

a.拠 点受信局

「地域 ソフ トウ ェアセ ンター」(通 産省 と労働省が協力 して実施す るr地

域 ソフ トウェア供給力開発事業』で、実際、 この事業を実施す る地域のセ ン

ターのこと)等 に設置 され る受信局で常設受信局 とし、

・映像の受信設備

・映像を含む情報の送 出機能

・CAI設 備

・リスポンス ・アナ ライザ

等 を具備する。

また、遠 隔教育では実現で きない教育 に関 して も集中的に拠点受信局で開

催す る。

b.委 嘱受信局

「委嘱校」(情 報処理の レベル アップを図 るため、各地域 の優れた情報処
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理教育機関 に対 して通産大臣が認定 し、CAROLを 先行的に利用 して いく

コンピュー タ専門学校の こと)等 に設置され る受信局で、

・映像 の受信設備

・CAI設 備

・リスポンス ・アナライザ

等を具備す る。

c.受 信専用局

「賛助会員」((財)日 本情報処理開発協会の賛助会員を意味する)企 業、

専 門学校等に設置 され る受信局で、

・映像の受信設備,

のみを具備す る。

d.使 用す る通信 メデ ィア

遠隔教育 システムを実現す る通信 メデ ィアと しては、過去 には、

・電話

・パ ソコン通信

・衛星通信

等が利用 されてお り、最近実現の可能性がでて きたISDN、CATVも

有力な手段であ る。

しか し、通信 メデ ィアはそれぞれ大 きな特徴 を持 ってお り、 システムの性

格 に応 じた最適なメデ ィアを選択す ることが必要であ るが 、ここでは前項②

で挙 げた受信局を可能 にす るため

・下 り回線:衛 星通信回線

・上 り回線:衛 星通信回線 、ISDN

とする。
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4.1,3シ ステ ム、・イ メ ー ジ

システ ムの全 体 の概 念 図 を図4-9に 示 す。

受信専用局

・口{]'口

⊇/司 員

メデアポー ド

書画カ メラ

発 信

轟
,TfigSi

橿

図4-9遠 隔教育 システム全体のイ メージ
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4.2対 象 範 囲

4.2.1対 象 とす る教育

遠隔教育 システムで対象 となる教育 は、CAITが 現在、全国各地で実施

してい る地域企業 内研修 リーダ養成、高度情報処理技術者育成および専門学

校の講 師育成教育等か ら、それ らの教育内容 、方法が吟味された後 、遠隔教

育に適 したコースだけに適用す るものであ る。

ただ し、適用 に当たっては現在の研修形態 、方法に拘束されず、例えば現

在一っ のまとま った研修 として行われてい る場合であ って も、遠隔教育で実

効的に可能な教育 と従来型の集合教育で行える教育 とに分け、 コースを編成

し直す などの必要性がでて くる。

また、研修の実施回数 も基本的には現状の回数を維持す ることと し、各地

域での受講回数 は現状よ り2～10倍 程度 に増 えることが考え られ る。

4.2.2学 習者の範 囲

対象 となる学習者 は基本的 には現在の学習対象者 と同 じである。ただ し、

遠隔教育の実施部分だ けを見れば、今 まで受講機会が与え られなか った人 々

に対 して も大幅に受講機会が増大す ることにな る。

また、受講で きる学習者 の範囲を受信局の種類別 にみ ると次のよ うにな る。

(1)拠点受 信局

・現在の学習者に準拠

(2)委嘱受信局

・拠点受信局でのデ ィスカ ッシ ョン学習等 に参加す る以前の学習者

・委嘱受信局で受 講のみに限定 した学習者

例えば、映像での講義 、CAIを 融合 した講義および拠点受信局で行 うこ

とがで きるディスカ ッション学習等に対す るモニ タ学習など

(3)受信専用局

・受信専用局での受講のみ に限定 した学習者

委嘱受信局 の場合 と同様 に映像での講義、CAIを 融合 した講義および拠
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点受信局で行 うことがで きるデ ィスカ ッシ ョン学習等 に対す るモニ タ学習

な ど。

4.3シ ステム の利 用形 態

4.3.1コ ースの開催方法

CAITが 開催する研修 コースを遠隔教育が可能な部分 と従来通 りの集合

教育で行 う部分 とに分 け、遠隔教育での対象 となるコースは地域 ごとに設置

す る拠点受信局 、委嘱受信局 または受信専用局 に学習者を集 めて実施す るも

のとす る。 ただ し、

・各 コースの学習者は一つの コースを一 ヶ所の受信局ですべて受講す ること

もで きる し、

・講義は受信専用局で、

・CAIを 含む講義は委嘱受信局で 、

・デ ィスカ ッシ ョンまたはケース ・スタデ ィは拠点受信局 で、

受講す ること も可能なよ うに考慮す る。

また、集合教育で行 う部分 につ いて は拠点受信局のみで コース として開催

す る。

これを学習の進め方 か ら要約す ると次のようにな る。
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表4-1受 信局の タイプ と開催 する研修の タイプ

学 習 形 態 拠 点 受 信 局 委 嘱 受 信 局 受 信 専 用 局

講 義形 式 を 中心 と
遠 隔 方 式 遠 隔方 式 遠 隔 方 式

した遠隔教 育

リスピ ンス・アナうイザ を

遠 隔 方 式 遠 隔方 式 開 催 せ ず
使用す る講 義

CAIを 融 合 した

遠 隔 方 式 遠 隔方 式 開 催 せず
遠隔講義

テ レ ビ 会 議 イ メ ー

ジ で の デ ィ ス カ ッ 遠 隔 方 式 開 催 せ ず 開 催 せ ず

シ ョ ン 授 業

実 習 授 業 集 合 方 式 開 催 せ ず 開 催 せ ず

ロ ー ル プ レ イ ン グ

集 合 方 式 開 催 せ ず 開 催 せ ず
で の学 習

4.3.2授 業 の イ メ ー ジ

(1講 義形式を中心 と した遠隔教育

a.講 義のみの学習の ときは、前方 にあ る大型 ス クリー ン、または目前 にある

デ ィスプ レイに動画像を写 し出 し、それに音声を加えて、発信局か ら送 ら

れて くる講師映像や補助教材 を見なが ら授 業を行 う。

原則 として、受信局側 にサブイ ンス トラ クタは置かない。また、講義 に使

用す るテキ ス トは前 もって学習者に配布 してお く。
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b.講 師への質問は受信局の タイプにより異 なる。

b-1.拠 点受信局の場合

学習者が個 々に要求で きる。学習者は質問があ る場合、

・リスポ ンス ・アナライザの特定 のキーを押 して質問があることを講師 に

知 らせ る

・講師が それを感知 して質問者がいる教 室を選択する

・質問者 はテ レビ会議やテ レビ電話のよ うに講師 と会話を して質問す る

即答を必要 と しない質問 は教室に設置 してあるフ ァクシミリ等で送 り、次

回の ときに回答す る。

b-2.委 嘱受信局

学習者 は質問が ある場合、

・パ ソコン通信 のイメージで質問を発信局 に送 る

・発信局の講師は送 られて きた質問を選択 し、読み上 げる形式で全受信局

の学習者 に認識 させ 、同時 にその回答 を行 う

即答を必要 と しない質問 は拠点受信局の場合 と同 じである。

b-3.受 信専用局

質問は電話で行 う。

・講師 は放映中での質問を受 け付ける旨を伝え 、時間を決めて質問を受 け

付ける

・受理 した質問は発信局側で音声に乗せ、再放映する形式で全学習者 に認

識 させ 、同時にその回答を行 う

即答を必要 と しない質問 は拠点受信局の場合 と同 じである。

(2)リスポンス ・アナライザを使用す る講義

基本的には"講 義形式 を中心 とした遠隔教育"と 授業のイメージは同 じで

ある。ただ し、授業の中で簡単 な発問を し、それ に応答 させ る形式で学習者

の反応、理解度、参加意識を把握 しなが ら授業を進 める点が異 なる。

(3)CAIと 融合 した遠 隔教育

一191一



a.CAIと 融合 した授業 イメージであ り、個別学習 と一斉授業を ミックス し

なが ら授業を進 める。

b.CAI等 との具体 的な融合方法と しては、講義や討議 は映像 と音声を利用

して行い、テス トや演習等をCAIに よって行 う方法であ る。

(4)テレビ会議イメー ジでのデ ィスカ ッション授業

各受信局にサブイ ンス トラクタを置 き、会議形式 のグループ討議 、ディス

カ ッシ ョン授業を行 う。各受信局 には、一つの グループが一つの教室を 占有

す る形で授業が行え るよ うに複数の教室を持つ ことにな る。

サプイ ンス トラクタは教室を巡回 し、討議の進行状況の監督や指示、質問

への対応、テキス トの配布等を行 う。

グループ討議にはいつで も講 師が割 り込んで指示や啓発を行 う。

(5)実習授業およびロールプ レイングでの学習

遠隔教育で は実現 しに くい教育であ り、従来形式の授 業イメージで教育を

行 うことにな る。 したが って、遠隔地で教育を行 う場合 であ って も講師が教

室 に出向いて授業を進め る。

4.4シ ステム の機 能

4.4.1基 本機能 と付加(拡 張)機 能

(1)基本機能

a.講 義 のときの放映機能

・発信局側の教室 に学 習者を置かず 、講師が一人で講義 を しているところ

を放映する(ス タジオ タイプ)

・教室に学習者が いて、講義を している状況を直接放映す る(教 室 タイプ)

b.付 加(拡 張)機 能

一192一



b-1.CAI機 倉皇

スタジオタイプの講義 、および教室 タイプの講義のいずれにおいて もC

AIと 融合 した講義がで きる機能を持つ。

b-2.リ スポ ンス ・アナライザ機能

ス タジオ タイプの講義 においては リスポ ンス ・アナライザを利用 した講

義がで きる機能を持 つ。

br3.通 信1幾能

拠点受信局 との間で は、各教室間でのディスカ ッションが十分にで きる

程度の衛星通信、およびISDNに よ る双方向 コ ミュニケー ション機能 を

持つ。また、プ レゼ ンテー シ ョン ・スキルを高めるための機能を持 つ。具

体的には、学習者が プ レゼ ンテーシ ョンを行い、その映像を発信局経 由で

全国に放映で きるよ うな機能である。

4.4.2発 信 局 と受 信局

日)発信局の機能

a.放 映す る映像 は以下の機能か ら選択で きる。

・講師 像 また は講師が黒板を使用 している映像

・補助教材提示装置の書画カメラ(OHP使 用可能)2台 とVTRの 映像

・グループ間討議の ときの任意の2ヶ 所の拠点受信局(教 室)の 映像

・拠点受信局か らの質問者 の映像

・発表学習の ときの任意 の拠点受信局の発表者 と補助教材提示装置の書画

カメラの映像

b,任 意の拠点受信局の映像 と音声を簡単 な操作で切 り替えなが らモニ タがで

きる。 また、音声のモニ タは必要ない場合 は切断す ることもで きる。

c.リ ス ポ ンス ・ア ナ ライ ザ の リスポ ンス ・デ ー タを パ ソ コ ン通 信 の イ メ ー ジ
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で受信 し、集計 ・表示す る機能 を持つ。

また、拠点受信局 、委嘱受信局か らの メ ッセー ジ ・データも受信する こ

とがで きる。

d.講 師 は、拠点受信局 、委嘱受信局か らの質問 ランプが感知で きる機能 を持

つ 。

また、受信専用局か らの質問を受けつけるたあ に音声をス ピーカに出力

で きる電話を設 置で きる。

e.補 助教材 と してのイメ「 ジ情報の送信 、即答を必要 としない質問の受信等

のため、ファクシ ミリ設備 を持つ。

(2)受信局 の機能

a.発 信局か ら受信 した映像 をプ ロジェクタ、テ レビまたは学 習者の前 に設置

したパ ソコ ンのデ ィスプ レイに映 し出す ことがで きる。

b.拠 点受信局では、据え付けカメラ、書画 カメラの映像 とすべてのマイ クの

音声を ミキ シングして発信局の指令で送 出す ることがで きる。

c.拠 点受信局か ら送 出す る教室 の選択は発信局か らの指令で 自動的に行われ

る。特に操作員は置か ない。

d.拠 点受信局の教 室の状況を撮影す るカメラは無人操作 とし、 グループ発表

のときなどはサブイ ンス トラクタが リモー トでズームや方向が変え られ る

機能を持つ。

また、補助教材提示装 置を設置 し、OHP感 覚で利用す ることもで きる。

e.拠 点受信局 、委嘱受信局 の教室 には学習者一人一 人にパ ソコンまたは質問

キー(マ イ ク付 き)を 用意 し、発信局の講 師に質問要求がで きる。
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f.拠 点 受信 局 、 委 嘱受 信 局 で は リスポ ンス ・ア ナ ライザ の リス ポ ンス ・デ ー

タを教室 単 位 に集 計 し、 パ ソ コ ン通 信 の イ メ ー ジで発 信局 に送 信 す る。 ま

た 、 メ ッセ ー ジ ・デ ー タ も送 信 す る ことが で き る。

g.補 助教材 としてのイ メー ジ情報の受信、即答を必要 としない質問 の送信等

のための ファクシミリの設備 を持つ。

4.4.3本 シス テ ムの特 徴

(1)本システムを構築す る以前に実用化 されている遠隔教育 システムの受信局で

も利用で きるよ う受信 局の タイプを3種 類用意 している。

(2)上が り回線 として衛星通信回線 に限定 しな くて もISDNを 利用で きる等、

受信局の費用が安価 になるよ う考慮 している。

(3)CAIと 融 合 した教 育 が で きる。

4.5シ ステム構 成

4.5.1ハ ー ドウ ェア 構 成

(1)発信 局 の構 成

図4-10に 示 す とお りで あ る。

(2)拠点受信局の構成

図4-11に 示す とお りであ る。

(3)委嘱受信局 の構成

図4-12に 示すとお りである。
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(4)受信専用局の構成

図4-13に 示す とお りで ある。

4.5.2ソ フ トウ ェア構 成

広 義 の意 味 で の講 義 、 テキ ス ト等 の教 育 ソフ トウ ェアを 除 き、次 の ソフ ト

ウ ェアか ら構 成 され る。

(1)CAIソ フ ト

遠隔での講義を補完す る目的での ドリル型のCAI、 または提示教材 とし

てのアニ メー ション等 の表示 ソフ トウェア。

(2)リ スポ ンス ・ア ナ ラ イザ ・ソフ ト

パ ソ コ ンまた は ス イ ッチ ・ボ ックス を利用 した リス ポ ンス ・ア ナ ライザ の

デ ー タ集 計 、転送 、発 信 局 で の集 約等 を行 う ソフ トウ ェア。

(3)パソコン通信 ソフ ト

提示教材 としてのイ メー ジ情報の転送、委嘱受信局か らの質問等 のための

メ ッセー ジ通信 ソフ トウェア。
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4.6シ ステム運 用形 態

4.6.1シ ス テ ム 管 理 者

(1)無線局の維持運用

発信局 および拠点受信局 に無線従事者資格を持つネ ッ トワーク管理者を配

置 し、無線通信設備を含むネ ッ トワークを維持 運用する。

(2)放映 スケジュールの作成 と配布

決め られ た研修計画 に基づ き、教育 内容、方法を吟味 し、半期 ごとに放映

スケ ジュールを決め関連あ るところに配布す る。

(3)障害時の連絡

発信局設備 または衛星通信回線等の障害によりスケジュールの変更を要す

るときは関係箇所に連絡す る。

4.6.2発 信 局 で の講 義

(1)スタジオでの講義

ス タジオ ・タイプの講義 は原則 と して講師の単独操作によ る。

(2)教室での講義、テ レビ会議 イメー ジでのディスカ ッション

講義 は原則 と して講 師の単独操作による。 ただ し、テ レビ会議 イメージで

のデ ィスカッション、CAIと 融合 した講義等、科 目内容によ ってはカメラ

操作等のために1～2名 の補助者をおいて運用す ることがあ る。

(3)カメラマ ン

カメラマ ンは講師が黒板を使用 した ときなどの カメラのズ ーム操作や講師

の動 きにカメラを追従 させ る。講師が動 く必要のない場 合 はカメラを固定 し

無人 とす る。
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(4)その他の補助者

その他 の補助者 は、講義の進行状況や講師の指示で放映す る映像 ソースの

切 り替えや拠点受信局の選択を行い、講師の負担を軽減 させる。 これは講師

が行 うこと も可能であ るが 、グループ討議等で講師が頻繁に拠点受信局を選

択す る際 は補助者を置いて運用す る。

4.6.3運 用時間帯

研修スケ ジュールに沿 った運用 にな る。 したが って、運用の期間 として は

散発的であるが、開催期間中は9:30～16:30の 終 日運用を行 う。

ただ し、委嘱受信局、受信専用局では、開催す るコースによっては実効的

に時間運用 にな る場合があ る。
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第5章 期待 され る教育効果 と課題

本章では、 システムが運用 されたときにどのような効果が期待で きるか につ

いて述べ る。

遠隔教育 システムの構築 は、その基本的な機能である遠隔地 に対 して タイム

リな講義が行え るといった第一義的な効果だけでな く、さまざまな波及効果を

持た らしている。'

ここでは、遠隔教育 システムの波及的効果を 「教育運営 」、「学習者 」、「講

師」の3っ の側面に分 けて考 えてみると次のよ うに表す ことがで きる。

〈教育運営への効果〉

・移動 に伴 う時間 と経 費の削減

・教育 ・訓練 の生産性 の向上

・教育 ・訓練 の質的向上(専 門家 によ る講義)

・教育の重要性の再認識

〈学習者 に対す る効果〉

・最新の情 報を タイム リに得 る ことが可能

・教育の受講機会の増 大

・学習者の参加意識の増大

・学習者間のネ ッ トワー クの形成

〈講師に対する効果〉

・教育方法の再認識(教 育方法、教材の見直 し)に よる質の高い講義 の

実施

・全国の学習者の状況把握が可能

5.1教 育運営への効果

(1)移動 に伴 う時間と経 費の削減
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移動 に伴 う時間 と経 費の削減 は、学習者および講師に関わ る事項である。

これ は全体的には教育の運営面での経費削減効果 と して捉え ることがで きる。

ここで述べ る削減経 費は、移動 に伴 う旅費 と宿泊費およびその移動に伴 って

発生す る工数の総計 によ って見積 られ る。 さらに、 これ に加 えて機会損失の

効果(仮 に移動時間に本来の業務を遂行 していた とした場合 に得 られ るであ

ろ うさまざまな利益)を 加味す る場合 もある。

(2)教育 ・訓練の生産性の向上

専 門性 を もって しか も講師 と しての資質のあ る人材の確保 は教育 内容が多

様化 してい くなかで ますます困難になってきている。 このよ うな背景をふま

えて、教育 ・訓練 の生産性の向上は重要な課題 とい うことがで きる。遠隔教

育 システムの利用 によって多忙な講師の移動が軽減 され、またメデ ィアの活

用によ って多数の学習者への教育、訓練を実施す る ことが可能になる。

(3)教育 ・訓練の質的 向上(専 門家による講義)

上記で述べたよ うに、専門性を もって しか も講 師 としての資質のある講師

による講義の受講が可能 になる。教育 ・訓練の質 的向上を図 ることがで きる。

(4)教育の重要性 の再認識

教育運営のなか に新 しいメデ ィアを取 り入れてい くことによって、教育へ

の取 り組みが活性化 されて い く。

5.2学 習者に対す る効果

(1)最新の情報を タイム リに得 ることが可能

学習者 にとって は、必要な情報を居なが らに して適切な講師か らタイム リ

に得 ることがで きる。

(2)教育の受講機会の増大

地域の学 習者 にとっての受講す るときの大 きな問題点の一つ と して 、教育

・訓練の場(機 会 、メニ ュー)が 少ない ということが挙げ られ る。 これを全
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国 レベルで解消 しよ うとす るのが遠隔教育 システムである。

(3)学習者の参加意識の増大

遠隔教育 システムで は、授業の方法によ って は通常の授業に増 して学習者

の参加意識の高揚を図 ることがで きる。 メデ ィア(教 室設計 に依存する)に

よ って学 習者一人 ひとりに語 りか けるよ うな授業が行え る。 また、一つの教

室 内の学 習者数を制限することによ って、 あたか も小人数によるゼ ミナール

を受 けているかのよ うな雰囲気を作 り出す ことがで きる。

(4)学習者 間のネ ッ トワー クの形成

双方 向の遠隔教育 システムによる教育 ・訓練 には、学習者 一講 師間、学習

者 一学習者間の コ ミュニケー ションを促進する働 きがあ る。地域 を越えた、

各 々の立場での疑問点を相互に知 ることによって学習者 間の連帯感が生 まれ

て くる。

5.3講 師 に対す る効果

(1)教育方法の再認識(教 育方法 、教材 の見直 し)に よる質の高い講義 の実施

講師は、新 しい メデ ィアを活用す ることによ って、自分 自身の教育方法や

既存 の教材を見直 し、結果的 にいままでよ り質の高い講義が行われ るといっ

た効果が ある。

(2)全国の学習者 の状況把握が可能

双方向の遠隔教育 システムによって通常の大 きな教室を用いた一斉授 業よ

りむ しろ学習者の状況を把握することが可能である。

効果事例

衛星通信を利用 した遠隔教育 システムはまだ歴史が浅 く実績 もないため に、

教育効果を具体 的に記述す ることは難 しい。 しか し、先進企業の導入事例に

よ り教育効果 を予測す ることは可能であ る。以下に、ある企業の遠隔教育 シ

一205 一



ステ ムの事例にっいて、その教育効果 を述べる。

この企業では、民 間衛星通信を利用 した遠隔教育 システムを構築 し、運用

を開始 した。 この システムは、社 内お よび販売会社の営業 マ ン、SEお よび

ソフ トウ ェア技術者 の教育を効率 的に実施す ることを狙い としている。

東京の スタジオ教室 と各地の遠 隔教室 とを衛星通信で結 び、映像 と音声を

双方 向で伝送す るもので双方向 コ ミュニ ケーシ ョンが容易に行え るものであ

る。

設備 はVSAT等 を配置 して経済的なネ ッ トワー クを構 築 して いる。

また、教室の設備 には高精細なデ ィスプ レイを使 った集合教室 と20イ ンチ

テ レビによるグループ受講用教室が ある。そ して学習者がいつで も講師 に質

問が で きるよ うに リスポ ンス ・アナライザを設置 している。

このよ うな工夫 によ り普通の授業 と同等の臨場感 と双方向性が得 られ るよ

うにな っている。 この例で 見 られ るよ うに、伝送系にはVSAT等 を利用 し

た経済的なネ ッ トワー クを構築 し、 ヒューマ ン ・イ ンターフ ェースと しての

教室設備は高機能 な ものにす ることで教育効果を上 げるとい う試み は、今後

の遠隔教育の一つの流れであろ う。

これ によって、教育効果 は普通 の授業 と何 ら変わ らない し、場合 によ って

は普通 の集合教育以上 の教育効果が期待で きる。

おわ りに

従来の教室形式では、増加の一途 をたどる教育への要求 に追 い着 くことは不

可能 である。今後の要求 に対処す るには種 々の方法が考 え られ るが、遠隔教育

はその最善の解決策のひ とつ と言え る。

遠隔教育 システムを導入するの は簡単で あるが、効果的に実施 し、成功 させ

るための一番のキー ・ポイ ン トは講師の意識であろ う。多人数を相手にす るに

は仕方がないか ら、他 に方法がないか ら、上か ら強制 され るか ら、 とい った理

由で遠隔教育に踏み切 ったと して も決 してよい結果を得 ることはで きない。む

しろ、教室以上 の効果 を期待で きるはずであ ると考え、何で も積極 的に取 り入

れ る姿勢 ・熱意が遠隔教育を成功 させ る秘訣である。 これは遠隔教育 のみな ら
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ず通常 の教室教育において も共通す ることである。

遠隔教育は教育を提供す る側(発 信側)だ けの発想で はうま く行かない。学

習者側 の動機づ け、OJTの 中での体系化、各受信局のサイ ト・マネー ジャと

の連携 などが十分に機能 しない と意味が ない。遠隔教育では何が可能か不可能

かを考慮するのではな く、何 を実現 したいかを先に考慮 して、それによって導

入す るべ き設備 ・システ ム要件を決め るべ きであ る。

まさに案ず るよ り生むが易 しの言葉どお り、遠隔教育は導入前にいろいろ と

考 えるほど難 しい ことで はない。講師は黒板 ・机の教室 と異 なることを恐れる

必要 はない。大部分 は通常教室 と全 く同 じ、 もしくは教室以上 に使いやすい も

のである。 この ことは、教室で成功 して いる講師の授業は必ず遠隔教育で も成

功 すると考えてよい。
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付属資料

付属資料

付属資料

《 付 属 資 料 覧 表 》

1.教 授法調査 ア ンケー ト票

2.教 授法調査 ア ンケー ト集計

3.遠 隔教育 システムに関するア ンケー ト調査票

4.遠 隔教育 システムに関す るアンケー ト集計

5.遠 隔教 育 システ ムモデル とその構成法(学 会論文)

6.ビ デオ コースウェアの調査
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付 属 資 料1.教 授 法 調査 ア ンケ ー ト票

(1～6:現 在 の 研 修 状 況 、7:遠 隔 教 育 を想 定 した 時 の教 授 法 アンケート項 目)

1. カ リキ ュ ラ ム名 担 当講 師名

2.教 授 方 法(1コ ー スの 中 で の 割 合 を概 数 で お答 くだ さ い)

(1)講 義 〔 〕%(6)デ ィ ス カ ッ シ ョ ン・・〔

(2)実 習 マ シ ン実 習 〔 〕%(7)発 表 学 習 〔

机 上 演 習 ・・ 〔 〕%(8)ロ ー ル プ レー イ ング 〔

そ の他()〔

(3)テ ス ト 〔 〕%

(4)息 抜 き 〔 〕%

(5)そ の 他()〔

3.教 授 形 態(1コ ー ス の 中 で の 割 合 を概 数 で お答 くだ さ い)

(1)一 斉 学 習 〔 〕%

(2)グ ル ー プ学 習(ゼ ミ形式 も含 む)〔 〕%

(3)個 別 学 習(CAI、 自 習 等)・ … 〔 〕%

(4)そ の 他()〔

4.利 用 して い る教 材 、 メ デ ィア(丸 印 を付 与)

(1)テ キ ス ト(市 販 、 自作)(5)ビ デ オ

(2)プ リ ン ト(6)黒 板

(3)コ ン ピ ュー タ(7)パ ネ ル

(4)OHP(8)そ の 他(

5.講 師 の 人数/コ ー ス()人

6.教 授 法 の特 徴 お よび ポ イ ン ト

%

%

%

%

〕

〕

〕

〕

〕%

〕%

)

【裏 面 もあ り ます の で よ ろ し くお 願 い い た します 】
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7.遠 隔 教 育(講 師 と受 講 者 が 離 れ た場 所 で 教 育 を 行 う形 態)で の教 授 法 で 大 事 な

こ とは 何 です か?

(Dこ の コー ス は遠 隔教 育 シス テ ムで 実 施 可 能 で す か?(丸 印 を付 与)
・可 能

・.不 可能

〔可能 な場合 〕

どのよ うな形態で研修が可能 ですか?
・ライブ(生 の)授 業 をそのまま遠 隔教育で実施 す る

・コース全体を ビデオ教材 で行 う

・その他()

〔不可能 な場合〕

その理 由を記述 くだ さい

(2)遠 隔 教 育 で の 教 育 効 果 は通 常 の 教 室(講 師 と受 講 生 が 同 じ教 室)で 行 う授 業 と

比 較 して学 習 効 果 は ど うで す か?(丸 印 を付 与)

・上 が る

・変 わ らな い

・下 が る

(3)ビ デ オ 動 画 に つ いて;講 師 の 教 授 状 況 はそ の ま ま受 講者 側 に映 像 と して 映 し出

され るが 、 受 講 者 の 受 講 状 況 を 講 師 側 に どの よ うに 伝え る こ とが 必 要 か?

(丸 印 を 付 与)

a.必 ず ビデ オ 動 画 で 受 講 者状 況 を 講 師 側 へ 映 し出 され る こ とが 必 要

b,ビ デ オ 動 画 で 映 し出 さ れ る機 能 が あ れ ば 、 あ った でよ い

c.な く て もよ い

(4)双 方 向性 に つ い て;受 講 生 か らの 質 問 は(丸 印 を付 与)

a.リ ア ル タイ ム で講 師が 受 け付 け られ な けれ ば な らない

b.電 話 をか け た ぐ らいの 間が 開 い て もか まわ な い

c.質 問 を受 付 られ な くて も支 障 は な い

(5)遠 隔 教 育 で の教 授 法 、教 材 、 メ デ ィア との 融 合 、 遠 隔教 育 の 付 加 価 値 等 に

つ いて 自 由 な ご意 見 を 記 述 くだ さ い

《ご協 力 有 難 う ござ い ま した》
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付 属 資料2.教 授 法調 査 ア ンケ ー ト集 計

将 来 、CAITで の 遠 隔 教 育 システ ムの 利 用 を 想 定 して 、 そ の と きに ど の よ う

な ニ ー ズ が あ るか を 洗 い だ す た め 、 次 の 二 点 にっ いて ア ン ケー ト調 査 を 行 った 。

・現 在 、CAITで 行 わ れ て い る 研修 の 状 況 は ど うか?
・そ の研 修 を遠 隔 教 育 シス テ ムで 実 現 す る と きの ニ ー ズ と して は何 が あ る か?

ア ンケ ー トの 対 象 と して は、CAITで の イ ンス トラ クタ ー お よび 受 講 者 の両

者 に 実 施 す る こ とが 望 ま しい が 、 今 回 はCAITで の 研 修 を担 当 して い る イ ンス

トラ ク ター55名(複 数 の コ ー スを 担 当 して い る イ ンス トラ ク タ ー)を 対 象 に ア

ンケ ー ト調 査 を 実 施 した。 回 答 者 数 は24名(回 収 率44%)で あ った 。

ア ンケ ー ト集 計 ・分析 に 当 た って は 、 次 ぎの 三 つ の 研 修 コ ー スを 担 当 して い るC

AITの イ ンス トラ ク ター別 に 分類 し調 査 した 。

a.地 域

b.高 度

E

E

ト

S

S

ス

地 域 で のSE育 成 コー スを 担 当 して い る イ ンス トラ ク タ ー
・・… ・・… 高 度SEの 育 成 コー スを担 当 して い るイ ンス トラ ク タ ー

iラ.㌘.汐二 ・・専 門 学 校 の イ ンス トラ ク ター 育成 コー ス を担 当 して い るイ

ンス トラ クタ ー

《 全 体 の 印 象 》

1.現 在 のCAITで の 研 修 状 況

地 域SE/高 度SEで はSEを 育 成 す る と い う こと もあ って 、講 義 の 他 に デ ィ

ス カ ッ シ ョン ・発 表 学 習 ・ロー ル プ レー イ ング な どの 教 授 方 法 を多 く取 り入 れ て

い る。 教授 形 態 も一 斉学 習 の 他 に 、 グル ー プ学 習 形 態 を 多 く利 用 して い る。 専 門

学 校 の イ ンス トラ ク ター を対 象 と した 研 修 で は講 義 中心 で の 一 斉 学 習 形 態 が 主 流

の よ うで あ る。

2.遠 隔 教 育 へ の ニ ー ズ

現 在 、実 施 され て い る地 域SE/高 度SEの コ ー スが 遠 隔 教 育 シス テ ムで 実 現

で き るか ど うか に っ いて は ど ち らと も言 え な い と い う意 見 が 多 か った 。 遠 隔 教 育

が 実 現 出来 た と して も、 ラ イ ブ授 業 や ビデ オ 教 材 で の 学 習 だ け で は な く、 双 方 向

の 機 能 を ふ ん だ ん に と りいれ た学 習形 態(そ の 他93%,100%)を 望 ん で い

るよ うで あ る。 一 方 、 専 門 学 校 の イ ンス トラ ク タ ー育 成 コー ス で は 、現 在 の 研 修

方 法 が 講 義 中 心 で の 一 斉 学 習 の 形 態 が 多 い た あ 遠 隔教 育 に な って も実 現 しや す く

(可 能:78%)、 ラ イ ブ授 業(80%)で 実 現 可 能 とみ て い る。

遠 隔教 育 で の 受 信 局 か らの ビ デオ 放 映 に つ い て は イ ンス トラ ク ター は殆 ど 関 心 を

示 さ な か った 。(0%)

r教 授 法調 査 ア ン ケー ト(集 計)』 につ い て は 次 頁以 降 を参 照 。
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(1～6・ 現 在 の 研 修 状 況 、7:遠 隔 教 育 を 想 定 した時 の教 授 法 の アンケート項 目)

1.回 収 件 数(件)

回 答 者 数(人)

地.・域'SE【15】

【24】

合 計 【29】

2.教 授方法(平 均利 用率%)

(D講 義

(2)実 習 マ シ ン実 習

【43】

(3)テ ス ト

(4}息 抜 き

机上演 習

そ の 他(チ ー ム 演 習)・ ・・… 【

(5)デ ィ ス カ ッ シ ョン(集 団 討 議 含 む)

(6)発 表 学 習

〔7)ロー ル プ レー イ ング

(8)そ の 他(事 務 連 絡 他)

(計)

】

】

】

】

】

】

】

】

】

O

1

8

0

0

2

2

0

3

1

0

3

1

【

【

【

【

【

【

【

【

%

】

】

ES

5

3

度

3

2

高

【

【

【0】

【11】

【0】

【0】

【18】

【6】

【7】

【0】

100

【73】

【3】

【8】

【0】

【0】

【3】'

【9】

【4】

【0】

【0】

100

】

】

】

】

】

】

】

】

】

】

0
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0
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7

0

0

0

⊂
J

り
'

【

【

【

【

【

【

【

【

【

【

3.教 授 形 態(平 均 利 用 率:%)

(D－ 斉 学 習 【53】

(2)グ ル ー プ 学 習(ゼ ミ 形 式 も 含 む)・ ・ 【38】

(3)個 別 学 習(CAI、 自 習 等)・ … ・・ 【5】

{4)そ の 他(ワ ー ク シ ー ト)【4】

(計)100

【39】

【39】

【22】

【0】

100

4.利 用 して い る教 材 、 メ デ ィア(教 材 ご との 利 用 率 。%)

員十i%

【78】 【59】

【13】 【30】

【5】 【8】

【4】 【3】

100100

(1)テ キ ス ト(市 販 ミ 自作)

(2)プ リ ン ト

(3)コ ン ピ ュ ー タ

(4}OHP

(5)ビ デ オ

(6)黒 板

(7}パ ネ ル

】

】

】

】

】

】

】

0

0

7

7

3

0

3

0

0

1

9
]
2

8

1

1

1

【

【

【

【

【

【

【

(8)そ の 他(カ ー ド、 ワ ー ク シ ー ト)・ ・ 【27】

【100】

【25】

【25】

【50】

【25】

【100】

【25】

【25】

例;100%→ あ ら ゆ る コ ー スで 利 用 され て い る こ と を示 す 。

50%→ コ ー スの 半 分 で 利 用 され て い る こ とを 示 す 。
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5.講 師 数:人/コ ース 地'城IS…E【15】 毒寿'度SE【13】

6.教 授 法 の 特 徴 お よ び ポ イ ン ト

《 地 域S・'E・ 》

1.プ ロ ジェ ク ト管 理

(そ の 一1)

講 義 と小 グル ー プ編 成 の デ ィ ス カ ッ シ ョンを交 互 に行 い 、全 体 を通 じて有 効

な 結 論 に誘 導 す る 。(集 ま っ た受 講 者 の年 齢 層 、 レベ ル 、立 場 の平 均 値 に合

わ せ た指 導 を す る こと が 理 想 なの だ が ・・…)

(そ の一2)

各人が悩んで いる問題 を持 ち寄 って一緒に考え解決策を討議す る実践的な教

育 をめ ざす。 ただ し会社 の機 密 もあ るので平均 化 した事例を主 と して対象 と

し各人の参考 に して も らうのが現 実の姿 となろ う。

(そ の 一3)

講 義 を 大 事 に す る(補 助 資 料 、事 例 な ど 含 む)/グ ル ー プ デ ィ スカ ッ シ ョン

(テ ー マ ごと に)

2.問 題 発 見 ・解 決 技 法

(そ の 一1)

本 コ ー ス の特 徴 は

・思 考 固 定 的 な ア プ ロー チ か ら創 造 的 アプ ロ ー チへ の 転 換

・技 能 実 践 的 な 問 題 解 決 力 の 向 上

・知 識TPOに 応 じた 各種 技 法 の 理 解 適 用

この 実 現 の た め 次 の よ うな方 針 で 教 授 す る

・グル ープ 演 習 中 心 の ア プ ロー チ に よ る参加 型
、 自律 性 尊 重 の 教 育 方 法 を

ベ ー スに す る

・イ ン ス トラ ク タ ー は討 議 され て い る問題 の 内容 に は い ち い ち関 与 せ ず 問

題解 決 の ス トー リに 応 じ発 想 を 引 き出 す役 割 に徹 す る

(そ の 一2)

グ ル ー プ討 議 を 中心 とす る5段 階 問 題 発 見 ・解 決 プ ロ セ ス の体 験 学 習。 将 来

ソフ ト支 援 ツ ー ル を 強化 す る予 定

(そ の 一3)

い くつ か の プ ロセ ス に分 け た問 題 の 発 見 か ら解 決 まで の 集 団 討 議 セ ッシ ョ ン、

討 議 内 容 は あ らか じめ 用 意 した用 紙 に 記 録 し、 最 後 に 発 表 す る。 時 々、 問 題

の 分 析 を コ ン ピ ュ ー タプ ロ グ ラ ム で構 造 化 す る 。

(そ の 一4)

・グ ル ー プ学 習が 主 体
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・本 コ ー ス は模 擬 体 験 の 場 と考 え て い る

・参 加 者 自身 の 「発 想 を 引 き 出 す 」 こ と、 お よ び 「引 き 出 した 発 想 を わ か る

よ うに表 現 す る 」 こ と を訓 練 す る

・TPOに 応 じた技 法 の適 用 、実 践 的 な能 力 の 向 上

3.教 授 法

(そ の 一1)

・本 コー ス は教 授 法 そ の もの を 教 え る コー スで あ るた め 、 コー ス内 容 そ の も

のが 例 示 に な っ て い る 。

・実 技 演 習(机 上 演 習 お よ び 発 表学 習)の 比 率 が 高 い

・VTRを 活 用 す る(VTR撮 影 利 用)

・受 講 者 と講 師 の や り取 り、受 講 者 ど う しの や り と りを含 む

(そ の 一2)

・3回 の 発 表(プ レゼ ンテ ー シ ョ ン実 習)→ 身 に つ くプ レゼ ンテ ー シ ョン

・ビデ オ収 録 にて 自 己学 習(復 習)

・体 系 的 教 育 手 法 ・学 習 等 につ い ての 講 義

(そ の 一3)

・実 習 を 多 く と り入 れ た実 践 的 イ ンス トラ ク ター

・小 人 数 制 の 行 き届 いた 研 修(相 互 啓 発)

・理 論 と実 践 を 伴 っ た研 修 リー ダの 養 成

(そ の 一5)

OHP、 ビ デ オ の 効 果 的 使 用/ロ ール プ レー イ ング活 用

4.実 践 的 ソ フ トウ ェ ア開 発 技 術 修 得 コー ス

(そ の 一1)

・教 科 書(テ キ ス トと して 使用 、 配布 済 み)を 抜 粋 したOHP資 料 を 中心 に

要 点 の み を お さ え 実務 的 側 面 か ら講 義 をす る

・講 義 の 内容 を グ ル ー プ 演 習(討 論 、 発表 、質 疑 応 答)に よ り実 際 に学 習 す

る機 会 を与 え る

・講 義 中心 で もで きる だ け双 方 向 に な る よ う講 師 が 質問 を 投 げ か け る、 そ の

た め に受 講 者 に質 問 事 項 を事 前 に送 り、考 え て お い て も ら うよ う にす る

(そ の 一2)

受 講 生 との 会 話 を 重 視 して い る

(そ の 一3)

講 義 中 心(主 体)か らDoing(演 習 ・デ ィス カ ッシ ョ ン)型 へ の 変 更

《 高,度,,SE》

1.提 案 型 行 動 力 修 得 コー ス
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(そ の 一1)

・徹 底 的 に 「気 づ き」 引 出 し型(1ecture、 問 い か け 、行 動 演 習 の統 合 に よ る)

運 用
・考 え 方 、 ア プ ロー チ 方 法 の フ レー ム提 示 に もとつ く企画 書 作 成 の 個 別 ・グ

ル ー プ演 習

・フ ィ ー ル ドに帰 っ て の行 動 目標 と 「まつ は の 行動 」 明確 化 誘 導

・WHY(SEの 職 業 観)とHOW(顧 客 との 接 点 で の ア ク シ ョ ン)の 統 合 の 中 で

のWHAT(知 識 、 技 術)の 行 動 的体 得

受 講 生 参 画 の 「劇 場 」(メ イ ン脚 本 は あ る もの の1回1回 が 状 況 対 応 で 研 修

進 行 が そ の ま ま脚 本 生 成 で あ る)志 向

(そ の 一2)

・ケ ー ス ス タデ ィ

・顧 客 の 情 報 シ ステ ム担 当 キ ー マ ンへ の 提 案 演 習

・チー ム活 動 に よ る企 画 書 作 成

・ホ ッ トな 働 きか け を 重 視 した運 用

2.ネ ッ トワー クエ ン ジニ ア養 成

解 説 は 基 本理 論 を 中 心 に展 開 す る。 事 例 は 出来 る限 り実 務 か ら得 た もの で 説

明 す る。

《 雀iiiジ.i灘ii.i'ト ラ..ク 、i'タ ー ・ 》

1.情 報 処 理 と コ ン ピュ ー タ(Dコ ー ス)

(そ の 一1)

普 通 の 一 斉 講 義 とVTRを 組 み合 わせ て 行 って い る と ころ で あ る。 いろ い ろ

改 善 した い と こ ろが あ る。

(そ の 一2)

・学 習 目標 を 明 確 にす る

・簡 易 型KJ法 で 受 講 者 に参 画 さ せ る

2.情 報 処 理 科 目教 育 上 の ポ イ ン ト(Aコ ー ス)

内 容 的 に講 義 の み に な らざ る を得 な い。 補足 資 料 で 、 で き る限 りカ バ ー して

い る(学 習 効 果 を 維 持 す る た め に)

3.シ ス テ ム技 術 の 最 近 の動 向(Eコ ー ス)

(時 間 比 率)

講 義 部 テ キ ス ト&黒 板 →

プ リ ン ト&OHP→

ビ デ オ 部 → → → → → → → → → →

コ ン ピュ ー タ部 → →→ → →→ →

50%

10%

10%

30%

ビ デ オ 、 コ ン ピ ュー タ実 習 の 講 習 部 分 が 効 果 を 上 げ て い る(講 義 の み は で き

るだ け避 け る)
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4.シ ス テ ム開 発 と運 用(Cコ ー ス)

・短 期 間 に講 義 、 演 習 を行 う ため

・ハ ー ドで あ るが 、 や る気 の あ る人(専 修 学 校 教 員 の 再教 育)に は役 立 つ。

・いや いや の 方 に は全 く役 立 た な い

7.遠 隔教育(講 師 と受講者が離 れた場所で教育を行 う形態)で の教授法で大事

なことは何か?

(Dこ の コー ス は遠 隔 教 育 シス テ ム で実 施可 能 か?(件 数 に よ る率 ・%)

・可 能

・不 可 能
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可 能 な 場 合

どのよ うな形 態で研 修が可能か?(件 数 による率:%)

・ ラ イ ブ(生 の)授 業 ・・ 【

・ビデ オ教 材

・ そ の 他
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【
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－CRT画 面 上 に よ る情 報 の提 示 、 テ レビ会 議 の 併 用 な どの

施 設 と ソ フ トの 開 発 が 条件
一 パ ソ コ ン会議 で 行 う予 定

一(セ ンターインストラクターと分散 インストラク撒一)+(VTR)+(双 方 向 コミュニケー

ション)

-TV会 議 を 併 用 す れ ば 可 、一 方 通 行 では 駄 目

一 コ ン ピ ュー タ通 信 に よ る講 師 と受 講 者 の 会 話 形 式

一 講 習 と実 習 に 分 け て 、 講習 のみ 可

一 〇HPス ク リー ン(2台)と 講 師 像 の等 身 大 映 写(動 画)

一 質 問 な ど を受 け 付 け る た め双 方 向 通 信 が 必 要

一 講 義 部 分 の み 可 、 マ シ ンに よ る実 習(デ モ ン ス トレー シ ョン)

部 分 は不 可
一 支援 ソフ トの 開 発 が必 要 だが 開 発 が すめ ば 、 遠 隔 地 相 互 を結

ん で 多 元 的 に 授 業 を 進 あ る こ とが 可 能
一 カ リキ ュ ラム が 改訂(1年 後 以 降)し 安 定 した と き、 但 し講

義 の うち の30%程 度)但 し集 合 教 育 の 方 が ベ タ ー
一 双 方 向動 画通 信

一 コ ー ス の一 部 を ビデ オ
、実 質 は各 クラス の サ ブ イ ンス トラ ク

タ ーが 対応
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不 可 能 な 場 合

《 地 ・::・i域 …S'"IE》

1.プ ロ ジ ェ ク ト管 理

全体 を小 グル ー プ編 成 に しデ ィ ス カ ッシ ョンす る時 間 が 長 い。 講 師 は 各 グル
ー プの デ ィス カ ッ シ ョ ンを 巡 回 し、 そ の 進 行 状 況 に 合 わ せ て 指 導 す る(助 言 、

支援 、指 導 等)必 要 が あ る。 各 グル ー プ の 身 近 に い る必 要 が あ る。

2.教 授 法

(そ の 一1)

本 コ ー ス は プ レゼ ンテ ー シ ョ ン実 技 演 習 が あ り、 遠 隔 教 育 で は実 技 観 察 が 困

難 で あ る し、 ま た 臨 場 感 を 欠 く内 容 に な る

(そ の 一4)

・実 習 で は個 別 対 応 の 授 業 と な る

・発表 で は学 習者 各 自の 意 見 交 換(ロ ール プ レー イ ング)が 必 要

(そ の 一5)

実 際 に そ の 役 割 を 演 じて も らい、 目の 前 で それ を コメ ン トす る 方式 だ か ら。

そ もそ も 「目の 前 で 行 う」 こ とが 目的 の カ リキ ュ ラ ム だ か ら。

3.実 践 的 ソ フ トウ ェ ア開 発 技 術 修 得 コー ス

(そ の 一1)

よ り 実 践 的 な 内 容 にす る た め 、現 場 の人 々の意 見 を リア ル タ イ ムに聞 く と と

も に コ メ ン トを 出す と い う形 態 が効 果 的 で あ る た め

(そ の 一2)

や っ て み な い と分 か らな い

(そ の 一3)

演習成果 の発表時 の講師側か らのK/R

《 高 度SE》

1.提 案 型 行 動 力修 得 コ ー ス

受 講 者 と講 師 と の サ シの や り と りを"目 玉"に して い る の で 遠 隔教 育 で は 臨

場 感 が 難 しい

2.ネ ッ トワー クエ ン ジニ ア養 成

放 送 的 な一 方 向 通 信 で 全 国 で 一 斉 に受 信 学 習す る(NHKの 教 育講 座)も の

は定 期 的 に科 目別 に 行 え る。 ポ イ ン ト ・ツ ー ・ポ イ ン トで 質 問 を受 け る もの
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は 講義 時 間 数 に 問題 が あ る と思 う、 この 形 式 で 、1:Nは 可 能 。

《 イ ン ス ト ラ ク タ ー 》

Lシ ス テ ム開 発 と運 用

・遠 隔部 分 と直 接 部 分 を 交 互 に混 ぜ る こ と は可

・人 と人 との 接 触 が 大 切 で あ り、 ポ イ ン トで あ るた め

2.教 育 効 果 を高 め るた め の 教 育 指 導 法 の ポ イ ン ト(Bコ ー ス)

・実 習 で は個 別 対 応 の 授 業 と な る

・発 表 で は学 習 者 各 自の 意 見 交 換 が必 要

(2)遠隔教育での教育効果 は通常の教室(講 師と受講生が同 じ教 室)で 行 う授業

と比較 して学習効果 はどうか?(件 数 による率:%)

a

L
U

C

上が る

変 わ らな い

下が る

】

】

】
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高度 ・ISIE%

【0】

【25】

【75】
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】

】

】

0

6

6

8

0
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4

【

【

【

】

、
」
】
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1
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8

1

【

【

【

③ ビデオ動画について;講 師の教授状況 はそのまま受講者側 に映像 と して映 し

出され るが、受講 者の受講状況を講師側にどのよ うに伝え る ことが必要 か?

(件 数 によ る率:%)

a.必 ず ピデ働 画が 必 要 【53】

b.ビ デ オ動 画 が あ って もよ い ・… 【40】

c.な く て も よ い 【7】

(計)100

【50】

【25】

【25】

100

【44】 【50】

【44】 【39】

【12】 【11】

100100

(4}双 方 向性 につ いて;受 講 生 か らの 質 問 は(件 数 によ る率.%)

a.リ ア ル タ イ ム で 受 け 付 け る ・… 【57】

b.時 間 が 少 し か か っ て も よ い ・… 【43】

c.質 問 を 受 付 ら れ な く て も よ い ・・ 【0】

(計)100

【25】

【50】

【25】

IOO

【56】

【44】

【0】

100

【52】

【45】

【3】

100

(5)遠 隔 教 育 で の 教授 法 、 教 材 、 メデ ィア との 融 合 、遠 隔教 育 の付 加 価 値 等 に つ

いて 自 由な ご意 見 を記 述 して くだ さ い
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《 地 … …、…域 －s・E》

1.プ ロ ジ ェ ク ト管 理

(そ の 一1)
・(放 送 大 学 と ほ ぼ同 様)一 方 向 的 に 講 義 す る場 合 は遠 隔 教 育が 有 効(但 し、

受 講 者 の 反応 は ど う して も把 握 しに く くな る)

・(TV電 話 の イ メ ー ジ)講 師/受 講 者 間 の 密 な る コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが 必

要 な場 合 は 人 数 を 極 端 に少 な くす る こ とが 必 要(遠 隔 教 育経 由 の場 合)
・上 記 の 中 間 の場 合 、 遠 隔 教育 は非 常 に 使 い に くい ので はな い だ ろ うか 。 コ

ミ ュニ ケ ー シ ョンの ノ ー ド(M人 ×N人)が 多 くな る と遠 隔教 育 を経 由す

る こ と に よ り コ ミュニ ケー シ ョ ン量 が少 な くな る し遅 れ る(コ ミ ュニ ケ ー

シ ョ ン しに く くな る)。

(そ の一2)

教授法 は若干変 更す る必要があろ う。 ビデオ教材 は講義をそのまま撮 った

ので は駄 目。 シナ リオを作 り直す必 要があ る、遠隔教育 は今までのよ うに

会場 に人 を集 あたので はあま り意味 が無い と思 う。

(そ の一3)

マルチメデ ィア教材を含む付加価値 教育が必要/内 容を整理 したサプテキ

ス ト(補 助 資料)必 要

2.問 題 発見 ・解決技 法

(そ の一1)

問題 解決に関す る指導 は参加者の発想を引 き出す ことが必 須の要件 とな り、

なかなか指導者に人 を得が たいので遠隔教育 によ って質の高い教授が行われ

れば付加価値 は上が る ものと思われ る

(そ の 一2)

将 来 、 大 い に活 用 す る こ とに な る と思 う

(そ の 一3)

リア ル タ イ ムで な く電 子 メー ル 等 を活 用 した 会 話 形 式 の 教 授(通 信教 育 的 な)

の 有 効 性 は あ る だ ろ う。

(そ の 一4)

教 材 ・自習 ツ ー ル ・シ ミュ レー タ等 を ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン上 に整 備 す れ ば 十

分 に遠 隔教 育 は可 能 で あ る し、 理 解 しに くい と こ ろ は 、繰 り返 し自習 で き る

の で 付 加 価 値 は あ る。

3.教 授 法

(そ の 一1)

知 識 修 得 を 主 目的 に した コー スが 遠 隔 教 育 に 向 い て い る。 著 名 な先 生 の 授 業

が 地 方 で受 け られ る こと 、 コー ス準 備 に時 間が とれ るな ど の メ リ ッ トが あ る

と思 う
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(そ の 一3)

・情 報 処 理 技 術 者 の 養 成・に は地 方 を 考 え た場 合 、有 効 と思 う

・イ ン ス トラ ク タ ーの 養 成(教 授 法)に は必 ず し も向い て い る とは いえ な い

(そ の 一4)

遠 隔 教 育 の 定 義 、 目的 を まず 明 確 にす る こ とが 必 要 だ と思 い ます 。

4.実 践 的 ソ フ トウ ェア開 発 技 術 修 得 コ ー ス

(そ の 一1)

放 送 大 学 の よ う に受 講 者 側 に も十 分 メ リ ッ トが あ るよ う な教 育 環 境 を 設 定 す

る こ とが 必 要(い つ で も自 由 に教 育 機 会 が 与 え られ る な ど)

(そ の 一2)

遠 隔 教 育 の メ リ ッ トが わ か らない 、 コ ス トが 安 くな るの か?自 習 書 で や る

よ り効 果 が あ るの か?教 室 まで 行 き皆 と机 を並 べ 、講 師 の 声 を 直 に聞 くこ

とに 意 義 が あ る と思 う。 遠 隔 教 育 と は、 や らな くて すむ もの な らや ら な い方

が よ い よ うな もの で は な いの か?

(そ の 一3)

放 送 大 学 の 学 生 が 、 ほ とん ど テ レビ学 習 は行 わ な い との こ と。 や は り、 ス ク
ー リン グ等 の 教 授 者 との 生 の 学 習 を 望 ん で い る よ うだ。

《 高 度SE… 》

1.提 案 型行動力修得 コース

知識伝 達型の教育 はで きると思 う。実習型 は参加者 と講師 との信頼関係が出

来 きていない と出来 ない

2.一 方通 行か両方向かで教材の作 り方が異な ると思 う。 また初心者か経験者の

学習か で も異な るで しょう。教室 に集合 して講義 するときには臨機応変に資

料 の配 布で受 講者の レベルに合わせ ることが可能 であるが リモー トの場合 は

で きないので事前の教材作 りに相 当の時間が必要で しょう。

《 イ ン ス ト.ラ.夕 夕 一 》

1.情 報 処 理 と コ ン ピ ュー タ(Dコ ー ス)

(そ の 一1)

あ ま り深 く検 討 した こ とが な いの で一 般 的 に 思 い付 い た こと を述 べ ま す。

通 信 費 が 安 い こ と、 リア ル タイ ム の双 方 向 ビデ オ が 望 ま しい と思 う、 聞 く方

の 心 構 え に よ って はVTRだ け で よ いか も しれ な い。専 門家 以 下 は遠 隔教 育

は無 理(し か る こ とが ム リ)

(そ の 一2)

一221一



教 室 方式 で は、1ク ラ スせ いぜ い20～30人 しか 教 育 で きな い。 遠 隔 教 育

を行 え ば 、1000人 単 位 の 教 育 が 可 能 で あ る。 た だ し、 教 育 内 容 は限 定 さ

れ る。 また 受 講者 に 勉 強 す る意 欲 が な い と教 育 効 果 は上 が らな い。

2,シ ス テ ム技 術 の 最 近 の 動 向(Eコ ー ス)

・臨場 感 の 維 持(講 師 の 目先 、遠 隔 教 場 の モ ニ タ リン グ)
・ リアル タ イ ム性

3.シ ス テ ム開 発 と運用(Cコ ー ス)

状 況 に応 じて変 化 で きる もの で な い と(特 に ビデ オ や映 像 のC'AIな ど は)

4.(コ ン ピュ ー タ概 論)

黒 板 、卓 上 カ メ ラ、OHPの 代 わ りに 電子OHPを 利 用 す る と効 果 が あ る

《i惹9 iii弛 》

1.メ デ ィ ア に応 じた 教 授 法 、 教 材 が 必 要 で あ る、 教 育(育 成?)は 人 と人 との

っ な が りで 機 能 す る と考 え られ る 、 したが って 講 師 、 受 講 者 間 の 意 識 を外 さ

な い こ とが 大 事 で しょ う、 応 答 が タ イ ミング よ く成 され れ ば 学 習 効 果 は維 持

で き る

以 上
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(教 授 法 調 査 ア ン ケ ー ト集 計/グ ラ フ表 示)
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遠隔教育の効果
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付 属 資料3.遠 隔 教 育 シ ステ ムに 関 す るア ン ケー ト調査 票

1.貴 社 で 遠 隔 教 育 シ ス テ ムを 開 発/利 用 す る 目的 は何 で し ょうか?

今 まで 、 どの よ うな 問 題 が あ って 、 そ れ を どの よ うに解 決 しよ うと して い た

か とい う観 点 で この 遠 隔 教 育 シス テ ムの 開 発/利 用 を捉 え た と きの解 決 方 法

な ど に つ いて お答 くだ さ い。

(D今 ま で 、 ど の よ うな問 題 が あ りま したか?そ の問 題 を記 述 して くだ さ い
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(2)遠 隔 教 育 シス テ ム の導 入 に よ り、 ど の よ う に解 決 され ま した か?

そ の解 決が 見 込 まれ る内 容 にっ いて 記 述 して くだ さい 。
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(3)遠 隔 教 育 シス テ ムの 目的 に関 して 、 ご意 見 を 自由 に 記 述 して くだ さ い。

2,貴 社 の 遠 隔 教 育 シ ステ ムの 特 徴(新 規 性/他 社 との 違 い 等)を 記 述 して くだ

さ い。

3,遠 隔 教 育 とr放 送 教 育 』9ビ デ オ を 利用 した教 育 』 との 違 い/役 割 分 担 に

つ い て は ど の よ うに考 え て い ま す か?そ の 内 容 を 記 述 して くだ さ い。

(1)遠 隔 教 育/放 送 教 育 との 違 い 、 お よ び役 割 分 担 に つ い て
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(2)遠 隔 教 育/ビ デオ 教 材 との 違 い 、 お よ び 役 割 分 担 に つ い て

4.ビ デ オ(宅 配 便 で の 送 付)と の 比 較

(1)遠 隔 教 育 で の 学 習 形 態 は どの よ うな形 態 に な っ て い ま すか?

(1つ だ け○ 印 を つ けて くだ さ い)

1.ラ イ ブ授 業 が 中心2.ビ デ オ 放映 が 中心

(2)そ の 割 合 は ど の く らい で す か?

Lラ イ ブ授 業 〔 〕%

3.そ の 他()〔 〕%

3.そ の 他(

概 数 割 合 で 記 入 して くだ さ い。

2.ビ デ オ 放 映 〔 〕%

)

③ ビデオ教材を利用(遠 隔での ライブ授業を ビデオ に撮 った り、 また は一般の

ビデオ教材を宅配便等で送付 して利用)す れ ば、あえて遠隔教育を実施す る

まで もな いとい う考え方があ りますが 、 ビデオ教材で肩代 りで きる部分/で

きない部分 はどこにあ ると思 います か?そ の内容 を記述 して くだ さい。

5.ISDNと 衛 星 通 信 との 違 い は?

(D貴 社 の 遠 隔 教 育 シ ス テ ム はISDN(1.5Mbps)で は 実 現 で き な い で し ょ う

か?(1っ だ け○ 印 をつ けて くだ さ い)

1.実 現 で き る 2.実 現 で きな い
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(2)実 現 で きな い と きの 理 由 は なん で す か? そ の理 由を 記 述 して くだ さ い。

6.衛 星 通 信 で の 送受 信 デ ー タは ア ナ ロ グで す か?デ ィジ タル で す か?

(1)現 在 、 ま た は将 来 に お い て 、 ア ナ ロ グデ ー タ/デ ィ ジ タル デ ー タに は どん な

もの が あ る と考 え られ ます か?そ の 内 容 を記 述 して くだ さ い。
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《遠 隔 で の教 育 内 容 に つ い て》

7.遠 隔 教 育 で 実 現 しに くい科 目(ま た は内 容)と して は どん な科 目が あ りま す

か?

(1)実 現 しに くい科 目

(あ て は ま る番 号 に○ 印 を っ け て くだ さ い)

1.プ ロ グ ラ ミ ン グ

2.設 計 技 法

3.ネ ッ ト ワ ー ク 技 術

4.コ ミュニケーション/プレゼンテーション技 法

5.問 題 発 見 ・解 決 技 法

6,ソ フトウェア・エンジニアリング技 法

7.プ ロ ジ ェ ク ト管 理 技 法

8.そ の 他( )

(2}そ の 理 由 を 記 述 して くだ さ い。

8.従 来 の 教室 で 行 って い る学 習 を 遠 隔 教 育 シス テ ム上 で 実 現 させ るた め に は 、

ど の よ うな こ とに 考 慮 を 払 わ な けれ ば な らな い と お考 え で す か?

そ の 内 容 を記 述 して くだ さ い。

イ ンス トラクターと受講者が離れ た場所 で教 育を行 うため には、新 しい

教授 方法 とい う ものを考え なけれ ばな りませんが 、それに はどのよ うな

ものが考 え られ ますか。
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9.遠 隔教育での学習効果は通常の教室(講 師 と受講者が同 じ教室)で 行 う授業

と比 較 して学習効果 はどうですか?

(D学 習 効 果 に つ い て

(1っ だ け○ 印 を つ け て くだ さい)

L上 が る 2.変 わ らな い 3.下 が る
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(2)そ の 理 由/対 処 方 法 にっ いて 、 その 内 容 を 記 述 して くだ さ い 。

10.講 師 と受講者、受講者 どう しでの双方向性 につ いて

教育の基本は双方向性であ ると考えて いますが、受講者 と講師 との間のや り

取 りはどこまで可能で しょうか?

(D双 方 向 性 に つ い て

(1つ だ け○ 印 を つ け て くだ さい)

L受 講 者 か らの 質 問 は リア ル タ イ ムで 講 師 に伝 え る こ とが で き る。

2.電 話 を か け た ぐ らい の 間 が 開 くが 伝 え られ る。

3.受 講 者 の 質 問 は受 け 付 け られ な い 。

(2)双 方 向性 に つ い て の 考 え方 を 記 述 して くだ さい 。

11.遠 隔 教 育 シス テ ムで の付 加 価値 に は何 が あ りま す か 。

遠 隔 教 育 シス テ ムで の付 加 価 値 に は 、

・多 くの 技 術 者(や り方 に よ って は1000人 も 考 え られ る 。 た だ し教 育

内 容 は限 定 され る。 双 方 向性 は 困難 とな り、 放送 教 育 と変 わ らな くな る)

を 同 時 に育 成 す る こ とが で きる。

・貴 重 な講 演 ・シ ョウ お よ び工 場 な ど の現 場 学 習 が可 能 とな る。
・受 講 者 の 反 応 を 瞬 時 に分 析 し、 フ ィー ドバ ッ クが で きる。

・地 域 間 の 距 離 が 接 近 した教 育 が 行 え る 。

等 が 考 え られ ます が 、 そ の他 に は何 が 考 え られ ま すか?そ の 内容 を記 述

して くだ さ い。
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12.遠 隔 教 育 システ ム とCAIシ ス テ ム の融 合 にっ い て

次 の3つ のCAIシ ス テ ムの 融 合が 考 え られ ます。

(1)遠 隔 シス テ ム とCAIが 直 結 して い る場 合(そ の1)

CAIシ ス テ ムは 受 信 局 側 に基 本 的 に は存 在 し、発 信 局 と受 信 局 と の や り

と り は最 小 限 にお さえ コ ー ス ウ ェア を学 習 者 に提 示 す る コー ドと か 、学 習

履歴の最小の データを受信局 か ら発信局 に送信する。
・CAIシ ス テ ム は大 型 で もよ い

・全 て の 受 信 局 にCAIシ ス テ ムが 存 在 して い る と は 限 らな い た め、

CAIシ ス テ ムを 持 っ て い な い と こ ろに 対 して は 、何 らか の対 処 が

必 要 で あ る(テ キ ス トを用 意 す る等)。

発信局 ←

コード等

(ON-LINE)

→ 受信局 CAI

CAIの ソフト/コース

ウェアは 受 信 局 に

存 在 す る

(2)遠 隔 シ ステ ム とCAIが 直 結 して い る場 合(そ の2)

CAIシ ス テ ムは 基 本 的 に は受 信 局 側 に 存在 しな い。CAIの ソ フ トお よ

び コー ス ウ ェア は 発 信 局 か ら全 て 受 信 局 に学 習時 の 必 要 に応 じて 送 信 す る

・CAIシ ス テ ム は小 型 に な る。

(例 え ば 、Drill&PracticeCAI)

・受 信 局 に はCAIの ソ フ トお よび コー ス ウ ェアを 同 時 に送 信 す るた め

発 信局 か ら受 け 入 れ るハ ー ドウ ェア だ け あれ ば 、 全 受 信 局 でCAIの

学 習 が 実 施 で き る。

発信局

CAIのS/W,C/W

← →

(ON-LINE)

受信局 CAI

S/W;ソ フトウェアC/W;コ ースウェア

(3)遠 隔 シス テ ム とCAIが 直 結 して い な い場 合

発 信 局 か らは切 り離 して 、受 信 局 単 独 でCAI学 習 が で きる 。

発信局 (OFF-LINE) 受信局 CAI
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貴社 ではどの組 合せを考 えていますか 、その考え方 を記述 して くだ さい

正3.カ リ キ ュラ ム に つ いて

現 在 、遠 隔 で 実 施 して い る科 目 と今 後 、 実 施 した い科 目 は何 で し ょうか?

(あ て は ま る番 号 に○ 印 を っ けて くだ さ い)

Lプ ロ グ ラ ミ ン グ

2.設 計 技 法

3.ネ ッ ト ワ ー ク 技 術

4,コ ミュニケーション/プレゼンテーション技 法

5.問 題 発 見 ・解 決 技 法

6.ソ フトウェア・エンジニアリング技 法

7.プ ロ ジ ェ ク ト管 理 技 法

8.そ の 他()

14.遠 隔 教 育 シ ス テ ム に かか る コ ス トに つ い て

(1)遠 隔 教 育 シ ス テ ム に かか る コス トは 採算 が とれ ます か(開 発 費 お よ び 運 用 費

を 含 め て)?(1つ だ け○ 印 を つ け て くだ さ い)

Lと れ る 2.と れ な い

(2)コ ス トに関 す る 考 え 方 を 記 述 して くだ さ い。
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15,遠 隔 教 育 に関 す る ユ ーザ ニ ー ズ は何 で あ る と お考 え で す か?一 般 的 な ニ ー ズ

で は な く、 貴 社 独 自 に与 え られ たニ ーズ を 記 述 して くだ さ い 。

16,遠 隔 教 育 に つ いて 、 ご意 見 を 自由 に 記 述 して くだ さい。

☆ 遠 隔 教 育 に 関 す る 参考 資料 、 パ ン フ レ ッ ト等 が あ り ま した ら別 途 送 付 して いた

だ けれ ば幸 い で す 。

《ご協 力有 難 うご ざ い ま した》
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付属資料4.遠 隔教育 システムに関するアンケー ト集計

(ブ ランクの部分は"記 述なし"を 示す)

遠 隔 教 育 シ ス テ ム を 開 発/利 用 す る 目 的

調査項目
遠隔教育システムを利用する以前にどんな 問題 点 があるか(D

企業名
イ ン ス ト ラ ク タ ー を 集 め る こ と インス トラクターの効率運用

(A社) 上級 レベルの高度な技術を保有する講師が不足 している スキルを有する講師の全国 レ

ベルの活用が不十分である

(B社) 通常教室とテレビ教室(遠 隔教育を含む)で インストラク 各地にインス トラクターを派

ター お よ び カ リキ ュ ラ ムを 区 別 して い な い 、 イ ンス トラ ク 遣 していたが、この方法では

夕一が不足する問題はない インス トラクターの時間効率

という面で問題があった

(C社) 特定分野の講師が地域にいないため中央から派遣するか、 社内講師の場合、職場の優秀

講座開催を見送ることがある、新製品の説明会、講習会の な人に講師依頼が集中する

地方開催に講師を派遣するのに時間と日数を費やす

(D社) 業種業務知識に関するインス トラクターの内部養成が困難 受講者が全国に分散 している

である た め イ ン ス トラ ク タ ー また は

受講者が移動 しなければなら

ない、また量的にも同 じこと

を数回繰り返す必要がある

(E社) 優秀なインス トラクターを講義のために集めるのは難しい

(F社) (教育 内容の多様化に対応するカリキュラムの開発とそれ (企業活動拠点の分散化に対

に対応 した講師の確保) 応した教育体制の整備)

教育を専門とする講師(長 期的視点に立った育成)の 確保 東京圏外での教育の実施が必

および教育内容を専門とするパー トタイムの講師(社 内の 要である

適切な人材の選択)の 確保が難 しい

(G社) 販売代理店より入選 してインス トラクターを集めている

(H社) 技術者研修として外部の講師にお願いしていた、今後は技

術者のベテランも講師にしていきたい

(1社) な し なし

一242一



遠 隔 教 育 シ ス テ ム を 開 発/利 用 す る 目 的

調査項目

遠隔教育 システムを利用する以前にどんな 問 題 点 があるか(2)

企業名
教 育 効 果 を 上 げ る こ と PR そ の 他

(A社) ・受講 目的と教育コースの目標と 教育内容、教育スケジ 全国の関連会社やディーラに

がアンマッチである ユールが組織の末端ま 教育機会の確保と最新技術を
・テ ク ノ ロ ジー の 不 備 に よ り教 え で伝わらない 早期伝達することに問題があ

る内容に最 も適合するメディア る

の開発が不十分である

(B社) 以前より実施 していたテレビ教室 遠隔教育システムの導 遠隔教育システムの最大の目

を遠隔教育システムに、そのまま 入に際してはPRの 目 的は受講機会を増大させるこ
踏襲したので教育効果について問 的はなかった とである

題はないと考えている

(C社) ・基礎教育の場合、教育の質 ・内 ・応募者が多い場合は ・教育施設の不足、長期間の

容をあるレベル以上に保つ必要 足切り・が必要である 宿泊を伴う研修を実施する
がある ・最 新 の タ イ ム リーな ための企業風土、職場風土
・座学中心のものが多く実務教育 知識を要求 している が確立していない

に欠ける ・地域を問わない教育 ・新人教育、情報処理要員の

機会の均等を要求 教育を質 ・内容を充実させ

ることが緊急課題である

(D社) 教材作成がインス トラタ一任せに 同業他社の先行 新製品に関しては設計関係者
なっている、OHPは 盛んに使用 が全国を巡回している、場所

されているが書画作成はなおざり によってはかなりの時間的遅

にされている れが生じてしまう

(E社)

(F社) 適切な講師、教材、教育環境の組

合せを考えることが重要である

(G社)

(H社) 全国各所に事業所があるが1ど う 教育制度、カリキュラムの確

しても東京中心に研修が実施され 立が問題である
地方との格差が生 じている

(1社) な し なし イ ンス トラ ク タ ー養 成 は フ ェ
一 ス ・ツ ー ・フ ェ ー ス で 教 育

を行うべきである
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調査項目

企業名

遠 隔 教 育 シ ス テ ム を 開 発/利 用 す る 目 的

遠隔教育システム利用後の 解 決 が見込まれる内容(D

イ ン ス ト ラ ク タ ー を 集 め る こ と イ ン ス トラ ク タ ー の 効 率 運 用

(A社) 社内外の一流講師に講義を依頼すれば全国

レベルの一斉教育ができる

発信局以外にはサブインス トラクターが居る

だけで十分となった

(B社) 遠隔のために特別インス トラクターを集め

る必要はない、遠隔教育の方がインス トラ

クター数が少なくて済むのでインストラク

ターが不足することはない

1人 ですべての操作ができるようになってい

る、受講地域の拡大に比例 してインス トラク

ターの生産性は向上 している

(C社) 質のよい講師を集めることにより質のよい

講義を全国に展開できる、発信局を地域別

に多数持てれば講師依頼 もしやすく集めや

すくなる

・ライブ講義のビデオ化により自分の講義の

ライブラリーが作成できる、ビデオを遠隔

で放映でき、時間効率が期待できる
・発信局を地域別に多数持つことにより講師

の移動時間の節約ができる

(D社) 遠隔システムで解決されるとは思わない 移動時間、繰 り返 し実施回数を必要最小限に

する

(E社)

(F社)

(G社)

(H社)

(1社)
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遠 隔 教 育 シ ス テ ム を 開 発/利 用 す る 目 的

調査項目

遠隔教育 システム利用後の 解 決 が見込まれる内容(2)

企業名
教 育 効 果 を 上 げ る こ と PR そ の 他

(A社) ・ビデオによる取材やパソコン画面を用いたプ 社外か らの問い合わせ

レゼンテーションなど教えるべき内容に最 も が多い

フィットするメディアの活用ができる
・人的交流、実習/演 習主体のコースなどの集

合研修と遠隔教育システムが相互補完する

(B社) 遠隔教育は受講生と対面していないため教育効 特別な宣伝活動は行っ
果に及ぼす問題はあるが通常の教室では使用で ていないが次のことで

きない視聴覚教材を使用して教育効果を上げる PRに な って い る
こともできる、通常教室の教育と同様インス ト ・講 習 会 の ご案 内 、 ス

ラクターの意識に負うところが大きい ケ ジ ュ ール 表 にISEN

ニ ュ ー スを 入 れ た

・研修事業所の見学者

にlSENの 紹介を

している
・新聞/雑 誌等に取り

上げられた

(C社) ・AVメ デ ィアを利用することにより講師のモ 遠隔システム用教育力 新人教育、情報

ラルの向上を図 り多数の良質な講師を養成 し リキュラムを充実させ 処理要員育成の
質 ・内容の高い講義が提供できる ることにより全国に点 ための教育を質
・AVメ ディアによりビジアルな教育が実施で 在している人に対して ・内容とも充実

き教育効果も上がる 平等な教育機会を提供 させることがで
できる きる

(D社) 授業の展開についての再検討および教材の作成 同業他社と同等になる 新製品教育の全
について見直しを している 国、同時開催

(E社)

(F社) 受講者にとって

受講の自由度(
受講の場所、時

間)が 大きくな

っ た

(G社)

(H社) 全国統一 レベルの教育が可能となる 教育制度が確立
個別学習の問題を可能にする できる

(1社)
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査項目
企業名

遠 隔 教 育 シ ス テ ム を 開 発/利 用 す る 目 的
(自 由 意 見)

(A社) ・通信衛星やパソコン通信などが大企業から中堅企業さらには一般家庭、個人にまで拡大

していく環境においては教育システムの相互接続やコースウェアの流通、産学共同など

今後、整備する必要がある
・遠隔システムは地理的、時間的制約を克服するものと考えられ、量的側面に注 目されが

ちであるが教育内容の品質が最 も重要である

(B社) ・教育に関する大きな問題点の1っ は受講機会が少ないことである、限られた人材、時間

、費用などの資源を有効利用 して、いつで も、どこでも受講できる研修形態を実現する

ことが遠隔教育の最大の目的である
・受講者側か ら見ると教育のための費用は莫大なものである、遠隔教育を実施することに

より社内教育のため、および顧客の出張費用が軽減され顧客サービスに貢献で きる
・優秀なインス トラクターを多 くの地域で一度に準備することは困難である、遠隔教育で

は1人 の優秀なインストラクターによる講習を各地で受講できる

(C社)

(D社) 教育に関 して タイミング、受講機会などの地域格差の解消を図るためであり、内容的には

ビデオ教材で代替困難なものへ適用することである

(E社) ・より質のよい教育を早くタイムリーに実施したい

・より多 くの社員に対 してコス トをかけないで教育を実施 したい

・教育のフォローアップも実現 したい

(F社) 受講者の立場に立って、システムはいかにあるべきか(シ ステムの機能面、運用面につい

て)を 考えることが大切である

(G社) インス トラクターの場合、ソフ トウェアや業務内容を理解できる能力が必要になる、両者

を合わせて遠隔で教育するためにはカリキュラムの組み方が問題となる

(H社) ・コス トパフォーマンス的なメ リットが明確にっかめない

・ニューメディア(衛 星)の 利用付加価値がつかみきれない

(1社) ・教育受講機会の均等化が図れる

・教育実施会場への移動時間が不要である
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査項目
企業名

遠 隔 教 育 シ ス テ ム の 特 徴(新 規性/他 社との違い等)

(A社) ・CAL(ComputerAssistedLearing)と ビデ オ 、 パ ソ コ ン通 信 に よ る事 業 所 内 個 人

学 習 と遠 隔教 育 シス テ ム との メデ ィ ア ミ ック スに よ る総 合 教 育 シス テ ム で あ る
・フ ル動 画 の最 大活 用(パ ソ コ ンの ア ニ メー ン ヨン、 ビデオ 、 カ メ ラ 映 像)に よ る全 事 業

所 へ の 一 斉教 育 が 行 え る
・発信 、 受信 が ど こ か らで も可能 、 車 載 局 を 用 い る こ とで ユ ー ザ に 出 向 して 客 先 の 事 例 を

届 け る こ とが で きる

(B社) ・完全な双方向の対話形式 ・ビデオ、パソコン等の視聴覚教材接続可能
・2画 面形式 ・効率のよいスタジオ操作

・ライブ放送 ・回線障害を考慮 したシステム

・llスポンス・アナライザーによる集計が可能 ・複数チャネルによる複数コースの同時提供

(C社) (デ ィジタル ・アナログ併用方式)
・ディジタル方式では1.5Mbpsで2映 像(高 速動画、静止画)を 放映、質問はQ&Aボ ッ

クスより地上回線を利用 している
・高品質の映像 ・音声を必要とする場合はアナログ方式で1映 像(フ ル動画)を 放映する

・ディジタル方式を用いると複数局での放映ができ将来の拡張性に富んでいる

(D社) ・VSAT局 の適 用(子 局)

・2タ イ プ の遠 隔 教 室(小 グ ル ー プ 受 講 教 室 、集 合受 講 教 室)
・インストラ妙 一、受 講 生 間 の コミュニケーション重 視

(E社) ・ダイヤルーつで(ISDN経 由)相 手を呼び出し遠隔教育ができる

・経済的である(電 話料金相当)

・動画像利用の双方向型教育が実現できる

(F社) 教 育 にお け る基 本 的 な コミュニケーション機 能 を捉 え て
・映 像 に よ る双 方 向 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが とれ る

・多 地 点 間 の コ ミュニ ケー シ ョンが とれ る

(1:Nマ ル チポ イ ン ト制 御 方 式)

(G社)

(H社) 双方向性のある教育システムと個別学習(CAI)と の組合せによるシステムである

(1社) ・1本 の トランスポンダを分割し同時に映像伝達チャンネル(フ ル動画)1本
、 テレビ会

議の2シ ステムを独立 して使用することも、 ドッキングさせて利用することもできる
・遠隔教育では動画1画 面、静止画面1画 面の合計2画 面を送信で きる
・初年度に送信局6局 と受信局54局 を設置する4

・双方向が可能である
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企 業 名 r放送教育』との違い/役 割分担について rビデオ教育』との違い/役 割分担について

(A社) 遠隔教育;基 本的には研修場所の分散化で 受講 しているときの違いはQ/Aで きるかど

あり各受信局には運営者がいてQ/Aも 可 うか という点である

能である(双 方向) 遠隔教育;複 数人一同を部屋に集めて、かっ

放送教育;不 特定多数の対象者に一方向で 講 師 の コ ン トロ ール が で き る

講義するものであり個人で学習する(例 え ビデオ;個 人個人、学習 したいテーマを選択

ぱ家庭で)こ ともできる し個人のペースで学習できる

(B社) ・放送教育との違いは双方向の対話による ・ビデ オで は'`い つ で も学 習 で き る"代 わ り

質疑応答が可能であるという点である、 に進捗管理は学習者の自己管理に全面的に
ファックスや手紙では自由に質問できな 頼ることになる、学習効果を上げるために

いが遠隔教育では通常の教室研修と同様 は特定の場所に来て特定の時間内である程
の形式で教育ができ、従って放送教育の 度管理された環境も重要な要素である、こ

ようにスクリーングなどの必要はない うした環境を提供することが遠隔教育では
・放送教育に比べて小規模システムである、授 可能である

業前の特別な準備も不要であるし、カメ ・ビデオ教材は一度作成したものがいっまで

ラマン等の必要もない(ISENの 場合 も使用される、更新したりタイムリーな新

は 一 人 で カ メ ラ コ ン トロ ー ルが 可能) しい情報を入れることは困難である、遠隔
・放送教育では受講生は未知の多人数であ はライブ放送なので今日の情報をそのまま

るが遠隔では職業、知識 レベルなどの範 入れることも可能である

囲をある程度決めることがで きるし、講 ・双 方 向 コ ミュニ ケー シ ョンが 取 れ る こ と も

師が受講生の様子をも見ることができる 遠隔の利点である

(C社) 放送教育;自 己啓発に向いている ・双方向教育が遠隔とビデオとの違いである

遠隔教育;企 業内のOff-JTの 位置づけ ・遠隔とビデオ教材はビデオの著作権問題が

である クリアされれば併存していく
・ビデオは個人単位で学習することができる

(D社) 《違い》 《違い》

放送教育;映 像と音声の片方向コミュニケ ビデオ;放 送教育の代わりも可能で任意の時
一 シ ョンに よ る リア ル タ イ ム展 開 間や場所で再生可能である
遠隔教育;双 方向によるリアルタイム展開

《役割》 《役割》

放送教育;不 特定多数への短時間の教育へ ビデオ;自 己学習可能な基礎または定型的教

の適用(連 絡、示達、講演なども含む) 育内容へ適用される

(E社) 放送教育1一 方通行的で学習効果がない ビデオ教材は対話型でない

遠隔教育;双 方向性である

(F社) 遠隔教育は広い概念であって、その中に放 左記と同様である

送教育、ビデオを利用 した教育が含まれる

(G社) パソコン通信のように双方向性が必要になる

(H社) 放送教育は放送授業中に生徒の理解度、進 ビデオ教育はスタン ドアロンで小回りが きく
み 具 合 いの チェプク、 リアルタ仏 の質 疑 が で きな い 教育である、質疑応答ができない

(1社) ・教育実施中に受講生が質問可能である 左記の他に ビデオ教材 の制作 には多 くの
・講師から遠方事業場での受講者に対 して 労力、費用、時間の投入が必要である

指名解答が可能である(緊 張感)
・自社のニーズに即 した教育番組の制作、

放送が可能、放送時間帯の選択 もできる
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調査項目 遠隔での学 遠隔教育のなかで単独の

習 形 態 ビデオ教 材 で肩 代 りで き る部 分/で きない部分

企業名 と 利 用 率

(A社) ライブ授業が 単独 ビデオの問題点;多 数の人が集まって見るならよいが通常、忙 しいS

中心
1

Eの 場 合 、 送 付 して も見 な い ケ ー ス が 多 い 、 ま たSE部 門 が30箇 所 以 上

(70%) になるとコス トがかかる

時期により大

.

肩代 りできる部分;内 容が変わらないもので、対象層が広くないもの、ま

きく異なる
'
たは受信地区以タ[のものが肩代りできる

(B社) ライブ授業が 遠隔教育はある程度強制された環境で教育が行えること、タイムリーに情

中心 報を取 り入れることが可能である等によりビデオでは肩代りできない程の

(100%) 教育効果がある、教育効果の測定 もビデオでは不明確であるが遠隔教育で

はリスポンス ・アナライザーを使用することにより、その場で測定可能で

ある、コス トについては設備 ・導入などの初期費用と回線費用を除いて純

粋に教育提供だけを考えれば遠隔教育の方が安い、ビデオのように特別な

準備 も不要であるし、宅配便で送付するための事務作業も不要である

(C社) ライブ授業が 肩代 りできる部分;教 育内容 ・方法が枯れたものはビデオ教材化していく

中心 杏葉内情報等が伴う講座は不向きである

(100%) 肩代 りできない部分;Q&Aシ ステムを利用 した講師と受講者との質問お

よび選択肢問題の解答等は肩代 りで きない

ライブの臨場感が素人アクションとしてうける、通常講義と比較して教育

効果の損得はない/衛 星通信利用の企業内ノーハウを蓄積することが衛星

通信 ビジネスのチャンスを広げる

(D社) ライブ授業が 遠隔 システムにおいては2画 像送信のため録画は困難である、同一内容を

中心 ビデオ教材として開発することは可能であるが遠隔教育の特長である双方

(80%) 向性が犠牲になって しまう、遠隔教育をビデオ教材の延長と考えるべきで

説明会、講演 はない、ビデオ教材の有効利用という面では遠隔教育の補助教材(予 習、

会(20%) 復習、応用、関連など)と してオフライン使用するものが考えられる

(E社) 未実施 双方向性でないため教師に対 し質問ができない、本来、学習はインタラク

ティブであるべきである

(F社) ライブ授業が ライブ授業の中で ビデオを使うこともある

中心
(100%)

(G社)

(H社) ビデオ放映が 遠隔とビデオでは教育効果が著しく異なる、コス トについてはビデオ教育
中心 の方が安い
(70%)

ライブ授業

(30%)

.

(1社) ライブ授業が ビデオ教材を独自に制作することは考えていない

中心
(95%)

ビデオ放映

(5%)
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ISDNと 衛 星 通 信 の 違 い

調査項目
貴社の遠隔教育 システムはISDNで 実現可能か 実 現 で き な い 理 由

企業名
(不足する機能)(コ ス トパフォーマンス)(同 報 性)(受 信の網羅性)

(A社) 不可 動画が送信できな 1.5Mbpsで 実 現 す る場 SE会 社(現 在41

い(画 像の品質が 合、画像伝送装置等の 社)を 含めた金事

悪いため不評) 設備投資が大である 業所に研修を行う
とすれば遠隔しか

ない

(B社) 不可 サービス提供地域 1日 当たりの接続時間 同報性は重要な要 日本全国で受信で

が不足である が多いたあコス ト的に 素である きることが必須で

不利である ある

(C社) 不可 ・1:Nの 実 現 が 複数発信局のメリット ・複数発信局のメ ISDNで は サ ー

難 しい が あ る こ と 、 ビ ジネ ス リッ トが引き出 ビス地域の制限が

・音声品質 の企業ノーハウの蓄積 せない ある(衛 星は制限
・使用時間が多い の点か らコス トを考え ・受信局の増加に がない)

ている 伴い回線料が増
加する

(D社) 可

(E社) 可

(F社) 不可

(G社) 可

(H社) 不可 映像品質

(1社) 不可 ・帯域が狭いため 衛星通信の方が安い ISDNで は不可 衛星通信では沖縄
画質が落ちる 能である の離島をカバーで
・1:Nの 使 用 が きない半面、IS

不可能である DNで は大都市圏

・デ ィ ジ タ ル化 が に限定される

必要である
(ISDNの 利 用

は考えていない)
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調査項目 衛 星 通 信 の 送 受 信 デ ー タ 遠 隔 教 育 で 実 現 し に く い 科 目

企業名 ア ナ ロ グデ ー タ デ ィ ジ タル デ ー タ 実現 しにくい科 目 そ の 理 由

(A社) (ア ナ ロ グ デ ー コミュニケーション/プレゼンテー 実現 しにくいのはテーマによる

夕だけである) ション技 法 のではなく教育形態による、プレ

問題発見 ・解決技 ゼンテーション技 法 につ いて は遠 隔 で

法 は講師による技法の講義と模範

提示はできる、実際に受講生に

やらせて指導することは各地で

やるしかない

(B社) 映像 ・音声 衛星回線はディジ ネ ッ トワー ク技 法 基本的には全て遠隔で可能であ
タルを使用(映 像 コミュニケーション/プレゼンテー る、しか し設備によっては不可

、 音 声 と も) ション技 法 能なものも出て くる、現行 シス

テ ム で は 機 械 実 習 、ディスカッション形

式の講習は不可能である、当社

では技術研修ではなく対応力、

説得力等の人に焦点を当てた研
修は設備に関係なく不向きであ

る

(C社) ハ イ ビ ジ ョン ・フ ァ イ ル伝 送 コミュニケーション/プレゼンテー 講義の中の演習 ・実習があるも
・データベース配 信 ション技 法 のは実現 しにくい、ただしその
・パソコン

、WS等 の 高 演習 ・実習 講義をサポー トできる人がいれ

画質な画面伝送 ば遠隔でも実現できる
コミュニケーション/ル ゼンテーション技 法 に お

い て は ロールプレイングが 必 要 な た め遠

隔教育には向かない

(D社) 画像圧縮装置を 映像、音声、文字 機械実習 遠隔教室への実習機械設置は困
利用 しているた 、 数 値 難である

めア加グデ一夕の送

受信はない

(E社) 工夫することにより何でも可能

(F社) 映像、音声、EB 講 師と受講者間のやりとりが多

(電子黒板) い科目は実現 しにくい、講師×

教材x教 育環境の組合せが重要

(G社) 音 声 、 ソ フ ト、 画 特にない 衛星を下 り回線、パケッ ト網を

徴 す べ て を ディジタル 上り回線で利用することにより

で実現することに 実現できる

より応用範囲が広
くなる

(H社) 教育映像が主体 検討中である コミュニケーション/プレゼンテー 知識教授でない科目については

である ション技 法 難 しい

問題発見 ・解決

(1社) 一般の映像 TV会 議 お よ びディジタ 特にはない、プログラミングで

ル帯域圧縮映像 は サブ インストラ妙一が 必 要 で あ る
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調査項目 遠 隔 教育 シス テ ム上 での 考慮 点

企業名 新しい教授法 ヒューマンインタ弓 エース 教 材 の 提 示 方 法 メディアの 融 合

(A社) ・質問提示方法 ・コミュニケーションギャガ を ・手元にある教育資料と説明V コンピュータと の 融

・受講者の反応の 少なくする TR、 テ ロ ップ な ど の 関係 合(実 習と遠

収集方法 ・受講者間の情報連 ・情報量の適正化 隔をいかに組

・教材開発方法 絡を活性化させる み合わせるか

・ドラマ化技法 )を 図る

(B社) 地域による格差を 通常の教室形式にお 教材の中心はフリップである、 ビデ オ、 パ ソ

感 じさせないこと ける授業の場合と同 その他にビデオやパソコン画面 コ ン、 ス チ ル

、そのためには目 じで あ る、 イ ンス ト 等も頻繁に使用する、カメラは 、 カ メ ラ等 を

線 を合わせること ラクターの人格(熱 ズーム機能が付いているので新 接続 している

が重要である 意)が 左右する問題 システムの発表資料、雑誌、新 の で ボ タ ンー

である、遠隔だから 聞等をそのまま表示することが つで簡単に使

といって特別に考え できる、黒板の代わりに紙に板 用することが

ることではない 書 して使用することができる できる

(C社) 映像 ・音声の双方 ・TVを意識した話 し
・縦 長 のOHPシ ー ト、 テ キ ス ・llソコン通 信 の

向性を確保する 方、表情の出し方 トに代わりTV写 りを考慮 し 活用
・Q/Aが有効に使え た資料を作成する必要がある ・ハイパーメディアの

るか が ポイントで あ る ・TVで 見 やすい仕様にする必 有効活用
・反応を早く講師に 要がある

フィ・・ドバヲクす る

(D社) ・黒板を使用しな インストラクターと受 講 生 と 書画を教材提示装置により効果 教室での臨場

い、書画中心の の インターフェースは 各 種AV 的に提示する、提示の仕方より 感をだすため

授業展開である 機器他で実現される も見やすい、わかりやすい書画 に 各 種 メディアを
・受講者との対話 もので特に端末の操 を作成することが重要である 有機的に組み

回数が増える 作性を重視する 合わせて活用
す る 、 レヲスンプラ

ンを作成 し各

メディアを どの よ

うに活用する

か明らかにす

る

(E社) ・レスポンスアナライザも 活 ・画像中心になると 見やすいことが第一である CAIや テキストと

用する 問題である 組 合 わ せ パフォー

・〔デオ 等 実 写 す る ・テキストに よ る 自学 習 マンスを 上 げ る

・行動学習させる グルづ討議の場面 も

取 りいれる

(F社)

(G社) 新 しい教授法はシス

テムに よ って 異 な る

(H社) 講師と生徒の一体

感、生徒のやる気

(1・ 社) 開発中である
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調査項目 遠 隔教 育 シ ステ ム上 で の考 慮点

企業名 運 用 方 法 学 習 管 理 そ の 他

(A社) ・教育目標に沿った人をい

かに集めるか
・従 来 の コ ー ス ウ ェ アの 受

講管理システムではなく

違 うものが必要である

(B社) ・受信局に事務係を置いてい ・教室形式に比べて時間管 講師は黒板 ・机の教室と異な

る、受講者が戸惑わないよ 理に注意する必要がある ることを恐れる必要はない、

うに教室の案内、入館証の 、頻繁に休憩を取ること 大部分は通常教室と同じ、も

貸与等の処理、座席表の回 ・目が疲れないように配慮 しくは教室以上に使いやすい

収 、 ファヲクスに よ る送 付 な ど が必要である、画面を書 ものである

を 行 う、 また トラブル発 生 時 の き移すようなことはさせ

連絡係も兼任する ない

・授業前に各地の事務係とコミ

ユニケーション を 取 り なが ら音 声

、 映 像 の チェック等 を 行 う

(C社) ・Q/Aシステムに よ り受 講 者 の 参

加意識を高揚させる
・目、耳が疲れない程度で休

憩時間をいれる

(D社) 東京中心で実施している社内 今後検討する
教育への適用を行 う、インス

トラクター以外に各種補助員

が必要であり、その役目を明

確にする

(E社)

(F社) 目線に気をつける、声はメリ
パ リをっける・… 等と遠隔教

育では気配りすべき点はある

が多くは通常の教室で講師が
な す べ き こ と と同 一 で あ る 、

講師はメディアを利用するた

めに講師がなすべきことを意

識して行うというメリットが

ある

(G社)

(H社)

(1社)
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調査項目 遠隔教育での 学 習効 果 双 方 向 性

学 習 効 果 と そ の 理 由 双方向性のための機能 双方向性の考え方

企業名 ○;上 が る △;変 わ らな い ×;下 が る

(A社) △ ・態度、心構えなど人を育てるための教 1 相手と議論をしたり意見交換をするの

育→ 可能な限り小人数で集合教育ま はTV会 議 システムのように映像 も音

たはOJT等 で行うものは遠隔教育では 注 声 も双方向である必要がある、また相
効果が低い 1 手の動作を見て指導するコースも同様
・技術や情報を短い時間で相手にわか ら である、 しかしながら企業内研修の多

せる教育→ これは集合教育と遠隔教 くは講師による説明とそれに対するQ/

育で は差がない、質問ができる、受講 Aの 月ターンで あ り、そ れ に は質 問 が で き

者が正しくコースを受けることが前提 その回答が講師か ら届けられることが

である 必要である

(B社) △ 遠隔教育では基本的に通常教室で可能な 1 遠隔教育で何を実現 したいかによって
ことはすべてできる、現実には理解度の 双方向性(受 講者からの質問だけでな

平均ポイントは遠隔の方が低い、これは くインストラクター側 か らの発 問 も含 む)の 考

遠隔であるという点で対面教育のような えが決まる、教室と同じ質 ・レベルの

人間味に欠けること、受講者の態度に原 講習を行うならばllアルタ仏の双方向性が

題 す る と 考 え られ る、 担 当す るインストラクター 必須であり、質問がで きないシステム

によっては高い教育効果を上げている研 であっても有効な場合 も考えられる

修もある

(C社) ○ 大教室でのマスプロ教育よりも小人数の 1 講 師、受講者に安心感を与える効果が

教室で大画面で講師が見えることと、音 大きい

量をボ リューム調整できることにより臨

場感が高まる、教室内を明るくできるこ

とにより眠け防止となる

(D社) △ イ ン ス トラ ク タ ー と受 講 生 間 の コミュニケーショ 1 映像 と音声によるリアルタイムの双方
ンのために各種AV機 器他を組合せ、そ 向コミュニケーションを実現 し教室の

れらを駆使する授業によりこれまで以上 臨場感を出す
の効果を上げたい

(E社) △ 教授法に工夫が必要である 1 学習効果を上げる点で必要である

(F社) △ 1

(G社) 遠隔教育の場合、目的とシステムにより 1 双方向の必要性がどこまであるか、 シ

その効果は違って くる ステムの組み方により疑似双方向で十

分間に合う方法 もある、目的によって

システムを考えたらよい

(H社) △ 教室での講義と遠隔教育では生徒の受講 1 遠隔教育の一つの特長は双方向性であ

態度、双方向性により効果は変わらない る

(1社) (効果にっいては測定中) 2 双方向性がなければ放送教育、 ビデオ

教材と大差がなくなる

注1.《 双方向性のたあの機能》

1:受 講者からの質問は リアルタイムに講師に伝えることができる

2:電 話 をかけたぐらいの間が開いて も伝えることができる

3:質 問は受け付け られない
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調査 遠隔教育システムでの 遠隔教育で実施 している/今 後実施 したいカリキュラム

付加価値項目
企業名 遠隔教育システムにかかる コ ス ト にっいて

(A社) ・自分の机で必要な研修 1 × 今後のソフ トウェアビジネスの展開において、当グ
プログラムが受信できる ～ ループ全体のスキルアップ効率化は重要である、そ
・企業方針、製品コンセプ 8 れ に は関 係SE会 社 、 デ ィ ー ラ、 ソ フ トハ ウ ス に 対

トなど多数従業員への理 する教育インフラス トラクチャーの構築が基本とな

解を促進できる る、 この イ ンフ ラ に は衛 星 通 信 ネ ッ ト、 パ ソ コ ン通
・地 域 間 コ ミ ュニ ケー シ ョ 信ネ ット等か ら構成され、その構築にはかなりの投
ンの活性化(相 互に知り 注 注 資を必要とするが今後、拠点が増加する状況におい
合える、活動や事例の流 2 3 て は線をはるだけアンテナを設置するだけで教育受

通)が 図れる 信できる、将来的には採算がとれる環境になる

(B社) ・質の均一化を図ることが ・インストラクターの 生 産 性 向 上 で 採 算 を と って い る

できる ・受講者社員の出張旅費軽減により採算がとれる

・受講者の出張費用の軽減 ・地域で受講者数が少なく受信局を開局するのが困

・視聴覚教材を十分に使用
雑な場合、設備にレベル差をつけて区別している

することができる ・顧客へのサービス向上を目指しているため、これ
・講師の出張費用の軽減 はコス ト的に数字で図ることはできない

(C社) ・講師、受講者の負荷低減 1 ○ 講師陣の充実、教育カリキュラムの充実を図るため
(遠隔地間の移動時間が ～ には複数発信局で受講者を多く集あることにより採

なくなる) 3 算が合 う方向で考えている、受信局の拡大、受講者
・TVメ デ ィアを利用する の増大により集合教育に比べてコス ト安 となる

ことにより講師のルゼン 6

テーション技 術 の 向 上 が 期 待 7

できる

(D社) ・潜在受講者の発掘 1 × 当分は部分展開のため採算はとれないと思 う、教材
・事業の地方展開

～ 作成、授業展開技術が確立され、全国展開による本
・PR 8 格稼働時には採算がとれると思う

(E社) 専門家にすぐに問い合わせ 1.3
や質問ができること 6、 ・7

(F社) 地方の受講者が情報発信場 1 ○
所と同一の講義を同時に受 ～

けられるので組織としての 8
一体感を高めることが可能

(G社) 時間の制約がなく均一の教 ○ 1;1の サ ー ビス で は採 算 が とれ な い が 、1:Nに

育が受けられる なれば採算はとれる

(H社) 1.2 × 教育は質の問題でありコス トに対する定義は難 しい

7.8

(1社) その他は特になし 2.7

8

○ 受講者の数と距離、当面は定量効果より定性効果

注2.《 カ リキ ュ ラ ム の 種 類 》

1,プ ログラミング

2.設 計 技 法

3.ネ ットワーク技 法

4.コ ミ・ニケーション/ル ゼンテーション技 法

=
J

C
U

7

Ω
U

問 題 発 見 ・解 決 技 法

ソフトウェア・エンジニアリング技 法

プ ロ ジェ ク ト管 理 技 法

そ の 他

注3.《 遠隔教育 システムで採算がとれるか》 ○:と れる ×:と れ な い
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企 業 名 遠隔教育システムとCAIシ ス テ ム と の 融 合 方 法

(A社) ,1

注

4

プロジェクト管理ゲーム、プロジェクト計画CAL、 ソフトウェア品質CAL、 ユー

ザ交渉CALな どはスタン ドアロンで学習することができるが、その道の権威者の講

義やCAL実 施後の評価ポイントなどを通信衛星利用で行い各地での トレーナーの指

導によるCAL学 習を行う

(B'社)

・

1 各受講生に1台 の端末装置を設備する、この端末を利用 して遠隔教育による講義、機

械実習、オフラインのCAIに よる自習を組み合わせて研修を行う

(例)朝 一番はテレビを通じて講習の案内をする、ll時 までテレビを通じて講習を

行う、12時 まで機械実習に入る、この間、質問があればボタンを押せばインス トラ

クターと会話することができる、午後は3時 までCAIに よる自習、5時 まで講義

(C社) 3 CAIの ソフ トが十分でないため、遠隔教育システムは通常の講義に代われることを

検証した後にシステムの拡張を図る

(D社) 2 現在は考えていないが2.の 形式が有効と思われる

(E社) 1 CAI端 末(キ ャラクタ)と ビデオ(動 画表示)を 一つの端末で実現 したい

(F社) 遠隔教育、CAIシ ステムともいろいろある教育方法、教材の形態の二つである

(G社) 基本的には1.で あ るが内容によっては2.も 有 り得る

(H社) 当 初 は1.3.将 来 的 には2.に も って い き たい

(1社) CAIは 導入 していない

注4.《 遠隔教育システムとCAIシ ステムの融合方法》

1.遠 隔 システムとCAIが 直結 している場合(そ の1)

CAIシ ステムは受信局側に基本的には存在 し、発信局と受信局とのやりとりは最小限におさえる。コー

スウェア(発 信局→受信局)や 学習履歴データ(受 信局→発信局)は コー ド等で送受信する。
・CAlシ ステムは大型でもよい。

・全ての受信局にCAIシ ステムが存在しているとは限らないため、CAIシ ステムを持っていないと

ころに対しては、何 らかの対処が必要である(テ キス トを用意する等)。

コード等CAIの ソフト/コース

[発 信局]一,_、 一 受信局 ・AI2嬬 言局・

2.遠 隔 システムとCAIが 直結 している場合(そ の2)

CAIシ ステムは基本的には受信局側に存在しない。CAIの ソフトおよびコースウェアは発信局からす

べて受信局に学習時の必要に応 じて送信する。
・CAIシ ステムは小型になる(例 えば、Drill&PracticeCAI)。

・受信局にはCAIの ソフトおよびコースウェアを同時に受信するため発信局から受け入れるハー ド

ウェアだけあれば、全受信局でCAI学 習が実施できる。

CAIのS/W,C/W

[発 信局]一 、。_,一 受信局 ・AI

S/W;ソフトウェアC/W;コ ースウェア

3.遠 隔 シス テ ム とCAIが 直 結 して い ない 場 合

発 信 局 か らは切 り離 して 、受 信 局 単 独 でCAI学 習 が で きる。

発信局 (OFF-LINE) 受信局 CAI

－256一



企 業 名 遠隔教育 システムに関するニーズ 遠 隔 教 育 に 関 す る 自 由 意 見

(A社) 在宅学習に向けた研修プログラムの 遠隔教育は教育を提供する側だけの発想では、うま

整備がある くいかない、受講者側の動機づけ、OJTの 中での

体系化、各受信局のサイ ト・マネージャとの連携な

どが十分、機能しないと意味がない

(B社) ・顧 客 ニ ー ズ は 当 社 製 品 の タイ川 一な 従来の教室形式では増加の一途を辿る教育への要求

教育である、顧客研修の講座仁亡 に追い着くことは不可能である、今後の要求に対処

は約200、 受講者の数は年間15 す るには遠隔教育はその最善の解決策の1つ と言え

万人目という状況で、これらの顧 る、r遠 隔教育だから』といって必要以上に構える

客ニーズに答えるためには遠隔教 ことはない、結局はr教 育』の目的とするところは

育は必須といえる どんな方法であろうと共通するものである
・社 員ユーザのニーズと して は 、 当 社 の 徹

底 した教育(新 入社員教育、システム
・エンジニアや営 業 トレー二一教 育 等)が あ

る、各地にいる社員の出張旅費は

莫大なものである、これらの経費

節減にも遠隔教育は有効である

(C社) ・TV教 育文化を社内に構築するこ

と に よ り 、運 用 ソフト、教 育 か井ユラムも

含 め た ノーハウと システム技術 を 一 括 提 供

できる技術を蓄積する
・全国に散在する受講者の所属場所

で受講できる

(D社) 教育に関する地域格差の解消が図れ 遠隔教育を普及させるためには回線や関連機器のコ
る ス ト低減が必要である、インス トラクターと受講生

間のインタフェース機器の改善、新規開発が必要で

ある、現在あるAV機 器を組み合わせて実現するの

では不十分である、さらに授業展開などのソフ トウ

エアの研究が必要である

(E社) ・手軽に聞きたい(学 習 したい)こ

とがすぐに、その場で聞ける
・著名な人の講座が受けられる

・資格取得のための学習ができる

(F社)

(G社)

(H社) 教育制度を確立する

(1社) 教育受講機会の均等化と同報性
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ET89-64

遠隔教育システムモテルとその構成法

SystemModelsofDis七anceEducationandif,sConstruc七ionMethod

菊 川 健'

T.Kikukawa

田 村 武 志 ‥

T.Tamura

渡 辺 文 夫"

F.Watanabe

放 送 教 育 開 発 セ ン タ ー ●

NationalInstituteof

MultimediaEducation

国 際 電 信 電 話(株)'◆

KokusaiDenshinDenwaCo.Ltd.

【あ らま し】

遠隔教 育 システムを設計 す る場合 にシステム提供側 とユーザ側 は、お互 いに共通の概念

を持つ必 要があ る。 この共通概念 として講 師 と受講者 、あるいは受講著聞 におけ る教育情

報の伝達 形態 につ いて考察 した。 さらに会話を制御 するための形態 、教育資源 を活 用する

ための形 態お よび学習環境 の形態 につ いて考察 した。そ して これ らをモデルで表現 し、モ

デル を実 現す るための 各種通信 メデ ィアについ て事例 を交 えながら紹 介する.

【キーワー ド】 ⌒ 、遠隔教 育シス テムモデル、教育情報 伝達 モデル、会話制 御モテル

教育資源活 用モデル 、学 習環 境モデル 、専用線型k公 衆網 型、VSAT

1.は じ め に

最近 のデ ィジタル信号処理技術 の進展はめざ

ましい。特に画像 圧縮技術の進 展に よりテ レビ

電話 やテ レコ ンフ ァレンスが容 易に実現で きる

よ うにな った。一方、 デ ィジ タル技術 によ り小

型ア ンテ ナに よる衛星通信 システ ムの実現 やI

SDNが 利 用で きるようにな り、画像通信 のた

めのネ ッ トワー クは今後 、益 々充実 してい くも

の と考 え られ る。近年 、これ ら通信 ネ ッ トワー

ク技術の 進展 によ り双方向型の遠隔教 育が盛 ん

に行われ る ようになって きた。

例 えば、電話 会議 システ ムやパ ソコン通信に

よる比較 的小 規模 な シス テムか ら、通信衛星 に

よる大規 模 なシステム まで 、広 く使われ るよう

になって きた。今後、ISDNの 拡 充 およびV

SAT(超 小 型地球局)技 術 等の進展 によ り、

遠隔教育 システ ムも様 々な タイプの ものが考 え

られ、手軽 に利用 で きるよ うに なるであろ う。

ところで、今 まで教育情 報伝達 の形 態や会話

制御の方 法等が 明確 に整理 され ていなかった た

め 、遠隔 教育 の方法を検討す る場 合、不便 をき

た していた。例 えば、遠隔教 育 システムを設計

する場合に 、 システ ム提供側 と、これを利 用す

るユーザ側 とは、かな らず しも共 通の概念に基

づい て検討 が進め られ るとい うわけでは なかっ

た。 これ は、通信 ネ ットワー ク利用の遠隔教育

システムが まだ発展段階 にあるのが一 つの理 由

である。そ こで本 論文 では、最初 に遠 隔教育 シ

ステムを設計 する際に、シス テム提供 者 とユー

ザの共通概念 となる各種モデル について提案 す

る。次に 、これ らのモデルを具体 的に実現 する

場合の各種通 信メデ ィアにつ いて述べ るこ とに

する。一
2.1教 育 情報伝達の モデル

遠隔教 育 システムを構築 す る際 に、先 ず最初

に考慮 しな けれ ばな らない点は 、その システム

において、 どの ような教育情報 が どの よ うな形

態 で伝達 されるかを明確に してお く必要 があ る。

通常、教 育は、個人対個人 の コ ミュニケー シ

ョンの上 に成 り立 っているとい っても実 際の教

育では 、経 済的 あるいは教育 効果 の点 か ら、1

nあ る い はn:nな ど の情 報伝達 形態が とら

れ てい る。(藤 田)い)
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図1は 、 こ れ ら を 形 態 別 に ま と め た も の で あ

る 。 す な わ ち 、 情 報 伝 達 形 態 は 、1:1型 、

1:n型 、n:1型 、 お よ びn:n型 の4種 類

に 大 別 で き る 。

a)1:1型

1=1型 は 、

講 師 が 一 人 の 受

◎ 一一(i∋

a)1:1型

⑤

㊦ 一一 一⇔

b)1:n型

⑤

⑤＼
[

⑪

⑤

◎
c)n;1型

/
ぺ

S1～n

＼

S1～ 。

d)n:n型

S1～ 。

図1教 育情報伝達 モデル

講 者を指導す る

とい う形態 であ

り、いわゆる個

別学習 の形 態で

あ る。最近 話題

に なっているC

AIや 双方 向通

信 システムな ど

が これ に該 当す

る。

b)1:n型

これ は遠 隔教

育 で よ く用い ら

れ る形態 で、講

師 が教室 におけ

る複数 の受 講者

を指導 する形態

であ り、一 斉授

業 とい われ る形

態 であ る。

この場合 、教

室 は一 つ とは限

らず複数存在 す

る場合 もある。

C)n:1型

この タイプは

講 師n人 が1人

の受講者 を教育

す る場 合であ 奄

これ は、教授

学 習過 程に着 目

す ると一一斉授業

に おける学 習者

か らの反応 をと

らえる シス テム

で ある と考え る

の が妥当であ ろ

う。

d)n:n型'

n:n型 は 、討論形式 によ り授 業を進める形

態 であ る。 この場合 、教室 は複数存在 し、それ

ぞれがネ ッ トワー クで結 ばれ ている と考え られ

る。 この よ うに教育 にお ける情 報伝達の形態 は

大 別 して4種 類の形態に分類 で きる。 しか し、

これ までの教 育 シス テムは、1:n型 の ものが

多 く、例えば 、視聴 覚機器の よ うな一斉授業 を

効 率化 する ため のシ ズテムが 発達 してお り、n

1型 の よ うな情 報 を収集す るシステムが欠落

しているのは 問題であ る。

また、遠 隔教 育の場合 通信 ネ ・ トワー クシ

ステムは、 これ まで111(電 話 な ど)に 力 を

入れ て きた ために、n二nお よびn:1な どの

情報伝達形 態 を とろう とするとかな りの制約 を

受 けるこ とに な る。今後 、技 術的な対応が不可

欠 である と思 われる。

2.2会 話 制 御モ デル

教授学 習過程 におい て、教 師か ら学習者へ 、

あ るいは学 習者 か ら教師 へ、または学習者 同志

の コ ミュニ ケー ションが成立 する ことが重要 で

あ る。 ここでは、相互の会話制 御につい て考 え

る ことにす る。遠隔教育 にお いては 、大 な り小

な り、 これ らの会話は何 らかの伝達 メデ ィアを

通 じて行なわ れ るため 、システムあ るい は人 為

的 な会話制 御 の機能が不可欠 であ る。

会話制御 の考 え方 は、すでに通信 システムに

お いて、プ ロ トコル と呼 ばれ る概念があ る。

これ らの アナ ロジー を導 入す るのが考 えやす

い 。こ こで は、最近 よく用い られ るL〈Nの ト

ポ ロジー と会話 制御に関 する考え方 を導 入 し、

そ れについ て・述べる。LANの トポロジーは図

2に 示 す よ うに、バ ス型 、 リング型 、ス ク一型

お よびネ ッ トワー ク型の4種 類に分類す るのが

一般 的であ る.。これ は、遠隔 教育に おける会話

制御 のモデ ル として も適 合性 が高い と考 え られ

る。

a)バ ス 型

バス型は 、 自由討論 の場合の よ うに、特に統

制 する者は 存在せず 、早い者勝 ちの 討論 であ 奄

発言が同時 に発生 した場合、一呼吸 おいて また

発 言す るとい う形式 である。 したがって、衝突

検 出方式 と呼ばれ る制 御機構が採 用されてい る。

この場合 、討論者 の発言が終 了する まで続 く。

バス型の 例 として は、学習相談 や卒論指導 な
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ど個別指導 を主 としたものが考 えられる。

b)リ ン グ型

リング型の場合 、 トー ク ンが発言者 に順 次巡

回 してお り、 この トー クンが手 元に きた時 にの

み発 言が 許可 され る。 実際 にこれを遠隔教育 に

適 用す る場 合、

SIS2発 言 者の発 言時

間 を制限す るな

a)バ ス型

b)リ ング型

?
⇔s

S。

c)ス ター型

S2

d)ネ ッ トワー ク型

どの 対策が必要

になるであ ろ う
o

c)ス ター型

スター型 は、

ある統制者の も

とに発言が許 さ

れ る もので 、例

えば、一斉授業

の場 合にお ける

教師 の役割 を持

つホス トが存在

する。通常 のL

ANで は 、 ス タ

ー型はあ ま り用

い られ ない が、

遠 隔教育 システ

ムでは スター型

が基本 とな って

他の会話制 御モ

デル を補助 的に

使用 する場 合が

多い と考え られ

る。 しか し今後

バ ス型 、 リング

型の遠 隔教 育 も

当然考 え られ る。

d)ネ ッ トワー

ク型

ネ ッ トワー ク

型 は、実際のL

ANで は 、 メ ッ

シュ型ある いは

他 のすべての型

を総 合化 したも

の であ ると考え

られ る。 この型

は、あ らか じめ

発言者が相手 を設 定 して会話 する もので、ルー

タ制 御 と呼ばれ る形 式である。これらの 会話制

御 モデルの導入 は、前項 で述 べた情 報伝 達モデ

ルと密接 な関係 にあ り、通信 ネ ッ トワー ク上に

教育情報 をのせ る際 に、どの よ うな会話 制御モ

デル を採 用す るか によ り_シ ステム設計の方法

が大幅 に異 な ることになる。

2.3教 育 資源活用 モデル

次 に、教育 資源活用 モデルについて考える。

ここで云 う教育資源 とは、教 師、教材、教育

支援部門(事 務部門)な ど、いわゆる リソー ス

と呼ばれ る一 切を云 うことにする。

さて、教 育資源の活 用モデルは、空間的、時

間的あ るいは人間関係 などの コミュニケー シ ョ

ン、 ヒューマ ンイ ンターフェースな ど、い ろい

ろな視点 か ら考 えることがで きる。 しか し、 こ

れ をモデ ル化 す ると、大別 して、a)階 層 構造

とb)ネ ッ トワー ク構造 の2種 類に まとめ るご

とが できる。例 えば、教師 の空 間的 な配置の視

点 で教育 資源 活用 モデルを考え ると、階層構造

で は、例 えば 『千葉 に本部があ り、北海道 、東

北 、関東 、中部 ・・・… とい う各支部 がこ

れ に属 す る。 さらに関東には、東京 、千葉 、神

奈川 ・・… が属する、 とい うよ うに階層 的

に配 置す る方 法であ る。(図3)

次 に 、ネ ッ トワー ク構造で は、空間 的な配置

をある法則 に したが って行 う方法 である。

例 えば 、人 口の大小、人材獲得 の容 易さな ど

によ り自由に配置 し、あ とはネ ッ トワー クの機

能を利用 して よりダイナ ミックに資源を活用 す

る方法で ある。例 えば 、九州地 区の教師が北海

道地区の学生 を教 える、あるいは幾つかの地 区

の教師が共 同で あるカ リキュラムを担 当す る、

等であ る。 これ らは教師 とい う資源につ いて考

えたもの であ るが、教材 や素材 について も同様

な考 え方 が成 り立つ 。いずれ に して もこれ らの

資源活 用モデル では、データベー スに よる支援

システムが不可欠 である。

2.4学 習 環境 モデル

これ までは教育伝達 モデル、会話制御 モデル

資源活 用モデ ルについて述べた。 しか しあ くま

でも現実 の物理 的システムではや や異 な った形

態 を取る必要 がある場合 もあ る。

学 習環境 モデルは、実際の教室 や学 習者側 に

おける機器 な ど、物理的な システムをモデ ルに
図2会 話制御モデル
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示 し た も の で あ る 。 学 習 環 境 モ デ ル と し て は 、

図4に 示 す よ う にa)教 室 型 、b)会 議 室 型 お

よ びc)学 習 室 型 モ デ ル 等 が 考 え ら れ る 。

Po

P2 P:

P4 P6P・ P7

a)階 層構造

b)ネ ットワーク構造

図3教 育資源活用モデル

●}敬重盟

口 口

口[]

口 口

b)管 笛室型

ロー≡=□
c)ma

図4学 習環 境 モデ ル

学 習室型 モデ

ルの具 体例 とし

ては、例 えば、

CAI学 習 端末

装置 と遠隔教育

システムとを統

合 した 『統合型

CAIシ ス テム

』が考 えられる。

これは、CA

Iに よ り個別学

習 中に疑問が生

じた場合、IS

DNを 通 してダ

イヤルによ り講

師 を呼出 し、テ

レビ電 話で講師

の 直接 的な指導

を受 ける という

統 合型 システム

である。

また、必要 に

よ り教 育情報 デ

ー タベースにア

クセス し、必要

な学 習情報を検

索 す ることも可

能 であ る。

3、 遠隔教 育 システムモ デル構 築の ための

通信 メデ ィZ

次 に、今 まで論 じた各種の モデル を具体的に

実現 す るための各種 通信 メデ ィアにつ いて述べ

る。遠隔教育 システムは 、教 育情報伝達形態、

会話 制御 の方法 、目的、指導 内容 、受講者数

(nの 大 小)お よび対地(教 室)数 等 によって

利用す る通信 メデ ィアは それぞれ異 なる。

3.1nが 大 き い 場 合

1)衛 星 通 信 に よ る 遠 隔 教 育 シ ス テ ム

ー1 .5Mbpsデ ィ ジ タ ル 回 線 の 利 用 一

衛 星 通 信 に は 、 広 域 性 、 同 時 性 、 双 方 向 性 、

均 等 性 、 効 率 性 な ど の 特 徴 が あ る 。 こ の 特 徴 を

生 か し て 、 大 規 模 な 遠 隔 教 育 シ ス テ ム を 構 築 す

る こ と が 可 能 で あ る 。 衛 星 通 信 に よ る 遠 隔 教 育

シ ス テ ム に は 、 従 来 か ら 使 わ れ て い る ア ナ ロ グ

伝 送 に よ る も の と 、 デ ィ ジ タ ル 伝 送 に よ る も の

と が あ る 。 米 国 の 遠 隔 教 育 シ ス テ ム で は 、 ア ナ

ロ グ 伝 送 に よ る シ ス テ ム が 見 ら れ る が 、 国 内 の

場 合 に は 、 現 在LsMbpsデ ィ ジ タ ル 回 線 に よ る

も の が 多 く 使 わ れ て い る 。

衛 星 通 信 に よ る 遠 隔 教 育 シ ス テ ム で は 、 講 師

側 か ら 、 衛 星 経 由 でLsMbpsデ ィ ジ タ ル 回 線 に

よ り 映 像 ・音 声 情 報 を 送 り 、 受 講 者 側 か ら は 音

声 の み を 地 上 の 電 話 回 線 に よ り送 り 返 す タ イ プ

の も の(例 え ばJISEN)t2)と 、 講 師 ・受

講 者 側 と も にL5Mbpsデ ィ ジ タ ル 回 線 を 使 っ て

映 像 ・音 声 情 報 を 送 受 す る タ イ プ の も の(例 え

ばNESPAC){3iが あ る 。

い つ れ も 衛 星 通 信 の 場 合 は 、 相 手 が 固 定 さ れ

る 専 用 線 型 の 形 態 で あ り 、nが 大 き く 、 対 地 数

も 多 い 大 規 模 な シ ス テ ム に 適 す る 。

ま た 情 報 伝 達 モ デ ル で い え ぱ 、1:n型 お よ

びn:n型 の シ ス テ ム に 採 用 さ れ る 。 会 話 制 御

モ デ ル で は 、 基 本 的 に は 、 統 制 の 強 い ス タ ー 型

と な る 。

2)ISDNに よ る 遠 隔 教 育 シ ス テ ム

ー1 .5Mbpsデ ィ ジ タ ル 回 線 の 利 用 －

ISDNは 、 伝 送 路 を デ ィ ジ タ ル 化 し 、 音 声

デ ー タ 、 動 画 像 等 を 一 つ に 統 合 し て 伝 送 す る 統

合 デ ィ ジ タ ル ネ ッ ト ワ ー ク 網 で あ る 。

ISDNは 、 伝 送 の 効 率 化 を 図 る と と も に コ

ス ト パ フ ォ ー マ ン ス を 良 く す る こ と を ね ら い と

し て い る 。 現 在 、 国 内 は も と よ り 世 界 的 規 模 で

工SDN化 が 進 ん で い る 。 こ のISDNを 利 用

し て ダ イ ヤ ル に よ り 任 意 の 相 手 を 呼 び 出 し 、 音

声 、 動 画 像 、 静 止 画 像 伝 送 に よ る 双 方 向 型 の 遠

隔 教 育 シ ス テ ム が 考 え ら れ る 。

現 在 、ISDNに よ り 利 用 で き る デ ィ ジ タ ル

回 線 は 、2B+D〔Bは64Kbps、Dは16Kbps)の 基

本 チ ャ ネ ル と23B+D(L5Mbps+D)の 一 ～欠群

チ ャ ネ ル で あ る 。 最 近 、1.5Mbps高 速 デ ィ ジ タ

ル 回 線 サ ー ビ ス が 国 内 の 一 部 地 域 で 可 能 と な っ
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た 。ISDNは 、 公 衆 網 型 で あ る た め 、 相 手 側

が 固 定 さ れ な い 、 不 特 定 の 多 対 地 間 遠 隔 教 育 が

可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 ダ イ ヤ ル に よ っ て 相 手

(教 室)を 呼 び 出 し 、 高 画 質 の 双 方 向 型 遠 隔 教

育 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、ISDNは 、 会

話 制 御 モ デ ル で い え ぱ 「、 リ ン グ 型 、 バ ス 型 、 ネ

ッ ト ワ ー ク 型 が 適 用 可 能 で あ る 。

3)光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 通 信 に よ る 遠 隔 教 育

シ ス テ ム

光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル は 、 メ タ リ ッ ク ケ ー ブ ル

や 同 軸 ケ ー ブ ル よ り も 低 損 失(波 長L55μmで

0.2dB/Km)で あ り比 較 的 安 く 、 そ の 上 伝 送 帯 域

幅 はGHZ以 上 で 広 帯 域 で あ る 。 ま た 、 電 磁 誘

導 に よ る 影 響 を 受 け な い と い う 大 き な 特 徴 が あ

る た め 最 近 、 広 帯 域 ・高 速 通 信 に 広 く 使 わ れ る

よ う に な っ て き た 。 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル は 、 広

帯 域 ・高 速 デ ィ ジ タ ル 伝 送 が で き る た め 、 高 品

位 テ レ ビ(ハ イ ビ ジ ョ ン)に よ る 遠 隔 授 業 が 可

能 で あ る 。 ハ イ ビ ジ ョ ン に よ る 実 用 化 実 験 が 清

水(東 工 大)ら に よ っ て 行 わ れ て い る 。

ハ イ ビ ジ ョ ン で は 、 走 査 線 数 が1125本 で あ り

現 行 のNTSC方 式 の テ レ ビ( ,525本)と 比 べ

る と約2倍 で あ る 。 ま た 画 面 の 大 き さ も 普 通 の

テ レ ビ よ り30%も 大 き い 。 高 精 細 な 画 質 と ワ イ

ドな 画 面 に よ り 臨 場 感 の あ る 遠 隔 授 業 が 実 現 で

き る 。 こ れ に よ る シ ス テ ム で はnが 大 き く 、1

:n型 お よ びn:n型 の シ ス テ ム に 採 用 さ れ6e

4)地 上 系 マ イ ク ロ 波 通 信 に よ る 遠 隔 教 育 シ ス

テ ム

1GHz～10GHz帯 の 地 上 マ イ ク ロ 波 回

線 を 使 っ た 大 規 模 な 遠 隔 教 育 シ ス テ ム で あ る 。

例 え ば 、 信 州 大 学 で は 、 キ ャ ン バ ス 間 を7.5

GHzの マ イ ク ロ 波 回 線 で 結 び 、 学 内LANを 構

成 し 遠 隔 授 業 を 行 っ て い る 。 こ の 場 合 、 チ ャ ネ

ル 数 は 、1.5Mbpsが12ch(19Mbps}で あ り 、 遠 隔

講 義 の 他 、 会 議 や 情 報 処 理 用 あ る い は 情 報 検 索

用 と し て も 使 わ れ て い る 。t8)こ の 例 の よ う に

マ イ ク ロ 波 通 信 に よ る 遠 隔 教 育 シ ス テ ム で は 、

nが 大 き く 、1:nやn:nの 場 合 に 適 しt特

定 の 地 域 間 を 固 定 的 に 結 ん だ 専 用 線 型 の 大 規 模

遠 隔 教 育 シ ス テ ム と な る 。

3.・2nが 小 さ い 場 合

1)ISDNに よ る 遠 隔 教 育 シ ス テ ム

ー64Kbpsデ ィ ジ タ ル 回 線 の 利 用 一

こ の 方 式 は 、 コ ー デ ィ ク(デ ィ ジ タ ル 信 号 圧

縮装置)に よ りカ ラー動画像 、音声 、静止画像

フ ァクシ ミリ、お よびデー タ等 の情 報を信号圧

縮 し、電話回線 、1回 線に相 当する64Kbpsに 統

合 し、双方向伝 送する もので ある。

この方式は 、信 号圧縮 して情 報を伝送するた

め普通の テレ ビに比べ動画像の 画質 は低下する。

しか し、電話 と同 じ気軽 さで相手を呼 出 し、

カラー動画像 や高 精細な静止画 に よる遠隔指導

がで き、かつ通信 コス トが安 いため、遠隔教 育

メデ ィア として最 近、注 目され てい る。

放送 教育開発 セ ンター、KDDお よび国際 ビ

デオ コムでは 、3者 共同プ ロジ ェク トに より、

昨 年1年 間、統合 ビデ オ通信 システム(INVITE

64)を 利 用 して、ISDNのBチ ャネル

(64Kbpsデ ィジ タル回線)に よる双方向型の

遠 隔教育 実験 を行 った。 《引 この実験では、講

義 型や会話型の 遠隔モデル授 業が行われ たが、

nが 比較 的小 さい場合(例 えば15名 程 度)の 遠

隔 授業には十分使 えるとい う結 果が出て いる。

また、実験 では低速 ピ ットレー トによる動画

像 の画質低 下 が教 育効果 に及ぼす影響の調査

(引 や各種の遠 隔授業場面 〔シー ン)の 評価実

験 が行われ た。(5}

実 験 結果 に よれば 、画質 低下 が問 題になるの

は、画面全体 が動 くよ うな学 習場面 だけであ り

通常、遠隔授 業で行 われる講師 のス トレー トト

ー クや指示 棒に よ り文 字パ ター ンや図表を説 明

す る授業 では、実 用上何等問題 がない ことが分

か った。特 に狭 い範 囲であ るが、黒板を利用 し

た(板 書 に よる)授 業に も十分 利用で きるこ と

がわ かってい る。画質 を中心 とした教育効果の

調査実験 では 、 ビデ オによる授 業 とINVITEに よ

る授 業 との比較実 験が行 われ、INVITEに よ る授

業 は ビデ オに比 べ るや や効果が低下 するが 、遠

隔授業への利 用効果 は高い ことも確認 され た。

遠隔教育 の場合 、低 速 ピッ トレー トによる動

画像の画質 低下 は、本質的な問題 ではな く、む

しろ遠隔授 業 を行 う講師の力量 が授業効果を大

きく左右 す ると考 え られ る。

すなわ ち、講 師 と受講著聞 の双方向 コ ミュニ

ケー ションを十 分に保 ちなが ら、動画像(講 師

像)、 静止画像(学 習情 報)お よびG4・FA

Xな どの メデ ィアを上 手に使 えば遠隔授業 の効

果は飛躍 的に上 るもの と考 え られ る。

最近の統 合 ビデオ通信 システム(簡 易電話会
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議 シ ス テ ム)で は 、ISDNの2B+Dチ ャネ ル

(128Kbps+D}を 有 効 に 使 い 、 例 え ば 動 画 像 の ビ

ッ ト レ ー ト を 約100Kbpsま で 上 げ 、 画 質 を 向 上

さ せ て 伝 送 す る こ と も 可 能 と な っ て い る 。

こ の よ う な 方 式 を 含 め て 、 今 後ISDNの

2B+Dチ ャ ネ ル を 利 用 し た1:1、1;nお よ び

n:1型 の 遠 隔 教 育 シ ス テ ム が 広 く 利 用 さ れ る

よ う に な る で あ ろ う 。

2)VSATに よ る 遠 隔 教 育 シ ス テ ム

ー64Kbpsデ ィ ジ タ ル 回 線 の 利 用 一

初 期 の 衛 星 通 信 で は 、 衛 星 電 力 や 受 信 機 性 能

に 限 界 が あ っ た た め 、 地 球 局 の ア ン テ ナ は 、 直

径30m前 後 の 大 型 ア ン テ ナ を 必 要 と し た 。

し か し 最 近 で は 、 衛 星 搭 載 用 機 器 の 高 性 能 化

高 出 力 化 に よ り 、 地 上 局 の ア ン テ ナ 設 備 は 超 小

型 ア ン テ ナ1で も 十 分 利 用 可 能 と な っ て き た(6)

こ れ を 実 現 す る も の と し てVSAT(Very

SmallApartureTerminal)が 上 げ ら る 。

VSATは 、 親 局(ハ ブ)局 と 子 局 か ら 構 成

さ れ 、 例 え ば 子 局 の 場 合 、 直 径1.2m程 度 の 小 型

ア ン テ ナ と 通 信 装 置 に よ り 直 接 通 信 衛 星 に ア ク

セ ス し て 通 信 が 可 能 で あ る 。 装 置 は 小 型 軽 量 で 、

ど こ で も 手 軽 に 簡 単 に 設 置 す る こ と が で き る 。

そ の た め 任 意 の 場 所 に 装 置 を 置 き 低 コ ス トで

通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る こ と が で き る と い

う 特 徴 が あ る 。KDDの 実 験 用VSATシ ス テ

ム の 諸 元 を 例 と し て 表 に 示 す 。

,表KDDのVSAT諸 元例

'

項 目 性 能

1)通 信システム
・情報伝送速度 64Kbpsま たは32Kbps

・変調方式 BPSK

,・チャネル

アサ イメン ト

SCPC/FDMA

・使用周波数帯 Kuバ ン ド(14/11GHz)

2)親(ハ ブ)局

3.3mカ セグレンアンテナ

出力、250W

G/T27.3dB/K(35・El)

3)子 馬

1,2mShapedOffsetCregorianア ンテナ

出丸2W

G/T17.OdB/K(20。El)

VSATに よ っ て1:1、1:n、n=nの

遠 隔 教 育 シ ス テ ム が 構 築 可 能 で あ る 。

筆 者 ら は 、 現 在 、 こ のVSATと 統 合 ビ デ オ

通 信 シ ス テ ム(INVITE64)と を 結 ん だ 遠 隔 教 育 シ

ス テムの 構築実験 を進 めている。(図5)

VSATに よる

遠隔教育 システムの構成例

4.あ とが き

遠隔教 育 システムを提供 する側 およびユーザ

側、双方 の共通概念 となる教育情報伝 達モデル

や会話制 御モ デル等 につい て述 べた。現在の遠

隔教育形態 は1:n型 が 多 い。 しか し情 報伝達

モデ ルか ら考 えれ ば1:1型 、n:1型 あ るい

はn:n型 もあ る。 また、会話制御 モデルか ら

現在 は、ス ター型 が圧倒的に多 いが学 習相談や

卒論指導 な どを行 うバ ス型や リング型お よびネ

ッ・トワー ク型 も考 え られ る。 さらに放送 大学は

現在 、関東地 区 をサ}ビ スエ リアに してい るが

将 来は これ が全国規模 に拡大 され るであろ う。

その場合 、階層構造 にす るか 、ネ ッワー ク構

造 にす るか 、教育資源 モデルが重要 な課 題 とな

ろ う。い ずれに して も通信 メデ ィ・アが種 々選択

で きるよ うに なった現在、我 々は、各種の モデ

ルに よって遠隔教 育の要求仕様 を明確に し、最

適な システ ムを設計 す る必要が ある。
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付属資料6 ビデオ コースウェアの調査

調 査 票一
1.貴 社の ビデオ ・ユー ザで 、下の4つ の方式 の うち利用形 態 と して広 く使 われ てい る と思 われ るもの か ら順

に 番号を つけて下 さい。

① 自習方式( ) ② 普及方式(

演 習 ビデオ視聴

)

ヒデオ

主 と して 初歩的 コー ス に属 して い ます。

但 し、対 象者の レベ ル に応 じて 質疑 応答

時間 を配置 す るよ うに します。

予 習方式()

代表者嗣

③

ビデオ視聴 移動

(各在勤地)

集合教育(講 義 ・演習等)

全 員 利上ノテー/ヨン ヒデ オ視 聴 質 疑 応 答

(各在勤地)

代表者には詳細の時間の説明を行い、その人が

各地での質問に答えます。

④ グループ勉強会()

(教 室)

専門的 コースで対 象者 の事 前知識 にバ ラ ツキ

が多 い場 合 、その レベ ルを揃 え るのに有 効で す。

⑤ その他 〔 〕()

・一ダー[予 習 学 習]

刺 エンテヲ ヨン ビデオ視聴 活用 法の検 討

(各在勤地)

2.貴 社のビデオ教材と他の教材との関係にっいて広く使われているものから順に番号をつけて下さい。

①主教材として効果的()② 副教材として効果的()③ 他の教材と共用すると効果的()

3.貴 社のビデオ教材の学習者を売れすじから順に番号をつけて下さい。

学 生 高校生()文 科系大学生()理 科系大学生(

企業人 初心者(・)経 験者()管 理者(

)

)

4,貴 社のビデオ教材の学習形態として広く使われていると思われるものから順に番号をつけて下さい。

① ビデオが主、インストラクタが補助する集合教育()

② ビデオが主、コーディネータが補助する集合教育()

③ ビデオが主、補助者なしの集合教育()

④ ビデオが主、補助者なしの個別教育()

一266一



5.貴 社 の ビデオ教材 と同 じジャ ンルの もの を選 び一番左の 欄 に○ 印を つけて下 さい。 次 に実写、 動画 、 ドラマ

を ビデオ教材 に入れ て います か。入れ て いる もの に○印 をつ けて下 さい。特 に最 も ビデ オを特色 づ けて い るも

の に◎ 印をつ けて下 さい。

例SEの コ ミュニケ ー シ ョン技法

実 写 動 画 ド ラ マ

④ 自己開発を引き出す

○ a.開 発上 の留 意点 ○ ◎

一 参 考

実写効 果… ……実物 が設 置 されてい る状況 あ るいは動作 して いる状況 を見せ る ことで得 られ る教 育 効果。 機

械 とか現場 そ の ものが テ ーマ とな る場合 、 この効 果 は大 きい。

動画効 果…… …図、グ ラフ等 を時間的 に変化 させ る ことによ り得 られ る効果。 ハ ー ドウ ェア、 ソフ トウェア

の動 作等 を説明 す る場 合、 この効 果は大 きい。

ドラマ効 果… …問題点 を明 確 にす るため、寸 劇 によ りそ れを表現 す る ことによ り得 られ る教育 効果。 見解 の

相 違点 、人 間関 係の状 況説明 等 に大 きな効 果が得 られ る。

回答欄

コ ー ス の 分 類 実 写 動 画 ド ラ マ

① ひたす ら覚 え るコー ス

a.ハ ー ドウ エ ア

b.ソ フ トウ ェ ア

c.情 報処 理 システ ム

d,エ レク トロニ クスの基礎

e.プ ログラ ム言語

f.フ ァ イ ル

9,通 信 ネ ッ トワ ー ク

h,商 工業 に関 す る一般 知識

i,そ の 他

② 問題解決の方法を教えるコース

a,情 報処理 とコ ンピュー タ

b.デ ー タ ベ ー ス

c.プ ロ グラム流れ 図の 作成

d.意 思 決定 支援 シス テム

e,基 本設 計

f.詳 細設 計

g.そ の 他

③ 心 が まえ 、態 度を教 え る コー ス

a.シ ステム開 発 と運 用

b.セ キ ュ リテ ィとシス テム監査

c.移 行 と システム保 守

d.プ ロジェ ク ト管理

e,情 報処理 システ ムの運営

f.そ の 他

④ 自己能力を引き出す

a,開 発 上の留 意点

b.分 析 と要求 定義

c.そ の 他

御協力 あ りが とう ござい ま した。
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〈 ビデオ教材 の内 容 と実写、動 画、 ドラマの 調査 集計結 果 〉

コ ー ス の 分 類 実 写 動 画 ド ラ マ

① ひ たす ら覚 え るコー ス

3 a.ハ ー ドウ エ ア 3 2

3 b,ソ フ トウ ェ ア 3 3

3 c,情 報 処理 シ ステム 3 2

3 d.エ レク トロニ クスの基 礎 3 2

3 e.プ ロ グラム言語 3 3

f.フ ァ イル

1 g.通 信 ネ ッ トワ ー ク

1 h.商 工 業 に関 す る一般知 識 1

1.そ の 他 1 1

② 問題解決の方法を教えるコース

2 a,情 報処理 と コ ンピュー タ 2 2

b.デ ー タベ ー ス

2 c,プ ロ グラム流 れ図の 作成 2 2 1

1 d,意 思 決定 支援 システム

e.基 本設計
ノ

f,詳 細 設計

g,そ の 他

③ 心が まえ 、態度 を教 え る コース

a.シ ステム開 発 と運 用

b.セ キ ュ リテ ィとシ ステム監 査

c,移 行 と システ ム保守

d.プ ロ ジ ェ ク ト管 理

1 e.情 報処 理 シス テムの運 営 1

f.そ の 他

④ 自己能力を引き出す

2 a,開 発上の留 意点 2 1

1 b.分 析 と要求 定 義 1

c.そ の 他
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個別調査結果①

貴社名 日本IBM ビデオ教材名1

L貴 社の ビデオ ・ユ ーザで 、下の4つ の 方式 の うち利 用形 態 と して広 く使われ てい る と思 われ る ものか ら順

に番 号をつ けて下 さい。

① 自習方式(1)

演 ∋ ビデオ視聴1

② 普及方式(2)

ビデオ

主 と して初歩 的 コース に属 して い ます。

但 し、 対象者 の レベ ル に応 じて 質疑応 答

時間 を配 置す るよ うに します 。

③ 予 習方式(4)

ヒデオ視聴 移動 集合教育(講 義 ・演習等)

代瀦[i璽 司

全 員|t・j・・テーシパ ビデオ酬 質 疑 応 答1

(各在勤地)

代表者には詳細の時間の説明を行い、その人が

各地での質問に答えます。

④ グループ勉強会(3)

(各 在勤 地)(教 室)

専門 的 コースで 対象者 の事前 知識 にバ ラツ キ

が多 い場 合、 その レベ ルを揃 えるの に有効 です。

⑤ その他 〔 〕()

・一ダー[重 三司

1才U・・テーシ・ン1ビ デオ視聴1活 用法 の検討1

(各在勤地)

2.貴 社のビデオ教材と他の教材との関係について広く使われているものから順に番号をつけて下さい。

①主教材として効果的(2)② 副教材として効果的(3)③ 他の教材と共用すると効果的(1)

3.貴 社のビデオ教材の学習者を売れすじから順に番号をつけて下さい。

学 生 高校生()文 科系大学生()理 科系大学生()

企業人 初心者(1)経 験者(2)管 理者(3)

4,貴 社の ビデオ教材 の学 習形態 として 広 く使われ て いる と思 われ る もの か ら順に番 号 をつ けて下 さい。

① ビデオが主、インストラクタが補助する集合教育

② ビデオが主、コーディネータが補助する集合教育

③ ビデオが主、補助者なしの集合教育

④ ビデオが主、補助者なしの個別教育

(2)

(3)

(4)

(1)
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5.貴 社 の ビデオ教材 と同 じジャ ンルの もの を選 び一 番左 の欄 に○印 をつ けて下 さい。 次に実写 ・動画 ・ ドラマ

を ビデオ教材 に入れて い ますか。 入れ てい る もの に○印 をつ けて下 さい。 特に最 も ビデオを特 色づ けて いる も

の に◎ 印をっ けて下 さい。

例SEの コ ミュニ ケー シ ョン技 法

実 写 動 画 ド ラ マ

④ 自己開発を引き出す

○ a.開 発上の 留意点 ○ ◎

参 考 一

実写 効果… ……実物 が設 置 されて い る状 況あ るい は動作 して いる状況 を 見せ るこ とで 得 られ る教育 効果。 機

械 とか現 場 その ものが テー マ とな る場合 、 この 効果 は大 きい。

動画 効果 ………図 、 グラ フ等 を時 間的 に変化 させ る ことによ り得 られ る効 果。ハ ー ドウ ェア、 ソフ トウ ェア

の 動作等 を 説明す る場合 、 この効 果 は大 きい。

ドラマ効 果…… 問題点 を明 確にす るため、寸 劇 によ りそれを 表現す る ことに よ り得 られ る教育 効果。 見解の

相 違点 、人 間関係 の状況 説 明等 に大 きな効果 が得 られ る。

回答欄 一

コ ー ス の 分 類 実 写 動 画 ド ラ マ

① ひたす ら覚 え るコー ス

a.ハ ー ドウ エア ○

b.ソ フ トウ ェ ア

c.情 報 処理 システム ○

d.エ レク トロニ クスの基礎 ○

e.プ ログラム言 語

f.フ ァ イ ル

g.通 信 ネ ッ トワ ー ク ○

h.商 工業 に関す る一般 知識 ○ ○

i.そ の 他

② 問題解決の方法を教えるコース

a.情 報処理 と コン ピュー タ

b.デ ー タ ベ ー ス

c.プ ログラ ム流 れ図 の作 成

d,意 思決 定支援 システ ム

e.基 本設 計

f.詳 細設 計

g.そ の他

③ 心 が まえ、態 度 を教 え る コース

a.シ ステム開 発 と運 用

b,セ キ ュ リテ ィと システム監 査

c,移 行 と システ ム保 守

d.プ ロジ ェク ト管理

e.情 報処 理 シス テムの運 営、 ○

f.そ の 他

④ 自己能力を引き出す

a,開 発 上の留 意点 ○

b.分 析 と要 求定 義 ○

c.そ の 他

、

御 協 力あ りが と うござい ま した。
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②

貴社名 日刊工業新聞社 ヒデオ教材名

L貴 社 の ビデオ ・ユ ーザで 、下 の4っ の方 式の うち利用形 態 と して広 く使われて い ると思わ れる もの か ら順

に番号 をっ けて下 さい。

① 自習方式(4) ② 普及方式(1)

ビデオ 演 習 ビデオ視聴

主として初歩的コースに属しています。

但し、対象者のレベルに応じて質疑応答

時間を配置するようにします。

③ 予習方式(2)

代表者[i壷 司

全 員 利 エンテーンヨン ヒデオ視 聴 質 疑 応 答

(各在勤地)

代表者には詳細の時間の説明を行い、その人が

各地での質問に答えます。

ビデオ視聴 移動 集合教育(講 義 ・演習等)

(各 在勤 地)(教 室)

専門 的 コースで 対象者 の事 前知識 にバ ラ ツキ

が多 い場 合 、その レベ ルを揃 え るの に有 効です。

④ グループ勉強会(3)

⑤ その他 〔 〕( )

・一ダー[鉋

オリエンテーンヨン ビデ オ視 聴 活用法の 検討

(各在勤地)

2.貴 社のビデオ教材と他の教材との関係について広く使われているものから順に番号をつけて下さい。

①主教材として効果的(1)② 副教材として効果的(2)③ 他の教材と共用すると効果的(3)

3.貴 社のビデオ教材の学習者を売れすじから順に番号をっけて下さい。

学 生 高校生(3)文 科系大学生(2)理 科系大学生(1)

企業人 初心者(1)経 験者(2)管 理者(3)

4.貴 社の ビデオ教 材の学 習形 態 と して広 く使 われて い ると思 われ るものか ら順に番 号 をっ けて下 さい。

①

②

③

④

ビデオが主、インストラクタが補助する集合教育

ビデオが主、コーディネータが補助する集合教育

ビデオが主、補助看なしの集合教育

ビデオが主、補助者なしの個別教育

(

(

(

(

1

3

り
'

4

)

)

)

)
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5.貴 社 の ビデオ教 材 と同 じジ ャンルの ものを選 び一 番左 の欄 に○ 印をっ けて下 さい。 次 に実 写、動画 、 ドラマ

を ビデ オ教材 に入 れて います か。入 れて い る もの に○ 印をっ けて下 さい。 特 に最 も ビデオ を特色づ けて いる も

の に◎ 印 をっけて下 さい。

例SEの コ ミュニ ケー シ ョン技法.

実 写 動 画 ド ラ マ

④ 自己開発を引き出す

○ a.開 発上 の留意 点 ○ ◎

参 考

実 写効 果…… …実 物が 設置 され てい る状 況 あ るいは動作 して いる状 況を 見せ るこ とで 得 られる教育 効果。 機

械 とか 現場 その ものが テ ーマ とな る場合 、 この効果 は大 きい。

動 画効果 …… …図、 グ ラフ等を時 間的 に変 化 させ ることに よ り得 られ る効 果。ハ ー ドウ ェア、 ソフ トウェア

の動作 等を 説明 す る場 合、 この効 果 は大 きい。

ドラマ効 果… …問題点 を明 確 にす るため、 寸劇 によ りそれを 表現す る ことに よ り得 られ る教 育効 果。見解 の

相 違点 、人 間関 係の状 況説 明等 に大 きな効果 が得 られ る。

回答欄

コ ー ス の 分 類 実 写 動 画 ド ラ マ

① ひ たす ら覚 え るコー ス

○ a.ハ ー ドウ エ ア ○ ○

○ b.ソ フ トウ ェ ア ○ ○

○ c.情 報処理 システム ○ ○

○ d,エ レク トロニ クスの基礎 ○ ○

○ e.プ ロ グラム言語 ○ ○

f.フ ァ イ ル

g.通 信 ネ ッ トワ ー ク

h.商 工業 に関す る一般 知識

i.そ の 他

② 問題解決の方法を教えるコース

○ a.情 報処理 とコ ン ピュータ ○ ○

b.デ ー タ ベ ー ス

○ c.プ ログラム流 れ図 の作成 ○ ○

d.意 思決 定支 援 システ ム ○

e.基 本設 計

f,詳 細設 計

g.そ の 他

③ 心が まえ、態 度を 教え る コース

a.シ ステム 開発 と運用

b.セ キ ュ リテ ィと システム監 査

c,移 行 と システ ム保守

d,プ ロ ジェ ク ト管 理

e,情 報処 理 システム の運営

f.そ の他'

④ 自己能力を引き出す

a.開 発上の 留意 点

b,分 析 と要 求定 義

c.そ の 他

御 協 力あ りが と うござい ま した。
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③

匡 社名|㈱ ・クルー・蛇 1ビ デ 横 材 名1で きるSEの ・ ミ・=tr－ シ ・ ン搬 ・ リーズ

(全4巻)

L貴 社の ビデオ ・ユ ーザで、 下の4つ の方 式の うち利用形態 として広 く使われて い ると思わ れ る もの か ら順

に 番号を つ けて下 さい。

① 自習方式(2)

演 習1ビ デオ視聴1

② 普及方式( )

ビデオ

③

ビデオ視聴 移動

(各在勤地)

主 として初歩的コースに属しています。

但し、対象者のレベルに応じて質疑応答

時間を配置するようにします。

予習方式()

集合教育(講 義 ・演習等)

代表者匡三≡ヨ

全 員Btl1>テ ーシ・ン1ビ デ 槻 聴1質 疑 応 答1

(各在勤地)

代表者には詳細の時間の説明を行い、その人が

各地での質問に答えます。

④ グルー,f勉強会(1)

(教 室)

専 門的 コー スで対象者 の事前 知識 にバ ラツ キ

が多 い場合 、その レベル を揃 え るの に有効 です。

⑤ その 他 〔 〕()

リーダー[函

1鋤 テーシパ ビデオ視剰 鯛 法の横川
(各在勤地)

2,貴 社のビデオ教材と他の教材との関係について広く使われているものから順に番号をっけて下さい。

①主教材として効果的(1)② 副教材として効果的(2)③ 他の教材と共用すると効果的(3)

3.貴 社めビデオ教材の学習者を売れすじから順に番号をつけて下さい。

学 生 高校生()文 科系大学生()理 科系大学生()

企業人 初心者(2)経 験者(1)管 理者(3)

4.貴 社の ビデオ教材 の学 習形態 と して広 く使 われ てい ると思われ る もの か ら順 に番号 をつ けて 下 さい。

① ビデ オが主、 イ ンス トラク タが補助 す る集合 教育(1)

② ビデ オが主、 コー ディネ ータが補助 す る集合 教育(3)

③ ビデオが 主、補 助者 な しの 集合教育(4)

④ ビデオが 主、補助 者 な しの 個別教育(2)
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5,貴 社の ビデ オ教材 と同 じジ ャンルの もの を選 び一 番 左の欄 に○ 印をっ けて下 さい。次 に実写 、動画 、 ドラマ

を ビデオ教 材 に入れて います か。入 れて いる もの に○ 印をっ けて 下 さい。 特 に最 もビデオを特 色づ けて い る も

のに◎ 印を っ けて下 さい。

例SEの コ ミュニ ケー シ ョン技法

実 写 動 画 ド ラ マ

④ 自己開発を引き出す

○ a.開 発 上の留意 点 ○ ◎

参 考 一

実写 効果 …… …実物が 設置 されて い る状 況あ るい は動 作 して い る状 況を見 せ ることで得 られ る教育 効果。 機

械 とか現場 その ものが テーマ とな る場 合 、 この 効果 は大 きい。

動画 効果 …… …図 、グ ラフ等を時 間的 に変化 させ るこ とによ り得 られ る効 果。ハ ー ドウ ェア 、 ソフ トウ ェア

の動作 等を 説明す る場 合、 この 効果 は大 きい。

ドラマ効 果… …問題点 を明 確にす るため、寸劇 に よ りそ れを表 現す る ことに より得 られ る教育 効果 。見 解の

相違点 、人 間関係 の状況 説明等 に大 きな 効果が 得 られ る。

回答欄

コ ー ス の 分 類 実 写 動 画 ド ラ マ

① ひ たす ら覚 え るコー ス

a.ハ ー ドウ エア

b.ソ フ トウ ェア

c.情 報処理 システム

d.エ レク トロニ クスの 基礎

e.プ ログラム言語
9

f.フ ァ イ ル

g.通 信 ネ ッ トワ ー ク

h.商 工業 に関す る一般 知識

i.そ の 他

② 問題解決の方法を教えるコース

a.情 報処理 とコ ンピュー タ

b.デ ー タ ベ ー ス

c.プ ログラム流 れ図 の作成

d,意 思決 定支援 システム

e,基 本設 計

f.詳 細設 計

g.そ の他

③ 心が まえ、態度 を教 え るコー ス

a.シ ステム開発 と運用

b.セ キ ュ リテ ィと システ ム監査 ]

c.移 行 と システム保守

d.プ ロ ジェク ト管理

e.情 報処 理 システ ムの運営

f.そ の 他

○ ④ 自己能力を引き出す

a.開 発 上の留意 点 ○ ◎

b,分 析 と要求 定義

c.そ の 他

御協 力あ りが とう ござい ま した。
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④

1鮒 名1富 士ゼ・・ク・㈱ 1ビ デオ教材 名IUNix初 級 、Cプ ・グラ ミ・グ等

1.貴 社 の ビデオ ・ユ ーザ で、下の4っ の方式 の うち利用形態 として広 く使われて いると思われ る ものか ら順

に番号 をつけて下 さい。

主 と して初歩的 コー スに属 してい ます。

但 し、対象者 の レベル に応 じて質疑応答

時間を配 置す るよ うに します。

③ 予習方式(

(各 在勤 地)(教 室)

専門 的 コー スで対象者 の事前知識 にバ ラツキ

が多 い場 合、その レベル を揃え るの に有効です 。

⑤ その他 〔

代表者[i亘 司

(各在勤地)

代表者には詳細の時間の説明を行い、その人が

各地での質問に答えます。

④ グループ勉強会(

・一ダー[函

1オリ・・テーシ"1ビ デ槻 副 踊 法の検討

2.貴 社のビデオ教材と他の教材との関係にっいて広く使われているものから順に番号をつけて下さい。

①主教材として効果的(1)② 副教材として効果的(3)③ 他の教材と共用すると効果的(2)

3,貴 社のビデオ教材の学習者を売れすじから順に番号をつけて下さい。

学 生 高校生(2)文 科系大学生(3)理 科系大学生(1)

企業人 初心者(1)経 験者(2)管 理者(3)

4.貴 社のビデオ教材の学習形態として広く使われていると思われるものから順に番号をっけて下さい。

① ビデオが主、インストラクタが補助する集合教育

② ビデオが主、コーディネータが補助する集合教育

③ ビデオが主、補助者なしの集合教育

④ ビデオが主、補助者なしの個別教育

(1)

(2)

(4)

(3)
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5.貴 社の ビデオ教材 と同 じジャ ンルの ものを選 び一 番左の欄 に○ 印をっけて下 さい。次 に実写 、動 画、 ドラマ

を ビデオ教材 に入れてい ますか。入 れてい るもの に○ 印をっ けて下 さい。 特に最 もビデオを特 色づけて いる も

の に◎ 印 をっ けて下 さい。

例SEの コ ミュニケ一方シ ョン技法

実 写 動 画 ド ラ マ

④ 自己開発を引き出す

○ a.開 発上の留意点 ○ ◎

一 参 考

実写 効果 ………実物が設置 されている状況 あるいは動作 してい る状況 を見せ る ことで得 られ る教 育効果。 機

械 とか現場 その ものがテ ーマとな る場合 、 この効果 は大 きい。

動 画効果 ………図、 グラフ等 を時間的に変化 させ ることによ り得 られ る効果。 ハー ドウェア、ソ フ トウェア

の動作等を説 明す る場合、 この効果 は大 きい。

ドラマ効果 ……問題点を明確 にす るため、寸劇 によ りそれを表現す ることによ り得 られ る教育 効果。見解 の

相違点、人間 関係 の状況説明等 に大 きな効果が得 られ る。

回答欄

コ ー ス の 分 類 実 写 動 画 ド ラ マ

① ひたす ら覚え るコース

a,ハ ー ドウ エ ア

○ b,ソ フ トウ ェ ア ◎ ○

c.情 報処理 システム

d,エ レク トロニ クスの基礎

○ e,プ ロ グラム言語 ○ ◎

f,フ ァイ ル

g,通 信 ネ ッ トワ ー ク

h,商 工 業に関す る一 般知識

i.そ の 他

② 問題解決の方法を教えるコース

a.情 報処 理 とコン ピュー タ

b.デ ー タ ベ ー ス

c.プ ログ ラム流れ図 の作成

d.意 思決 定支援 システム

e.基 本設 計

f.詳 細設 計

g.そ の他

③ 心が まえ、態度を教 える コー ス

a.シ ステム開発 と運用

b.セ キュ リテ ィとシステム監査

c.移 行 と システム保守

d.プ ロ ジェク ト管理

e.情 報処理 システ ムの運 営

f.そ の 他

④ 自己能力を引き出す

a.開 発上 の留意点

b.分 析 と要求定義

c.そ の 他

御協力あ りが と うござい ま した。
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⑤

貴社名 閲日本能率協会 ビデオ教材名 情報処理技術入門コース5本

1.貴 社 の ビデオ ・ユ ーザで、下の4っ の方式の うち利用 形態 として広 く使われて いると思 われ るものか ら順

に番号 をっけて下 さい。

① 自習方式(1) ② 普及方式(4)

ビデオ 演 習 ビデオ視聴

③

ビデオ視聴 移動

(各在勤地)

主 と して初歩的 コースに属 して います。

但 し、対象者の レベ ルに応 じて質疑応答

時間を配 置するよ うに します。

予習方式(3)

集合教育(講 義・演習等)

代表者匡垂 司

全 員 利工ソテー刀ン ビデオ視聴 質 疑 応 答

(各在勤地)

代表者には詳細の時間の説明を行い、その人が

各地での質問に答えます。

④ グループ勉強会(2)

(教 室)

専門的 コースで対 象者の事前知 識にバ ラツキ

が 多い場合、 その レベ ルを揃え るのに有効です。

⑤ その他 〔 〕()

リーダー匡亘理]

利エンテ一刀ン ビデオ視聴 活用 法の検討

(各在勤地)

2.貴 社のビデオ教材と他の教材との関係について広く使われているものから順に番号をつけて下さい。

①主教材として効果的(3)② 副教材として効果的(1)③ 他の教材と共用すると効果的(2)

3.貴 社のビデオ教材の学習者を売れすじから順に番号をつけて下さい。

学 生 高校生(5)文 科系大学生(2)理 科系大学生(4)

企業人 初心者(1)経 験者(6)管 理者(3)

4.貴 社のビデオ教材の学習形態として広く使われていると思われるものから順に番号をつけて下さい。

① ビデオが主、インストラクタが補助する集合教育

② ビデオが主、コーディネータが補助する集合教育

③ ビデオが主、補助者なしの集合教育

④ ビデオが主、補助者なしの個別教育

(3)

(2)

(4)

(.1)
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5.貴 社の ビデオ教材 と同 じジャ ンルの ものを選 び一番左の欄に○印をつ けて下 さい。次 に実写 、動 画、 ドラマ

を ビデオ教材 に入れ てい ますか。入 れてい るもの に○ 印をっけて下 さい。特 に最 もビデオを特色 づけてい るも

の に◎ 印をつけて下 さい。

例SEの コ ミュニ ケー ション技法

実 写 動 画 ド ラ マ

④ 自己開発を引き出す

○ a,開 発上の留意点 ○ ◎

参 考

実写効果 ………実物が設 置 されて いる状 況あるい は動作 してい る状況 を見せる ことで得 られ る教育効果。機

械 とか現場 その ものが テーマ とな る場 合、 この効果 は大 きい。

動画効果 ………図、 グラフ等を時間的 に変化 させ ることによ り得 られ る効果。ハー ドウェア、 ソフ トウェア

の動作等 を説明す る場合 、 この効果 は大 きい。

ドラマ効果……問題点 を明確にす るため、寸劇 によ りそれを表現す るこ とによ り得 られる教 育効果。見解 の

相違点、人 間関係の状 況説明等 に大 きな効果が得 られ る。

回答欄

コ ー ス の 分 類 実 写 動 画 ド ラ マ

① ひたす ら覚え る コー ス

a.ハ ー ドウ ェ ア ○ ○

b.ソ フ トウ ェ ア ○ ○

c,情 報処理 システ ム ○ ○

d,エ レク トロニ クスの基 礎

e.プ ログラム言語 ○ ○

f.フ ァイ ル

9.通 信 ネ ッ トワ ー ク

h,商 工 業に関す る一般 知識

1,そ の 他

② 問題解決の方法を教えるコース

a,情 報処理 とコ ンピュー タ ○ ○

b.デ ー タ ベ ー ス

c.プ ログラム流 れ図の作成 ○ ○

d,意 思決定支援 システ ム

e.基 本設計

f.詳 細設計

g,そ の 他

③ 心が まえ、態度 を教え る コース

a.シ ステ ム開 発 と運用

b.セ キュ リテ ィとシステム監査

c.移 行 とシステム保守

d、 プロジェ ク ト管理

e.情 報処理 システムの運営

f.そ の他

④ 自己能力を引き出す

a,開 発上 の留意点

b.分 析と要求定義

c.そ の 他

御 協力あ りが とうございま した。
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